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岐阜市は、岐阜県の中央南部に位置し、古くから政治・経済的に重要な

拠点でした。芥見町屋遺跡が所在する芥見地区においても、周辺の地域を

結ぶ主要な道路が通り、長良)11の渡船場(芥見の渡し)は物流・旅客輸送

の重要な拠点であったと考えられています。

このたび、岐阜県県土整備部岐車土木事務所による公共社会資本整備総

合交付金事業及び公共床上浸水対策特別緊急事業に伴い、芥見町屋遺跡の

事業予定地内において、記録保存のための発掘調査を実施しました。

当遺跡は、これまでの発掘調査では主に弥生時代と古代の遺構・遺物が

知られていましたが、今回の調査では様相が異なり中世から近世にかけて

の集落跡を確認しました。本報告書は発掘調査の成果をまとめたものであ

り、本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研

究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当た

りまして、多大な御支援・御協力をいただきました関係諸機関並びに関係

者各位、岐阜市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成24年 3月

岐車県文化財保護センター

所長高橋照美



例言

1 本書は、岐阜県岐阜市芥見町屋1丁目及び2丁目に所在する芥見町屋遺跡(岐阜県遺跡番号2120

1・03185)の発掘調査報告書である。

2 本調査は、平成22年度公共社会資本整備総合交付金事業一般県道上白金真砂線町屋工区及び公共

床上浸水対策特別緊急事業長良川|芥見工区、平成23年度公共社会資本整備総合交付金事業一般県道

上白金真砂線町屋工区・県単河川局部改良事業長良川芥見工区に伴うもので、岐阜県県士整備部か

ら岐阜県教育委員会が予算の再配当を受けた。発掘調査及び整理等作業は岐阜県文化財保護センタ

ーが実施した。

3 宇野隆夫国際日本文化研究センター教授及び藤沢良祐愛知学院大学教授の指導のもとに、発掘調

査は平成22年度に、整理等作業は平成23年度に実施した。

4 発掘調査及び整理等作業の担当は、本書第1章第2節に一括掲載した。

5 本書の執筆及び編集は三輪晃三が行った。

6 発掘作業における作業員雇用、現場管理、掘削、測量、景観写真撮影、旧宇絵図のデジタルトレ

ースなどの業務と、出土遺物の洗浄・注記は、株式会社ユニオンに委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、株式会社イピソクに委託して行った。

8 鍛冶・鋳造関連遺物及び土製品付着顔料等の分析は、株式会社パレオ・ラポに委託して行った。

第4章に掲載した。執筆は株式会社パレオ・ラポによる結果をもとに三輪が行った。

9 発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である(敬称略・五十音順)。

井川|祥子近藤大典高橋宏之長屋幸三八賀晋岐阜市教育委員会

財団法人岐阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所

10 本文中の方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標系第四系を使用する。

11 土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄2010W新版標準土色帖~ (日本色研事業株式会社)

による。

12 調査記録及び出土遺物は、岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第 1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

長良川は、岐阜県郡上市大日ヶ岳から伊勢湾へ流れ込む、全長約166mの一級河川である。平成16

年10月、台風23号の上陸により長良川上流域で激しい雨が降り続き、岐阜市から郡上市に至る各所で

甚大な浸水被害が発生した.そのため、岐阜県県士整備部岐阜土木事務所では、一般県道上白金真砂

線町屋工区の幅員狭小区聞を解消し、併せて豪雨災害に対応した緊急的な改修により再度の災害を軽

減する事業許画を策定した(事業名:平成22年度公共社会資本整備総合交付金事業一般県道上白金真

砂線町屋工区及び公共床上浸水対策特別緊急事業長良川芥見工区)。

事業に先立ち、岐阜土木事務所は岐阜県教育委員会に対して開発事業予定地における埋蔵文化財の

有無の照会を行い、岐阜県教育委員会が岐阜県遺跡地図等で照合したところ、開発事業予定地(調査

前の土地利用は宅地文は畑地)内に周知の埋蔵文化財包蔵地である葬見町屋遺跡が所在することを確

認した(図1)。このため岐阜県教育委員会は、その取扱いについて岐阜土木事務所と協議し、平成2

0年10月20日~平成21年 7月23日に試掘・確認調査を実施した.平成21年7月31日、平成21年度第1

田岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討会において、遺構・遺物を確認した周辺の埋蔵文化財の保護措置が

必要であり、岐車県指掘調査等適用基準に基づき、やむを得ず記録保存のための発掘調査(上層面72

7rrl、下層面2，533nt)を実施する必要があると結論づけられた.これを受けて、文化財保護法第94条

第 1項の規定に基づき、岐阜土木事務所長から県教育長あて発掘の通知(平成22年1月14日付け岐土

(S=1/50，。ω)

園 1 遺跡位置困
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第715~き)が提出され、同法第94条第4項の規定に基

づき、岐阜県教育長から同事務所長あて発掘調査の

実施(平成22年2月26日付け社文第11号の134)が勧

告された。同事務所長から発掘調査実施の依頼を受

け、文化財保護法第99条第 1項の規定に基づき、岐

阜県文化財保護センタ-(以下「センタ-Jという。)

所長から県教育長あて発掘調査の報告(平成22年 6

月16日付け文財セ第43号)を提出した。

調査対象地は、長良川の河川保全区域に当たるこ

とから、河川管理者である岐阜土木事務所から、「堤

内地の堤脚付近に設置する工作物の位置等に係る判

断基準J(平成6年5月31日付け旧建設省河川局治水

謀長通達}に基づき『堤防付近で調査を行う点での

注意点J(極力調査範囲を小さく設定し、堤防から規

格の範囲まで控えること、漏水時の必要な措置をと

ること0)が示された.センターでは、周辺住民と発

掘調査の安全を確保するため、出水期に上層面の調

査、非出水期に下層面の一部の範囲に限定して調査

することとし、試掘・確認調査の結果と八賀普氏の

指導を踏まえ、発掘区(発掘面積681.54rd)を設定

した。

第2節調査の方法と経過

後述する発掘調査の方法や方針は、センター内で

使用する各種マニュアルに準拠、文は調査課職員で

構成する遺跡調査検討委員会で検討の上で決定した。

1 発掴調査の方法

誌掴・確認調査の調査成果(園2・表 1) 試掘・

確認調査では、事業予定地(調査対象面積4，965nf)

内に調査坑を16箇所(掘削面積約114rd)設定した.

調査の結果、 TP3からTP8にかけては近世と考

えられる上層面、 TP9以南では撹乱が多く中世と

考えられる下層面があり、士坑41基を検出した。遺

物はTP8・9を中心に、総数240点(土師器・中世

10伽 ~近代陶磁器等)が出土した。
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表1 試掘・確認調査結果一監表

調査坑 土師器 中世陶磁器 近世陶磁器 近代陶磁器 その他 総数 掘削(zrl面)積 検出遺構数

TPl 。 。 。 。 。。 5.1 。
TP2 。 3 5 。 。 8 7.0 。
TP3 10 20 2 。 1 33 6.5 土坑4
TP4 。 。 。 。 5.8 。
TP5 。 3 1 。 。 4 5.4 。
TP6 2 3 7 1 。13 6.6 。
TP7 7 4 8 2 2 23 7.6 。
TP8 12 22 3 。 4 41 8.0 士坑5
TP9 14 19 6 1 6 46 10.1 土坑11
TPI0 5 3 17 2 5 32 8.9 土坑7
TPll 5 4 。 。 1 10 4. 7 土坑5
TP12 3 。 3 。 1 7 9.6 土坑3
TP13 2 1 。 。 1 4 6.0 土坑l
TP14 。 。 。 4 5 5. 7 。
TP15 。 。 。 。 。。 8.6 。
TP16 4 3 6 。 。13 8.6 土坑5
総数 66 85 58 6 25 240 114.1 土坑41

注)中世と近世、又は近世と近代の区別が困難な土器は、より古い時期に帰属させた。

一方、遺構が検出されなかった区域のうち、 TP1からTP14にかけての区域では現地表面から約L

5m下まで現代の埋蔵物が混入 (TP14では現地表面一約0.8mから1.9mまで洪水堆積層が堆積)し、

TP6以南と土層堆積状況の相違が見られた。

発掘調査の実施における課題試掘・確認調査の結果と先学の研究を基に、発掘調査の実施に際して、

次の3つの課題を設定した。①近世墓地(上層面)の展開及び構造を把握すること。中世村落(下層

面)における出土遺物の組成から、遺跡の性格を把握すること。②遺跡内で地点により主体となる時

代が異なる点を、遺跡形成の観点から解明すること。③遺跡周辺の地割の変遷。

発掘区の設定方法(園3) 発掘調査を開始するに当たり、 4級基準点測量及び水準測量を実施し、

発掘区以南の開発事業予定地を網羅するように、世界測地系座標を基に100m四方の大グリッドで割

り付け、さらにその中を 5m四方で細分し、随時グリッド杭を打設した。大グリッド名の呼称は、北

西隅をA、北東隅をB、南西隅をCとし、大グリッド内を南北列にA ........Tのアルファベット、東西

列に 1.......20のアラビア数字を付けて併用し、北西角の杭番号を用いた。起点となるAA1グリッドの

北西杭は、 X=-59720・y=ー29845に位置する。なお、発掘区内は市道により 4つに区分されること

から、便宜上、北から順にA.......D地点(発掘面積はA地点、398.45trl、B地点73.26trl、C地点114.11 

d、D地点95.72rrl) を呼称した。

掘削方法及び遺構番号の付与 遺構面までの士層には遺物をほとんど含まなかったため、パックホウ

で除去し、以下の士層掘削及び遺構の掘り下げは、草削り等の小型道具を使用した。 A地点は上層面

(m a層上面)と下層面 (V層上面)で遺構検出を行う計画であったが、発掘区東壁の土層観察の結

果、 A地点北端の上層面がE層上面であることが判明し、また下層遺構の本来の掘り込み面はmb層

上面であり、上層遺構を完掘すると直ちに下層遺構が出現する(第3章参照)ため、遺構検出面を分

けて調査することは困難と判断し、遺構の記録後に随時人力で掘り下げて遺構検出を行い、最終的に

V層 (N層中に遺物を含まない場合はW層上面)まで調査することとした。遺構埋土とma層からN

層までの土層とは類似しており、遺構の重複状況も顕著であったこと、また遺物包含層内の遺物は比
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D地点については、 IIIb層ま

でをパックホウで除去してIV

層中又はV層上面で遺構検出

を行った。これらの事情によ

り、掘削作業の時点に個別遺

構の掘り込み面や遺物包含層

を特定することは極めて困難

であった。遺構検出に伴って、

地点別に順次、遺構仮番号を

付与し、整理等作業の段階で

遺構の種類別にふり直した。

基本的な遺構の調査方法は、

センター内の『発掘調査マニ

ュアル』に従ったが、特に柱

穴の桂痕跡の平面位置をトー

タノレステーションによる三次

元測量を行うよう努めた。た

だし、柱痕跡の検出が困難で

あったため、柱穴の長軸方向

に半載して土層断面で確認し

た上で平面検出し、得られた

円弧を復元して柱痕跡とする

方法を採用した。このため、

土層断面の観察位置が柱痕跡

の位置から外れる場合や、断
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園3 発掘区地区割り図 面方形の柱の場合も想定され、

また柱痕跡はいわゆる段下げでは検出されずに柱穴の下部で検出される事例もあり、柱径の精度は落

ちるものの、柱痕跡の正確な位置を把握する上ではやむを得ないと判断した。

遺構・遺物の記録 個別の遺構平面図は、デジタル遺構実測システムを使用して作成し、土層断面図

及び見透し図は、手実測の図面をスキャ=ングによりデジタル図化し作成した。ただし、遺物出士状

況図や礎検出状況図等の平面図は、主に地上写真測量により作成した。発掘区全体図は、個別の遺構

平面図を合成して作成した。記録写真の撮影においては、調査記録として35皿一眼レフカメラ(リバ

ーサルフィノレム、モノクロフィルム)、中判カメラ(リバーサノレフィノレム、モノクロフィルム)を使用

し、作業工程等の記録としてデジタルカメラを使用した。発掘区の景観写真は、ラジオコントロール

ヘリコプターを使用した。なお、遺構内出土遺物は原則として全点三次元座標を取得し、遺物包含層

出土遺物はグリッド毎に一括して取り上げた。
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2 発掘調査の経過

発掘調査の経過は、以下のとおりである。

第 1・2週 (6/16"'6/25) 16・17日、パックホウにより A地点の I層等除去、グリッド杭を打設。

24目、 A地点北端から人力掘削開始。 258，東壁沿いに士層観察用トレンチを掘削。

第3・4週 (6/28"'7/9)29日、土製品(飾り面)出土。 9日、 SKOI0を検出。

第5・6週 (7/12""'7/23)12""' 15日、大雨が続き作業中止。 238，S E 1を検出。摂氏37度を超える

猛暑日が続く。

第 7・8週 (7/26""'8/5) 3目、中央部 (AG19グリッド)以南のillb層を掘り下げる。 4日、 SKO

33を検出。

第9・10週 (8/9"'8120)18日、 SBOlを確認。

第11・12週 (8/23"-'9/3)23 8、SK045・SE2を検出。 24日、 SK022から遺物がまとまって出土。

26日、 A地点南半 (AH19グリッド以南)の検出開始。 278，S B02を確認。

第13・14週 (9/6"-'9117) 8 8、台風第9号接近。 108、SK075から古瀬戸仏花瓶が出土。 13日、 S

E3を検出。 17日、 SK093から遺物がまとまって出土。

第15・16週 (9/21""'9/24) 228， S X 1を検出。

第17・18週 (10/4"'10/15) 4日、パックホウにより B"""D地点の I"""illb層除去。 12日、表土等除

去終了。 58，発掘区北東隅 (SK003周辺)を部分拡張。

第19・20週 (10/18"""10/29)19日、 SB03を確認。 21日、南壁沿いに土層観察用トレンチを掘削。 26

H、八賀晋三重大学名誉教授現地指導。 298，A地点の景観写真撮影。

第21・22週 (11/1'" 11/12) 1日、一次整理作業開始。 2日、発掘区北端において、 illa層上面で遺

構検出開始。 9日、 SD2を検出。 11日、 SK399から砂状の黒色物がまとまって出土。

第23・24週 (11/15""'11127)17日、 SD2から輔羽口 1点が出土。 18日、 SB07を確認。 B""'D地点

の各北端から人力掘削開始。 11120""'12/11の土曜・祝日を作業日に加える。 25日、 C地点SK509 

埋土から遺物・磯が多数出土。 D地点SD4を検出。

第25・26週 (11129"-'12/11)29日、 D地点調査終了。 30日、 SK399出土微小遺物の採取開始。 2日、

B地点SK484で礁が多数出土。 C地点でSAl・2を確認。 3""'4日、局地的大雨により発掘区

内が水没し、排水作業に終始。 7日、 C地点で大型土坑群を検出。 9日、 B地点調査終了。 10日、

A地点SB05を確認。 11日、 B"'D地点他の最観写真撮影。

第27・28週 (12/13""'12/24)16日C地点調査終了。 17日、 A地点の調査終了。 20日、宇野隆夫国際日

本文化研究センター教授現地指導。

第29・30週 (12/27""'117)一次整理作業の継続実施。

第31週 (1/11"'1/14) 14日、一次整理作業終了。撤収後、事業者に現地を引き渡し (1121)。

なお、発掘調査後の遺構整理により遺跡の全体像を把握した段階(平成23年3月15日)で、県政記

者クラブに資料を配付し、調査成果の一部を公表した。また、地元住民からの要請により、平成22年

8月22日に町屋老人会において発掘調査の中間報告、平成23年 5月15日に町屋自治会において発掘調

査の成呆を報告した。



6 第1章調査の経緯

3 整理等作業の方法と経過

整理等作業の実施における課題整理等作業の実施に際して、改めて次の主題と方針を設定した。主

題としては、中世から近代にかけての遺跡の変遷を把握し、芥見地区全体の中で位置づけることとし

た。また、具体的な方針として、①遺構・遺物の様相を把握すること(当初課題の①のうち上層面の

性格は変更)、②遺跡の性格を把握し、地域における歴史的な位置づけを行うこと(当初課題の②~

④)を設定した。本報告書では、これらの視点で整理等作業を実施した成果を中心に掲載する。

一次整理作業の方法整理等作業のうち、出土遺物の一次整理作業(洗浄・注記・仮収納・台帳入力

等)は、業者に委託して実施した。遺物の選別においては、近代以降の陶磁器・瓦は遺構出土にほぼ

限定し、鉄棒はそのすべてを整理の対象とし、金属製品は撹乱出土遺物を除いた。遺物の強化措置に

おいては、土製品の一部と土師器を対象に実施した。遺物の注記(調査年度、遺跡記号として rAYJ、

取上番号及び枝番号)においては、主に注記システムを用いた。

三次聾理作業の方法 二次整理作業(整理等作業のうち一次整理作業を除く)は平成23年度に直営で

実施し、報告書印刷・製本を業者に委託して実施した。二次整理に際して、遺跡の内容を理解する上

で本報告書に掲載する必要があるため、特に劣化の恐れがある金属製品52点を対象に、一次的な保存

処理を業者委託により実施した。また同様の理由により、顔料等が付着する土製品 1点と鍛冶・鋳造

関連遺物6点を対象に、自然科学分析を業者委託により実施した。

以下、各種作業の方針で特筆すべき点について略述する。遺物整理の対象には、試掘・確認調査出

土遺物の大半が発掘区に含まれるため、発掘調査出土遺物と合わせて実施し、必要に応じて本報告書

に掲載した。接合作業では、遺物の種類別に遺構又は取上げ単位で行い、個体の判別が困難な山茶碗

類と土師器を除き、遺構聞及び遺構と遺物包含層との接合に努めた。実測作業では、対象遺物を次の

優先順位(順位①→②→③)に従って選択した。①遺構から集中して出土した遺物②遺跡の性格を示

す可能性がある資料(墨痕、顔料や黒色有機物が付着する遺物)③残存状況が良好な遺物(ただし特

定の時期や器種等に偏らないように留意した)。

一方、遺構整理ではすべての遺構を対象に観察表を作成・掲載し、次の優先順位(順位①→②)に

従って本報告書に掲載する個別遺構図を選択した。①遺構観察表の記載のみでは理解できない図面(例

えば、離が掘方に沿って配置する等)、②残存状況が良好な遺構。ただし、本項官頭に掲げた主題を

検討する必要があるため、中近世に限定せず近代遺構も掲載した。

発掘調査及び整理等作業の体制

センター所長

総務課長

調査課長

調査担当チーフ

担当調査員

整理作業員

高橋照美(平成22・23年度)

長屋忠司(平成22年度)、村瀬誠三(平成23年度)

小谷和彦(平成22・23年度)

早野書人(平成22年度)、春日井恒(平成23年度)

三輪晃三(平成22・23年度)

橋本法子、加藤里佳、長谷川品子、窪田和生、小泉あゆみ
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第2章遺跡の環境

第 1節地理的環境

岐阜市東部から各務原市北西部にかけては、約4......3. 5万年前に古長良)I[によって下位段丘面が形

成されたが、海面の低下によって浸食され、氷河期の終着による温暖化に伴い谷底平野が埋積された

と考えられている。当遺跡は、谷底平野と長良川に沿って形成された自然堤防上に立地する(図4、

国土地理院1974W土地条件図 岐阜』を基に作成)。当遺跡が所在する芥見地区と、清水山(標高170

m) を挟んで南に位置する岩田地区では、南北を大船山(標高約149m) と兎走山(標高約169m)、

東側を半円形を呈する段正崖で固まれる。東から山田川や寺前川が注ぎ、谷底平野上には主に水問、

自然堤防上には主に畑地が営まれるなど、土地利用のあり方でも類似する点が多い。ただし、芥見地

区の自然堤防上には、北東から南西にかけて旧河道が縦走する点は異なる。

長良川の変遷については、現在の岐阜市中屋から西に折れて伊自良川に合流していた流路が、天文

3 (1534)年以降、関市戸田・側島を経て芥見で津保)I[に合流するという説と、当初からほぼ今日の流

路をとっていたとする説とがある。ただし、いずれの説においても、樟保川が芥見を通過していたこ

とは首肯される。

園4 土地条件概略国

- 斜面・変形地
山麓堆積地形

- 下位面

lkm 

(S=I/25.000) 
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第2節歴史的環境

当遺跡周辺では、旧石器時代~近世にかけての遺跡が多数分布する。図 5・表2は、『改訂版岐阜

県遺跡地図~ (岐阜県教育委員会2007)を基に、遺跡の種類・時代等に関する新たな成呆を踏まえて

作成した。以下に発掘調査の成果を中心に遺跡の概要を述べるが、所属時期や遺構の種類等は出典に

拠った。なお本文中の括弧内の番号は、図5の番号、表2の番号と符合する。

旧石器~弥生時代 旧石器時代の遺跡は下位段丘面上に広く分布し、門無川|流域遺跡群の最上流地域

として岩田東B遺跡 (34)の存在が知られている。縄文時代の遺跡として、北長塚遺跡 (9)では晩

期の縄文土器と石器、朝倉遺跡 (33)では中期後半の縄文土器と石器が採集されている。弥生時代の

遺跡は、 3遺跡で発掘調査が実施された。当遺跡(1 )では、谷底平野(旧称一本松遺跡)において

後期の竪穴住居跡5軒が検出され、弥生土器・管玉半製品・砥石・土錘が出土した。岩田西遺跡 (25)

では、低湿地型の水田耕作に伴う構状遺構が検出された。岩田東A遺跡 (26)では、中期から後期の

竪穴住居跡4軒、中期後葉と後期の方形周溝墓8基等が検出された。中屋敷遺跡 (28)では、終末期

から古墳時代早期の竪穴住居跡1軒が検出された。

古墳時代 後期群集墳が主体で、長良川右岸には岩井古墳群 (7)・北長塚古墳群 (8)・番場山第 1

~第4古墳群 (10""'13)・七反田番場山 2号古墳 (14)・大蔵山古墳 (20)があり、左岸には大船古墳

群(17)・東山古墳群(18)・北山古墳群(19)・聾笠山古墳群 (21)・岩田古墳群 (24)・鍋坂古墳 (2

7)・中屋敷古墳 (29)・朝倉古墳群 (32)・岩田坂古墳群 (36)がある。概ね、数基から10基前後の古

墳で構成されている。これらのうち、発掘調査が実施された古墳について記述する。番場山第1古墳

群 (10)のうち 7号古墳は、 7世紀中頃に築造された横穴式石室を主体部とする直径約13.8mの円墳、

10号古墳は横穴式石室、 11号古墳は木棺直葬の古墳である。北山古墳群 (19)のうち 3号墳では、耳

環~須恵器が出土した。大蔵山古墳 (20) は、横穴式石室の内部に長持型石棺を安置する円墳である。

岩田古墳群 (24)のうち 1号墳では、横穴式石室を主体部とする直径約16mの円墳で、石室内から金

環・銀環・須恵器が出土した。中屋敷古墳 (29)は、 7世紀前半から中頃に築造された横穴式石室を

持つ古墳である。朝倉古墳群 (32)では、 1号墳の横穴式石室内から直刀・金環・須恵器、 2号墳か

ら鉄片・須恵器、 3号墳から管玉・須恵器、 4号墳から須恵器が出土した。

集落跡では、 2遺跡で発掘調査が実施されている。岩田西遺跡では古墳時代以降の竪穴住居跡・掘

立柱建物跡・溝・集石遺構・畝状遺構が検出された。中屋敷遺跡では、 7世紀後葉頃の竪穴住居跡2

軒が検出され、そのうちの 1棟から古代寺院成立期の瓦が出土したことが特筆される。その他には、

上久郷遺跡 (6)で遺物の散布が知られているのみである。

古代・中世 生産遺跡としては、国史跡老洞・朝倉須恵器窯跡(老洞窯跡群 (30)・朝倉窯跡群 (31)) 

と、灰紬陶器窯である岩田坂窯跡群 (35)がある。このうち前者では保存目的のための発掘調査によ

り、 1号窯から「美濃Ji美濃国」刻印須恵器が出土し、官窯的な性格を持つことが明らかになった。

集落跡では、 4遺跡で発掘調査が実施された。当遺跡では、分布調査により時期不明ではあるもの

の製塩土器1点が採集されており、平成16年度の自然堤防南西端の発掘調査では、 8世紀前半の遺物

がまとまって出土し、「河川流通の集積場」と位置づけている。芥見長山遺跡 (22)では、昭和田年
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圃5 周辺遺跡分布圃
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の発掘調査により、 8世紀中葉から 9世紀初頭にかけての竪穴住居跡12軒・掘立柱建物跡3棟・土坑

43基・溝2条、平成10・15年の試掘調査により、古代以前の竪穴住居跡2軒、戦国時代の溝3条と方

形竪穴1基が検出された。岩田西遺跡では、平安時代の溝、室町時代から安土・桃山時代の畦畔・水

田区画を検出し、 14世紀代の擬漢式鏡や銅製品等の出土により、近隣に階層の高い人物の居住区域が

想定されている。岩田東A遺跡では、平安時代の溝、奈良時代の住居跡2軒、室町時代の布掘りの区

画溝と柱穴列、室町時代の道路状遺構、室町時代から戦国時代頃の複数の溝等が検出された。中屋敷

遺跡では、 15世紀から17世紀前半頃の掘立柱建物跡4棟・地下式坑3基・土師器皿の集積を含む土坑

4基、溝2条が検出され、古墳の墳丘裾に造営された中世墓の可能性と、遺構・遺物の様相から一般

集落とは異なる性格を有していたことが指摘されている。このほか、権現山頂(標高約303m)には1

5世紀後半に長山氏が築城したとされる長山城跡 (37)、遺物散布地として長良川|右岸では福富遺跡

(2)・福富出口遺跡 (3)・加野西畑遺跡 (15)・加野南遺跡 (16)・長良古樟遺跡 (23)、左岸では

岩田西遺跡、中州上に戸田遺跡 (5)がある。

近世以降集落跡では、中屋敷遺跡で発掘調査が実施され、 17世紀後半から19世紀頃の方形区画溝・

整地遺構1基・石組遺構2基・士坑2基・近世墓2基が検出された。その他には、上久郷遺跡で遺物

の散布が知られているのみである。

その他 古代においては、東山道が古津地区から岩田地区に渡り、岩滝地区に進んだとする説がある

が、現在のところ発掘調査では確認されていない。中世においては、芥見地区は鎌倉街道と長滝寺参

詣路との分岐点であったとされ、近世には郡上街道が整備され当遺跡を南北に通過する。昭和2 (19 

27)年に長良J11に藍川|橋が架けられるまで、芥見と加野を結んだ「芥見の渡し」が存続していた。中

世の史料として、文明 5 (1473)年に一条兼良が長良川を北上し、芥見荘の竹内僧正良鎮を訪ねたと

する『ふじ河の記』の記載があり、近世~近代の史料として、郡上街道と渡船場へ向かう道との交差

点に建てられた文化6 (1809)年銘の道標、芥見の高田嘉右衛門が灰を売買していたことを示す19世

紀中頃の角印、芥見産瓦の運搬料を記載した大正10(1921)年の文書等が知られている。

表2 周辺遺跡一覧表

|番号 遺跡名 種類 時代 番号 遺跡名 種類 時代

1芥 町屋遺跡 |集落露
弥~生近世・古代 19 北山古墳群 古墳 古墳

20 大蔵山古墳(誠失)古墳 古墳
2 l画書 l~曙F 百 -中世 21 事長笠山古割 群 古墳 古墳
3 i富tう|遺跡 H -中世 22 芥見長山道 跡 集落跡 古代~中世
4 口E3 t跡 C;ffi' ロ 23 長良古津ヨ 跡 散布地 古代・中世
5 1]= 回311 【ヰ帥 -中世 24 |岩田古墳群 古墳 古墳
6 卜fA.羽E 【耳目 、d 又 l旦 25 岩田西遺跡 散布地・集落跡 弥生~中世
7 i:"t雪 26 岩田東A遺跡 集落跡・その他の墓 弥生~近世
8 電車平 1:"+電 27 鍋坂古墳 古墳 古墳
9 f地 電: 28 中屋敷遺跡 集落跡 古墳~近世
10 トI-U害 ごt意 29 中屋敷古墳(滅失)古墳 古墳
11 }山 2 I;-t 30 老洞窯跡群 生産遺跡 古代
12 }山 3 I:"t 31 朝倉窯跡群 生産遺跡 古代
13 }山 4 1;-1 32 朝倉古墳群 古墳 古墳
14 七Bi.因調h場山2 ト古墳 33 朝倉遺跡 散布地 縄文
15 刀日里;西到1遺跡 k耳H地 -中世 34 岩田東B遺跡 散布地 旧石器
16 IJJO里'活用垣扇晋跡 k司H地 -中世 35 岩田坂窯跡群 生産遺跡 古代
17人 買 王草壁 36 |岩田坂古墳群 古墳 古墳

i宜壇璽ls_jJ[JJ 王量 軍 37 長山城跡 城館跡 中世

1)財団法人岐阜市教育文化振興事業団2005r芥見町屋遺跡一芥見野村水源地建設事業に伴う緊急発掘調査ー.~ (財団法人岐阜市

教育文化振興事業団報告書第14集)p14 
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第 3章調査の成果

第 1節層序

層序名は、土色や士性の大きな違いで区分(ローマ数字で表記)し、さらに士色の違いで細分(英

小文字で表記)して呼称した。各層位の特徴は、概ね次のとおりである。

I層:現代表士(撹乱を含む)0A地点北端では、本層C!::n層の聞に旧耕作土と考えられる士層(層

厚 7"'14岨)が堆積する。

E層:灰黄褐色 (lOYR4/2)シルトで、 A地点北端・中央、 C地点中央の一部に分布する。層厚13

"'25咽を測る。 1層の直下であり、平行ラミナと正級化が認められることから、現代の洪水堆

積物と考えられる。

illa層:にぶい黄褐色 (10YR5/3)砂質シルトで、 B地点を除く 3地点で確認した。層厚10"'18岨

を測る。 illb層と共に、中世のやや希薄な遺物包含層であり、本層上面は近世・近代の遺構検

出面である。

illb層:灰黄褐色 (10YR4/2)砂質シノレトで、 B地点を除く 3地点で確認した。層厚16"'22佃を測

る。本層上面は中世の遺構面と考えられる。

N層:黒褐色(10YR3/2)砂質シルトで、 A"'D地点いずれでも確認された。 D地点を除いて痕跡

的に残存し、層厚10"'18cmを測る。中世の希薄な遺物包含層である。

V層:黄褐色 (2.5Y5/3)シノレトで、分級良く、 A"'D地点いずれでも確認された。 A地点北半では

礁を少量含むが、南半では全く含まない。層厚はA地点北端 (SP 200壁面)では42岨と薄い

が、 D地点南端 (SK571下トレンチ)では73cm以上と厚く、土色や士性の違いにより細分が

可能である。なお、本層以下は無遺物層のため、堆積年代は不明である。

VI層:黒褐色 (2.5Y3/1)砂喋土で、 A地点北部の掘り下げた遺構や撹乱坑の壁面で部分的に確認で

きた。 VI層土面の標高は、北端 (SP200壁面)で30.36m、SP200から南西に約14.4m離れ

たSP048壁面で30.17m、さらに南に約16.2m離れたSK056壁面で30.18mを測り、本層上面

は概ね北から南にかけて傾斜する。一辺15岨以下の円礁で構成され、 V層にかけて正級化が認

められることから、河川成層と考えられる。なお、試掘・確認調査も含めて、本層から下位の

堆積物については確認していない。

発掘区は長良川に隣接すること、 illa層からN層にかけては比較的締まりが悪く砂性が強く、 N層

中にプロック状の堆積物も散見されることなどから、洪水堆積物を削平し整地した可能性もある。た

だし、洪水堆積物がプライマリーな状態で確認されたのは、 E層と一部の遺構埋士に限られる。発掘

区東壁土層断面図(図6) をみると、 A'B・C地点では遺構の重複が著しいために上記の土層は痕

跡的に確認され、 D地点では遺構密度が低いために上記の士層が安定して堆積する様子がわかる。
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第2節遺構・遺物の概要

1 遺構の概要

発掘調査により、中世、近世、近代の遺構を検出した。地点毎の遺構数は、表3のとおりである。

第 1章第2節で述べたように、遺構検出面 1面で遺構を検出したため、原則として整理等作業の中

で遺構出土遺物の内容を把握し、「最新型式の遺物で決定するという原則を踏まえた上で、遺物全体

の様相を検討J(鈴木2001) し、遺構の所属時期を決定した。

検出した主な遺構(図 7) として、中世では柵2基 (SA1・2)、掘立柱建物4棟 (SB06・09

・10・11)、溝3条 (SD2・3・4)、近世では掘立柱建物4棟 (SB04・05・07・08)、井戸 1基

(S E 3)、近代では礎石建物3棟 (SB 01 ---03)、構1条 (SD 1)、井戸2基 (SE 1・2)、整地

遺構1基 (SX 1)があり、中世から近代にかけての土坑585基、柱穴309基、時期不明の掘立住建物

2棟を確認した。うちA地点では柵を除くすべての種類の遺構を確認し、土坑・柱穴の総数の約78%

を占めている。 A地点以外ではC地点も遺構が多く、大型土坑が集中する。 B.D地点はほぼ遺構数

が同程度であるが、 B地点は検出面積が狭く擾乱により一部の遺構が滅失しているのに対し、 D地点

は東西方向の溝以南に遺構がほとんど検出されない区域があり、他の地点と様相を異にする。なお遺

構密度の高いA地点では、完掘後の標高は30.48......31.13m、遺構密度の低いD地点では標高30.03......30.

17mを測る。

遺構の認定においては、センター内の『発掘調査マニュアノレ』に拠った。遺構の種類、遺構記号(括

弧内)、分類内容は、以下のとおりである。

柵 (SA) 柱穴が直線上に続き、向かい合う 2辺以上が確認できない遺構。

建物 (SB) 柱穴が直諌上に続き、向かい合う 2辺以上が確認できる遺構。

溝 (SD) 人為的に掘られた、細長い平面形を呈する遺構。

井戸 (SE) 

士坑 (SK)

柱穴 (SP) 

整地遺構 (SX) 

湧水層まで掘り込まれていると判断できる遺構。

人為的に掘られ、溝・柱穴を除いた遺構。

埋土に柱痕跡が確認できる、又は底部に地下式礎石、根石が確認できる遺構。

特殊な堆積が確認できる、その他の遺構。

第3節では、第1章第2節で述べた優先順位に基づき、主要な個別遺構図を掲載し個別に説明する。

個別遺構図の掲載縮尺は、原則として柵・建物は 1/50、他は 1/30である(ただしSD2・3平面

図のみ 1/80)。

表3 遺構一覧表

遺構の種類 記号
検出遺構数 挿図掲載

A地点 B地点 C地点 D地点総数 遺構数

柵 SA 。 。 2 。 2 2 
建物 SB 11 。 。 2 13 13 
溝 SD 3 。 。 1 4 4 
井戸 SE 3 。 。 。 3 3 
士坑 SK 455 39 71 20 585 31 
柱穴 SP 234 17 41 17 309 109 
整地遺構 SX 1 。 。 。 1 

総数 707 56 114 40 917 163 
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B地点

調査前丈量図の筆界

A地点 C地点 D地点

。 1伽

(8;;;1/300) 

園7 遺構配置園
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2 遺物の出土状況(園 8)

遺構内出土遺物については三次元座標を取得しているため、ここでは遺構出土遺物のうち土器類と

瓦の平面分布と接合関係(以下、図上で線で示した接合関係を「接線」という。便宜上、複数の同一

個体片が接合する場合の接合数は、 r1 Jとカウントした。)について、 A地点を中心に説明する。 B

.C地点では接合事例が少なく、一部の遺構については個別遺構図でドットマップを掲載(本報告書

で図示する立面分布は、座標軸に基づいて作成)したため、第3節を参照いただきたい。また、 D地

点、では出土遺物が極めて少ないため、説明を割愛する。

古代・中世

A地点では、古代遺物はほぼ全域に散在し、中世遺物は全域に濃密に分布する。

遺構出土中世遺物の接合状況(表4) をみると、総数255例のうち、近世又は近代遺物を共伴した1

21例は、近世又は近代に拡散したと考えられる。例えば、図88-292はSXl (BD2グリッド)と

S P095 (A J 18グリッド)で出土し、接合距離は約34.5mを測る。近代の SXlの整地土は、 SBO 

1.......03を避けるようにAJ 18グリッド周辺から調達されたと推測される。同様に接線の状況から、近

代建物SB02に伴う士坑の埋め戻し土は、 SK58 (AF20グリッド)ではSP045 (AH19グリッド)

周辺から、近世建物の柱穴埋め戻し士は、 SB04のSP020 (B E 1グリッド)ではSP189(BC2 

グリッド)周辺から、 SB05のSK009 (B E 2グリッド)ではSK130(BF 1グリッド)周辺から

各々供給され、いずれも建物周辺地から調達されたと推測される。

中世遺物のみ出土した134例の一部にも、近世以降の遺物を含まないものの近世又は近代に拡散し

た可能性はある。ただし、異なる遺構同士の接合(以下、「遺構間接合」という。)数が20例と少ない

ことから、中世遺構から出土した遺物は、原位置から大きく遊離していないことを示唆している。つ

まり、中世遺構から出土した遺物は、近世又は近代遺構による拡散がない限り、概ね原位置を保って

いる可能性が高いと考えられる。

なお、 A地点以外では遺構間接合がC地点で2例確認できるのみである。

近世・近代

A地点では、 BElグリッドからBE2グリッドにかけて近世遺物の接線が認められる。また、 A

G20グリッドを中心とする直径約10mに、近世遺物と近代遺物(瓦を含む)が集中し、 A119・AG

20グリッド (SK93・105)聞の接線も多い。ただし、近世遺物のうち登窯第3段階の遺物が近代以

降も伝世し、廃棄された遺構内で共伴したと考えられるため、近世の遺構出土遺物は本来の位置から

大きく遊離していないと考えられる。

なお、 A地点以外ではC地点の遺構3基で遺構内接合が認められるのみである。

114 

20 

79 

30 

10 

2 

1341 1091 12 

注.)r近世又は近代の遺物を共伴する遺構Iには、遺物を出土していないが、

例えば当該期の建物の柱穴の場合、数値に含めている.
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3 遺物の概要

出士した遺物の種類・点数は、表5のとおりである。本報告書における遺物の点数は、接合前破片

数(取得した2片の座標が 1点であれば接合前破片数は r1 Jとし、試掘・確認調査出土分を含む。)

であり、注記できない2個以下の小片は計測対象外とした。士器類が大半であり、土器類全体に占め

る時期別の割合は、古代約0.4%、中世約84.3%、近世約14.1%、近代約1.2%である。

遺物の分類については、主に本文末に掲載した文献を参照した。これらのうち中世士器については、

現在、瀬戸美濃産陶器の編年(藤津2007) と美濃中世後期土師器皿の編年(井)112006)で暦年代観の

阻蹄が生じている。本報告書では、前者の暦年代に依拠しつつ、後者の時期区分も括弧書きで併記す

る方針をとった。ただし、土師器皿のみの出土の場合には、美濃中世後期土師器皿の時期のみを記載

した。以下の本文では、時期区分を概ね次のように整理しておきたい。

I a期:中世前期、 Ib期:美漉中世後期土師器皿舗年 I-V期

E期畳窯期、 E期:明治維新以降

整理等作業において主に下記の方々から遺物の所属時期・器種名等の鑑定について、指導、助言い

ただいた。ただし、本報告書における記載内容の責任は編集者にある。

藤津良祐(中近世陶磁器、中国産陶器)、井川|祥子(土師器皿)、近藤大典(量書)、長屋幸二・

三島誠(石器)、藤困英博(須恵器・灰軸陶器)、小野木学(中国産磁器、中世前期土師器皿)

本報告書における遺物実測図の掲載縮尺は原則として 1/3であるが、一部の遺物については大き

さや種類等により縮尺を替えている(大型遺物 1/6、瓦 1/4、剥片石器1/2、銭貨 1/1)。

表5 遺物一覧表

種 .Il1J A地点 B地点 C地点 D地点
発掘区 破買え和田 本書

外試掘 接合前 接合後 掲載数

古代
須恵器 43 l 1 。 46 

61 
41 4 

灰紬陶器 14 。 。 。 15 13 3 
土師器皿 (C2類含む) 3，685 185 128 B 日 4，014 3，873 63 
土師器(皿以外) 371 5 10 388 351 7 
山茶碗類(窯道具・陶丸含む) 5，724 182 246 15 11 6，178 6，049 67 
山茶碗類(墨書有) 140 1 3 。 145 132 33 

士
中世 片口鉢 139 4 7 。 。 150 12，089 132 11 

古瀬戸・大窯 731 16 18 2 3 770 715 58 
器 常滑産陶器 330 11 5 2 349 326 7 
類 中国産陶磁器 82 。 4 。 。 86 83 18 

その他 8 l 。 。 。 9 9 l 

土師器皿 64 1 16 。 。 81 72 14 

近世
土師器(ホウロク) 81 。 54 。 136 

2，017 
95 3 

陶器 1，460 7 196 5 20 1，688 1，535 64 
磁器 103 。 6 。 3 112 107 9 

近代 陶磁器 162 1 6 。 。 169 128 11 

計 13，137 415 700 34 50 14，336 13，661 373 
瓦 353 。 11 。 365 322 5 

そ
土製品、焼成粘土塊 172 1 16 。 。 189 185 14 
石器 32 l 3 。 。 36 34 9 

の
|金属製品 117 2 1 。 。 120 971 106 22 

他
銭貨 46 。 3 。 50 41 30 
鉄棒 84 8 17 。 110 110 3 

不明 99 。 2 。 。 101 97 3 

総 数 14，040 427 753 36 51 15，307 14，556 459 

1)鈴木正貴2001r尾張の拠点城館遺跡出土の瀬戸美濃窯産陶器ト時期別組成の分析を中心にーJ~愛知県埋蔵文化財センター研

究紀要』第2号、財団法人愛知県教育サーピスセンター愛知県埋蔵文化財センタ~p58
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第3節 遺構

本節では、検出した主要遺構を 1. n期、 E期、時期不詳に大別して種類別に説明する。ただし、

遺構から比較的まとまって出土した遺物の内容については、第4節で説明する。

1 I・E期

( 1 )柵

SA 1 (図9・10)

C地点のAR14、AS13・14、AT13グリッドに位置する。南北長7.02m以上・東西長1.56m以上

を測る。主軸方位はN-19.5
0

-Eを測る。柱掘方の平面形は円形又は楕円形で、すべての柱穴にお

いて、柱痕跡が検出された(ただしSP260は土層断面図から判断)0 S P254・256の柱痕跡は、北側

にやや傾斜する。全体に柱聞が広く、 SP256・260は他の柱穴と比べて柱掘方底面がやや深く、外周

柱穴列と判断すると掘立柱建物の可能性がある。柱穴出土遺物のうち最新型式は、 SP276埋土1出

土の古瀬戸後W期の盤類1点であり、 15世紀中葉以降の造営と考えられる。

SA 2 (園9・10)

C地点のAR14、AS14、AT13グリッドに位置する。本遺構は整理段階で認定し、南北長7.64m

以上・東西長1.75m以上を測る。主軸方位はN-23.00 -Eを測る。柱掘方の平面形は円形又は楕円

形で、 SP262を除く柱穴において、柱痕跡が検出された。 SP255とSP258、SP256とSP271で

重複関係があるが、相互に比べると矛盾する。ただし、 SAlと同様に南側の柱列を認定する場合に

は、 SP260に切られる SP285が候補となり、 SAlはSA2よりも後出する可能性がある。なお、

S P253から SP271にかけて柱掘方底面の標高は揃うが、 SP285の標高はそれらよりもやや高い。

本遺構も SAlと同様に、掘立柱建物の可能性がある。柱穴出土遺物のうち最新型式は、 SP255埋

土2出土の土師器皿B2類 1点であり、美濃中世後期土師器皿編年E期以降の廃絶と考えられる。

(2 )建物

S 804 (園11......13)

A地点のBD・BE・B F LBD・BE2グリッドに位置する。 illa層上面で検出し、整理段階

で建物と認定した。南北長7.31m・東西長5.33m以上を測る。 3間四方の総柱建物と考えられ、南に

1聞の向拝状の附属施設が付く。主軸方位はN-26.50 -Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円

形で、地下式礎石がSP181で確認され、柱嬢跡がSP020・081・181・182・227で検出された(ただ

しSP020・181は士層断面図から判断)。柱掘方の底面の標高は、 SP003を除く(柱筋は合うため本

建物に帰属)と、概ね北側の柱穴では高く南側の柱穴では低い傾向にあり、 VI層の傾斜と一致する。

南北方向の柱聞は、主柱で2.16m ~ 2. 95m、附属施設で2.43mを測り、東西方向の柱聞は2.45mと2.

8m以上を測る。 SP181の士層断面図より SP181がSP224を切ることが明白であること、また柱配

置や規模の類似から、本建物はSB05の建て替えと考えられる。 SB05より後出すること、 SP181 

が近代のSXlに切られること、 SP003埋土1出土の整窯第11小期の刷毛目徳利 1点(図91-388)

から、 18世紀末......19世紀初頭に造営し幕末~明治時代初頭に廃絶したと考えられる。
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マンガン班紋あり

4 IOYR4/1 褐灰色シルト

ややしまる粘性なし
マンガン斑紋ありし
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_6_ 
ω.4伽

」二 .JL _[_ 
30.特別

SP256 

1 10YR6/3 にぷい貧縄色シルト
ややしまる給位なし
径0.3岨の良粧を2%含む柱痕跡

2 10YR6/2 灰貨褐色シルト
しまりなし給位なし柱痕跡

3 1ぼ114/2 灰貧褐色車品質シルト
しまりなし往録勝

4 2.5Y6/2 灰貧色砂質シルト
ややしまる粘伎なし
マンガン斑紋あり 往復跡

6 2.6Y6/1 貧灰色粘質シルト
ややしまる往痕跡

6 10YR5/4 にぷい貿褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径l唱の10収量/3プ由ツタを15%含む
マンガン斑獄あ。

7 10YR5/2 灰貧褐色シルト
ややしまる粘性なし

SA2 

_l_ 」ι
30.3伽

可ぎが
51'253 

1 10YR5/3 1::ぷい貧褐色土
ややしまる粘性なし柱痕跡

2 2町5/2 時灰貧色シルト ややしまる粘性なし
マンガン斑紋あり 住痕跡

3 10YR4/2 灰黄禍砂質シルト ややしまる粘性なし
4 2町3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

九/~
¥主込g

S陀55

3 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルトややしまる粘性なし
径0.5岨のIOYRS/3土般を7%含む
径0.30"の民粧を3%含む

5 1000/2 鳳鋤色砂質シルトややしまる粘性なし

N W 
萄:T(s

¥ SP260.I 1 J 

¥ I 2 J I 

¥，工げ
SP285 

1 2. 5Y5/2 1If，灰貨色砂質シルトややしまる粘佳なし
径0.3唱の2.SY6/3土継を10%含むマンガン斑紋あり

2 2. 6Y3/3 暗オ9ープ侮色シルト ややしまる
粘性なし往歳跡

3 2. oY3/2 黒褐色シルト しまりなし
粘性なし往痕跡

4 10YR4/1禍灰色砂質シルト ややしまる粘性なし

SP2ω 

1 10YR6/3 にぷい貧椅色土ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/a土粧を1%含む

2 10YRS/2 灰黄褐色土ややしまる 粘性なし
径0.3岨の10YK6/3土粧を3%含む柱寵周年

3 2.5Y5/3 黄禍色シルト しまりなし粘性なし
径1置の10Yll6/4士継を6%含む柱痕跡

• 5Y6/1 灰色シルトややしまる粘性なし
径0.3置の10Y116/3土粧を5%含む
マンガン斑紋あり 柱痕跡

6 7.町5/1 褐灰色シルト ややしまる粘性なし
径0.3咽の炭絃を5%含む住痕跡

6 2.5Y6/3 にぷい黄色砂質土ややしまる粘性なし
1 5Y4/1 灰色シルトややしまる粘性なし

径0.3園田炭施を2%含む
8 10YR4I2 灰貧褐色シルトややしまる粘性なし

_J_ 
30.ぬ圃

_L 

/ 

℃ゴ

__L 
30.3伽

」ι

SP262 SK510 
1 2.5Y5/a 貨褐色シルト

しまりなし粘性なし
径0.6岨の10'児島/3士胞を7%含む
径0.50湿の炭粒を5%含む

2 2.5Y3/3 暗オリープ栴色シルト
ややしまる粘性なし
侵0.5cmのI0Yll6/3土粧を6%含む

_111_ 
30. 7~四 E 

一色

SP271 

4 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルト
ややし富る粘性なし
径0.5咽の10YR6/3土艦を7%含む
笹0.50"の炭粧を3%含む

o 2.6Y3/1 .鋤色シルト
ややしまる粘性なし

6 2.5Y3/2 J早縄色砂貧シルト
ややしまる粘性なし
径1帽の5Y5/1プロックを5%含む

1 10YR4/2 灰興補色土しまりなし粘性なし
径1閣の10Yll6/3プロックを5%含む
径0.6帽の民粧を3%含む

2 IOYR5/a にぷい貨褐色砂質シル ト
しまりなしお位なし
径0.3ーの10Yll6/3土粧を7%含む
径0.5置の炭粧を2%含む

3 10'四4/2 灰貧褐色砂質シルトややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/3土粧を5%含む

4 10Y6/1 灰色シルトややしまる粘性なし
径0.5岨の10Yll6/a土粒を5%含む柱痕跡

5 2.5Y3/2 属褐色シルト しまりなし粘性なし
径0.6岨の10YR6/3土粧を16%含む柱痕跡

6 2.5Y3/1 属機色シルト
キやしまる粘伎なし柱震跡

1 10YR3/2 黒褐色砂質シルトややしまる粘性なし
径0.5置のIOYR6/3土魁を15%台む

。 1m 

(S=I/30) 

園10 SA  1・2実測園 (2)
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24 第3章調査の成果

_E_ iι 
31. 0伽

~ト
SP182 

1 10YRii/2 灰貧褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径1唱の10YR7/4プロァタを7%含む柱痕跡

2 10YRii/3 にぷい貧褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR1/4土般を10%含む柱療跡

3 色町5/2 時灰貧色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR1/4土絃を5%含む

4 色町'411J・灰色砂質シルト
ややしまる粘性なし
一辺S岨の彊角磁を2%含む
径0.6岨の2.6Y6/2土継を16%含む

_H_ 
30.倫明

_j(_ 

lRZY-
1 2.5Y4/2 暗灰貨色シノレト

ややしまる粘性なし

SPlω 

径1岨の2.516/3プロックを15%含む
一辺3c皿の阿療を5%含む

2 2.5Y6/2 灰黄色砂質シルト
ややしまる粘性なし粗砂を含む

3 10YR6/2 灰賞褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし粗砂を含む

-4. 2.5Y5/2 暗灰黄色土
ややしまる粘性なし
一辺k・の阿穫量5%含む

_!_ 
ω.6伽

_K_ 

;宅設{
S問37

1 10YR4!3 にぶい貨褐色砂質士ややしまる粘性なし
径0.6咽の10YR6/4土組・径O.お也の炭魁を3%含む
一辺3-5唱の阿療を6%含む

2 10YR3/3 晴栂色砂質シノレト ややしまる 粘性なし
径0.2帽の民粧を2%含む

3 10YR3/2 黒褐色粘質シルト しまりなし
径3c・の阿療を2%含む

_L 
31.倒閣

_[_ 

SP181 

1 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト
しまりなし粘性なし
一辺.4c.の円穫量2%台む
一辺.0.5置の炭粒を3%含む柱痕跡

2 10Y冒3/2 黒褐色シルト
ややしまる粘性なし
径0.50.の10YR6/3土魅を6%含む柱痕勝

3 10YR6/2 灰貨褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし

4 2.5Y4/1 貨灰色シ/vトややしまる粘佳なし
径0.5c皿の10YR6/3土魁を10%含む

5 10YR3/1 黒褐色シルト ややしまる粘佳なし
径1岨の10YR6/3プロックを10%含む
径0.50皿の炭位を5%台む

th 
387 

1 10YR4/2 灰貨褐色砂質シノレト
しまりなし粘性なし
10YR6/4租砂を含む層界明瞭

2 10YR4/3 暗褐色土
ややしまる粘性やゃあり

_Lー

SP∞3 

_L 
31.0伽

1 10YR3/3 暗褐色砂質シルト
ややしまる粘性あり

__[_ 

S肉81

径0.50・の炭化物を5%含む柱痕跡
2 10YR4/2 灰貧縄色砂質シルト

ややしまる粘性あり
径0.50・の炭化物音1%含む柱癒跡

3 10YR3/4 暗褐色砂質シルト
ややしまる粘性あり
径0.6<01の炭化物音5%含む柱痕跡

4 1肝R4/4 褐色砂質シルト
ややしまる粘性あり
径1<"のIOYR4/2プロックを2%含む

5 10YR4/4 褐色砂質シルト
ややし主る粘性あり
径1<・の炭化績を1%含む

6 10YR4/4 褐色砂質シルト
ややしまる粘性やゃあり
径2-3<・の重円司障を3%含む

一ι
30.崎明

_L 

SP020 

1 10YR5/3 にぷい黄褐色砂質シル ト
ややしまる粘性なし

径l岨の円.を1%含む膚界明瞭
3 10YR4/3 にぷい貧褐色紗質シルト

ややしまる絶佳ややあり

径0.50.の10YR6/3土粧を7%含 む 住 痕 跡
Z 10YR5/Z 灰黄褐色シルト

しまりなし粘性なし
径0.6.咽の2.町5/2土粧を10%含む
磁化鉄斑紋あり 層界不明瞭

径0.5帽の10YR6/3土粧を3%含む往獲量事

4 10YR4/2 灰貨褐色砂賓シルト
ややしまる粘性なし
径l岨の2.5Y5/2土胞を20%含む
酪化鉄斑紋あり 層界不明瞭

_L_ 
30.80圃

~ 

~ 
SP227 

3 10YR4/Z 灰黄禍色シルト
ややしまる粘性なし
径2岨の10YR6/3プロックを10%含む
径0.2岨の民粧を5%含む往痕跡

4 7.5YR4/3 褐色土
ややしまる粘性なし

5 7.6YR4/2 灰褐色土
ややしまる粘性なし
径0.50.の10YR6/3土粧を15%含b
径0.2c・の炭粧を5%含む

6 10YR3/Z 黒骨量色土
しまりなし粘性なし
笹0.3帽の10YR6/3土粧を10%含む
径0.20・の民粧を5%含む

3 10YR5/2 灰黄禍色砂質シルト しまりなし粘性なし
径0.5岨の炭粧を5%含む

4 2.514/1 貧灰色砂質シルト ややしまる粘性なし
一辺5<.の円礁を10%含む

困13 S 804実現IJ園 (3)

。
(5=1/30) 

1圃



第3節遺構 25

園14 S 805実測園(1 ) 



__!L_ 

、ョ
SP012 

1 10YR4/2 灰貧有色砂質土ややしまる粘性なし
一辺4-70"'の円磁を5%含む

2 10YR3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし
一辺4-10.，，，の円強を15%含む

_L  

|切
SP224 

1 10YR3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし
経0.5岨の10YR6/3士粧を届%含む柱痕跡

2 2.6Y4/1 黄灰色砂質シルト ややしまる粘性なし
経0.3岨の炭粧を3%含 む 柱 菰 跡

3 2.6Y5/2 時灰黄色砂質シノレト ややしまる 粘性なし
4 2.町3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

経0.5岨の2.6Y6/3士粧を16%含む

F 
31.仙百

S問64

1 10YR3/4 暗褐色砂質シルド
ややしまる粘性やゃあり
種。.5cmの炭化物を2%含む

;定苛
SP184 

1 2.町5/3 黄褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.50"'の2.町4/1土粒を5%台む

2 2.町5/1 黄灰色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.50"'の10YR6/3土粒を10%含む
径0.50"'の自覚粒を5%台む 柱議跡

3 5Y5(1 灰色砂賀シルト
ややしまる粘性なし
径0.50"'の10YR6(3土粒を5%台む
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31.崎明
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_H_ 』ι _j_ _1'ー 一ι ____!L_ 
31.01M1 

4 〆/

l 建ダ |
1 10YR4!2 灰黄褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし柱震跡

2 1000/2 黒褐色シルト

ややしまる粘性なし

ー辺1岨の炭化材を1%含む

SI'035 

径1岨の10YR6/3土粒を2%含む柱痕跡

3 1000/3 暗褐色粘質シルト ややしまる

ー辺l岨の炭化材を1%含む往復跡

4 10YR4!3 にぷい貧褐色土

ややしまる粘性なし

径1.5""，の焼土プロックを1%含む

径0.5"湿の10YR6/4土継を7%含む

6 1000/3 暗褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径0.6cmの10YR6/4土絃を5%含む

6 1000/2 黒褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

31.4伽

1 10YR4!3 にぶい黄褐色士

ややしまる粘性なし

2~6岨の円砲を1%含む届界明瞭

2 10YR4!2 灰黄禍色土

ややしまる粘性なし

3 10YR4!2 灰黄褐色土

ややしまる特性なし

径1岨の2.5Y5/2士粧を30再含む

酸化飲斑紋あり

4 10YR3/3 暗褐色土

ややしまる粘性なし

径1岨の炭粧を3%台む
5 10YR3/2 暴柵色土

SP∞2 

31.2伽

1 2.5Y4!2 暗灰黄色土ややしまる粘性なし
径O.5-2cmのIOYR4!1土粒を15%含む

経0.6岨の炭粧を1%含む

2 IOYR4!2 灰黄褐色砂質土

ややしまる粘性なし

径1咽の炭化材を1%含む

融化鉄斑紋あり 中央はグライ化受ける

3 IOYR4!2 灰貧褐色シルト ややしまる粘性なし

一辺2岨の円撲を1%含む

4 IOYR4!3 にぷい黄褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

一辺5cmの円擦を3%含む

酸化鉄斑紋あり 中央はグヲイ化受ける

5 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シルト

しまりなし粘性なし分級よい

SK009 

ややしまる粘位やゃあり

怪10四の10YR6/4プロック
.径1岨の焼土プロック 6 2.皮3/2 黒褐色砂賓シルト ややしまる粘性なし
・径3c皿の阿艇を10%含む

_.!L __lL 
31.蜘 1

スゲ
S附19

1 10YR4!3 にぷい黄褐色シルト

しまりなし粘性なし

一辺16岨の円棋を7%含む分級よい

2 10YR4!2 灰黄褐色砂賀シルト

ややしまる粘性なし

_N_ 』二
30. B伽

-<sf( 
SP113 

1 2.5Y4/1 黄灰色砂質シルトややしまる粘性なし

径0.6岨の10YR6/3士粧を6%含む

径0.5岨の炭粒を2%含む柱雄勝

2 2.5Y5/1 賞灰色砂質シルトややしまる粘性なし

径0.6岨の10YR6/3土粒を10%含む

経0.5咽の炭粒を2%含む

_l._ --.L:_ 
30.7伽

可1f
SP036 

1 10YR6/2 灰黄褐色シルト

ややしまる粘性なし

径0.6""，の10YR6/4土粧を10%含む

2 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルト

ややしまる粘性なL
径0.3岨の炭粧を2%含む

3 10四5/3 にぷい黄禍色シルト

ややしまる粘性なし

径0.5咽の10YR5/4土粧を10%含む
4 10YR4/3 にぷい黄褐色シルト

ややしまる粘性なし

径骨.5咽の10YR5/4土粒を5%台む
一辺3-自岨の円磁を3%含む

_O_ _[_ 
30. B伽

ト暫
SP179 

_M_ _L 
31.0伽

S肉48

1 10YR4!3 にぷい黄禍色砂質シルト

ややしまる粘性やゃあり

径O.5cmの焼土をごくわずかに含む

0.6~1咽の亙円環を1%含む
2 10YR4!2 灰黄褐色砂質シルト

やキしまる粘性ややあり

径O.5~1岨の亙阿礎を3%含む
径乱5-1cmの焼土を1%含む

1 10YR6/2 灰黄褐色砂質シルト ややしまる粘性なし柱痕跡

2 2.5Y3/2 黒褐色シルトややしまる粘性なし往極跡

3 1凶R3/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし

一辺18c皿の角磯を1個含む

4. 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト ややしまる粘性なし O 
径0.6岨の燐士粒・炭粒を20%含む

(S=1/30) 

園16 S 805実現IJ園 (3)

1m 
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~~相渇!苛にノ

ω.8伽

て可豆f
1 10YR4I2 灰黄禍色砂質シノレト

ややしまる粘性なし
径0.3咽の炭維を3%含む

B' 

S問34

径0.3咽の10YR6/4土粒を5%含む桂嵐跡
2 10YR3/2 鼎禍色粘質シルト ややしまる

径0.3咽の炭殺を2%含む柱痕跡

S 10YR3/3 暗褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5咽の10YR6/4土粒を15%含む

4 10YR3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる粘性やゃあり

一辺2咽の円離を2%含む

6 2.6Y3/2 黒褐色粘質シルト ややしまる
径0.5咽の7.5Y6/2土粒を5%含む

. 柱捌

31抽n

1 2.5Y6/2 灰黄色砂質シルト
ややしまる粘性なし

_c'_ 

SP2.16 

径0.5咽の2.5Y6/S土粒を7うも含む

2 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シルド
ややしまる粘位なし柱握跡

S 2.5Y5/1 黄灰色砂質シルト

ややしまる粘性なし柱痕跡
4 5Y5/1 灰色砂質シルト

ややしまる粘性なし
径0.3岨の2.6Y6/S土粧を6%含む

5 5YS/2 オリープ黒色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5咽の2.5Y6/S土粒を10%含む

園17 S 806実測園(1 ) 

。 勧1

(S=1/50) 

旦二
30.8伽

SP2.34 

1 10YR3/2 黒椅色土しまりなし粘性なし

径0.5岨の10YR6/S土粒を5%含む
一辺30mの円硬を15%含む

2 10YR4I1 褐灰色土しまりなし粘性なし
一辺30mの円磁を5%含む

。 1m 

(5=1/30) 
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S 805 (園14-16)

A地点のBD・BEL AE20、BD.BE2グリッドに位置する。 illa層上面で検出した。南北

長7.61m・東西長5.74m以上を測り、 SB04と同様の形式と考えられる。主軸方位はN-33.0
0

-E  

を測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、柱痕跡が SP035・113・179・184・224で検出された

(ただしSP179・184は土層断面図から判断)0 S K009は平面形から、またSP002は埋土から幕末

の磁器1点が出土することから、柱穴と土坑が重複したと判断した。柱掘方の底面の標高は、概ね北

側の柱穴が高く南側の柱穴は低い傾向にあり、 VI層の傾斜と一致する。南北方向の柱聞は、主柱で2.

35"'2.43mと2.91m、附属施設で1.58mを測り、東西方向の柱聞は2.57"'2.77皿を測る。 SP002が

SK022を切ることから18世紀後半に造営されたと考えられる。

S 806 (園17・18)

A地点のAE20・AF20、BEl・BFlグリッドに位置する。発掘段階でSP233から SP234に

かけて柱筋が通ることを把握し、整理段階で建物として認定した。南北長4.76m・東西長5.72m以上

を測る。桁行3間以上・梁行2聞の側柱建物と考えられる。主軸方位はN-32.0
0

-Eを測る。柱掘

方の平面形は楕円形又は円形で、柱痕跡がSP034 • 214・216・221で検出された(ただしSP221は

土層断面図から判断)0 S P214の柱痕跡内には、一辺28咽の亜円礁が垂直に立つ。柱掘方の底面の標

高は、 SP034・221・233・234が29.74.......30.09m、SP214・216が順に30.41・30.26mを測り、隅柱

と妻側中央柱がやや深い。南北方向の柱聞は2.20mと2.54m、東西方向の柱聞は2.27mと2.56mを測

り、特段の違いはない。柱穴出士遺物のうち、最新型式の陶器にはSP221埋士4出士の脇之島3号

窯式の山茶碗1点、土師器皿にはSP034埋土3・4出土のB1類 1点・ Cl類 1点・ C2類 1点が

ある。以上から、 15世紀中葉(美濃中世後期土師器皿編年E期)以降の造営と考えられる。

S 807 (園19・20)

A地点のAG• A H  • A 1 19、A H• A 118、AH20グリッドに位置する。南北長7.03m・東西長

3.57m以上を測る。梁行2問の総住建物と考えられ、桁行方向の規模は不明である。主軸方位はN-

30.0
0 

-Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、地下式礎石がSP059・075で確認され、柱

痕跡がSP044・053を除く柱穴で検出された。柱掘方又は柱痕跡の底面の標高は、 SP125・177が

_E_ __L 
30. B伽1

/3! 1 ~ウヴ I 
SK1l7!-'.. V〆1 I 

I 4 ¥、的仏ク

，/ SP214 

1 2町'5/2 時灰黄色シルト

しまりなし粘性なし
一辺28c阻の円穫を1個含む柱頭跡

2 2.回'5/1 貧灰色砂質シルト

ややしまる粘性なし

怪lc皿の5Y6/2プロックを10%含む柱痕跡
3 10YRo/2 灰貧褐色砂質土

ややしまる粘性なL

4 10YX3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径lc皿の10YR6/3プロッタを20%含む

径0.5咽の炭粧を6%舎をF

30. B()n 
__.E'__ 

SK175 

SP233 

1 10YR4(2 灰黄褐色土ややしまる粘性なし
径0.6咽の10YR6/3土粧を10%含む
径0.5咽の炭粒を5%含む

2 10YR4(1 褐灰色土ややしまる粘性なし
径0.5咽のlOYR6/3土粒を5%含む

3 10YR3/1 黒褐色土ややしまる粘性なし

園18 S 806実測園 (2)

G' 
30.蜘 t

SP221 

1 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルト しまりなし粘性なし

径0.6岨の2.6Y6/3土粧を7%含 む 注 痕 跡

2 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまる 粘性なし
一辺8岨の円穣を島幸4含 む 柱 痕 跡

3 10YR5/2 灰貧褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし

一辺3阻の円磁を10%台む
4 2.6Y3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし。 1m 

(8=1/30) 
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柱痕跡• _[_ 
SP126 31.0伽

街1。
(8=1/50) 

S 807実測園(1 ) 園19
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_C_ __L 
31.0伽

Eヨ
SP044 

1 10YR6/3 にぷい貧褐色シルト しまりなし粘伎なし
径1岨のIOYR6/3プロックを10%含む

_E_ 

一辺k・の円磁を10%含む酸化鋲斑紋あり
2 2.5YS/2 .'褐色砂質シルト しまりなし粘性なし

径l惜のIOYR6/3プロックを5%含む
ー辺k・の円鳴を6%含む

3 10YR3/2 1¥禍色砂賓シノレト しまりなし粘性なし
径lc・のIOYR6/3プロックを10%含む
径l岨の2.6Y6/1プロックを10%含む

4 10YR5/3 にぶい貨褐色シルト ややしまる粘伎なし
径也.6-1c"，の10YR6/4プロックを10%含む

5 1日YR4/2 灰黄禍色シルト しまりなし粘性なし
径lcIIの10YR6/4プロックを5%含む

31. ()(加 i5th  

£h 
_[_ 

SP125 

1 10YR5/3 にぷい賞褐色砂質シル トややしまる粘性なし
径1惜の10YR6/3プロックを6%含む

2 10YR5/Z 灰貧栂色シルトややしまる 粘性なし
径2.c・の10YR6/3プロックを15%含む径舟.5岨の炭粒を3%含む

3 10Y宜4/4 褐色シノレトややしまる粘性なし
4 2.5Y3/3 暗オリープ褐色シルト しまりなし粘性なし

径0.5cmの10YR6/3士粧を10%含む柱痕跡
6 2.6Y3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし柱痕跡
6 10YR3/3 暗褐色シルトやや\...~る粘性なし

犠1咽の10YR6/3プロァタを10%含む
一辺k・の円艇を15%含む

1 10YR3/2 黒褐色シル ト ややしまる粘性なし
径10・の10YR6/3プロックを6%含む

___[_ _i_ 
31.倫明

_[_ 

SP082 

1 10YR3/3 暗暢色土
ややしまる粘性なし

2. 10YR3/2 黒縄色土
ややしまる粘性なし
径1帽の10YR6/aプロックを1%含む

3 10YRS/2 灰貧褐色土
ややしまる鮎伎なし

S向島3

径2帽の10YR6/3プロックを20%含む

_H_ __lLー
30.8Om 

SP177 

S問59

1 10YR4/2 灰黄禍色シルトややし主る粘性なし
径lc且の10YR6/1プロックを10%含む往痕跡

2 10YR3/3 時褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.3咽の10YR6/3士粧を3%含む柱痕跡

3 10YR2/2 黒褐色粘寅シルト ややしまる
径0.3岨の炭車立を2%含む 往復員事‘10Yi6/2 灰黄偽色砂寅シルト
ややしまる粘性なし
笹0.3岨の10YR6/S土鑑を3%含tt

6 2. SY4/2 暗灰黄色シルト ややしまる粘性なし
径2c闘のIOYR6/3プロック世5%含む
径0.6岨の炭粒を3%含む

6 2.6Y3/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.3帽の炭継を2%台む

7 2. SY4/2 暗灰黄色シルト ややしまる粘性なし
径0.5岨の2.SY6/2土紘を10%含む

1 10YR5/2 灰貧褐色砂質シルトややしまる粘性なし
径1岨の5Y6/2プロククを15%含む
告0.2岨の燐土魁 ・民般を5%含む

2 2.5Y6/1 貧灰色シル トややしまる粘性なし
毎0.6岨の6Y6/2士車立を3%含む 柱銀鱗

3 2. 5n/2 暗灰貧色シルトややしまる 粘性なし往鹿島事
4 1前R4/2 灰重量骨量色シルト ややしまる 粘性なし
6 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし

園20 S B07実測困 (2)

S附75

1 2.6Y6/1 貧灰色砂質シルト
しまりなし粘性なし
径O.6c"，の10YR6/3土粧を6%含む住痕跡

2 10YR5/1 禍灰色砂質シルト
ややし法る粘性なし
径0.6姐の10Y碕 /3土粒を6%含む柱痕鵬

3 2.5Y5/1 貧灰色砂質シルト
ややし主る粘性なし
径0.5帽の10YR6/3土粒を7%含む

4 抗3/2 オリープ鳳色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5c阻の10YR6/3土粒を10%含む

5 2.5Y4/1 貧灰色砂質シルト
ややしまる粘性なし

。
(S=1/30) 

1m 



32 第3章調査の成果

順に29.94・29.98m、他は30.03.......30. 50mを測り、前者が深く隅柱の可能性がある。南北方向の柱聞

は3.36m ""3. 64皿、東西方向の柱聞は3.13"""'3. 16mを測る。 SP125がSP158を切ること、柱配置や

規模の類似から、本建物はSB08の建て替えと考えられる。柱穴出土遺物のうち、最新型式はSP04 

4埋土2層出土の埜窯第3小期の折縁鉄絵皿 1点(図91-377)であり、 17世紀中葉に鹿絶したと考え

られる。

S 808 (図21・22)

A地点のAG• AH' A 1 19、AH'A 1 18、AH20グリッドに位置する。整理段階で建物と認定

した。南北長7.15m・東西長3.93m以上を測る。梁行2聞の総柱建物と考えられ、桁行方向の規模は

不明である。主軸方位はN-28.0
0

-Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、地下式礎石が

S P043・052・55で確認され、柱痕跡がSP082を除く柱穴で検出された。柱掘方又は柱痕跡の底面

の標高は、 SP043・052が順に30.10・30.08m、他は30.24"""'30. 43mを測り、前者がやや深い。南北

方向の柱聞は3.55m ......3. 78m、東西方向の柱聞は3.04mを測る。柱穴出土遺物はすべて16世紀以前に

属するが、 SB07で説明した理由により本建物は少なくとも17世紀前半に位置づけられる。

S 809 (園23・24)

A地点のA 1 18・19、AJ 18・19グりッドに位置する。整理段階で建物と認定した。南北長3.68血

・東西長4.62m以上を測る。桁行3間以上・梁行2聞の側柱建物 (SP077は、柱筋は合うため本建

物に帰属したものの柱の役割は不明。)と考えられる。主軸方位はN-29.0
0

- Eを測る。柱掘方の

平面形は楕円形又は円形で、柱痕跡がすべての柱穴で検出された。柱掘方の底面の標高は、 29.72.......3 

0.11血を測り、柱の位置と根入れの深さにおいて特段の傾向はみられない。南北方向の柱聞は1.71血

~ 1. 86m、東西方向の柱聞は1.78.......1. 91mを測る。 SP101・152が、 )1聞にSB10の柱穴SP117・160

を切っており、 SB10に先行する。柱穴出土遺物のうち、最新型式の陶器にはSP101埋土 1出土の

古瀬戸後W期古段階の鉄軸縁軸小皿1点、士師器皿にはSP077埋士5出土のBl類 1点、 SP114埋

士4 ・SP152埋士4出土のCl類各1点、 SP101埋士4出土のC2類 1点がある。以上から、 15世

紀中葉(美濃中世後期士師器皿編年E期)以降の造営と考えられる。

S 810 (図25-27)

A地点のA 1 18・19、AJ 18・19グりッドに位置する。整理段階で建物を認定した。南北長5.13m

・東西長4.98m以上を測る。桁行5間程度・梁行3聞の三面庇付建物 (SP136-140聞及びSP118 

-163聞で、 SP088に対応する柱穴は確認されなかった)と考えられ、 3X2聞の身舎の外側に外周

柱穴列がつく。主軸方位はN-36.5
0

-Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、地下式礎石

がSP117・160で確認され、柱痕跡がSP117・160を除く住穴で検出された(ただしSP087・118は

土層断面図から判断)。なお、 SP087は重複する 2基の柱穴で(柱痕跡は本建物に、地下式礎石はS

B11に伴う)、 SBllが本建物に先行すると考えられる。柱掘方又は柱痕跡の底面の標高は、入側柱

では29.93.......30. 34m、側柱では29.70.......30. 20mを測り、両者に違いはない。南北方向の柱聞は、身舎

で1.74.......2. 08m、庇で1.30mを測る。また東西方向の柱聞は身舎で1.73.......1. 84m、庇で0.90mを測る。

柱穴出土遺物のうち、最新型式の陶器にはSP087埋土6出土の大綱東1号窯式又は脇之島3号窯式

の小皿1点、土師器皿にはSP087埋土5出土のM3類2点、 SP084埋土7出土のBl類 1点がある。

S P087の解釈により、 15世紀中葉(美濃中世後期土師器皿編年E期)以降の造営と考えられる。
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31似加 SP082 SP070 . 柱痕跡

2m 

囲21 S 808実測囲(， ) 
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_c_ 
30.崎司

_[_ _D_ _L  _L 
30.庶淘

__L 

SP055 

1 10YR4/1 禍灰色シルト

しまりなし粘性なし
径2叩の2.5Y8/5プロックを10%含む柱痕跡

2 10YR5/2 灰貧褐色シルト

しまりなし粘佳なし

径1帽の10YR5/1土粒を5%台む位議跡

3 10YR6/2 灰貧褐色シルト
しまりなし粘佳なし
陵化鉄斑紋あり， 10YR6/3 にぷい貧褐色シルト

ややしまる粘性なし
径0.6c・の10YR6/3土車立を6%含む

5 10YR4/2 灰貧褐色シルト

ややしまる粘性なし
径1帽の10YR5/1プロックを10%含む

_[_ 
31.崎明

1 2. 5Y4/2 暗灰黄色シルト

ややしまる粘性なし
径1-恥畢の2.SY6/3プロックを10%含む

径10.のJIt粧を2%含む

2 Z.6Y3/3 暗オリープ褐色砂賓シルト

ややしまる粘性なし
径0.5-1帽の2.5Y6/3土絃を10%含む

径0.30包の民粧を6%含む
3 10YR4/Z 灰黄縄色砂質シルト

ややしまる 粘性なし
筏0.5岨の2.5Y6/3土粧を3%含む住痕跡

4 1似R6/2 灰貧伺色砂質シルト

ややしまる粘性なし
径3cIIの円礁を3%含む

径0.30"'の10YR6/3士魁を3%含む柱疲跡

6 1肝R3/Z 黒褐色シルト

ややしまる粘性なし
6 10YR3/S 暗褐色砂質シルト

ややしまる粘位なし

30.叡泊

SP125 1 3ト羽;r-
/"--l，. 2 JJ 

SP158 

1 10YR5/3 1::ぷい貴僧色砂質シル ト

ややし茸る粘性なし柱痕跡

2 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルト
ややし主る粘伎なし柱痕跡

3 10YR3/2 鳳縄色砂質シルト
ややしまる粘位なし

径0.5岨の10YR6/3土粧を15%含む

径0.6岨の炭継を5私含む

_[_ _L 
31.∞m 

S問52

1 10YR4/3 にぶい黄褐色士 ややしまる粘性なし

径0.30皿の10YR6/3土粒を2%含む柱漉跡

2 IOYR3/2 黒褐色砂賀シルトややし主る粘性なし

マンガン斑紋あり 柱痕周年
3 10YR4/4 褐色土ややしまる粘性なし

径10.の10YR6/3プロックを6%含む

径0.5帽の民鑑を2%含む

4 10YR3/3 暗褐色砂貧土 ややしまる粘性なし

一辺白aの阿磁を6%含む

5 10YR2/2 累褐色粘寅シルト しまりなし

一辺3-&・の円砲を15%含む
6 10YR5/3 にぶい貧縄色砂貧土 しまりなし給位なし

一辺.4-10・の何事院を7%含む
7 10YR2/Z 黒褐色砂質シルトややしまる粘性なし

径O.ゐの10YR6/3土紘を5%含む

_[_ _H_ 
31.0伽

....!L. 

¥ミ字d
1 10YR4/2 灰貨褐色砂寅シルト

ややしまる粘性なし

俊悦3 一辺0.3-2帽の炭化材を1%含む

径0.3c・の10YR6/3土駐を10%含む
守ンガン斑紋あり

2 10YR3/3 暗偽色砂賓シルト

ややし宮る粘性なし

径O.恥・の10YR6/3土魅を3%含む
マンガン斑紋あり

3 10YR3/2 11褐色シルト
ややし奮る粘性なし

一辺9-24cmの阿磁を16%含む

径0.50唱の炭粧を2%含む

震0.3011のlOYR6/3土粧を5%台む

園22 S 808実測園 (2)

S内82
S問70

1 10YR4I2 灰貧褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし往復跡

径0.5惜の10YR6/3土粧を15%含む

2 10Yll3/2 黒褐色シルト
ややしまる粘伎なし柱痕跡

3 10Yll5/3 にぶい賃補色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径0.3岨の10Yll6/3土緯を10%含む

4 10Yll3/3 時褐色シルト

ややしまる粘性なし
径0.2咽の銀総を5%含む

o 1聞

(S=I/30) 
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36 第 3. 調査の成果

_c__ 
m蜘

C' 

SP10l 

1 2.5Y6/2 灰黄色シルトややしまる特性なし
後0.6011の焼土総・民粧を6%台む

2 1000/2 .. 褐色シルトややしまる粘性なし
毎0.3岨の10YR6/3土粒を5%含む柱痕跡

3 10YR2/2 ..，褐色シルトややしまる粘性なし
一辺k湿の円援を2%含む 注高跡

___Q_ 
30.70・ _IL 

SP131 

1 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト しまりなし粘性なし
径1-3岨の10YR6/3プロックを15%含む
径lemの炭化材を6%含む柱痕跡

2 2.6Y3/2 鼎褐色シJl-トややしまる粘性なし
径1011の鋭化材を5%含む柱痕跡

3 10YR5/3 にぶい貧褐色砂質シルト ややしまる
粘性なし径0.6e・の10YR6/3土粧を5%含む
一辺6e・の円磁を6%含む

_E_ 
30.製加

1 10YR4/2 灰貧褐色シルト
しまりなし粘性なし

_.E:__ 

S問65

径0.5岨の10YR6/3土絃・民継者10%含む
2 10m/2 黒褐色砂質シル ト

しまりなし粘性なし
径0.6岨の焼土脱・民肱

4 10YR4/2 灰貧縄色シルトややしまる粘性なし
5 2. 6Y3/2 黒褐色シルトややしまる粘性なし

径0.6emの炭粧を2%含む

‘10YR5/2 灰貨褐色シルト ややしまる粘性なし
径1011の10YR6/3プロ ックを15%含む

6 10m/2 ..裕色粕質シルトややし玄る

・10YR6/3土粧を10%含む往痕跡
3 2.5Y4/1 貧灰色シルト

ややしまる粘性なし柱浪跡
4 1.5Y4/1 灰色シルトややしまる粘性なし

酸化鉄斑紋あり 往級車事
各4帽の同線を3%含む

長恥 F 

SP135 

1 10YR6/2 灰貧褐色シルト ややしまる
粘性なし径z・の10YR6/3土粒を16%含む
径0.5eaの/11粧を3%含む

2 2.6Y6/2 暗灰黄色シルト ややしまる
粘位なし径1帽の10YR6/3土粧を10%含む
径0.6e・のJIt粧を2%含む柱痕跡

3 2. 6Y3/2 ..，渇色シルト ややしまる
粘性なし径0.5帽の10YR6/3土粧を7%含む
径舟.6帽の炭粧を3%含む柱痕跡

4 10YR4/2 灰貧縄色シルト ややしまる
粘性なし径10・の10YR6/3プロックを10%含む

6 1000/2 黒褐色シルト ややし量る
結伎なし径0.5惜の焼土粒を3%含む

一L _!ι 
30.蜘 E

1 10YR3/2 黒褐色シルト
ややしまる粘性なし
径0.5帽の10YR6/3土佐世5%含む柱痕跡

2 2町3/2 鳳褐色シルト
ややしまる粘性なし住痕跡

3 10YR4/2 灰貨褐色土
ややしまる 粘性なし
径lCID'の10YR6/3プロックを10%含む

4 10YR2/2 黒褐色土
ややしまる 粘伎なし
径3c"，の円撲を5%含む

_6_ 
30鉱加

_L 

S内77

1 10YR6/3 にぷい貧褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.50.の10YR6/3土般を20%含む
経0.6岨の侠粧を3%含む

2 10YR3/1 鱒縄色シルト
ややしまるお伎なし

_H_ 
30.9伽

5 5Y4/1 灰色シルトややしまる粘性なし
径0.3四の10YR6/3土粧を5%含む
径0.6咽の炭粧を10%含む

6 10YR2/2 黒僧色シルト ややしまる粘性なし

_[_ 

SP152 

1 10YR5/2 灰負傷色シル ト ややしまる粘位なし
一辺12-36e・の円療を含む

径l帽の段位・ 10YR6/3プロックを20%含む
笹舟.30・の絶土離を5%含u

径1-4唱の10YR6/3プロァタを20%含む
2 10YR4/2 灰賞褐色シルトややしまる粘性なし

一週k置の円ーーを10%台む
3 10YR4/2 灰貧偽色砂質シルト

ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/3土継を1%含む

4 10YR6/2 灰貧褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし

径0.5唱の10羽鶴./3土粧を1%含む往!lU車
3 10m/2 黒褐色、ンルトややしまる粘性なし

経0.5岨の炭艦・ 10YR6/3土粧を6%含む往復跡
4 2.5Y3/3 暗オ，-プ褐色砂賀シルト

径1岨の10YR6/3プロックを10%含む柱痕跡
ややしまる粘性なし
径l咽の10YR6/3プロックを10%含む

5 10YR6/3 にぷい賀補色シルト
ややしまる粘性なし
径0.6岨の10YR6/S土粧を10%含む
一辺S岨の門司離を20%含む

6 10YR6/3 にぷい貧縫色シルト
ややしまる粘性なし
笹舟.5011の10YR5/2土粒・炭粒を5%含む

5 10m/3 暗褐色シルトややしまる粘性なし

1 10YR6/2 灰黄褐色砂質シルトややしまる粘性なし
径0.6岨の10YR6/S土粧を6%含む

2 10YR4/3 にぷい賞褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
一辺2cmの炭化材を5%含む

3 10羽生/2 灰貧褐色砂質シルトややしまる粘性なし往痕蹄
4 2.5Y3/2 黒褐色シルトややし重る粘性なし

一ι
30.航加

_L 経0.6岨の10YR6/S士粧を16%含む
径0.6e担の炭車監を3%含む 住建跡

5 1000/2 黒褐色シルト
径0.6岨の10YR6/3土粧を10%含む
径0.6emの炭粧を1%含む住痕跡

6 2. 6Y4/1貧灰色シル トややしまる粘性なし
径1帽の10YR6/3プロ yクを20%含む
径0.6e温の炭魁を5%含む

7 10YR4/1 褐灰色シ凡，トややしまる粘性なし
径1岨の10n硲>/3プロックを15%含む
径雲咽の炭化材を7%含む

8 日3/2 オりープ黒色シルト ややしまる粘性なし
径0.50置の10YR6/3土粧を5%含む

径0・5cmの炭粒を5%含む。

S内86

圃24 S 809実測園 (2)

(S=1/30) 

1m 
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38 第3章調査の成果

_c_ 
30.8伽

_[_ー

SPl17 

1 10YR6/2 灰黄梅色シルト

ややしまる粘性なし

径1岨の10YR6/3プロックを15%含む

径0.6岨の焼土勉・民粧を6%含む

2 10YR4!2 灰貨褐色シルト

し玄りなし 粘性なし

径1岨の10YR6/3プロック

・焼土プログクを10%含む

_F_ 
鈎 S伽

SI321 

1 2. 5Y5/3 貨褐色砂寅シルト

しまりなし粘性なし

__[_ 

SP161 

径0.6岨の10YR6/3土粧を16%含む

径0.5c!Iの炭離を3%含む

2 2. 5Y5/2 暗灰貧色シルト

ややしまる粘伎なし往痕跡

3 10YR4!2 灰賞褐色シルト

ややしまる粘性なし柱痕跡
4 10YR5/3 Ir.ぷい貨褐色シルト

ややしまる粘性なし

径0.6岨の10YR6/3プロックを10%含む
径0.5個の炭粒を3%含む

6 2.5¥'3/2 黒褐色シルト

ややしまる粘性なし

_L  
30.6伽

」二

7唱y-
S刊日79

1 10YR5/3 にぷい貧褐色砂貧シルト

ややしまる粘性なし

径1岨の10YR6/3プロックを3%含む

経0.2咽の炭継を6%含む 柱披跡

2 10YR4!2 灰貨褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径0.3岨の10YR6/3土粧を6%含む柱復跡

3 5Y4/1 灰色砂質シルト

ややしまる粘性なし 柱痕跡
4 10YR5/2 灰貨縄色砂質シノレト

ややしまる粘性なし

径0.60・の10YR6/3土粧を6%含む

5 10YR3/3 時褐色砂寅土

ややしまる粘性なし

_D_ 
30.80聞

」ι

SP136 

1 10YR5/2 灰貨褐色シルト

ややしまる粘性なし

径l岨の10YR6/"3プロックを20%含む
2 色町"3/2 黒褐色シルト

ややしまる粘伎なし往痕跡

3 10YR4!2 灰貨褐色シルト

ややしまる粘性なし

_L  
ω.附n

三グプ

G' 

SP160 

1 2.6Y6/S にぷい貧色紗質シルト

ややしまる粘性なし

2 10YR5/2 灰黄禍色シルト

しまりなし粘位なし

径0.5岨の10YR6/3土粧を16%台む

径0.3帽の炭粧を5%含む

"3 10YR4!2 灰賞褐色シルト

ややしまる粘性なし

1 2.5¥'3/2 黒褐色シルト

ややしまる粘性なし

SP088 

一辺5-1Sc・の円療を15%含む

2 10YR4!2 灰貧褐色シルト

ややしまる粘性なし

径0.5帽の10YR6/3土粧を20%含む

3 1000/2 黒褐色砂賓シルト

ややしまる粘性なし

径0.3岨の10YR6/S土胞を10%含む

4 1000/3 暗褐色土ややしまる 粘性なし

5 10YR2/3 黒褐色土ややしまる粘性なし

一辺2岨の円磁を3%含む

径0.5aaの炭粧を2%含む

6 2. 6Y6/2 暗灰黄色砂質土
ややしまる粘性なし

径1岨の10YR6/3プロックを10%含む

7 2. 6Y6/3 貨褐色土ややしまる粘性なし

園26 S B 10実演l園 (2)

_.E_ 
30.8伽

_L  

SPl40 

1 2.6YS/2 暗灰黄色砂質シN ト

ややしまる粘性なし

径凪恥且の2.5Y6/3土魁を15%含む

径0.5帽の炭粒・集土粒を5%含む

2 6Y4!1 灰色シルト

ややしまる粘性なし

径0.5c・の2.5Y6/3を6%含む

酸化鉄道紋あり 往痕跡

3 2.5Y4/1 賞灰色シルト

ややしまる 粘性なし柱痕跡

4 6Y6/1 灰色シルト

ややしまる 粘性なし

径札恥凪の2.6Y6/3プロックを10%含む

5 2.5Y5/1 貨灰色シルト

ややしまる粘性なし

__H__ 
30.8伽

..JL 

S問84

1 10YRS/2 灰貧褐色シルト

ややしまる 粘性なし

径0.6岨の10YR6/s士粧を10%含む

径1帽の焼土プ口，.ク・民粒を7%含む
一辺m岨の円磁を16%含む

2 10YR4I2 灰貧働色シルト

ややしまる粘性なし

径l帽の炭車立をs%含む

3 10YRS/S にぷい黄褐色砂質シルト

しまりなし粘性なし

径0.3唱の10Y前13土盤を3%含む往痕跡

4 10YR3/2 黒褐色シルト

しまりなし粘性なし柱痕跡

5 10YR2/2 黒褐色シルト

しまりなし粘性なし柱震跡

6 lOYRS/3 暗縄色シルト

ややしまる特性なし

後1帽の10YR6/3プロックを16%含む

径lc:aの厳粧を7%含む

一辺17岨の円療を2由%含む

7 2.6Y3/2 黒褐色シルト

ややしまる粘位なし

径1帽の10YR6/3プロックを10%含む

8 2.6Y3/1 黒褐色シノレト

ややしまる 粘性なし

。
(5;1/30) 

1. 
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S B 11 (園28・29)

A地点のA1 18、AJ 17・19グリッドに位置する。整理段階で建物と認定した。南北長5.69m・東

西長5.05m以上を測る。桁行3間以上・梁行3聞の側柱建物と考えられ、主軸方位はN-32.50 -E 

を測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、地下式礎石が SP087・130・155で確認され、柱痕跡

がSP102・116・155・164で検出された(ただしSP116は土層断面図から判断)。柱掘方又は柱痕跡

の底面の標高は、 29.89"'-'30. 33mを測り、柱の位置と根入れの深さにおいて特段の傾向はみられない。

南北方向の柱聞は1.88""'1. 92m、東西方向の柱聞は1.82""'2. 30mを測る。柱穴出土遺物のうち、最新

型式の陶器には、 SP148埋土2出土の脇之式窯3号窯式又は生困 2号窯式の山茶碗1点、土師器皿

にはSP148埋土1出土のM4類 1点、 SP155埋土 1出土のB1類 1点(図83-161)がある。以上

から、 15世紀中葉(美濃中世後期土師器皿編年E期)以降の造営と考えられる。

(3)溝

SD2・3 (図30.....33)

A地点のAH19・20、A1 18・19、AJ 18グリッドに位置する。 SD2は長さ13.32m・上幅0.40

"""1. 88m・深さ0.09.....，0.4mを測るが、多数の遺構に切られて原形を留めていない。底面の標高は、

溝の北端・ B.C・D・E地点の順に、 30.28m. 30. 25m. 30. 23m・30.41m• 30. 38mを測り、一

方に傾斜するという傾向はない。検出当初は土坑の重複を想定したが、形状から溝と認定した。主軸

方位は、 C地点を挟んで北側でN-36.50

-E、南側ではN-26.00

-Eを測り、溝の北半が緩やか

に東へ折れる。溝の断面形は逆台形を呈し、一部を除いて東壁よりも西壁が急に立ち上がる。埋土に

30.6伽
_!'_ ----'L. _111_ 

30.6伽I

「迂f
SPl18 

S問87
1 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト

1 10YR5/2 灰黄褐色シルト しまりなし粘性なし

しまりなし粘性なし
径O.5c阻の10YR6/3土粒を5%含む往痕跡

2 10YR4/2 灰黄褐色シルド

径0.5岨の7.5Y6/1土粒を7%含む

径0.6岨の炭粒を6%含 む 柱 痕 跡

2 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シルト
しまりなし粘性なししまりなし粘性なし

径0.5c阻の10YR6/3土粒を5%含む住痕跡

3 10YR3/2 黒褐色シルト

径0.6岨の2.6Y6/3土粒を6%含 む 往 痕 跡

3 7.5Y6/1 灰色砂質シJ"vト
ややしまる粘性なししまりなし粘性なし住痕跡

4 10YR5/3 にぷい黄褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径1岨の10YR6/3プロックを10%含む

一辺3岨の円磁を15%含む

径0.5岨の炭粒を10%脅む

径1岨の燐士プロック・炭化物を5%含む

5 10YR3/a 暗褐色シルト

4 2.6Y6/2 灰黄色砂質土
ややしまる粘性なし
径0.6岨の2.6Y6/2士粧を10%含む

ややしまる粘性なし
一辺24cmの円礁1個含む

6 10YR2/2 黒褐色シJ"vト

ややしまる粘性なし
ー辺6c阻の阿療を6%含む

_L_ ~ 
30.6伽1

可f
SP143 

1 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質シルト

しまりなし粘性なし

径0.5岨の10YR6/3土粒を10%含む
径0.5岨の炭粧を6%含む 柱 波 跡

2 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし

径0.6岨の10YR6/a土粒を20%含む
径0.5岨の炭粒を5%含む

園27 S B10実測園 (3)

__li 
30.6Dn 

SP163 

1 2田町.li/2 暗灰黄色砂質シルト
しまりなし粘性なし
径0.5岨の2.5Y6/3土粒を7%含 む 柱 痕跡

2 2.6Y3/2 黒褐色シルト
しまりなし粘性なし

径O.li咽の炭絃を3%含む柱痕跡
3 2目5Y4/2 暗灰黄色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径10mの2.6Y6/3プロックを20%含む
径0.5四の炭粒を3%含む

4 10YR4/2 灰黄褐色シルト
しまりなし粘性なし

5 10YR3/2 黒褐色シルト

しまりなし粘性なし
6 7.日.5/1 灰色シルト

ややしまる粘性なし グライ化受ける

。 1m 

(8;;;1/30) 
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__L _B_ 
31.00m 

. 柱痕跡
SPI64 SPI48 SPI53 

2m 。
(S=1/50) 

S 811実測園(1)園28



_L  
31.似泊 一ι

SP102 

1 10YR5/2 灰黄僧色シルトややしまる給位なし
経0.5011の10YR6/3土絃
・炭粧を6%含む往抱跡

2 10YR4/2 灰黄褐色シルト ややしまる特性なし
後0.5岨の10YR6/3土継を10%含む
径0.5岨の焼土魅・鋭粧を3%含む柱痕跡

3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし柱袋跡

" 10YR5/3 にぶい貨褐色土ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/3土維を10%含む

5 10YR4/4 禍色シルトややしまる粘性なし
一辺4011の円換を3%含む

6 2.m/2 黒褐色シノレト ややしまる 粘性なし
7 10四3/3 暗褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

後2岨の鏑士プロ79を10%含む
径l帽の10Ylt6/3プロヲタを10%含む

_[_ 」二
30.6伽

竺ぷ1)'
SP130 

1 10YR5/2 灰貨褐色シルト
ややしまる粘性なし

径1c・の10YR6{3プロックを20%含む
2 10Ylt5/3 にぷい貧縄色シルト

ややしまる粘佳なし
後0.5置の10YR6/3土般を5%含む

.....L __r_ 
30.6伽1

: 
SPl48 

1 10YR5/2 灰賞褐色シルト
ややしまる粘性なし
径Z帽の2.5Y6/3プロックを7%含む

2 2.5Y4/2 暗灰貧色シルト
ややしまる粘性なし
径Z岨の2.5Y6/3プロックを5%含む
径0.3岨の炭胞を3%含む

3 2.6Y3/2 黒褐色シルト

ややしまる粘性なし
径0.6帽の2.6Y6/3土絃を3%含む
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_D_ 
ぬ蜘

1 ー

~ 
SP155 

SPl16 

1 10Ylt4/2 灰黄禍色砂賓シル ト

1 2.釘3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる 粘性なし

径10"'の10YR6/3プロックを10%含む
一辺3-1Oc阻の円離を10%含む

2 2.6Y4/2 時灰黄色シルト
しまりなし 粘性なし

しまりなし粘性なし
径:0.5惜の10Ylt6/3土鑑を7%含む
一辺5閣の円磁を10%含む柱痕跡

径0.&・の焼土粒.!Tt.艇を15%含む住痕跡
3 10YR4/2 灰貧得色シルト

_G_ 

2 10YR3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる
粘性なし径0.5c皿の燐土粒・炭粒を5私含む
一辺4岨の角礁を5%含む柱痕跡

3 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし
一辺5岨の円磁を5%含む柱虫跡

" 2.6Y4/1貧灰色シルト ややしまる粘性なし
径1閣の10YR6/3プロフタ
.!Tt.化物プロックを10%含む
ー辺23噛の円礎をl個含む

5 2.6Y3/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.5岨の炭粒世5%含む

6 10YR3/1 黒褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.5閣の10Ylt6/3土粧を10%含む

G' 
30.倫明

ややしまる 粘性なし

_jI_ _j[_ 
30.6伽

一¥よノ

SP153 

1 10YR4/2 灰賞褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5咽の2.5Y6/2土粧を15%含む

S問87 径0.5岨の燐土粒 ・炭粧を5%含む

1 10YRS/2 灰貧褐色シルト しまりなし粘性なし
径0.5"・の10YR6/3土粧を5%含む往復跡

2 10YR4/2 灰貧褐色シルト しまりなし粘性なし
径0.6帽の10YR6/3士離を6%含む柱鍛跡

3 10YR3/2 黒褐色シ!yト
しまりなし 粘性なし柱疲島町

4 10YR5/S にぷい黄褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径1咽の10YR6/3プロックを10%含む
径1帽の焼土プロッタ・鋭化怖を5%含む

5 10YR3/3 暗褐色シルトややしまる粘性なし
一辺24帽の同様l個含む

6 10YR2/2 拠褐色シルトややしまる粘性なし
ー辺届岨の円離を6%含む

1 10YR4/2 灰貨褐色シルト しまりなし粘性なし
径1011'の2.6Y6/3土粧を7%含む

_J_ _L  
30.60岡

、SK354

1剖 131

11 1 1"""1 
14¥"'_"( 41 

¥ ¥ 2 11 

SPl64 

径0.30同炭粒を3%含む柱建跡
2 10YR3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし

径0.3唱の炭施を3%含む往痕跡
3 2. 5Y4/2 時灰貧色シルト ややしまる粘性なし

径0.6岨の2.日6/3土粧を5%含む
" 2.日3/2 黒褐色シルトややしまる粘性なし

径50盤の円磁を6%含む。
(5=1/30) 

園29 S B11実測園 (2)

1m 



42 第3章調査の成果

完掘状況 遺物出土状況

O 主師畢皿 ・山茶碗煩・片ロ鉢 炉吉満戸
.常滑崖陶輔 桜中国産陶轍 )(その他

。 制1

(S=1!80) 

園30 SD2・3実測園(1 ) 



_B_ 
30.8伽

_C_ 
31α加1

F 

_A._ __K_ 
31.0伽

___C'_ 

'¥ I λSP059 
'¥. 6 J 7 ./ '¥ 

" 8 / 

6 10YR4I2 灰黄褐色シノレトややしまる粘性なし
経5-IOcaのIOYR6!3プロックを15%含む

径0.3-3咽の焼土プロックを7%含む

7 5Y5!1 灰色シルトややしまる粘性なし

一辺3咽の円磁を3%台む

径日.6咽の炭粒を6%含む酸化鉄斑紋あり

8 2.5Y4l2 暗灰黄色砂質ジルト しまりなし粘性なし

一辺1-3咽の円磁を5%含む

径日.5咽の10YR6J3土粒を5%含む

_F_ 
30ωm 

1 10YR5J2 灰黄禍色砂質シルトややしまる粘性なし

__[_ 

径l咽の10YR6J3プロヲタを20%含む 径0.6岨の炭粒を5私含む

2 10YR3/2 黒褐色シルトややしまる粘性なし

ー辺10咽の角離を6%含む

径O.5-4cmの焼土プロックを15%含む径lcm'の炭化物を20%含む

3 IOYR4I2 灰黄褐色シルト ややしまる粘性なし

径0.6岨の10YR6!3土粒を7%含む 径0.6岨の炭位を10%含む
4 2.5Y3/2 婦褐色砂質ジルト ややしまる粘性なし

経由.5岨の10YR6/3士粧・炭粧を7%含む

一辺5-15咽の円礎，角礎を5%含む

5 10YR5/3 にぷい黄禍色砂質シルト ややしまる 粘性なし

第3節遺構 43

1 10YR4!2 灰黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
径0.6岨の2.6Y6!3土粧を6%含む

径0.5岨の炭粒を15%含む

2 10YR3!2 黒褐色砂質シルト キやしまる粘性なし
径0.5唱の2.5Y6!3土粒・炭粧を7%含む

3 10YR5!2 灰黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし

径0.6-2CJ1lの2.6Y6!3プロックを16%含む

径0.5岨の炭粒を5%含む

_D_ _j[_ 
30.6伽

一、」ノ

1 10YR5!Z 灰黄褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

答。.5c皿の10YR6!3プロックを20%含む

径0.6c包の炭化物を3%含む

_E_ _f'_ 
31.0伽

1 10YR4I3 にぷい黄禍色砂質シルト ややしまる 粘性なし

智ー0.5岨の7.町R6!4プロクタを6%含む
径0.3-1cmの炭粒を5%含む

2 10YR6J3 にぷい黄褐色シノレト ややしまる 粘性なし
径2唱の7.5Y5!1プロックを20%含む

径1岨の炭粒を10%含む

3 10YR6Jl 褐灰色士ややしまる粘性なし

径0.3咽の10YR6!3土粒を5%台む
径0.6四の炭絃を16%含む

4 10YR5J2 灰黄褐色砂質土ややしまる粘性なし

一辺4咽の角礁10%台む種。.3咽の10YR6!3土粧を5%台む

__[_ 

。
(5=1/30) 

1m 

園31 S D 2・3実測園 (2)



44 第 3. 調査の成果

土師器皿 山茶硯顕

o 4冊

(S=1/80) 

園32 S 0 2・3実測園 (3)



_B_ 
31α~ 

ト"ト1，j'2へ

_c_ 
31.ぽ加1

_6_ 
31目曲目

G 
31.ぽ~
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__[_ _B_ 
31. 00m 

L 

ド '~177'3へ

ド，~l'Jn (土師暢血〕 ト・，~~，]・ 1 (山茶碗煩}

__k_ _c_ __k_ 
31.0伽

ド '~l，r3 会‘s・ • 
ド '~l'J'lへ

~'，~，，]'2 (土師器皿} ~. ，~~，]・ 2 (山茶碗頬}

土師器皿

+ M2頬かM3頬
• M3績

企 M4類・B1頬
• C1績

* C2類

__!L_ 
31.曲目

_f_'_ 

• • 

~. ，~"]・ 3 【土師器皿} r，."，' 4 (山茶碗躯)

ド，~~，1"3 (山茶碗伺)

山茶碗頬

G' 

ト"トマ，nへ
ト"ト"r2へ

+ 白土原 1号高層重量・明和 1号窯式、明和か大畑大洞4号窯式
企大畑太洞4号案式・閉式新段階、大畑大洞4号案式・]i;.畑太洞4号鶏式新慮階
. ]i;.洞東 1号旗式
宮崎箇之島3号案式

。
(S"I/30) 

園33 S D 2・3実測園 (4)

1m 



46 第3章調査の成果

流水や滞水の痕跡はなく、埋土土位 (C-C'の埋土6・7、F-F'の埋土1.......3)では、炭化物

・焼土プロックを含む。また、部分的に埋土下位 (F-F'の埋土4・5)では、地山プロックや離

を含む。溝の横断面の形状によると改変が認められ、溝壁面の稜線の上下で改変の前後を区別できる。

上下問で5事例の接合(図33)が認められ、埋土上位では他の遺構との遺構間接合が認められる。改

変前の埋土から土師器皿M3類と大畑大洞4号窯式新段階を主体とする山茶碗類、改変後の埋土から

土師器皿M3・4、C1・2類と明和 1号窯式から脇之島3号窯式までの山茶碗類が出土した。

SD3は、長さ1.29m以上・上幅o.76血・深さO.48m(底面の標高30.14m)、主軸方位はN-78.0。

-wを測る。底面の形状や、 SD3を切る SK091底面 (SD3検出面)でSD2埋土と同様に炭化

物・焼土プロックが広がる様子から、溝と認定した。底面の様子や土層断面によると、 SD2と合わ

せて改変された可能性がある。また、 SD2北端では溝上部が土坑に切られているが、本来はSD3

と繋がっていたと考えられる。

出土遺物の内容は、第4節で述べる。遺物の出土状況から、本遺構は14世紀中葉~後葉に開削し、

14世紀末.......15世紀前葉頃に改変され、 15世紀中葉に人為的に埋め戻されたと考えられる。

S D 4 (園34)

D地点のCK8・9、CL8・9グリッドに位置する。長さ1.94m以上・上幅1.94m・深さ0.42m、

T 

ト
ト
ト
ト
ト
ャ
ャ

SP299 。
マ Y 

上

_A_ __t;__ 

-30L .8an 
__t;__ 

」ー.1._l..lー...l..--l...L...L..L_.Jー.J...J..

1 lOYR5(4 にぶい黄褐色シルト

ややしまる粘性なし
2 lOYR5(3 にぷい黄褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし粗砂を含む
2 

。 1m 

(S=1/30) 

図34 S D 4実測図
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主軸方位はN-64.50 -wを測る。溝の断面形は逆台形を呈する。埋士については、流水や滞水の痕

跡はないものの、 SD2・3とは異なり均質で分級が良いことから、自然堆積により埋没したと考え

られる。なお、底面の様子や士層断面によると、改変や凌諜の履歴は認められない。埋士上部から大

畑大洞4号窯式又は同式新段階の山茶碗 1点(図85-226)が出土したことから、 15世紀初頭までに

は埋没したと考えられる。

(4)井戸

S E 3 (図35)

A地点のAE20グリッドに位置する。掘方の大きさは、長軸長2.12m・短軸長1.84m・深さ0.74m

を測り発掘区外に広がる。平面形は楕円形で、底面はほぼ平坦である。底面に集水施設はなく、底面

からやや浮いて石積が置かれる。基底石は一辺30個程度の円礁を長手置きとし、その上は一辺22"'33

C皿の円離を小口置きを主体にして 2""3段に積み上げる。なお、埋土中に遺物の集中は確認されなか

った。出土遺物は中世土器が大半であるが、近世陶器10点のうち最古型式は埜窯第2小期の鉄絵皿1

点、最新型式は幕末の小碗 1点(埋土1出土)である。本遺構の構築時期はSP125との重複関係か

。。ao 
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u
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/
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M
1
1
¥

、

i 

_!_ 
31.町田

__K_ 

2 10YRS/3 にぷい黄褐色シルト ややしまる粘性なし

径50"'の10YR6/2プロックを25%1雪む
3 2.6Y6/2 暗灰黄色シルトややしまる粘性なし

径1但の2.5Y5/1プロックを5%含む

一辺20"'の炭化材を1%含む酸化鉄斑紋あり
4 2.5Y5/1 黄灰色シルト ややしまる粘性なし

酸化歓斑紋あり

5 5Y5/2 灰オFープ色シルトややしまる粘性なし
径O.3c"，の10YR4/3土粒を5%含む

6 2.6Y4/2 暗灰黄色シルトややしまる粘性なし
径0.50"'の10YR4/2主粧を10%含む

_!_ 
31.崎町

__K_ 

。 1m 

(8=1/30) 

園35 S E 3実測園



48 第3章調査の成果

らSB07廃絶 (17世紀中葉)以降であり、廃絶時期は幕末~明治時代初頭頃と考えられる。

(5)土坑

S K003 (図36)

A地点のBB・BC3グリッドに位置する。 ma層上面で遺構の一部が検出されたため、発掘区を

部分的に拡張し、本遺構の東端を把握した。掘方の大きさは、長軸長1.98m・短軸長0.90m以上・深

さ0.6mを測る。掘方の平面形は長方形で、南東隅を浅い撹乱によって削平されている。底面の平面

形は円形又は楕円形でほぼ平坦であり、底面から約13岨上の掘方西面に幅約25.......31岨の段を持つ。段

を持たない南面のみ、一辺11"'41佃の亜円礁を2"'3段に小口置きにした石積を確認した。埋土の上

部に一辺5"'18c皿の離と遺物が集中することから、人為的に埋め戻されたと考えられる。遺物の接線

は、埋土上部で2例確認できるのみである。 SK033との類似から、「タマヤJ(関市教育委員会1984

によると生活排水の処理施設)と考えられる。出土遺物の内容は、第4節で述べる。所属時期は、最

新型式の遺物の年代から19世紀中葉以降と考えられる。

S K010 (園37)

A地点のAE20グリッドに位置する。平面形が楕円形の掘方(長軸長1.71m・短軸長1.30m・深さ

0.17m)の中央に、別の掘方(短軸長0.69m・長軸長0.83m・深さ0.37m)が認められ、その外側に

長径14""'38咽の亜円礎6個(破砕された礁を含む)を小口立てにより長方形に配置する。ただし、南

西隅の礁は抜き取られていた。埋土は均質ではない様子から、人為的な埋め戻しが推測される。出土

遺物には、土師器4点、山茶碗類7点、古瀬戸 1点、近世陶器3点、瓦 1点、分類不明 1点がある。

所属時期は、最新型式の遺物の年代から19世紀前半と考えられる。

S K019 (園37)

A地点のBD2グリッドに位置する。北に隣接する撹乱の掘削中に数個の離が並ぶことから精査し

たところ、本遺構の周囲を撹乱により削平された、平面形が楕円形の掘方(長軸1.29m以上・短軸長

1. 09m・深さ0.54m)を検出した。掘方の北東隅に、長径19.......33佃の亜円礎4個を用いて、小口置き

した礁の上に平置きの礁を 1""'2段積み、掘方に沿ってL字形に配置する。なお、本遺構と本遺構に

切られる SK064との区別が困難であったため、本来の磯下面の位置は掘方底面に接していたと考え

られる。埋土は均質ではない様子から、人為的な埋め戻しが推測される。出土遺物には、土師器13点、

山茶碗類20点(図86-239等)、古瀬戸1点、近世陶器1点、金属製品 1点、鉄津4点がある。所属時

期は、最新型式の遺物の年代から18世紀後半と考えられる。

S K022 (園37)

A地点のBE1グリッドに位置する。 SP002・003・SK027完掘後、平面形が楕円形の掘方(長

軸長1.83皿以上・短軸長1.05血・深さ0.56m)を検出した。掘方の東側に平坦面を持ち、底面は播鉢

状を呈する。士坑埋士の下部から中位にかけて、体部上半を欠損した常滑産陶器(図92-390・391)

等が出土した。埋土3"'6は人為的に埋め戻されているが、他は比較的均質であり自然に埋没した可

能性もある。所属時期は、 18世紀前半と考えられる。
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1 2.5Y6/2 灰黄色シルト
しまりなし粘性なし
径O.5c阻の民粒を3%含む

酸化依斑紋あり
グライ化受ける

2 5Y5/1 灰色シルト

ややしまる粘性なし
径O.5c阻のlOYR4/2土魁を7%含む

3 5Y4/1 灰色土

ややしまる粘性なし

一辺5-18""の円硬を40%含む
敵化斑紋あり

4 町3/1 オPープ緑色粘質シルド

ややしまる
一辺12岨の円積を10%含む

酸化斑紋あり

6 7.5Y4/1 灰色部唄シルト
しまりなし粘性なし
径0.5001の炭粒を2%含む

6 2.5Y4/1 黄灰色シルト
しまりなし粘性なし

.... 山茶碗類・片ロ飴・
盲漏戸・中世土師掛

O 近世土師器
・近世陶器
+ その他

。
(5=1/30) 
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1 10YR4/2 灰貧有色シルトややしまる粘性なし

径0.5岨の10YR7/S土粗金5%含む

2 2.5Y4/1 貧灰色シルト ややしまる 粘性なし

径0.3岨の炭粧を1%含む

径0.5岨の10YR4/2土粧を10%含む

3 10YR4/2 灰貧褐色シルトややしまる粘性なし

径0.5c・の2.5Y4/1土泌を7%含む

4 10Yl!6/3 にぶい貧笹色砂質シルト ややしまる特性なし

径0.6e・の6Y6/1土粧を10%含む

径0.3c血の脱般を1%台む国量化鉄斑紋あり

6 7.6YR5/1 縄灰色シルトややしまる粘性なし

径1咽の炭粧・燐土粧を5%含む

径0.5cmの7.5Y6/1土粒を3%台む

___[_ 

1 10YR5/3 にぷい貨笹色砂賓シルト ややしまる 粘性なし
一辺lc.-8置の門事1.径0.5c闘の良敏を1%含む

径l帽の10'四3/2士粧をを10%含む酸化歓斑紋あり

2 10時3/1 黒褐色シルト ややしまる粘位なし
後1阻の炭粧を7%含む

一辺10岨-30岨の阿礎を16%含む

SK022 

_L 
31.2~ 

I~ 
_};__ 

国37 S K010・019・022実測園

1 IOYR4/3 にぶい賞褐色砂質土

ややしまる粘性なし
径O.お・の炭粒を1%含む

一辺1帽の門事障を1%含む眉界明瞭

2 I0YR3/3 暗褐色語噴シルト

ややしまる粘性なし
後0.2帽の炭粧を6%含む

径0.5四の10YR6/3土粒を1%含む

3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし

一辺2-10岨の円擦を1%を含む

国軍様片を多数含む

4 I0YR3/2 巣縄色シルト

ややしまる粘性ややあり

径0.5帽のI0YR5/3土越を10%含む

一辺lc.の炭粧を1%含む

6 10YR4!S にぷい貧褐色シルト

ややしまる粘性やゃあり
後10cIIの7.6Y6/2プロァタを20%含む

眼化鉄誕紋あり

6 IOYR4/2 灰黄褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし
径O.5aの7.5Y6/2土粒を5'){，含む

届界不明瞭

。 1m 

(8=1/30) 
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鋭化物

1 10YR6/3 にぷい貧褐色砂貧土 ややしまる粘性やゃあり

径0.30包の10YR6/3土粧を10%含む酸化鉄斑紋あり

2 10YR4/2 灰黄禍色砂質シルトややしまる粘性なし

径0.3岨の10YR6/3土越を3%含む 園量化鉄斑紋あり

3 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質シルト ややしまる粘性なし

一辺自-36岨の円磁を6%含む酸化鉄斑獄あり

SK037 ~ xr 
_}，_ I I に ir-....¥¥ _K_ 

1 10YR4/3 にぷい貧褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし
2 10YR3/3 暗褐色砂質士

ややしまる粘性なし
径0.5-1011の炭化物・径3-40阻の
亙月穣{割れているもの)を10%含む

炭化物がうすく堆積する部分あり

3 10YR3/4 暗褐色砂貧土
ややしまる粘性なし
径0.5-1岨の良俗4骨量3%含む

一辺1011の阿援を1%含む

対00. ~ _K_ 鉢ロ片頬抽
帽
曇
他

薬
師
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山
土
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圏中の歎字l孟遺絢婦.... ー

1 10YR4I2 灰貧褐色土ややしまる粘性なし

一辺0.50皿の践粧を3%含む

2 10YR3/2 燥褐色砂質シルトややしまる粘性なし

一辺0.5011の10YR6/3土魁を5%含む

一辺10-24岨の同様を3%含む

。 1m 

(S=1/30) 

園38 S K029・037・072実測園
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S K029 (園38)

A地点のAG19・20グリッドに位置する。本遺構の西端は発掘外に広がり、南西端は撹乱により削

平される。掘方の大きさは長軸長2.12m以上・短軸長1.38m・深さO.45mを測る。平面形は楕円形で、

南西部は浅い撹乱によって削平されている。士坑北西寄りに一辺 6"'40cmの亜円礁が集中する。礁の

一部には明瞭な被熱痕跡が認められるが、他所で被熱し持ち運ばれたと推測される。離を含む埋土で

あるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には古代から中世の土器のほか、近世陶器

5点(登窯第1111、期の練鉢2点等)・磁器2点がある。所属時期は19世紀中葉以降と考えられる。

S K037 (園38)

A地点のAF20グリッドに位置する。本遺構の北端を撹乱により削平された、平面形が楕円形の掘

方(長軸1.43m以上・短軸長0.93m・深さ0.20m)を検出した。掘方の底面は平坦である。掘方の中

央から西側にかけて底面からやや上で一辺10"'23c血の円楳(破砕された礁を含む)が浮上するが、西

端で一辺24佃の亜円離が立石(長手立て)の状態で出士した白この立石は、遺構の輪郭が不明瞭なた

めに検出面を下げた結呆、遺構埋士から浮いた状態で記録したが、おそらく遺構の位置を表示するた

めに立てられ、礁の上部は地表面から露出していたと考えられる。礁を含む埋土であるため、人為的

に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には土師器皿9点 (M2又は3類 1点、 M 3類2点、 M 4類

1点、 Cl類 1点等)・鍋2点・羽釜3点、山茶碗類24点(最古型式は明和 1号窯式、最新型式は脇

之島3号窯式(図85-221)、尾張型片口鉢第6又は7型式1点、古瀬戸後lV期古段階平碗1点、常滑

産陶器事1点があり、骨片は確認されなかった。所属時期は、 15世紀中葉(美濃中世後期土師器皿編

年 I期)と考えられる。

S K045 (園39)

A地点のBElグリッドに位置する。検出時に本遺構の北・西側を切る撹乱の壁面で、立ち上がり

が確認され、南側を切る SP009・SK011・034の底面で輪郭を把握できたが、東端の輪郭は不明瞭

であった。検出面では、楕円形の掘方(長軸2.10m・短軸長1.78m・深さ0.69m)を検出した。底面

の形状は円形で、断面形が揺鉢状を呈する。掘方の底面で炭化物が薄く堆積していた(ただし底面の

中央部はVI層に遣し粗砂であったため、炭化物が確認されなかった可能性はある)。その直上に位置

する礎(一辺12"'46咽)の中には掘方の長軸方向と一致するものが認められ、またいずれの礎も平坦

面を上にし、表面が被熱していた。埋土中には、一辺4"'42咽の円喋又は亜円喋が含まれ、掘方の南

側に集中する。また最下層には焼土プロックが認められた。埋土は離を含むプロック状の堆積物であ

るため、人為的に埋め戻されたと考えられる。なお、概ね底面まで掘り下げた段階でSP036・037を

検出し、その直上に礁が出土しなかったことから、本遺構を切る遺構と判断した。出土遺物には、中

世土器のほかに近世陶器1点(登窯第8"'11小期の碗)、金属製品 1点、鉄津 1点がある。所属時期

は、 18世紀後葉"'19世紀中葉と考えられる。

S K072 (園38)

A地点のBElグリッドに位置する。本遺構の東端は発掘区外に広がり、西端をSK045に切られ

る。掘方の大きさは、長軸長1.52m以上・短軸長1.11m・深さ0.61mを測る。平面形は楕円形と推測

される。掘方の底面は平坦である。掘方中央の中位から上位にかけて、一辺 3"'38cmの円礁又は亜円



上旬磁積出状況
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下旬磁検出状況

園39 S K045実測園
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1 10YR4/2 灰黄鴇色砂質シルト
ややしまる粘性なし
径0.5岨の炭粧を2%含む

径0.6岨の10YR6/3を10%含む

2 10YR3/2 黒褐色砂質シルト
ややしまる粘性なし
一辺10-13岨の円離を1%含む

一辺2岨の炭化材を1%含む

3 10YR6/2 灰黄褐色砂質土
ややしまる粘性なし
智弘6岨の10YR6/3士粧を15%含む

4 2.5Y4/2 暗灰黄色砂賀シルト
ややしまる粘性なし
一辺6-12岨の同様・亜角事障を20%含む

径1岨の2.日6/2プロックを20%台む
6 2.6Y3/2 黒褐色砂質土

しまりなし粘性なし

管2cmの魔土プロックを2%台む
ー辺0.3-1.5岨の炭化材を20%含む

一辺4-12岨の亜角棋を10%含む

6 10YR6/2 灰黄褐色シルト
埋土3よりやや暗い
しまりなし粘性なし

俸0.2岨の炭粧を1%含む

7 10YR4/3 11".ぷい黄褐色砂
しまりなし粘性なし分級よい

8 10YR3/3 暗褐色土 しまりなし粘性なし

9 10YR5/2 灰貨褐色土ややしまる粘性なし
毎1-3咽の2.町6プロックを16%含む

径0.5岨の焼土粒を3%含む

。 1m 

(S=I/30) 
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礎(破砕された離を含む)が浮上する。これらの離を除去すると、プロック状に炭化物が薄く堆積し

ていた。離を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。遺物の接線は、埋土上・中

位聞の接合を含む3例のみ認められる。出土遺物の内容は、第4節で述べる。所属時期は、 13世紀後

葉""'14世紀前葉と考えられる。

S K075 (園40)

A地点のBDlグPッドに位置する。 SK021と調査坑に切られた形で、平面形が楕円形の掘方(長

軸長0.84m・短軸長0.54m・深さ0.17m)を検出した。底面は平坦である。掘方の北西端近くで、古

瀬戸後 I又はE期の仏花瓶(図90-356)が底面から浮上する。埋士は比較的均質ではあるが、副葬

品の存在から本遺構は土坑墓と考えられる。出土遺物には、他に土師器皿3点 (M3類 1点、 B2類

1点等)、山茶碗類5点(大洞東1号窯式1点等)、鉄棒1点がある。所属時期は、 14世紀後葉~末(美

濃中世後期土師器皿編年E期)と考えられる。

S K234 (図40)

A地点のBD2グりッドに位置する。 SXl底面を精査し、検出した。掘方の大きさは、長軸長1.

38m以上・短軸長1.24m以上・深さ0.53mを測る。本遺構の北端をSK171、東端をSK064などに切

られるため、平面形は不明である。掘方の底面は播鉢状を呈する。掘方西端で埋土の下位から中位に

かけて、一辺10""'38岨の円礎(破砕された礁を含む)が浮上する。離を含む埋士であるため、人為的

に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には、中世土器のほかに近世陶器5点(最新型式は登窯第8

• 9小期の小碗)、鉄津 1点等がある。所属時期は、 18世紀後葉""'19世紀初頭と考えられる。

S K259 (図40)

A地点のBElグりッドに位置する。 SP008の底面で本遺構に伴う礎上面が露出し、周辺を SKO

45・072などの遺構に切られる。掘方の大きさは、長軸長1.66m以上・短軸長1.15m・深さ0.58mを

測る。平面形は長方形と推測され、掘方の底面は平坦である。長軸方向がSK072とほぼ一致する。

北壁にわずかな段を持ち、掘方に沿って一辺50c皿前後の円離を長手置きに据える。これらよりもやや

低い位置に、一辺9""'26咽の円礎(破砕された離を含む)が浮上する。一部の礁の表面には被熱痕跡

が認められ、中央の離を除去すると、プロック状に炭化物が薄く堆積していた。礁と炭化物の位置は

離れていることから、他所で被熱し持ち運ばれたと推測される。離を含む埋土であるため、人為的に

埋め戻されたと考えられる。出土遺物の内容は、第4節で述べる。所属時期は、 13世紀後葉""'14世紀

前葉と考えられる。

S K278 (園41)

A地点のA 1 19グリッドに位置する。掘方の大きさは長軸長0.46m・短軸長0.45m以上・深さ0.21

mを測る。 SK164・SP041などの遺構に切られるため、掘方の平面形は不明である。断面形は播鉢

状を呈する。埋土の下位から、逆位の土師器皿1点(図78-30) と銭貨5枚(図78-31 ""'35)が出土

した(遺物の内容は第4節参照)。埋土の状況から、人為的に埋め戻されたと考えられる。骨片は確

認されなかった。所属時期は、美濃中世後期土師器皿編年 I文はE期と考えられる。

S K286 (園42)

A地点のAJ 17・18グリッドに位置する。本遺構の西端は発掘区外に広がり、南北端をSK212・2

13などに切られる。掘方の大きさは長軸長1.78m以上・短軸長1.74m・深さ0.59mを測る。外側の掘
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1 10YR4!2 灰質褐色砂質シルトややしまる粘性なし

径j).5皿の10YR6/4士粧を3%含む

2 10YR3/3 暗褐色シルトややしまる粘性なし
径舟.3cmの炭粒を1%含む

3 10YR4!3 にぷい黄褐色シルトややしまる粘性なし
径j).5岨の10YR6/4土粒を7%含む
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3 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 しまりなし粘性なし
径1咽の炭化物を5%台む

4 10YR3/S 暗褐色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり
5 10YR3/S 暗褐色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり

径2岨の10YR4!2プ=ッタを3%含む

_K一
- 山茶碗領。土師.

+ その他

圏中の費量寧Iま遺物掲織番号
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1 10YR3/4 暗褐色砂質シルトややしまる粘性なし

径j).5-10皿の鋭化物をl私含む

2 10YR3/3 暗褐色砂賀シルトややしまる粘性やゃあり
3 10YR4/3 にぷい貧褐色砂質土 しまりなし粘性なし

径1-2岨のIOYR3/4プロックを3%含む

。 1m 

(8;;;1130) 

園40 S K075・234・259実測園
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方の平面形は方形で、深さ0.25mで平坦面を確認した。この面で精査したところ、外側の掘方と同一

軸を持った長方形の掘方を検出した。掘方の南辺に沿って礁が配置されており、礁の上面は平坦面よ

りも高い。東西端は一辺約27咽の円礁を用いて小目立てとし、その聞に一辺 5........26皿の円礁を平置き

にして充填する。礁の側面・上面共に、面は揃っていない。破砕された離を含み、一部の礁には被熱

痕跡が認められる。埋士には焼士や地山プロックを含むため、人為的に埋め戻されたと考えられるが、

掘方には被熱痕跡は確認されなかった。出士遺物には、中世士器のほかに近世陶器1点(登窯第2小

期の折縁鉄絵皿)、土錘2点(図93-404・406)がある。所属時期は、 17世紀前葉と考えられる。

S K288 (図41)

A地点のAJ 17・18グリッドに位置する。本遺構の南端は発掘区外に広がり、東西端をSK290・

S P068に切られる。掘方の大きさは長軸長l.69m .短軸長l.25m以上・深さ0.61m(発掘区南壁の

計測値)を測る。掘方の平面形は不定形で、南壁にわずかな段を持ち底面は平坦である。一辺8""'20 

cmの円磯・角磯(破砕された礁を含む)が掘方の北半に偏り、埋土の下位から中位にかけて浮上する。

一部の礁の表面には被熱痕跡が認められたが、掘方や埋土には観察されなかった。遺物の出土状況か

ら、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には、古代~中世土器のほかに近世(美濃産)陶

器 1点があるが器種・時期不明のため、遺構の所属時期も不明である。

S K312 (園41)

A地点のAJ 18グリッドに位置する。 SK288など多数の遺構に切られる。掘方の大きさは長軸長1.

60m・短軸長0.94m・深さ0.57mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦である。掘方東半で

埋土の下位から中位にかけて、一辺11""'23咽の亜円礎・角操(破砕された離を含む、全体の約半数は

角礎)が浮土する。礁を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には土

師器皿10点(うちM3類 2点、 M4類 1点、 Bl類 1点、 Cl類 2点等)、山茶碗類18点(うち大畑

大洞4号窯式1点(図85-213)等)、常滑産陶器聾5点 (6a型式1点等)、古瀬戸中E又はN期の

灰軸有文壷又は瓶1点がある。所属時期は、 14世紀中葉~後葉(美濃中世後期土師器皿編年 I期)と

考えられる。

S K366 (園43)

A地点のAF• AG20、BF.BGlグリッドに位置する。本遺構の西端をSK047・065に切られ

る。掘方の大きさは長軸長1.87m・短軸長1.15m以上・深さ0.33mを測る。掘方の平面形は楕円形で、

底面は平坦である。土層堆積の様子から 2基の土坑の重複の可能性がある。遺物の接線の状況では、

下位から中位にかけての接合が14例在、遺構間接合が 1例(図78-41)認められた。出土遺物の内容

は、第4節で述べる。所属時期は、 15世紀前半と考えられる。

S K367 (園43)

A地点のAF20グリッドに位置する。本遺構の南端をSK065など多数の遺構に切られる。掘方の

大きさは長軸長l.86m・短軸長1.13m以上・深さ0.33mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平

坦である。掘方中央の底面から下位にかけて、一辺10........30cmの円楳又は亜円礁が集中する。礁を含む

埋士であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。遺物の接線の状況では、 2例中、上位と下位

聞の接合が 1例認められ、遺構間接合は認められなかった。出土遺物の内容は、第4節で述べる。
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銀286

ノプ

_!_ 

_!_ 
31. 20町

寸

→ _K_ 

I IOYR5/3 にぷい貧褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし

径0.5咽のIOYR6/3士車立をo%含tr
2 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルトややしまる粘性なし

径1四の10YR6/3土組を5%含む 一辺2帽の円磁を3%含む

3 2.日3/2 黒褐色シノレトややしまる粘性なし
一辺30四の問視を1個含む

4 10YR3/2 黒褐色土しまりなし粘性なし

/ 

」ι

SK399 

。，

弘之よ44 Jげよコア

_!_ _K_ 
31.忽泊

咽

¥ I I 

¥ --.....__ 2 .J SK3~ 

" ¥3  ./¥.. 

1 10YR5/a にぷい黄禍色シルト し主りなし粘性なし
径0.5咽の10YR6/3土継を7%含む径0.6c"，の炭継を3%含む

2 10YR4IZ 灰黄褐色シ凡，ト しまりなし粘性なし
径舟.5四の10YR6/3土粒を10%含む属色磁漕微細物集積

3 2.6Yo/2 時灰黄色シルト しまりなし粘性なし

径lc包のIOYR6/3プロックを7%含む
4， 2.町苫/2 黒褐色シルト しまりなし 粘性なし

径0.50・の10YR6/3土粧を10%含む

1 10YR5/3 にぶい貧縄色砂質シルト

ややしまる粘性なし
径0.50・の10YR6/3土魁を7%含む

2 2.6Y3/2 .褐色シルト

ややしまる結性なし
径30置の2.5Y6/3プロックを20%台む

一辺16岨の阿磁を10%含む
経20mの炭化材・鐙1四の焼土プロックを5%含む

3 lOYR4/2 灰貧褐色砂貨シルト

“ 

ややしまる粘性なし

径1四の10YR6/3土継を5%含む

4 10YRo/Z 灰貨褐色砂寅シルト
しま切なし粘性なし
径0.00，.の10YR4/2土魁を10%含む

径O.5c也の炭粧を5%含む
5 IOYR4/2 灰貨褐色砂質シルト

ややしまる粘性なし

径1岨のlOYR6/3プロックを20%含む
径2cmの焼士プロックを10%含む
径且5帽の炭般を5%含む

6 1償問/2 灰貨褐色シル ト

ややしまる粘性なし 粗砂を含む
7 10YRS/2 灰貧縄色シル ト

ややしまる粘性なし

径l岨のSY6/1プロックを20%含む
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園42 S K286・384・399実測固
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所属時期は、 13世紀後葉"-'14世紀前葉と考えられる。

S K384 (園42)

A地点のBC2・3、BD2グリッドに位置する。本遺構の東端を撹乱、西端をSP194に切られ

る。掘方の大きさは長軸長1.38m・短軸長1.08m・深さ0.59mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底

面は平坦である。掘方中央で埋土の中位に、一辺 2"-'30岨のE円礎(破砕された礁を含む)が浮上す

る。喋を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物には土師器11点(皿M

3類4点・ M4類2点等)、山茶碗類26点(最古型式は大畑大洞4号窯式、最新型式は大桐東1号窯

式)、美濃須衛産片口鉢 1点、鉄津2点がある。所属時期は、出土遺物の様相から14世紀末""'15世紀

前葉と考えられる。

S K399 (園42)

A地点のBB.BC3グリッドに位置する。 SK394など多数の遺構に切られる。掘方の大きさは

長軸長1.64m以上・短軸長1.14m.深さ0.53mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦である。

SK388を完掘した時点で鍛冶関連遺物の疑いがある砂状の黒色物が露出したため分布状況を記録し、

黒色物と周囲の土壌を室内に持ち帰り微小遺物の選別を実施した。黒色物が集積する 2層以下につい

ては、人為的に埋め戻されたと考えられるが、遺物の接合事例は認められなかった。出土遺物には、

土師器皿1点、山茶碗類5点(最古型式は明和 1号窯式(図87-263)、最新型式は大畑大桐4号窯式

新段階)、古瀬戸中E期又はW期の折縁深皿 1点・中 I又はE期の灰軸有文壷又は瓶1点、大窯第3

段階の丸皿1点、鉄棒2点がある。所属時期は、 16世紀中葉~後葉と考えられる。

S K481 (園44)

B地点のA015グリッドに位置する。本遺構の西端をSK476に大きく切られる。掘方の大きさは

長軸長1.20m・短軸長0.72m以上・深さ0.21mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦である。

掘方中央の埋士2において、一辺 6""'20咽の亜円礁(破砕された礁を含む)を長軸方向並べ、その上

tこ一辺30""'46cmの円擦を長手置きとする。一部の礁の表面には被熱痕跡が認められたが、掘方や埋士

には観察されなかった。礁を含む埋士であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物に

は土師器皿3点 (M3類・ M4類各1点等)、山茶碗類6点(明和 1号窯式・大畑大洞4号窯式各1

点等)、鉄津1点がある。所属時期は、 13世紀後葉.......14世紀前葉と考えられる。

S K483 (園44)

B地点のA015・16グリッドに位置する。本遺構の西端は発掘区外に広がる。掘方の大きさは長軸

長1.06m・短軸長O.48m以上・深さO.17mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦である。掘

方のほぽ全体に埋土の下位から上位にかけて、一辺7""' 18佃の円磯又は角礎(角礁は全体の 1割程度、

破砕された礁を含む)が浮上する。礁を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。

埋土から遺物は出土しなかったが、遺構の特徴が類似することから SK481・484と近い時期と推測さ

れる。

S K484 (図44)

B地点のAN.A016グリッドに位置する。本遺構はSK483に隣接し、 SK495を切る。掘方の大

きさは長軸長1.89m・短軸長O.95m.深さ0.34mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦であ

るが掘方の南端が播鉢状に凹む。掘方のほぼ全体の底面から上位にかけて、一辺6.......27咽の円礎又は
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園44 S K481・483・484・495実測園
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亜円磯(破砕された離を含む)が集中する。離を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考え

られるが遺物の接合事例はない。なお、埋土2は離を全く含まない点で埋土1と異なるため、異なる

遺構の可能性もある。出土遺物には、土師器皿2点 (M3類 1点等)、山茶碗類1点、金属製品 1点、

鉄津2点がある。所属時期は、中世前期と考えられる。

S K495 (園44)

B地点のAN16グリッドに位置する。本遺構はSK484に伴う離の集中とは別に離が広がるため、

異なる遺構と判断した。掘方の大きさは長軸長1.60m以上・短軸長1.30m・深さ0.30mを測る。掘方

の平面形は楕円形と考えられ、底面は平坦である。掘方中央の底面から上位にかけて、一辺14，...，34咽

の円磯又は角磯1個が集中する。一部の礁には被熱痕跡が認められたが、掘方や埋土には観察されな

かった。礁を含む埋土であるため、人為的に埋め戻されたと考えられる。遺物の接線の状況では、上

位と下位聞の接合が 1例のみ認められた。出土遺物の内容は、第4節で述べる。所属時期は、 15世紀

中葉(美濃中世後期土師器皿編年E期)と考えられる。

S K509 (園45)

C地点のAT13、CA12・13グリッドに位置する。本遺構の東西端は発掘区外に広がる。周辺の多

数の遺構を切って検出したが、後に発掘区東壁の土層断面を観察したところ SK530に切られていた

ことが判明した。掘方の大きさは長軸長3.55m・短軸長1.92m以上・深さ0.52mを測る。掘方の平面

形は楕円形と考えられ、底面は平坦である。埋土はしまりのない砂質シノレトで、他の遺構と異なる。

掘方のほぼ全体の底面から埋土中位にかけて、一辺3""'62咽の円離又はE円離が浮上し、遺構の南半

では大型礁が集中するが北半では磯径のバラツキが認められる。喋群と混在して多数の遺物が出土し、

遺物の接合事例は北半を中心に20例認められ、うち 1例(図80-92)を除き遺構間接合は認められな

かった。接線の方向は水平方向が多く、垂直方向は少ない。接線の状況を勘案すると、礁を含む埋土

2・3については、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物の内容は、第4節で述べる。出土

遺物の主体は19世紀前葉であるが、所属時期は、最新型式の遺物の年代から幕末~明治時代初頭と考

えられる。
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2 m期

(1)建物

S 801 (園46・47)

A地点のAE• AF20、BE.BFl、BE2グリッドに位置する。南北長7.71m・東西長6.54m

以上を測る。主軸方位はN-29.00 -Eを測る。 IIIa層上面で検出した。柱掘方の平面形は楕円形又

は方形で、すべての柱穴で円離を主体とする根石が検出されたが、礎石は確認されなかった。本遺構

の平面形式は、 D型(岐阜県教育委員会1971)の東西棟と考えられる。主柱の柱聞は3.8m(約2間)

と2.7m(約 1間半)で構成され、約1.2m南側にやや規模の小さな柱穴 (SPOll・013)が存在する。

主屋から約1.5m北東にSElが位置することから、本建物の北東側が炊事場であり、その南側に出

入口に相当するニワを配置したと考えられる。本遺構の造営時期は、 SB04.廃絶(幕末~明治時代初

頭)以降であり、建て替えが認められないことから昭和時代まで存続していたと考えられる。

S 802 (園48・49)

A地点のAG• AH. A 1 19、AH• A 1 18、B H・B120グリッドに位置する。南北長8.51m・

東西長6.26m以上を測る。主軸方位はN-30.00 -Eを測る。 IIIa層上面で検出した。柱掘方の平面

形は円形又は楕円形である。すべての柱穴で円離を主体とする根石が検出され、 SBOlの根石に比べ

て磯径は小さい。礎石は確認されなかった。本遺構の平面形式は、 D型の東西棟と考えられる。主柱

の柱聞は3.7m(2間)と2.7"'2.9m(約 1間半)で構成され、約1.9m南側にやや規模の小さな柱穴

(S P026・030)が存在する。主屋から約 2m北東にSE2・SK033が位置し、 SP031周辺に焼土

プロックが広がっていたことから、主屋の北東側が炊事場であり、その南側に出入口に相当するエワ

を配置したと考えられる。なお主柱聞には、床下貯蔵施設と考えられる土坑 (SK056"-'058) 3基を

検出した。本遺構の造営時期は、 SP029に切られる SK093埋没(明治時代初頭~中期)以降であり、

建て替えが認められないことから昭和時代まで存続していたと考えられる。

S 803 (園50)

A地点のAJ . AK18、AJ 19グリッド、 SB02から約2.5m南西に位置する。南北長4.89m以上

・東西長3.81m以上を測る。主軸方位はN-29.00 -Eを測る。 IIIa層上面で検出した。柱掘方の平

面形は楕円形又は方形で、すべての柱穴で円離を主体とする根石が検出されたが、礎石は確認されな

かった。 SP066に対応する北側の柱穴が撹乱により滅失するが、桁行2間以上・梁行2間以上の東

西棟と考えられる。柱聞は3.9m(2問)と2.8m(1間半)で構成される。本遺構の造営・廃絶時期

の詳細は不明であるが、 SBOl・02の柱穴の様子と類似することから概ね同時期と考えられる。

(2)溝

S D 1 (図51)

A地点のBDl・2、BEl・2グリッドに位置する。長さ3.46m・上幅O.44m・深さO.5m、主

軸方位はN-64.00 -wを測る。底面の標高は、西端で30.67m、SEl北側で30.62mを測る。溝の

断面形は、逆台形を呈する。 SElに接するものの、埋土は流水や滞水の痕跡が認められないが、渡

諜の可能性がある。調査前丈量図の筆界の位置とほぼ一致し、埋土から近代徳利 1点が出土したこと

から、所属時期は近代と考えられる。
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___K_ 
31.2伽

SP∞5 

1 10YR4!3 にぷい黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
一辺1自cm-24cmの円磁を30%含む

径5岨の7.5Y6/1プロックを20%含む

2 10YR4/2 灰黄褐色砂質土ややしまる粘性なし
3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

一辺0.5岨の炭粒を3%含む

_c_ 
31.2~ 

__[_ 

S附加6

1 10YR5/3 にぷい黄褐色シルトややしまる粘性なし

径10岨，-2也皿の円磁を30%台む径3cmの5Y6/2プロックを15%台む

径0.2咽の炭粧を1%含む

2 10YR4/2 灰黄褐色シルト ややしまる粘性なし

径0.2咽の1OYR6/3士粧を16%台む

3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
径2岨の10YR6/3プロックを30%含む

4 2.6Y5/2 時灰黄色砂質シルトややしまる粘性なし
径3四の同様・径0.2c国の炭粒を1%含む酸化鉄斑紋あり

_L  ___(_ 
31.2伽

S問15

1 10YR4/3 にぷい貧褐色シルトややしまる粘性なし
一辺20四-25四の円擦を30%含む

2 10YR3/3 暗褐色シノレトややしまる粘性なし
径0.5c.mの炭粒を1%含む径1咽の5Y5/2土粒を1%含む

3 10YR3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし
一辺lc.m-l仇aの車阿礁を1%含む

径1咽の5Y5/2土粒を7%含む

_G_ 」ι
31.2伽 i@dza

SP010 

1 10YR4/3 灰黄褐色秒質シルト ややしまる粘性なし
一辺11-23岨の内線を15%台む 径0.2国の炭粒を1%台む

2 10YR3/3 暗褐色シルト ややしまる粘性なし

径0目 2c皿の民粒を1%含む

3 IOY3/2 黒褐色土ややしまる粘性なし

。

一辺2cmの炭化材を1%含む一辺5-20c也の円複を16%含む

径O目 2c阻の焼土粒を3%含む

1m 

(S=1/30) 

0' 
31.2伽

S附08

1 IOYR4/3 にぷい黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし

経10cmの7.5Y6/1プロックを26%含 む 一 週 間-22岨の円棋をω%含む

2 10YR4/2 灰黄褐色シλ，ト ややしまる特性なし
径0.5皿の炭瀧を3%含む

3 10YR5/3 にぷい黄褐色シノレト ややしまる 粘性なし

径0.5cmの10YR6/4土粧を20%含む

_D_ __!L_ 
31.2伽1

SPOO9 

1 lOYRIi/3 灰黄禍色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.5咽の炭粒を3%含む一辺16-22岨の阿棋を30%含む

怪2c皿の2.5Y6/2プロックを20%台む

2 10YR4/3 にぷい黄褐色砂質シノレト ややしまる 粘性なし
径0.3四の炭粒を1%含む

3 6Y6/2 灰オロープ~シルト しまりなし粘性なし
4 10YR4/2 灰黄禍色シルトややしまる粕性なし

_F_ 
31.2伽1

1 10YR4/3 にぷい黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
ー辺却咽のoY6/2プロックをω%含む

一辺20-28岨の円棋を30%含む

2 10YR3/2 黒褐色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/3土粒を3%含む

3 10YR5/2 灰貨褐色シルト しまりなし粘性なし

珍各「
S問13

1 10Y4/1 灰黄褐色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.3岨の炭粧を1%含む

~ 
S附11

1 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

__[_ 

S円M日7

径0.2四の炭粧を1%含む 一辺13-20咽の円碩・亜門事院を20'見合む

2 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.2四の炭粒を1%含む

3 10YR3/3 晴縄色シルトややしまる粘性なし層界明瞭

園47 S 801実現，IJ園 (2)
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_A._ 
31.()(畑

、 ， ， 

_.K_ 

S問23

1 IOYR4I3 にぷい貧褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
ー辺16-鈍帽の円離を50%含む

2 10YR3/3 暗褐色砂質シルド ややしまる粘性なし
径0.2閣の炭粒を3%含む 径Q.2岨の10YR6/4土粧を10%含む

31蜘ーで警7
SP03l 

1 10YR4/2 灰貧褐色砂賓シル ト ややしまる絶佳なし
ー辺13-24置の円穫を30%含む

31 .~ 

SP027 

1 10YR4I3 にぷい黄褐色士 ややしまる粘性なし
一辺15-24<:laの円積を25%含む径0.5岨の燐土般を1%含む

2 10YR3/4 時椅色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.3閣の炭粒を2%含む

_D_ 
31.似h

」ι

SP024 

1 2. 5Y4I2 暗灰黄色砂賓シルトややしまる粘性なし
一辺ロ~お帽の円磁を田%台む

径2帽の7.5Y6/1プロックを16%-含む

2 10YR4/3 にぷい貨褐色シルト ややしまる特性なし
後0.5caの7.5Y5/1土粧を10%含む酸化鉄斑紋あり

径Q.3帽の10YR6/4土1!rlを20%含む径Q.Z帽の銀総・燐土般を3%含む
2 10YR4I2 灰貨褐色シルト しまりなし粘性なし

.....f._ω ， 、ー_L
31.00¥ tOq係三宅彦¥/

SP028 

1 IOYR4I3 にぷい黄禍色土ややしまる粘性なし
ー辺12-2Oe温の円砲を30%含む

径0.3clIの10YR6/4土粒を10%含む
2 IOYR4I2 灰黄禍色砂質シルト ややしまる粘性なし

径6c也の10YR6/3プロックを15%含む

一辺7岨の円擦を1%台む

九六笠うムi

SP025 

1 10YR4/3 にぷい貧褐色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.5c・の10YR6/4土粒を15%含む 一辺16-21岨の円療を20%含む

2 10YR3/3 暗褐色砂貿シルト ややしまる粘性なし
径0.6岨の炭粒を2%含む径島aの7.5Y6/1プロックを10%含む

3 IOYR3/Z 黒褐色土ややしまる粘性なし
後0.6岨の2.6Y6/3士粧を20%含む径0.3咽の炭粧を2%台む

仙六竺久
S問33

1 IOYR3/3 暗褐色シルト ややしまる粘位なし
一辺16-25c・の問機を40%含む
径0.6eaの10YR6/3土怠を7%含む

i二

一辺13-18caの円療を16%含む径0.3噛の10YR6/4土粧を1%含む
3 IOYR3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし

径3閣の5Y5/1プロックを15%含む 一辺1帽の炭化材を3%含む

九ぜ多ムL

S附32

1 10YR4I3 にぷい黄褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
一辺16-220"の円積を25%含む

2 IOYR4I2 灰黄禍色砂質シルト ややしまる粘性なし
径0.3岨の10YR6/3土艦を7%台む

3 IOYR3/3 暗褐色シルト ややしまる粘性なし
径0.5帽の7.5Y5/1土粧を10%含む酪化鉄斑紋ありし

川犬種多ι
S問29

1 10YR4I3 にぷい黄褐色砂質士ややしまる粘性なし
一辺15-24の円撲をω%含む

径3c"，の7.5Y5/1プロックを20%含む酸化鉄斑紋あり
2 10YR4I4 褐色砂質土ややしまる粘佳なし

径0.5四の10YR6/4土粒を20%台む

で:て空整ア
S問26

1 10YR4/3 にぷい貨褐色砂質シルト ややしまる 粘性なし
径1岨の10YR5/4士雄・径0.3e・の炭継を3%含む
一辺17-2白書の同慶・亙円.をω%含む

2 10YR3/3 暗禍色シルト ややしまる特性なし
後1岨の10YR5/4士継を6%含む 一辺3-7唱の亜門積を10%含む

ーで竺ア 1 10YR4/2 灰貧縄色土ややしまる粘性なし
径0.2c胞の民艦 ・燐土魁を5%含む
一辺8-160.の同擦を40%含む

SP030 2 10YR6/3 にぷい貧褐色砂質シノレト ややしまる 粘性なし
径0.5cIIの民粧を2%台む

園49 S 802実現11園 (2)

。
(5=1/30) 
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S附51

1 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト ややしまる粘位なし

種5cIIの7.5Y5/1プロックを30%含む
ー辺16-21咽の円碩を羽%含む酸化鉄斑紋あり

2 10四3/3 暗褐色砂質シルトややしまる粘性なし

3 10YR5/3 にぷい黄禍合砂賀シルト やキしまる 粘性なし
ー辺15咽の円積を10%含む

4 10YR3/2 鳳褐色砂質シル卜ややしまる粘性なし粗砂を10%含む

_c_ 
31.町田

__[_ 

SP066 

1 10YR6/3 ILぷい黄檀色砂質、ンルトややしまる粘性なし

径5四の7.5Y6/1プロックを25%台む
一辺26-ω咽の円穫を30%含む圏直化鉄斑紋あり

2 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト ややしまる粘性なし

径0.6clIの炭緯・ 10YR6/3士粧を6%含む

E 
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31. 00m 

(8=1/50) 

__L 

福豆ヲ
S附鎚

1 2.町5/2 暗灰黄色砂質シルトややしまる粘性なし
径自.6岨の10YR6j4土粧を6%含む

径0.5岨の炭粒を3%含む

2 5Y5!1 灰色シルトややしまる粘性なし
径20-26岨の円離を30%含む酸化歓斑紋あり

3 10YR5/a にぷい黄禍色シルトややしまる粘性なし

径1四の10YR6/4プロックを5%台む
4 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト ややしまる粘性なし

径O.3clIの炭粒を3%含む

一辺16-20011の同様を10%含む

。 1m 

園50 S 803実測園

(8=1/30) 
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(3)井戸

S E 1 (園51)

A地点のBE2グリッドに位置する。掘方の大きさは、長軸長1.26m・短軸長0.78m以上・深さO.

42mを測り、東半は発掘区外に広がる。平面形は方形で、底面はほぼ平坦である。底面に集水施設は

なく (SE1.......3はいずれも浅いが、近年地下水位が低下したとの聞き取りを裏付けるように、埋士

や遺構周辺はグライ化を受けており、少なくとも遺構が機能した時期において、掘方は湧水層に達し

ていたものと推測される。)、直上に一辺30c皿程度の円離を長手置きとする基底石があり、その上に一

辺15.......24咽の円離を小口置きを主体にして3.......5段に積み上げる。埋土の最上部では、上部の石積を

落とし込んだため離が集中し、その下からほぼ完形の瓦3枚が蓋をした状況で出土した。出土遺物に

は、土師器2点、山茶碗類3点、古瀬戸1点、近世陶器6点(登窯第2段階の碗1点等)瓦8点、土

製品 1点がある。本遺構はSB04廃絶後に構築されているが、構築・廃絶時期共に詳細不明である。

S E 2 (園51)

A地点のAG・AH20グリッドに位置する。掘方の大きさは、長軸長1.89m・短軸長1.52m以上・

深さ0.70mを担問、東半は発掘区外に広がる。平面形は不定形で、底面はほぼ平坦である。底面に集

水施設はなく、底面からやや浮いて石積が置かれる。基底石は一辺30個程度の円礁を長手置きとし、

その上は一辺21.......43咽の円礁を小口置きを主体にして2.......3段に積み上げる。埋土のうち、 1• 2層

は近代から現代にかけての埋め戻し土である。出土遺物には、古代~中世土器のほかに近世土師器1

点、近世陶器13点、近代陶磁器17点(埋土1・2、銅版転写技法を含む)、土製品 2点、瓦26点、石

臼1点、金属製品 1点がある。本遺構の構築時期はSK033と同時期と推測され、廃絶時期は明治20

年以降である。

(4)土坑

S K033 (図52)

A地点のAG20グリッドに位置する。掘方の大きさは、長軸長2.26m・短軸長1.84m・深さ0.45m

を測る。検出面の平面形は楕円形、底面の平面形は方形でほぼ平坦であり、底面から約15岨上の南面

を除く三面に幅約12.......29咽の段を持つ。掘方の中央からやや西寄りに一辺16.......34咽の円喋又は亜円礁

を用いた石積(内寸で長軸長1.25m・短軸長0.82血)を検出した。掘方に段を持たない南面のみ3段、

段を持つ三面は 1.......2段であり、基底石は長手置き、その上は基底石と直交し小口立てを原則とする。

埋土の上部では一辺17""'30cmの離が集中することから、埋め戻しの際に石積の一部を落とし込んだと

推測される。埋士の下部では瓦片が面的に広がったものの、踏み固められた様子はない。遺物の接線

の状況では、 SK105聞で2例(図82-119・121)認められた。本遺構に伴う礎石や柱穴、導排水路

は確認されなかったこと、隣接する SE2が機能し地下水位が高い時期に、掘方底面がグライ化を受

けたと推測されることなどから、本遺構は「タマヤ」と考えられる。出土遺物の内容は、第4節で述

べる。所属時期は、 SK105埋没時期を踏まえ明治時代中期と考えられる。

S K056 (園53)

A地点のAH19グりッドに位置する。表士除去直後から、礁の集中が認められていたものの、掘方

の輪郭が不明瞭だったため検出面を下げたところ、楕円形の掘方(長軸長1.64m・短軸長1.38m・深

さ1.09m)を検出した。礎上面から44四下がった地点で、蓋受け状の痕跡と考えられる段が認められ



/ 

SE1 

_A_ 

_K_ 

SI!.I 

1 10YR3/4 晴褐色砂賞、ンルト しまりなし粘性なし
2 10YR3/2 鼎禍色砂質シルト しまりなし粘性なし

径3咽の褐色砂質土を3%含む
3 2.5Y4/2 暗灰.色土しまりなし 粘性なし

501 

4 10YR4/S にぶい貧褐色砂賓シルト しまりなし鈷伎なし
5 2.釘4/2 暗灰賞色砂質シルト しまりなし給位なし

径&置の10YR4/3プロックを5%含む
6 10YR4/2 灰貧褐色砂寅シルト しまりなし粘伎なし

径2-3帽の10YR4/3プロックを5%含む
1 10YR4/2 灰貧褐色砂質シルト しまりなし粘性なし

径2-3<;姐の2.5Y4/2プロックを1%含む

第3節 遺構 71

/ 

_A_ 

_A_ 
31.帥・

_A_ 
31.ぽ加

日目

SD1 

1 10Y5/1灰色砂質シル トややしまる 粘性なし
一辺1_の円積・=ンタPート片を3%含む
径h・の10YR1/6プロックを40%含む

2 7.5Y4/1灰色砂質シルトややしまる粘性なし
一辺』包の角碩を3%含む酪化鉄斑紋あり

3 5Y5/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし
径0.6岨の炭粧を3%含む
一辺自-16岨の阿穫を6%含む般化鉄斑紋あり

4 5Y3/2 オリープ黒色砂質土ややしまる 粘性なし
径2岨の5Y3/1プロフタを7%含む
一辺9-18c同 円硬・角療を20%含む

6 2. 6Y6/2 暗灰貧色砂貧土ややしまる 粘性なし
径1岨の10YR6/3プロックを10%含む
径0.5&・の炭魁を5%含む

6 2. 615/1 貧灰色砂質シルト
ややしまる粘性なし酸化鉄斑紋あり

7 2.6Y4/2 暗灰黄色砂質シル ト ややしまる粘性なし
一辺15岨の円視を3%含む径0.5帽の炭粒を2%含む

1 2.5Y6/2 灰貧色砂質シルト しまりなし 粘性なし
径1帽の2町'4/1プロックを16%含む

2 田'2/1 黒色砂質シルトややしまる粘性なし
径0.6岨の2.5Y6/2土継を5%合b

3 2. 5Y5/2 暗灰貧色砂賓シルト しまりなし粘性なし
径O.5cmの2.5Y4/1土粧を5%含む 0 

4 10YR5/Z 灰負傷色土ややしまる粘性なし
敵化鉄誕紋あり

(S=1/30) 

_K_ 

....lL 

....lL 

1m 

園51 S D 1. S E 1・2実測園
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た。底面は平坦でありVI層を掘り込み、壁面は垂直に近く立ち上がる。なお埋土の掘り下げ時に、湧

水は認められなかった。埋土中には、一辺5""25cmの円磯を多数含むが、出土状況に規則性はなく、

人為的に埋め戻されたと考えられる。本遺構はSB02の柱穴聞に配置されており、床下貯蔵施設と推

測される。出土遺物には、中・近世土器のほかに近代磁器3点(碍子2点、手描き技法の平碗又は丸

碗 1点)・銭貨2点(図94-439・442)があり、明治時代中期以降と考えられる。

S K057・058(園田)

ここでは遺構の特徴が類似するため、併せて説明する。 SK057はA地点のAH19・20グリッド、

SK058はAH• A 1 19グリッドに位置する。 SK056と同様、表士除去直後から、礁の集中が認めら

れていたものの、掘方の輪郭が不明瞭であったため検出面を下げたところ、楕円形の掘方 (SK057 

は長軸長1.48m・短軸長1.34m・深さ0.63m、SK058は長軸長1.59m・短軸長1.46m・深さ0.70m)

を検出した。底面はほぼ平坦であるが、 SK056に比べて緩やかに立ち上がり、壁面の一部にわずか

な段を持つ。埋土中には、一辺10""30佃の円礁を多数含むが、出土状況に規則性はなく、人為的に埋

め戻されたと推測される。両遺構はSB02の柱穴聞に配置されており、床下貯蔵施設と推測される。

SK057埋士からは詮最新型式として近代磁器1点(手描きの上絵付)が出士していることから、所属

時期は少なくとも明治10年代以降と考えられる。

S K093 (園54)

A地点のA119グリッドに位置する。本遺構の南端をSP029、本遺構の東端を調査坑に切られる。

掘方の大きさは長軸長1.55m・短軸長0.93m以上・深さ0.33mを測る。掘方の平面形は楕円形で、深

さ0.2mで平坦となり中央が凹む。多数の遺物が埋土 1から集中して出土し、また土層堆積状況も勘

案すると 2基の士坑が重複する可能性が高い。遺物の接線の状況では、 SKI05聞で2例(図82-121

・124)認められた。遺物の出土状況から、人為的に埋め戻されたと考えられる。出土遺物の内容は、

第4節で述べる。遺物の大半に被熱の痕跡があることから、火災後の廃棄土坑である可能性が高い。

濃尾地震の被災の可能性も含め、所属時期は明治時代初頭~中期の幅を想定しておきたい。

S Kl05 (園54)

A地点のAG20グリッドに位置する。本遺構の北端をSK033に切られる。掘方の大きさは長軸長1.

21m・短軸長1.15m以上・深さ0.20mを測る。掘方の平面形は楕円形で、底面は平坦である。遺物が

掘方の南半に偏って出土した。遺物の出土状況から、人為的に埋め戻されたと考えられる。遺物の接

線の状況はSK033・093で記載したとおりである。出土遺物の内容は、第4節で述べる。所属時期も

SK093と同時期である。

(5)その他

S X 1 (園55)

A地点のBDl・2グリッドに位置する。本遺構の北側を撹乱、南側を調査坑・ SK023に切られ

る。流水の痕跡が認められない点と、発掘区東壁を含む本遺構の周辺で確認されない点から、遺構と

認定した。精査すると、平面形は不明であるものの、底面は平坦で緩やかに立ち上がる掘方(長軸2.

70m・短軸長2.35m以上・深さ0.19m)を検出した。埋土は一辺 1""'15皿の円礁を多数含む黒褐色土

で、小型礁が分布する上面では標高30.78""'30.84mと概ね水平で、本遺構の北側上面では大型離が集

中し標高30.89mとやや高い。礁を取り除いて掘方底面を精査し、土坑 (SK120)を検出した。喋群
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___K_ 

1 lOYR4!3 にぷい黄褐色砂質土ややしまる粘性なし

経由.2CJlの炭粧を2%含む

2 IOYR4!2 灰黄褐色砂質シルトややしまる粘性なし
一辺17-30cmの円積を50%含む

3 1000/3 暗褐色シルトややしまる粘性なし
径舟.5CJlの炭粒を2%含む径卦.5岨のIOYR6/4土粒を3%台む

4 1000/4 晴褐色シルト しまりなし粘性なし

5 7.5Y5/1 褐灰色シルト しまりなし粘性なし
般化鉄斑紋あり グライ化受ける

叫;

___K_ E
u
-
-開

国 I~ 
企 中世土師梼・山茶鶴類・片白書事・古瀬戸・常滑産陶器
O 近世土師器 ・近世陶磁器 女近代陶磁器
+ その他 。 1m 

右積検出状混

園52 S K033実現，11園

(S=1/30) 
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SK056 

_A__ 

_A_ 

1 10YR4/3 にぷい貧褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

径0.5咽の10YR6/S士粒を3%含む

一辺10-23""，の円穫を30%含む

2 10YR4/2 灰黄禍色シルト しまりなし粘性なし
一辺5-25c皿の円棋を50%含む

経0.3咽の炭粒を3%台む

径0.5咽の10YR6/S土位を1%含む

3 10YR3/3 時褐色砂質シルト ややしまる粘性なし

径0.5咽の10YR6/3士粧を3%含む

4 2.町3/3 時オロープ褐色シルト しまりなし粘性なし
5 2.5Y3/2 黒褐色シルト しまりなし粘性なし

径10-20咽の円磁を60%含む

6 10YR3/2 黒褐色土ややしまる粘性なし
径0.3岨の10YR6/3土絃を2%含む

一辺10-26岨の同署離を40%含む

7 10YR5/3 にぷい黄褐色シルト しまりなし粘性なし
径0.6咽の10YR6/S土絃を6%含む 円磁を含まない

_K_ 

_K_ 

SK057 

_A_ 

SK058 

_A_ 

1 10YR4/2 灰黄褐色シルト しまりなし粘性なし
一辺11-16咽の円礎を50%含む

2 10YR3/2 黒縄色シルト しまりなし粘性なし

径0.2岨の炭粧を2%含む

3 10YR3/a 晴輔拍シルト しまりなし粘性なし
径2岨の円離を3%含む

4 6Y4/1 灰色粘質シルト ややしまる
径日-20cmの円硬を20%含む

酸化鉄.紋あり グライ化受ける

_K_ 

_K_ 

_K_ 

_K_ 

1 10YR4/a I~ぷい黄褐色砂賀シルトややしまる粘性なし
一辺16-24咽の円離を60%含む

2 10YR4/2 灰賀補色シルトややしまる粘性なし

一辺12-20cmの円療を50%含む

径O.6Callの10YR6/4土粒を10%含む

3 10YR5/a I~ぷい黄褐色シルト しまりなし粘也なし

一辺l血血の円磁を10%台む

径0.5c也の10YR6/4土艦を5%含む

o 1m 

(S=1/30) 

園田 S K056・057・058実測園
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4L 

SK105と接合

SK093 

-4__ 

と接合

(110:S=I/6) 

中世土師器・山茶碗類・中国産陶磁器

近世陶磁器 O 近世土師器

近代陶磁器 + その他

企

--R

1 10YR5/2 灰黄褐色秒質シノレト ややしまる 粘性なし

径O.5cmの10YR3/1土粒を15%含む

一辺11~16cmのE円礁を10%含む
2 10YR3/1 黒褐色粘質シノレト ややしまる

径lcmの焼士粒・炭粒を7%含む

径3cmの10YR6/3プロックを10%含む

3 5Y5/1 灰色士ややしまる粘性なし

径2cmの5Y7/2プロックを3%含む

4 10YR5/3 にぶい黄褐色シノレト ややしまる 粘性なし

径lcmの焼土粒を1%含む径lcmの炭粒を2%含む

119 

ClP宵 12辺悶2
(119・121・122・124:S=I/5) 

ど竺モミ、

階;ヌ

SK033と接合SK105 
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1m 

(S=1/30) 
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S K093・105実測園

SK093と接合

1 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト しまりなし粘性なし

径5cmの5Y4/1ブロックを10%含む

2 10YR5/3 にぷい黄褐色砂質シルト

ややしまる 粘性なし酸化鉄斑紋あり

3 10YR5/2 灰黄褐色砂質シノレト しまりなし粘性なし

径0.3cmの2.5Y6/2土粒を10%含む径0.5cmの炭粒を2%含む

4 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質シノレト ややしまる 粘性なし

径0.2cmの炭粒を2%含む

5 10YR6/3 にぶい黄撞色砂質士ややしまる粘性なし酸化鉄斑紋あり

6 2.5Y5/3 黄褐色砂質シノレト ややしまる 粘性なし

径0.3cmの焼土粒を2%含むマンガン斑紋あり

図54



76 第3章調査の成果

内から洋釘 1点(図94-427)、SK120埋士から丸碗1点(手描きの上絵付)が出土したことから、

これらは一連の遺構であり、礁群は整地の槙跡と考えられる。所属時期は、少なくとも明治10年代以

降と考えられる。

3 時期不詳

S B12 (図56)

D地点のCK8・9グリッドに位置する。整理段階で建物と認定した。南北長1.37m・東西長1.07m 

以上を測る。梁行1聞の側柱建物と考えられ、桁行方向の規模は不明である。主軸方位はN-17.5
0

-Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形で、柱痕跡が南東の隅柱以外の 3基で検出された(ただしSP

303・304は土層断面図から判断)。柱掘方の底面の標高は、 29.79"'29. 90mを測り、概ね一定である。

南北方向の柱聞は1.34m、東西方向の柱聞は0.98mを測る。柱穴から遺物が出土しなかったため、所

属時期は不明である。

S B13 (園57)

D地点のCM7・8、CN7・8グリッドに位置する。整理段階で建物と認定した。梁行3聞の側

柱建物(南北長2.66m・東西長0.81m以上)と考えられ、桁行方向の規模は不明である。主軸方位は

N-24.0
0 

- Eを測る。柱掘方の平面形は楕円形又は円形で、地下式礎石が SP297で確認され、住

痕跡がSP295・296・297・301で検出された。柱掘方の底面の標高は、 29.84"'30. OOmを測り、概ね

一定である。南北方向の柱聞は0.52""1.43m、東西方向の柱聞は0.59mを測る。柱穴から遺物が出土

しなかったため、所属時期は不明である。

d

、

ト
ヤ
Y-

集有検出状況 ¥ 
_A_ __K_ 

_A_ 
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径15咽の円礁をわずかに含む
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SP303 

1 Z. 5Y6/2 灰貧色砂質シルト
ややしまる粘性なし
隆化鉄斑紋あり マンガン斑紋あり

2 7.5Y6/1 灰色シルト
しまりなし粘性なし
グライ化受ける 往痕跡

3 7.5Y5/1 灰色シルト
しまりなし 粘性なし
柱握跡グヲイ化:;tける

4 SY6/1 灰色シルト
ややしまる粘性なし
径O.3cIIのZ.5Y6/2土粧を7%含む
齢化鉄鹿紋あり グヲイ化受ける

5 SY5/1 灰色砂質シルト
ややしまる給性なし
艶化鉄斑紋あり
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.JL 

SP3∞ 
1 Z. SY5/2 暗灰黄色砂質シルト

ややしまる粘性なし酸化鉄車紋あり
2 SY5/1 灰色シルト

ややしまる粘性なし
径O.5caのZ日6/3土継を3%含む
殴化鉄斑紋あり 住痕跡

3 町4/1 灰色砂シルト
しまりなし 粘性なし
径0.5岨の2.SY6/3土粒を3%含む柱痕跡

4 町'5/1灰色シルト 坦土2よりやや暗い
ややしまる 粘性なし
径O.5c・の2.SY6/3土粧を5%含む

5 7.5Y5/1 灰色シルト
ややしまる粘性なし

園田 S 812実測園
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径0.5c・の2.SY6/3土粧を10%含む
殴化鉄斑紋あ唖
グヲイ化受ける

2 7. SY6/1灰色シルト
ややしまる粘性なし
径0.5岨の2.SY6/3土粧を7%含む
注調E跡グライ化受ft{!

3 7.町5/1 灰色シルト量干%含む
ややしまる粘性なし
径0.5岨の2.SY6/3土粒を5%含む
往温跡グライ化受ける

4 7. SY6/2 灰オ9-プ色シルト
ややしまる 給量生なし
径0.5c・の2.SY6/3土錐を10%含tt
m化鉄車絞り グライ化受ける
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SP307 

1 10YR0I/2 灰賞褐色砂貧シルト
ややしまる粘性なし
笹0.5咽の10YR6/3土継を5%含む

2 10YR3/2 織褐色シルト
ややしまる粘性なし分級よい

SP296 

1 2.5Y5/2 暗灰黄色砂寅土
しまりなし粘性なし

2 10YR4/2 灰貨褐色シルト
ややしまる給性なし

3 10YR3/2 ..褐色シルト
ややしまる粘性なし住雄騎

SP297 

1 SY6/1 灰色砂質シルト
ややしまる粘性なし往痕締

2 10m4l2 灰貨褐色砂貧土
ややしまる粘性なし
径0.5岨の10YR6/3土粧を5%含む

3 10YR3/2 鼎禍色粘賀シルト ややしまる

_[ー_I_ 
鈎.5伽

_jf_ _jf_ 
30.5伽

_L  _L  
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、主d
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¥、J
SP294 

1 2. SYS/2 暗灰貧色砂貧土
しまりなし給位なし

2 2.6Y0I/1 貧灰色砂
しまりなし粘性なし

3 10YR3/2 鳳鱒色シルト
ややしまる粘性なし

SP301 

1 2.6Y6/1 貧灰色シル ト
しまりなし粘性なし
径0.3咽の2.6Y6/S土維を3%含む柱疲跡

2 2.6Y6/2 灰黄色シル ト
しまりなし粘性なし柱浪勝

S 10YR6/2 灰貧褐色シルト
ややしまる粘性なし
径0.3帽の10YR6/S土継を6%含む

SP295 

1 2.町6/2 暗灰黄色砂
しまりなし粘性なし分級よい

2 2. 6Y6/2 灰貧色シルト
ややしまる粘性なし往復跡
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遺構上端線

遺構下錨線

遺構消滅上端縁

遺構消滅下端線

擾乱

主曲線

柱痕跡

遺構名のうちSKO:

遺構概略図分割匝

下部で検出しr
発掘区全域分割匝

消滅した遺構唱

第3節 遺構

E 

TT  

号を表示した。

遺構名(灰色)は

を表す。

遺構名(灰色)は
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第4節遺物

1 主要遺構出土遺物

第 1項では遺構からまとまって出土した遺物、第2項では遺構から少数出土した遺物、他からの混

入と考えられる遺物、遺物包含層・撹乱出土遺物を一括して種類別に説明する。ただし、第2項では

出土遺物全体の傾向も併せて述べる。

(1)I.n期の遺構

SD2・3出土遺物(図77・表6)

SD2からは、土師器101点、山茶碗類158点、片口鉢14点、古瀬戸4点、常滑産陶器9点、青磁・

白磁各1点、繍羽口 1点、金属製品 3点、銭貨4枚が出土した。

土師器皿の口縁部には、 M2又はM3類 1点、 M3類(1) 58点、 M4類4点、 B1類 1点、 Cl

類 1点、 C2類2点等がある。また、 2は器種不明(皿と類似した胎土で伊勢型鍋の口縁部)である。

山茶碗類の底部(表 6)は、東濃型(山茶碗67点・小皿11点)で占められ、最古型式は白土原 1号窯

式、最新型式は脇之島3号窯式 (10・15)であり、大畑大洞4号窯式新段階 (5・6・12)が主体で

ある。片口鉢の口縁部(表6)には、尾張型第7型式と第10型式とがある。常滑産陶器には、費第6

a型式 (17)がある。古瀬戸には、直縁大皿 (18)、灰紬有文梅瓶 (19)の他に、平碗 1点と灰紬無

文壷又は瓶1点があり、 18は後 I期、 19は中 I期又はE期である。青磁は碗B1類、白磁は四耳壷で

ある。輸羽口 (20)は砂岩製で、形状から輔に近い部位と推測される。銭貨には、至道元賓 (21)、

皇宗通賓 (22)、照寧元賓 (23)、大観通賓 (24)があり、埋土上位から4枚が接着して出土した。

SD3からは、土師器4点、山茶碗類5点、古瀬戸 1点、常滑産陶器1点、土錘1点が出土した。

土師器皿の口縁部には、 M3類 1点を含む。山茶碗類の底部には、大畑大1同4号窯式の山茶碗1点、

小皿 1点(内面底部静止ナデあり)等がある。古瀬戸には、後N期古段階の卸目付大皿 1点(図89

341)がある。

S K072出土遺物(図78)

本遺構からは、土師器11点、山茶碗類18点、片口鉢2点、釘 1点 (26)が出土した。

土師器皿の口縁部には、 M3類 1点、 M4類5点がある。山茶碗類の底部は東濃型(山茶碗7点・

小皿2点)で占められ、白土原 1号窯式1点、明和 1号窯式左大畑大洞4号窯式各4点等がある。うち

表 6 SD2出 ヰ噂聖 rra片勧

東準型

浅窯下間

大
大

綱東大1 脇之島3 型式3 型式4 型式5 型式6 型式7 型式8 
9 

型式10 型式11 谷迫間 丸石3 窯洞1 

白
明 畑

畑

生田2 不明
計

メロ当、

器種
型

土
和 大

大
許

式
計 原 1 洞 洞

1 4 
4 

新

60 
山茶碗(底部) 67 

3 

小皿(底部)
5 51 11 

片 1!体 コ縁部) 2 

合計 。。 。。 。01 1 。21 0 。。 20 16 6 。5 78 80 
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大畑大洞4号窯式の小皿 (25)の外面底部には、墨書(rのJ)が確認できる。片口鉢は、尾張型第6

型式1点を含む。

S K259出土遺物(園78)

本遺構からは、土師器10点、山茶碗類13点、釘2点 (28・29)が出土した。

士師器皿の口縁部には、 M3類4点、 M4類 1点がある。山茶碗類の底部には、東濃型(山茶碗6

点・小皿3点)と尾張型(第4文は5型式・第5型式山茶碗各1点)とがあり、明和 1号窯式1点、

明和 1号窯式又は大畑大洞4号窯式4点、大畑大洞4号窯式2点、大畑大洞4号窯式新段階又は大洞

東1号窯式1点、時期不明 2点等である。なお、明和 1号窯式の小皿 (27)の外面底部には、璽書(rのJ)

が確認できる。

S K278出土遺物(園78)

本遺構からは、士師器2点、銭貨5枚が出士した。士師器皿の口i縁部には、 B1類 1点 (30)を含

む。銭貨には、明道元賓 (31)、皇宗通賓 (32)、治平通賓 (33)、元祐通賓 (34・35)がある。

S K366出土遺物(園78)

本遺構からは、土師器83点、山茶碗類73点、片口鉢5点、古瀬戸 1点、常滑産陶器3点が出土した。

土師器皿の口i縁部には、 M2又はM3類 1点、 M3類 (40......43)47点、 M4類8点等、鍋は尾張平野

の分類(北村1996)でいう A4類又はA5類 1点 (44)、羽釜1点がある。山茶碗類の底部には東濃

型(山茶碗47点・小皿10点)と尾張型(第4型式山茶碗1点)があり、最古型式は白土原1号窯式 (4

7)、最新型式は大洞東1号窯式文は脇之島3号窯式であり、明和 1号窯式 (45・46・48)が主体であ

る。片口鉢には尾張型第6型式・第6文は7型式各1点を含み、古瀬戸には後 I期又はE期の盤類1

点がある。

S K367出土遺物(園78)

本遺構からは、土師器21点、山茶碗類20点、片口鉢1点、常滑産陶器3点が出土した。土師器皿の

口縁部には、 M2類文はM3類 1点 (50)、M3類11点(52)、M3類文はM 4類2点 (51)、M 4類2

点等、伊勢型鍋は尾張平野の分類でいう A5類又はA6類 1点 (53)、羽釜1点である。山茶碗類の

底部には東濃型(山茶碗14点・小皿4点)で占められ、最古型式は浅間窯下1号窯式又は丸石3号窯

式 (54)、最新型式は大畑大洞4号窯式であり、明和 1号窯式 (55・56・58)又は大畑大綱4号窯式

(57)が主体である。常滑窯産陶器には、第6a型式の事1点 (59)を含む。

S K495出土遺物(園78)

本遺構からは、土師器15点、山茶碗類6点、古瀬戸 1点、鉄棒1点が出土した。土師器皿の口縁部

は、 M3類 (36)12点・ M4類1点・ C2類 1点を含む。山茶碗類の底部には東濃型(山茶碗4点・

小皿2点)で占められ、最古型式は明和 1号窯式 (38)、最新型式は脇之島3号窯式である。古瀬戸

には、後E期の灰軸縁紬小皿1点がある。鉄津には大型の椀形津1点 (94.9g)を含む。

S K003出土遺物(園79)

本遺構からは、土師器10点、山茶碗類3点、片口鉢1点、古瀬戸2点、近世陶器39点、瓦 1点、土

錘1点が出土した。これらのうち、土師器皿の一部、山茶碗、片口鉢、古瀬戸は、遺構の年代とはか

け離れていており、本遺構に切られた遺構等からの混入と考えられる。土師器皿の口縁部には、 C2

類 (60) 4点、財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センター2005でいう D類第
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4型式1点 (61)、ロクロ調整皿3類 1点 (62)等がある。近世陶器のうち、瀬戸美濃産では柳茶碗

(63) 、摺絵皿 (64) 、小瓶 (65) 、半胴 (66) 等があり、登窯第 7~11小期に位置づけられる。常滑

産には18世紀代の火鉢 (67)、19世紀代の費 (68)がある。

S K509出土遺物(図79・80、表7)

本遺構からは、土師器62点、山茶碗類7点、近世陶器110点・磁器3点、近代陶峨器 3点、瓦11点、

土製品4点、焼成粘土塊 1点、石臼 1点、金属製品 1点が出土した。これらのうち土師器 (B又はC

類 1点、 Cl類 2点)、山茶碗は、遺構の年代とはかけ離れていており、本遺構に切られた遺構等か

らの混入と考えられる。土師器皿10点のうち、口縁部はC2類 (69) 5点、 D類第4型式 (70) 2点、

ホウロク46点には06類 (71) を含む。近世陶器には、瀬戸美濃産(表 7)の天目茶碗 (72)、碗 (7

3~75) 、柳茶碗 (76) 、湯呑 (77) 、せんじ (78) 、輪花皿 (79) 、摺絵皿 (80) 、梅文皿 (81) 、練鉢 (8

2・83)、費盟 (84)、播鉢 (85)、耳付水注 (86)、錆利徳利 (87)、舟徳利 (88)、香炉 (89)などが

表 7 S l+酒冒E

分類 器種 産地
笠掃 元代工 曹tT種 | 破聖甘片数閉

1 2 3 I 4 5 I 6 I 7 8 9 10 小計 総数

瀬戸 l 

天目茶碗 天目茶碗 実 被 1 z 5 5 7 
不 明 1 

l 

瀬戸 2 
碗 3 13 23 

美 濃
5 

2 
美 濃 1 l l 

事目i 
美 濃

蒔輔 融戸 1 
I茶碗 美 濃 I 1 l 29 2 

染付碗 瀬戸
2 3 5 

瀬戸
l 

湯呑 3 7 
実 演 1 

戸 2 2 
トんじ 戸 l 2 4 
ヒの 戸

皿
戸 l 2 2 

美 揖

陶揖皿酒 |鋼血 実 横 6 
|輸花皿 美 濃 l l l 

|摺絵皿 美 護 l 

|晦又皿 融戸 1 
|片ロ 美 濃 l l 

2与 l 5 4 練鉢 瀬戸 4 

tB |署盟 藁 糧 l 

播鉢 瀬戸 3 3 3 
l 

;壷 l 

1 2 

農 2 2 3 2 
i8幸IJ 美 濃 l 

香炉
轍戸 1 2 5 
美 濃 l 

陶器その他
瀬戸

l 

1 2 
5 

2 

戸
藁 濃

不 明 l 。。。。1 。3 6 I 1 。。
総数 11 21 6 1 60 85 
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ある。最古型式は第3又は4小期で最新型式は第111J、期、主体は登窯第3段階の第8"'"'11小期で全体

の約7骨lを占める。常滑産にはくど (92)、費を含み、 92は18世紀後半に属する。また、磁器には肥

前産の碗 (90・91)がある。近代陶磁器は、信楽産陶器と瀬戸美濃産磁器である。士製品には、士鈴

(93)、瓦を転用した加工円盤 (94)、士錘 (95)がある。

(2) m期の遺構

S K033出土遺物(園81)

本遺構からは、土師器11点、山茶碗類13点、片口鉢1点、古瀬戸 1点、常帯産陶器2点、近世陶器

32点・磁器3点、近代陶磁器9点、瓦132点、土製品 1点、石器1点、金属製品 2点、鉄棒2点、分

類不明 3点が出土した。これらのうち、中世遺物は遺構の年代とはかけ離れていており、本遺構に切

られた遺構等からの混入と考えられる。近世陶器には、瀬戸美濃産の小碗 (96)、播鉢 (97)、土瓶 (9

8)、灯明皿 (99)、端反碗蓋 (100)、磁器には筒形湯呑 (101)があり、登窯第10又は111J、期が多い。

常滑産には、 19世紀代の曹 (103)・火鉢 (104)がある。近代陶磁器には、瀬戸美濃産の小杯 (102)

等がある。瓦には、中心飾りが桐文(106)、菊文 (107)の軒片瓦が含まれ、 105・107・108には押印

が認められる。石器は、経灰岩製の砥石1点 (109)である。

S KO旬、 SK105出土遺物(園81・82)

両遺構は遺構間接合が認められることから、一括して説明する。両遺構からは土師器20点、山茶碗

8点、古瀬戸 1点、常滑産陶器1点、青磁1点、近世陶器20点・磁器9点、近代陶磁器28点、瓦57点、

土製品 1点が出土した。これらのうち、中世遺物は遺構の年代とはかけ離れていており、本遺構に切

られた遺構等からの混入と考えられる。ホウロク17点には、 J5類 (111)を含む。近世陶器には、

瀬戸美濃産の端反碗 (112)、刷毛目皿 (113)、片口 (114)、練鉢 (115)、播鉢 (110)、土瓶 (116)、

水滴 (117)、行平蓋、 (118)、織部蓋 (119)等、磁器には湯呑 (120・121)、筒形湯呑(122)、小皿

(123)、猪口 (124)、灯明皿 (125)、端反碗蓋 (126)等があり、近代の118・120・122'""125を除き

登窯第10又は11小期である。肥前産磁器には、丸碗 (127'""129)、端反碗 (130)、筒形湯呑 (131)が

ある。なお、近代陶磁器は呉須の手描き技法のみで、型紙摺絵や銅版転写技法の製品は含まれていな

い。瓦には、中心飾りが桐文 (132)の軒平耳、桟耳、丸耳を含む。

2 その他の遺物

(1)土師器(園83・84)

中世前期の士師器皿の分類には、岐阜市教育委員会1999と小野木1997とがあるが、ここでは主に小

片の分類が網羅できる前者を中心に行った。 M3類 (133・135・137'""154)、M 3類又はM 4類 (134

・155・156)、M4類 (136)、A2類 (157)、A3類 (158)、Bl類 (159""'161)、B2a類 (162)、

B2b類(163)、B又はC類 (164)、Cl類(165"-174)、C2類 (175"'"'183)がある。以上のほか、

D類第4型式 (184・185)、ロクロ調整皿 (186""'194)がある。 M 3類、 Cl類、 C2類が一定量を

占め、 A2・3類、 Bl・2類の出土点数は少なく、 A4類とDl類は確認されなかった。なお、後

者の分類によると、 A2c類 (135""'138)、A2d類 (139""'143)、A2e類 (144)、B2a類 (145)、

B2c類 (146-154)があり、うちA2d類と B2c類が目立つ。

M3類の口径は、 6咽前後 (133等)、 8咽前後(135等)、 12咽前後 (149等)の 3種類がある。内

面調整では、底部一方向ナデ後に体部横ナデを行う定形 (139等)在、底部無調整 (137等)とがある。
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C1類の口径は、 8咽前後 (166等)と 10cm前後 (173等)の2種類がある。内面調整では、底部一方

向ナデ (173等)と底部無調整 (167等)とがあり、 167を除いて体部のナデが無いか又は一部に限ら

れる。 C2類の口径は5"-'8個程度の幅があり 7佃前後が多く、内面調整は無調整も含め多様である。

ロクロ調整皿は、器形の違いにより 3種類を確認した(以下、「ロクロ調整皿 1""'3類」と呼称)。

ロクロ調整皿1類 (186)は、体部が直線的に立ち上がる器形で、体部の平均的な器壁が約3.5皿と薄

い土器。ロクロ調整皿2類 (187・188) は、口j陵部が内脅する器形の土器。ロクロ調整皿3類 (189

.......194)は、体部が直線的に立ち上がる器形で、低い高台を持つ土器。口径が4.5岨前後 (189・190)

と、 8咽前後 (191"-'194) とがある。

中世から近世にかけての煮沸具の出土点数は、他の器種に比べて著しく少ない。このうち伊勢型鍋

は第 1項SK366・367で述べた。羽釜には、尾張平野の分類(北村1996)でいう A3類 (196・197)、

A4類 (198)がある。ホウロクには、尾張平野の分類(金子1996)でいう E類 (199)がある。

(2)須恵器・灰軸陶器(園85)

小片が多く、図化が可能な遺物は少ない。 7世紀末の須恵器坪蓋 (200・201)、8世紀中葉から後葉

の杯身 (202)、広口短頭壷又は鉢 (203)、10世紀後半の灰紬陶器段皿 (204)、器種不明 (205)、窯道

具 (206) を図示した。 206は、外面全体に自然紬がかかる。

(3)山茶碗類(園85・87上)

山茶碗 東濃型が主体を占め、尾張型と美濃須衛型 (227)が少量出土した。東濃型山茶碗では、浅

間窯下 1号窯式か丸石3号窯式(図78-54)が最も古く、窯洞第 1号窯式 (207)、白土原1号窯式 (2

08)、明和 1号窯式 (209"-'212)、大畑大洞4号窯式 (213"-'216)、同式新段階 (217)、大洞東1号窯

式 (218"-'220)、脇之島3号窯式 (221)、生田 2号窯式 (222"-'225)がある。これらのうち、 211の外

面底部には赤色顔料、 219の内外面には黒色有機物が付着する。なお尾張型山茶碗には、第4型式 (2

28)から第7型式までがある。

小碗・小皿 東濃型が主体を占め、尾張型と美濃須衛型が少量出土した。東濃型山茶碗では、窯洞第

1号窯式 (246)が最も古く、白土原1号窯式 (247)、明和 1号窯式 (248・249)、大畑大洞4号窯式

(250""'254)、同式新段階 (255.......258)、大洞東1号窯式、脇之島3号窯式 (259)がある。また尾張

型には、第4型式 (260)から第7型式までがあり、美濃須衛型には第4型式が含まれる。

(4)墨書土器(園86・87下)

すべて東濃型山茶碗類であり、墨書の部位は244を除き外面底部である。図示した遺物には、明和

1号窯式 (231.......236、262"-'265)、大畑大洞4号窯式 (237.......242、266.......268)、大畑大洞4号窯式又は

同式新段階 (243、269"-'271)、大洞東1号窯式 (244、272"-'275)、脇之島3号窯式 (245)がある。

可児2001の分類によると、判読可能な墨書の内容は以下のとおりである。

A (明らかに文字と認められ、他の遺跡でも共通して使われるもの) i大J(232) 

D (文字とは認められない記号状のもの) i + J又は iXJ (図77-11、235・242・245・267・271)、

iT J又は「丁J(図77-12・233)、「三」又は i11 J (268・275)、「汁J(231)、「叶J(269)、花弁状

(241)、「人J(240・273)、「①J(243)、i:j:j:J又は「井J(270)、「イJ(238) 

E (文字とは認められない記号状のもので、花押、略押状のもの) iのJ(図78-25・27)、i8J

(234・237・244・266・272・274)、略押状 (239)、花押状 (236・263)
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(5)窯道具、陶丸(園87)

窯道具の蓋 1点 (276)が出土した。外面全体に自然紬がかかり、明和 1号窯式頃に属する。陶丸

は2点 (277・278)出土した。順に質量10.2g、11.6 gを測る。東濃型山茶碗類に伴うと考えられる。

(6)片口鉢(園88)

尾張型が主体を占め、東濃型左美護須衛型が少量出土した。尾張型は、第6型式 (279)から第11

型式 (285)までほぼ連続する。東濃型 (286・287)は第6""8型式、美濃須衛型 (288)は第5又は

6型式に伴う。

(7)常滑産陶器(園88)

時期の判別が可能な口i縁部を図示した。第3型式 (290)から第8型式 (294)まで連続して認めら

れる。

(8)その他の産地の陶器(園88)

美濃須衛産として、水注 (289)がある。

(9) 中国産陶磁器(園88)

青磁龍泉窯系碗には I類 (295)、Bl類 (296"-'298)、B2類 (299)、B3類 (300)、C2類 (301)、

D類、 E類があり、岡安窯系碗には I類 (302)がある。このほか、同安窯系皿 (303・304)、鉢 (30

5)、盤 (307)等がある。龍泉窯系碗Bl類が全体の約3割を占める。

白磁碗にはN類 1点 (307) とB群 1点 (308)、皿には四類1点とA群 1点 (310)がある。このほ

か、多角杯 1点 (309)、四耳査2点 (311)、小杯1点、器種不明が 2点がある。

褐軸陶器 312は壷である。 313は当該遺物の可能性もあるが、最終的に古瀬戸に認定した。

(10)古瀬戸・太窯(園89・90)

古瀬戸 ここでは図示した製品を中心に説明する。碗には、平碗 (314)、天目茶碗 (315、316)灰軸

天目 (317)がある。皿類には、底卸目皿 (318・319)、折縁小皿 (320・321)、縁軸小皿 (322""325)、

入子 (326)、折縁中皿 (327)、卸皿 (328""330)がある。鉢・盤には、洗 (331)、折縁深皿 (332"-'3

35)、直縁大皿 (336・337)、小鉢 (338)、卸目付大皿 (340・341)、盤類 (339)、柄付片口 (342)、

撞鉢 (343"-'345)がある。瓶・壷・聾には、四耳壷 (346・347)、耳付合子 (348)、茶壷(図88-313)、

梅瓶 (349"-'353)、瓶子 (354)、片口小瓶 (355)、仏花瓶 (356)、水注 (357)、土瓶 (358)、水滴 (3

59)がある。その他の器種には、袴腰形香炉 (360)、内耳鍋 (361)、釜 (362)、仏供 (363)、筒形容

器 (364)がある。少量出土の段階はあるものの、古瀬戸前 I期から後N期新段階までのほぼすべて

の段階に認められ、後町期古段階が最も多い。

太窯 小片で点数は少ない。図示した製品は、天目茶碗 (365)、丸皿 (366)、縁軸はさみ皿 (367)、

撞鉢 (368)である。第 1段階から第4段階まで少量認められ、うち第 1段階の製品が多い。

(11)近世陶磁器 (園91・92)

瀬戸美漣産陶磁器残存状況が比較的良好な製品を中心に図示した。錆粕碗 (369)、せんじ (370)、

湯呑 (371)、箱形湯呑 (372)、小杯 (373・374)、志野皿 (375)、菊皿 (376)、折縁鉄絵皿 (377)、

摺絵皿 (378)、片口 (379)、播鉢 (380""384)、火鉢 (385)、書 (386)、灯明皿 (387)、刷毛固徳利

(388)、仏働具 (389)である。播鉢には、登窯第 1段階 (380)、第2段階(図80-85、381"-'383)、

第3段階(困81-97・110、384)が認められる。他の器種についても各段階の製品が出土しているが、
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全般に第1段階は少量で、第3段階が多く遣存状況も良い。

常滑産陶器すべて赤物で、費(図79-68、390・391)、くど(図80-92)、火鉢(図79-67、図81-

104)、鉢(図81-103)があり、 18世紀前半から19世紀代にかけての製品が認められる。

唐津産陶器 392は鉢又は皿で、内面に印花文とハケ目による波状文・縦線が描かれる。

肥前産陶磁器碗 (393)、香炉 (394)、紅皿 (395)がある。

(12)産地不明の陶器(図92)

396は火鉢、 397は十能、 398は鉢で、いずれも瓦質である。産地・時期共に不明である。

(13)土製品(園93)

399・400は、土製飾り面の一部(右耳周辺)で別個体であり、「恵比寿」を表現したと考えられる。

内面には布目痕があり、外面には顔料(第4章第2節参照)が付着する。自然科学分析の結果による

と、顔料は少なくとも昭和時代であることから、本体が大きく遡ることは想定されない。民俗事例か

ら、家屋の外壁に掛けて使用した(岐阜県博物館長屋幸二氏の御教示)と推測され、出土位置から S

BOlに帰属すると考えられる。 401""'403は土鈴で、うち403は体部中央に紐状の金属を水平に巻き、

その上半に赤色顔料が塗彩されている。土鍾 (403""'406) と陶鍾 (407・408)は、遺存状況の良い製

品を図示した。 409は、灯心おさえである。

(14)石器(困93)

スクレイパー 1点 (410)、火打石 (411) 2点、ブレイク 1点、砥石(図81-109、412・413)20点、

硯 1点 (414)、石臼 (415) 4点がある。 415は、 15世紀前葉~中葉の柱穴 (SP096)の根石に転用

されていた。

(15)鍛治関連遺物

鍛冶関連遺物には、 トリベ1点(図84-195)、輔羽口(図77-20、図的-416) 5点、鉄津(図版2

3下)110点、黒色磁着微細物がある(各種の自然科学分析の結果は第4章第1節参照)0195は体部の

平均的な器壁が1.1佃と厚く、外面が被熱する。口縁端部に緑色溶融物、内外面及び断面に黒色溶融

物が付着する。他の器種を転用しておらず、専用容器と考えられる。

(16)金属製品(園94)

和釘 (417""'426)、洋釘 (427・428)、小万 (429)、煙管雁首 (430、431)、煙管吸口 (432""'435)

がある。煙管は、いずれも19世紀代の所属とみられる。

(17)銭貨(固94・95)

撹乱等出土の20点を除き、 30点を掲載した。すべて北宗銭であり、初鋳年の順に、至道元賓1点(図

77-21)、天鵡通賓1点 (436)、天聖元賓1点 (437)、明道元賓1点(図78-31)、皇宗通賓5点(図

77-22、園78-32、438""'440)、治平通賓 1点(図78-33)、照寧元賓4点(園77-23、441"'443)、

元豊通賓1点 (444)、元祐通賓6点(図78-34・35、445"-'448)、紹聖元賓 1点 (449)、崇寧重賓当

十銭1点 (450)、大観通賓1点(園77-24)、宣和通賓1点 (451)がある。これらのうち、崇寧重賓

当十銭の出士が注目される。なお近世の銭貨には、寛永通賓4点(古寛永 (452.......454)・四分銭 (455))

と文久永賓1点 (456)がある。
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表S 遺構観察表(1 ) 

遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(血) 下端規模(m) 標高(m) 重複関係

番号 仮番号
グリ ッド名

土
面 .8IJ >(切る) <(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SD 1 631 ~】1 ・ 2， D 3.46 0.44 3.20 0.31 31. 12 30.62 
SK436・449・453 SE1， SK254 

BE1.2 

SK196， SP051・073 SK274・322，SPI05・114・160
SK4ω， SP165・166'168・169・SK057・058・092・093・106・
170・174 132・134・136・139・143・144・

310 A1119・20， D (1. 03) 0.86 0.57 0.18 30.79 30.38 SK133・198・289・291・309・ 146・157・158・186・199・201・
SD 2 510 AIl8'19， D ー (9.94) 1. 88 (9.78) 0.34 30.7 30.3 333 214・222・229・281・317・326・

520 AJ18 A (0.69) 0.40 (0.60) 0.21 30.50 30.41 327・338，SP028・029・043・
045・056・059・070・076・080・
097・125・131・133・134・158

SD 3 556 All20 B3 III a (1. 29) 0.76 (0.83) 0.27 30.62 30.14 SK091・247・295・326・348
CK8・9，

(1.94) 
SK572 

SD 4 3020 B2 1.94 0.94 0.94 30.25 29.83 
CL8・9

SE 1 42 BE2 Bl E 1. 26 (0.78) 1. 00 (0.49) 31. 10 30.68 SD1，SK∞9・067・308
SE 2 641 AG.Af包O Bl VI- 1. 89 (1. 52) 1. 19 0.70 31. 12 30.42 SK182・247・295
SE 3 141 All20 Bl E ー 2.12 1.84 1. 30 1. 19 31. 14 30.40 SK356・359・SP125 SK057・090，SP031 
SK 001 2 BD2 B2 III a 0.54 0.41 0.32 0.21 31. 31 31. 13 SK015・016・412，SP204 

SK 002 3 BC3 A 羽 (0.77) (0.46) 0.64 (0.46) 31. 32 31. 25 
SK372・407・413・416，SP207. 

a 
209 

SK 003 41 BB'配3 Bl II Ib，c 1.98 (0.90) (1. 24) (0.51) 31. 18 30.58 SK391・394・399・4仰，SP203 

SK020・025・026・027・049・
SK 004 5 BEl 回 III a 1.27 0.97 0.43 0.33 31. 01 30.72 061・069・070，166，SPOO2・

062 

SK 005 6 BDl Bl 11 a 0.36 0.31 0.24 0.21 31. 14 31. 01 SP223 

SK 006 91 BD.BEl B2 E a 1 1.06 0.99 0.52 0.45 30.91 30.30 SK018・023・069・112，SP014 

SK 007 11 BD2 Bl VI a 0.47 0.42 0.30 0.22 31. 05 30.85 
SK008・232・233・234・434，
SXl 

SK 008 12 BD2 B2 III a (0.40) 0.22 (0.38) 0.18 31. 06 30.98 SK232・233・234，SX1 SK007 

SK 009 13 BE2 D IV a (1. 16) 1. 02 0.40 (0.36) 31. 09 30.30 SK253・308，SP110 SEl 

SK 010 14 AE20 Dlll 01 1.71 1. 30 0.52 0.40 31. 03 30.66 
SK017・039・043・113・127・
180・255・437・439，SP216

SK 011 151 BE'BFl B2 lV a 1 2.05 (1. 26) 1. 44 (0.96) 31. 03 30.69 
SK034・045・046・072・250・ SP009・015
259・260，SP048・179・221

SK 012 17 BD2 Bl III a (0.83) 0.58 (0.42) 0.30 31. 20 30.85 SK030・064，SP183 SP012 

SK 013 18 BE1・2 B1 III a 0.31 0.28 0.14 0.11 30.59 30.34 SPll0 

SK 014 19 BEl B2 羽 a 1(1.04) 0.99 (0.54) (0.25) 30.97 30.44 
SK025・071・073・111，SPOO4・ SK020 

016・020
SK 015 20 BD2・3 B1 羽 a 1(1.08) (0.58) (0.62) 0.20 31. 29 30.81 SK376・402・408・411・412 SKOOl 

SK 016 21 BD2 B3 III a 0.41 0.33 0.21 0.17 31. 28 31. 11 SK412・397，SP204 SK001 

SK 017 231 AEz..~.BE・ B1 II 1 c3 (2.76) 1. 56 (2.40) 1.30 30.90 30.50 
SK062・113・180・255・256・ SK010'043・060

BF1 307，SP04O 
SK 018 311 BD'BE1 Alll a 1 0.42 0.36 (0.32) 0.20 30.79 30.66 SK453， SP014 SK006 

SK 019 36 BD2 B2 II Ib，c (1. 29) 1. 09 (0.86) 0.56 31. 00 30.4晶 SK064・252・234・434
SK014・026・026・049・070・ SK004， SP008 

SK 020 38 BE1 回 III a (2.00) (1. 50) 0.63 0.51 31. 00 29.80 071・073，SP004・020・039・
046・062
SK061・068・069・070・071・ SK023・025・044，SP005

SK 021 391 B~:~~1， 81 w a 1 2.90 (1. 24) 2.30 ω.90) 31. 01 30.59 。75・112，SP021・035・038・
AE20 180・222

SK 022 41 BE1 B2 III a 1. 83 1. 05 0.05 0.39 31. 02 30.4晶
SK024・049・067・078・108' SK026・027，SP002・003・008
263・308
SK021・048・050・054・055・ SK006 
。喧自・112・120・170・195・235・

SK 023 44 BD1 B2 III a 2.28 2.20 1.68 1. 66 31. 09 30.52 454，SP022・181・222・
228，SXl 

SK 024 45 BEl・2 回 E a 1 1. 18 1.04 1. 02 0.84 31. 08 30.86 
SK067・078・109'110・253・ SK022， SP003 
308・325・324・449

SK 025 461 AE20， BE1 B1 羽 a 1 (2.18) (1. 54) (1. 80) (1. 36) 31. 00 30.70 
SK021・044・061・070・071・ SK004・014・020，SP005・016
166， SP019 

SK 026 47 BE1 B2 VI B. 1 (0. 72) (0.67) (0.72) (0.53) 31. 02 30.80 SK022・049・108 SK004・020，SP002・008
SK 027 49 BE1 B3 11 a 0.96 0.80 0.65 0.44 30.98 30.48 SK022・049・069 SK004， SP002 

SK032・041・047・080・100.

SK 028 511 AF20， AG20 B2 III a 2.40 2.16 2.02 1.72 31. 86 30.66 
169・239・240・361・362・419・
420・421・425・432，SP211・
216 

SK 029 531 AG19・20 B2 III B. (2.12) 1. 38 (1.62) 0.76 30.83 30.38 
SK086・ω7.100.140・168・
183・184・185'425

SK 030 54 即 2 D 羽 a (1. 40) (1. 06) 0.20 0.20 31. 20 30.26 SK064， SP183 SK012， SP012 
SK 031 57 AF20 B3 VI b 1. 06 (0.69) 0.65 (0.45) 30.87 30.49 SK116・433・444
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表 13 6 

遺番構号 仮遺番構号 最平z 種別 長 軸 短軸 長軸

(n 標高(血) 亘夜固慌

短軸上端 下端 )(切る} ((切られる)

346 AJ18 1 B1 UI • 1 (1. 02) 1 (0. 78) 1 (0. 80) 063l 130843063l1 1S1E522 71 
120・

ISK 2田 347 岨19 183 III a I 1.06 1(0.62)10.20 。18130. 78 I 30. 34 ISD2. SP133・134

I SK 230 349 AH19 IB2 UI • 37 10.30 10.1'i 16 130. 58 I 30. 30 181283 SK056・132

|皿 231 350 ul .1(1田)10.721(0.74) 0.40 130.80 I 30.47 li回6271・273・321，SP152・161・ ， SP072 

I SK 232 351 BD1・2 IA a I 0.94 I 0.81 10.6] 54 130. 71 I 30. 60 I，SXl 

|皿 233 352 田1.2 IB2 ul .1(1.28)10.9810.61 0田 130田 30.30 品234開，S『X肌1 
.232・

353 BD' 羽.1 (1. 38) 1 (1. 24) 1 (0. 99) (0田)130. 88 1 30田
232， 

I SK 235 354 BD1 182 a I 0.45 10.42 10.22 。22130.70 I 30.28 ISK454， SP220 

I SK 236 355 AG20， BGl 183 a 32 10.32 10.2] 21 130.52 I 30.33 

SSSSKKKK000144227 7 80017302，・S0X801 
ISK 23'i 356 AG20 I A a I 0.28 10.24 I 0.20 18 130. 48 I 30. 28 

I SK 238 357 BDl 182 a I 0.87 10.54 I 0.54 
3413084 30165H高SPK12高480F1・E36F1EE石五百I SK 239 358 AG20 I A a I 0.64 I 0.63 10.3] 26 130. 66 I 30. 48 

ISK 240 359 AG20 IB2 111 a I 1.21 10.85 10.4] 32 130. 53 I 29. 95 

A5AAAA1G8GG9Z211O 0 9 9 24 

a IれSSHH巡KKKK四00回0943 3 82881 ・・・

a 165 

ISK 246 365 

AGAAA・88F岨

a I 0.5010.4810.28 25 130. 42 1 30. 18 8K082 

18K 247 3田 811.凹 1(0. 40) 1 O. 76 。18)130. 95 1 30.42 18D3.8K295 8E2.8K091 

ISK 2岨 367 81(1.62 1810.76 38 130. 84 1 30. 08 

SSSSKKKK00112371 8811 ・・0021 774377 24 ，， SS PPO0 047 8 18K 249 3曲 a 3510.3410.11 130. 49 1 30. 25 

18K 250 370 BE1.2 IB2 a 3c 28 10.85 130.96 1 30. 29 18K25~ 

18K 251 371 BD' A UI • 10.5510.58 32 130. 44 1 30. 34 
18K 252 372 BD2 A a 1 0.3610.3310.19 18 130.36 1 30.17 8K019.234 

田BBAAEEEEl1E2Z・・E0O 2 2 1 

a 

置鐙塁と
Il SSSKK目O0印l1 o7 -01 11 73 ・・01 48 30 ・El8 0 O 胡

a 18P110 

18K 258 378 BE1 1 B3 UI a 3710.2910.14 12 130.87 1 30.29 18K259 

379 BE1 Wlb，，~ (1. 66) 1 1.15 1 (1. 14) O. 60 130. 87 1 30. 29 
8K011. .258， 

18K 260 380 田町 A 明 .1(0.86)1(0.58)10.10 10 130.68 1 30.40 18P221 SSKK022113 C 

|皿 261 3811 AI'AJI9 183 UI .10.86 1(0.60)1(0.34) (008}1307730401101M55 AU 副

，8P106・

|皿 262 384 日岨18181 ul • 1 (1. 77) 1 (0. 61) 1 (1. 29) (0目)130. 84 1 30 回 lã52~Spï54

18K 2631 385 組 18 IB2 VII 81(0.86)1(0.80)1(0.65) 58) 130. 81 1 30.46 18K311 146.157 

386 AJ18 I B1 111 811.3811.0410.94 0田 130.83 1 30. 52 li~~ ・・ 313596 ・ 316凪3 SP1田・127・

18K 265 389 AI19 IB2 UI • 79) 1 0.36 1 (0. 44) 20 130. 79 1 30. 65 1・: S刊070

18K 266 3M AI19 IB2 .1(0.36)10.3610.16 .13 130.79 1 30.62 18K301・318・424 8K094.187・265

【E【【 2222M泊6759780111Eι-

a 18K302 
SUSSHHKKK200 255 488 ・・・ 211 766 4 4 0 

a IS田町.SPl1 

18K 2. 403 AI.AJ18 IB2 111 a 1 1.24 1 0.82 10.9'i 52 130. 79 1 30. 39 ， SP162.160 

18K 2. 404 [18 182 111 81(0.86 ~. 59 .63 .40 ~. 83 1 30.57 8P068 

18K 2. 4田 [18 1 B3 8 1 1. 2~ 76 O( 51 t661 30.45 
18K 274 407 [18 1 B2 b 田 7610.2f 高官苦fm18K 2. 408 [18 182 81(0.34)10.341(0.14 19 130.74 

18K 276 409 AJ18・191 B1 • 1 (0. 87) 1 (0. 49) 1 (0. 4f 45 130.85 

|皿 277 4 101 AI'AJI9 183 明.1 (1. 36) 1 (0. 80) 1 (0. 44) 0.34 130.76 

414 111 a I 1.61 11.25 11.23 0田 130.77

I SK 280 
416AMMMMH11f11111199 9 9 9 1 BlE a.58L4OL岨 .18130.71 I 30.58 18回 27 ISK132・134，S凹56

I SK 281 4171 AH19 1811 1 I a 岨 38I 0.26 I 0.25 130.69 I 30.48 ISD2 ISKI06・132，SP045 
I SK 282 

4 11  B1a56}50)3121}6430481SK221SSSSEKKK002105576662 ・0113399524・15390，SHP085 I SK 283 4201 AH19 IB21 111 a I 0.70 10.42 10.46 I 0.21130.51 I 30.28 

I SK 284 4211 A819 1 E 1 UI • 1 (1. 01) 1 0.60 1 (0. 68) 1 0.33 130.75 1 30.30 
I SK 285 4231 AJ18 1831 III a 田 107405136130623032l-置SP12笠9:0・159

|斑 286 44岨22655M17181 |D E Cl (178)l741080凪 1叩 84I 30田 1147・153・178 ，SP118・143・S醐 5 290， 
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表14 7 

遺構
仮遺番構号 グリッド名 I平EE語 樟高{皿} 亘夜間踊

番号 長軸短軸 長 軸短軸 上端 下端 >(切る) (1 

427 AJ17・18 Ivl • 1. 69 (1. 25) (0.99) 0.98 30.31 1153 
319・345，SPl44・

ISK田g 428 
AI18'19， 

|田1 II 1 b (1. 60) (1. 42) (1. 33) 0.98 30.52 |皿333，SS回P1目15・醐116 |却1日18・19

能針 ;zAT17・18IB1 I nl a 46) 
色(0豊55l) 

(0.70) 130.94 
3300..胡331lSS恨D228.S6R・228889，・S3P0144 llsSxKa1岨33・196・198・274，SP073 AI'AJ18 182 I ITI a (0.86) 0.45 0.40 130.80 

ISK四2 431 AJA1K81・81a IVII • (0.68) 0.96 (0.30) (0.72) 1 30 • 師 30.45 18K311， SP156・173

ISK四3 432 AI18 |田Iml a (1. 21) 1. 21 0.60 0.54 30. 39 h22~i51 

I SK 294 433 AG.Al也οIB2 IVII a (0.66) 0.83 (0.43) 0.31 130.82 30.岨 105・141

1 SK 295 434 AG.AH20 |田I III a 1. 16 (0.96) 0.74 0.64 130.77 30.35 |田3，8K3描 ISE2， SK091・146.247

438 AJlS'19 |田1 II 1 • 0.92 (0.40) 0.77 (0.29) 30胡
163 

i叫 μ 一一 .・

I SK 2971 439 AJ18 |田1 II 1 • 14) 0.87 0.78 0.55 130.52 30.35 

l| S醐1P，勇W1707叫1~見・t1ヲ2.川4川1氏q凶 4世m叩 1四2田3
|盟四81 叫 AJ18 IIVI a 1. 04 0.63 0.72 0.41 30.24 

間:tzA.T18 IB2 I nl a 18) 0.80 0.76 0.42 130.59 
33 00 .. 33 64 ll sSa混E33414.1.SsPn円122沼7・・11 559 5 ・212 S限KK22 11 75 ・・ 22 田51川2S 9P 89 6・25 6 4 

AI'AJ19 183 I ITI a 02) 0.70 (0.64) 0.38 130.80 

446 AI19 |田1 II 1 • 1. 09 (0.68) 0.82 0.42 30.67 ls2m66，9S4PO15711 山山山

I SK 302 447 AJ19 E I III a (0.88) 0.58 (0.67 0.36 130.82 30.38 I阻，313

I SK 303 449 AI'AJ19 IB1 1 II 1 • (0.39) (0.36) (0.23) 0.13 130.56 30.38 18K310 

間昔話 AI18・19183 I nl a 0.80 0.62 0.48 0.40 130.53 
3300-.岨39 皿S混333260 器お苦AG'AH20 A I ITI a 0.45 0.34 0.2S 0.21 130.53 

ISK 30E 455 BE1 A IIVI • O. SS 0.64 (0.70) 0.50 130. 6~ 30.51 ISP22"j ISK062， SP009 

I SK 307 456 BE.BFl A a 0.76 0.69 0.54 0.38 130.64 30.34 

457 BE1・2 1 II 1 • (1. 51) 0.96 (1. 08) 0.82 30.52 
SP110 

|1S0E78I，・目l0。9岨25・032 

ISK 3田 460 AIl8 l田 IVII • 0.83 (0.74) 0.60 (0.57) 130.76 30咽 ISD2，SK32S' 333・334，SP142 

ISK 3H 462 AI'AJI9 E I III a (0.72) 0.39 (0.50) 0.20 130.62 30.44 7・289'303

464 幻A1K81・819， |田I III a 1. 97 0.59 1. 84 0岨

重萱
I SK 31: 467 AJ18 IB2 1 II 1 • 60 0.94 27 0.46 130，81 30.24 IS混331・345'351，SP144・1

ISK 3 468 AJ19 l田 IVII a 0.65 0.63 0.42 0.40 130.83 

事事長孟云

ISK 3 46ゆ AI'AJI9 E IVII a 20) (0.89) (0.96) (0.70) 130.88 

471 AI19 |田1 II 1 • 0.97 0.60 0.50 0.34 

問氾悶000668 0 3 7 

I SK 31 474 AlI19 |田 a 0.76 0.73 0.38 0.35 

475 AI19 1 II 1 • 0.95 (0.51) 0，45 (0.32) 30.49 
I'P070 

I SK 31! 476 同盟国 IB1 I III a 74 (0.9日 0.89 (0.75) 130.86 30.25 '351 

ド1-l11 SS21一KK73一229507一・9 25一9・一23一1・63一2・-28・3v 2S9，刊0SP68 17032 ・・
ISK 32【 477 AI18 A I III a 0.50 0，36 0，36 0.25 130，71 30.63 l'混358，SP075 

479 |田|百 a (1. 80) (1. 52) (1. 38) (1. 28) 
I'P151 

AI18 30岨

480 AJ18 I III a (0.51) 0.42 (0.53) 0.29 130剖 30.51 
5， SP051・

I SK 323 483 AI19 l田 1 II 1 • 0.34 0，26 0，10 0.10 130，65 30.39 ISK443 

|田 3剖 485 BE1・2 |田I 1 I a 0.64 (0.56) 0.46 0.42 
1
30剖 30胡

I'P110 
1308 

I SK 325 486 BE2 IB2 I III a 0.42 0.28 0.23 0.17 130.66 30胡

ISK四 491 AH20 |田1 II 1 b (1. 55) (1. 11) 1. 06 0.53 30.39 
ISD2'3， SP158 190R.qnR -146147・294・

495 AI18 |田1 II 1 • (1. 45) 0.62 (1. 37) 0.42 130田 30.48 

直高E百FFE茄Zヨ五I 

I SK 329 496 AI18 |田I III a ，23) 0，99 0，26 0.21 130，72 29.98 l'回21 ISK279， .117 

|盟組 498 AI18・19|回1 1 1 • (1. 07) (1. 07) 0.83 0.82 130.54 30岨
|田418，SP138 

ISP116 

503 1 II 1'， b (1. 33) |見田

I~n""宝 a ，。
l 1o9h 537Ad.ヨs1-&9J 

AJ18 1. 88 0，98 0.45 30.28 

Il 0SS 9XK5 2l3193 ・・222148J・22 98 39 . 宙309開，4'P1121 0 6 時ド嘉 際森喜EAI18 A 1 II 1 • (0.46) 0.51 (0.30) 0.31 
I SK 334 506 AI18 A I III a 0.41 0.34 0.30 0.26 130.50 30.36 

I SK 335 51 AlI19 A a 0.26 0，22 0， 15 0.12 130，19 30.08 
I SK 336 51! AlI19 A a 0.23 0.16 0.14 0.10 130.21 30.03 ISP024 

SSUEKRK020975197・SS3PP1007554SレE 18K 337 511 AI.AJI8 IB2 a 0.37 0.24 0.21 0.15 130.44 30.16 ISP152・160

18K 33B 523 AH19・20l田 a 0.60 0.46 0.34 0.26 130.54 30.20 1802.8K359 
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表 15 8 

遺構
仮遺番構号 最平z 種別 長 軸 短軸 長軸

(n 標高(血) 亘夜固慌

番号 短軸上端 下端 )(切る} ((切られる)

524 AJ18 1 B1 III • 1 (1. 10) 1 (0. 84) 1 (0. 93) (0. 70) 130. 80 1 30日
" SP156 SSE刊1096 26 11 9273 ・・11 83 42 ・216349 z ，u ， 

ISK 340 526 AJ18 1田 a I 0.45 10.40 I 0.25 。24130. 27 I 30. 02 8K286 

ISK 34 528 AJ18 1 B3 a 78) 1 (0. 53) 1 O. 62 36) 130. 55 I 30. 4 8K217・299

ISK 34: 529 AJ'AKI8 IB2 a 34) 1 0.31 1 (0. 15) 12 130. 59 I 30. 36 18K352 8K262・319，SP154 

15K 34: 532 AJ18 I E a 32 10.32 10.22 19 130. 56 I 30. 36 

|皿 3剖 636 III .印 42)1 0.42 1 (0. 14) 0.18 130.60 1 30.21 
142 

!8， SP096・117・

I SK 34! 538 AJ18 1 B2 111 a I 0.63 10.46 I 0.34 28 130.49 I 30.21 8K288・312・319，SPO開

ISK 346 539 AKIB I A .1(0.29)10.3010.16 O. 15 130. 34 I 30. 24 

18K 3日 542 AJ18 1 B1 111 a I 0.64 I 0.36 I 0.65 21 130.41 I 29.90 18K355 8K137' 331， SP094 

ISK 3岨 549 出回o IB3 VII，‘ 45) 1 (0. 46) 1 (0. 21 41) 130. 92 I 30. 19 ISD3 

5521 AJ岨 18IB2 明.! (1. 03) ! (0. 74) ! (1. 03) (0田)130. 76 1 30. 57 
IS日田

139 
SP066・田7・

5531 AJ岨 181 A III .1(1.55)10.711(1.41) 0.48 130.59 I 30.47 
!8K352 

S3E4919，2SP91967 3 
339・

|斑 351 555 AJ18 1 B1 III .1(1.20)10.951(0.96) 0田 130.56 1 30. 24 
18K353 331， 

1・''''

I SK 352 557 Aj'AK18 183 • 1 (0. 80) 1 1. 00 1 (0. 63) 61 130. 60 I 30. 35 

I SK 3631 558 AT18 182 明 .1(0.26)10.341(0.16) 0.14 130.26 I 29.94 
l|sS宙旧四開日6・2118山273，・S1凹臼276・四813・821岨叫139 

|皿叫 5印 AJ18 I E 明 aω68)!0.80 ! (0. 63) O. 67 130. 52 I 30. 35 
.164 

I SK 3551 572 AT18 182 百 aω23)1 (0. 20) 1 (0. 18) (0. 18) 130. 39 I 29. 95 
凶UIRSEKpm313丸S7小E・30川45771 ・・ S0M凹581 9・14 J ・200， 

|斑 3日 羽.!1.94 !(1.58)!1.01 (0田)131.161 30.17 

I SK 357 580 8Fl ISl .10.841(0.76)10.44 O. 36 130. 54 I 30. 15 

|斑 3田 587 ll! • !(0.46)! 0.58 !(0.28) O. 28 130. 66 1 30. 36 S0K8l2 03 

1 SK 359 589 AH四 ID III a I 0.94 1 0.38 10.20 .20 130.55 I 30.17 SE3， ， SP125 

|斑 360 59{) AG20 1田 III a I 0.9710.7310.55 O. 38 130. 62 1 30. 35 IS1421， SP215 8K041 

591 III a 1 1.66 I 1.22 1 1.43 0田 130.621 30叩
18日25，SP211 SmK0q2.8叩 032刑・08問0・100.168・

18K 362 592 AF'AG20 1 A III .田 10.4410.35 O. 18 130. 41 1 30. 16 ， SP017 

18K 363 593 AF20 182 III a 剖 10.621(0.68) 36 130. 52 1 30. 25 1， 8P01~ 

開計ti; 8Fl 182 III .田 1(0. 56) 1 O. 39 O. 33 130. 68 1 30. 57 
l -lSSKK4444ug 22SF214 

AF20 181 III a I 0.2810.2410.15 130. 72 1 30. 48 

ト団卜SSRKR 333 666 678 1EE 655 990唱9 1 
ABFFA-E-FA8BZG3GO 2l 0，tl lBn u 3 

ll! • !1.87 !(1.15) !1.43 (0.98) 130田 30.32

III a 1 0.8010.6210.38 34 131. 03 1 30. 75 
18K 369 602 配 3 IB1 III a 1 0.9210.7810.55 52 130. 99 1 30 181371 SP192 

1 SK 370 603 BC3 182 III .，(0.91)'0.95'(0.48) 35 131. 00 1 30. 61 SPOOl 

|皿 371 604 BC' ll! ，3!1.44 !(1.02)! 0.98 (0. 69) 131. 00 1 30. 72 
1406， SP199 

ISK 3. 606 BC3 181 羽.1 (0. 55) 1 (0. 32) 1 (0. 35) 24) 131. 12 1 30. 83 8K凹2.380

18K 373 608 配 3 IB2 羽 a 17) 1(0.48) 1(0. 65) 12) 131. 12 1 30. 86 SK372 

1 SK 374 61 BD2 182 明.1 (0. 42) 1 O. 54 1 (0. 09) 
0.16 130.86 33 00 2541 lI SSS KKH33977 874 ・・33 88 29 4・39128，・S40P10 9・5 405， 

|皿 375 613 回 IB3 III a 1 1.08 10.6910.60 0四 130.94

|田町 6151 BC・即 IA III aω 田)1 (0. 34) 1 (0. 77) (0.20) 131. 10 1 30.76 S4K1o1 l-1 

ISK 3. 616 BC2 182 • 1 (0. 82) 1 (0. 68) 1 O. 24 19 130. 92 1 30. 34 

l-l-l-l一SSSSKKKK43330878 0 225 • ・・ SSSSSKKKKK33333667775 4099，S333F787lL 1 l 90SP・11989l 
1 SK 378 61~ BD2 1 E 111 a 1(0.63)1 0.70 1(0.4~ 38) 130. 88 1 30. 37 

1 SK 379 611 B四 3 IB2 明.1 (1. 58) 1 (1. 08) 1 O. 86 72) 130. 87 1 30. 36 

1 SK 380 619 BC3 1 A III .11.351(0.81)1(1.06) 66) 131. 13 1 30. 82 

|斑 381 620 BC3 111 a 1 0.8610.6710.31 O. 24 131. 00 1 30. 42 

|斑 3田 623 BC2 11.11.241(0.69)10.36 0.23 130.89 1 30.62 1208 

1 SK 384 624 BC2・3.BD21B2 b 3! 08 " 60 130. 92 1 30. 33 SP194 

1 SK 385 627 BC2 1 Bl • 1 (0. 45) 1 (0. 70) 1 (0.... 22 130.79 1 30.36 ISI405 

SSSKKK333688328 ，S3P8l39・3178，S日目91
1 SK 386 628 BC2 IB2 a 1(0.66)1 0.68 41 22 130. 90 1 30. 64 

1 SK 387 629 BC田2 IB3 a 1(0.41)1 0.46 1(0.2~ 23 130. 88 1 30. 66 1置一8P百197F百百
1 SK 388 630 BB'BC3 I A 111 a 1(1.07)1 0.70 1(0.7~ 38 131. 03 1 30. 90 
18K 3剖 631 政"・3 IB1 a 1(0.801 0.74 ，6< .47 130，91 1 30.44 ， SP205 

【【【t33339999213011 l E 

a 

七凶情七SSKKKK3333 9799 95 61 ・・・ 344 900 59 3 .・ S岨P28 0 0 S凶SSH旧HKKK30308田7仁331，・・ 33S 98P 。8 19 3 

a 

1 SK 3941 636 BB3 1 E 111 a IU.45 1.62) 35 49) 131. 04 1 30. 57 ISK田3'36!!
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表 17 10 

遺構
仮遺番構号 グロッド名 形平面 種別

(n 標高(血) 亘夜固慌

番号 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端 )(切る} ((切られる)

|皿岨 723 
AF'AG20， 

E a 1. 57 
BF・田1

1. 26 (1. 05) 0.94 130.60 30.30 S23E630624，・0S2P393111 1 
32 6264 ・・

|盟副 724 BEDl1・22， E a (1町) 0.88 (0.88) 0.73 130.74 30.52 
181453 S4D36 l，t 

'254・

I SK 450 725 AF20 A E a 32 I 0.27 0.18 14 130.50 30.36 

トllSSSRKK444555213E11777222S6 7 
回BAEEFD1122・・022 ， 

A E a 0.30 I 0.26 0.12 。10
但也

30.22 
SSSKKD41L 2335 SR・044128，・S2P5241・444 

E a 1. 20 0.87 0.75 0.44 30.34 

|皿 454 730 BOl E a 0.98 0.66 0.81 0.39 130.72 30.41 ~p')')n ~Y1 

I SK 455 731 B02 10 E a .96) .32 (0.7] .96 130.70 30.51 8K181・435・452，

|皿4田 736 BAF 〈1B2G01， 明 a (2.66) 0.36 (1. 94) (0.10) 130.71 30.38 
231 

17・1

I SK 457 1004 AP15 IB2 E a 61 1 0.51 0.38 32 130.12 29.93 

I SK 458 1006 AP15 IB2 E a 28) ~. 27 (0.20) 15 130.10 29.98 18K485 

出i1007 AP15 IB3 
官官

a (0.31 1.07 

際303 130.40 29.88 l -lSSKK446611 ・462
1008 AP15 IB1 a .70) .22 .19 130.48 30.06 

I SK 461 1009 AP15 IB3 a 64 1.50 0.48 35 130.40 29.86 

時i101 AP16 IE 
官官

a 47) 1.78 1 (1. 27) 6( 130.44 30.00 SSKK4胡5721 

101: AP15 IB2 a 84) (0.441 間 130.08 29.86 

ISK岨4 101: AP15 IB2 E a 59 1.40 0.22 22 130.09 29.84 18K477， SP247 
ISK岨5 1014 AP15 IB2 E a 0.32 I 0.25 0.18 0.09 129.82 29.54 

ISK 466 1016 AP15 IB3 E a 28 I 0.25 0.14 13 129.90 29.72 

ト卜SSKR44 66 78 11 00 l18 ! 

AO・AP15 A E a ω34) 1 0.24 0.18 0.12 
担130L1100 部靖鵠zAO・AP15IB2 E a 73 1 0.58 0.35 28 

ISK岨g 1019 A015 IB2 a 19 1 0.18 0.10 10 130.12 29.94 

1 SK 470 
1100220 1 AA00115 5 

IBl E a 0.47 1 0.35 0.17 0.16 130.12 22 99. 9822 l1 SS KK448871 ・・44 98 32 • SP239 様?ISK 47 IA E a .50) 1 0.45 (0.38) .27 130.09 

ISK 4. 1022 AP15 IB3 VI a 62) 1 (0. 44) (0.45) 26) 130.14 29.91 ISP23B 

1 SK 473 
1100224 5 

AO・AP16IB2 E a 0.60 1 (0. 34) 10.36 (0.22) 130.10 29.82 ISK474 

1 SK 474 AO・AP15 A E a 46) 1 0.35 0.30 22 130.07 29.91 8K473 

|皿 476 1027 AA0P1155 ・・1166， E a 1. 25 0.64 0.87 0.31 130• 12 29.78 1245 ， SP242・244'品叩『唾凹

|皿 476 1030 A015 羽 a， c: (1. 49) (0.42) (1. 05) (0.23) 130.50 | 石掘2299 
• 
88 
6 
1 
181481・486，SP248・250

ISK 4. 1031 AP15 IBl E a 07 1 (0. 87) 0.69 56 130.01 29.89 

I SK 478 1035 AP15 IB2 官 a .52 1 (0. 26) 0.34 .20) 130.09 29.95 8K475 

1 SK 479 1036 AP15 |田 E a 0.56 1 0.42 0.23 0.23 129.95 29.68 

ISK 480 1037 A016 IB2 明 a 66) 1(0.14) (0.34) 06) 130.34 30.03 ISP246 

I SK 4811 1038 A015 IB2 E b 20 1 (0. 72) 0.94 0.60 130.13 29.92 i， SP248 
~巴4K岨4

旦
7
三
4
五
71
・笠
475

竺
. SP |斑岨2 1041 A015 明 a 0.89 (0.6ω 0.63 (0.50) |叩.08 29.913 

ISK岨3 1042 A015・16 A E b .06 1 (0. 48) 0.79 .26) 130.14 29.97 

ISK 484 1043 AN.A016 10 E a.b 1. 89 1 0.95 0.36 0.24 130.13 29.79 ISP495 

ISK 485 1046 AP15 IB2 E a 86) 1 (0. 73) 0.49 35 130.07 29.82 

ト
3SRR4488761E1100447 

8 
AA00115 

5 
IB2 a 3! I O.21l 0.13 0.10 

11-2390914 
0 部暗号 SSKK448769

・
448701

・481IBl a 62 I 0.76 0.28 26 

ISK岨8 1050 A015 IB2 E a 5' I 0.39 0.32 19 130.10 29.91 18K493 

間i1100552 
1 

AA00115 
6 

IBl a " 1 0.31 0.14 0.10 130.10 29.88 

182 a .2C I 0.27 (0.08) .10 130.09 29.88 

I SK 491 1054 A016 IB2 E a 62 I 0.55 (0.45) 36 130.08 29.80 181492 

ISK 492 1056 A016 A E a 0.213 I 0.20 0.10 0.08 130.03 29.90 
SS

弐

KKP44996299
1 

1 

|皿4田 1057 A015・16 E a 1. 62 (1. 30) 1. 58 1. 12 130.13 29.95 
7・488.

間昔 1060
AANN116 

6 
IE 百 a (0.51 1 (0. 41) 1 (0. 33) (0.22) 130.14 30.00 ISP251・495
IB2 E b .60) .30 .06 .84 130.14 29.84 ，SP251 

|皿 496 2001 AR14 I a 0.82 0.74 0.34 0.29 130.17 29.97 

ISK 497 2002 AS13 IE E a 18) 1(0.35) (0.90) 27) 130.13 29.99 

2005 AR14 E a 0.63 0.49 0.38 0.29 130.15 30.03 I~一79・ 2・ 80
叩 叫

ISK 4田 2007 AS13 IB2 E b .田}1 (0. 92) (0.69) .63) 130.18 29.98 

|盟国C 2006 AR.ASI4 E a 0.84 0.75 0.55 0.47 130.1B 

器障:ISK 50 2009 AS13 IB2 E a 41 1 0.39 0.26 24 130.17 

|皿 502 2010 AS13・14 E a 1. 31 0.79 1. 02 0.59 130.17 30.10 
1268・272・282

， SP267・

|皿 503 2011 AS.ATI3 E a 2.29 (0.96) 1. 14 (0.84) 130.12 29.88 
1278 

， SP260・SK497 
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百晶画、.司. -・喧~.甲・H、官酔~ .・・ー，

遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(m) 下端規模(血) 標高(血} 重複関係

番号 仮番号
グリッド名

土
面

別 )(切る) く(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

51{ 560 2106 AS'ATl3 A 羽 .. 1 0.66 0.33 0.42 0.12 29.71 29.4B 5K561 5K542・559，5P281
51{ 561 2107 AS'ATl3 B2 111 .. 1.04 0.89 0.59 0.50 29.76 29.46 SK542・549・560，SP281 

D 羽 aω.82) (0.29) 
5K564 51{504・546・547・549・550，

51{ 562 2108 ATl3 1. 82 0.56 29.73 29.34 5P259・274

51{ 563 21ω AS13・14 AIII .. 1(1.40) 1. 30 (1.26) 1. 16 30.01 29.66 
5K499・533・538・541・544・
551， SP290 

5K 564 2110 AT13 E 羽 a 1 (1. 85) (0.80) (1.49) (0.46) 30.07 29.70 51{521・527・546・550・562

5K 565 2111 A513 Bl 111 a 1. 31 0.85 0.79 0.66 30.24 29.40 
5K514・533・542，5P255・268・
282・292

51{ 566 2112 A514 A 羽 aω.47) (0.21) (0.30) (0. 16) 30.03 29.79 5K505・533・548・553

5K 567 3003 側8 B3 111 a 0.38 0.31 0.21 0.18 30.07 29.81 
5K 568 3004 凶B B2 11 a 0.27 0.27 0.14 0.13 30.06 29.85 
51{ 569 3006 団 B B3 司在 .. 1 0.30 (0.23) 0.20 (0.14) 30.07 29.88 
5K 570 3007 倒 -α8 B2 111 a 0.29 (0.17) 0.15 0.09 30.07 29.70 
SK 571 3010 α飽 B3 111 a (1. 35) (0.95) (0.72) (0.45) 30.08 29.45 5K577・586

51{ 572 3013 CK9 B2 111 .. (1. 24) (0.83) 0.68 0.45 30.24 29.69 5P305 5D4 

5K 573 3014 α8・9 B3 NI a 1. 14 0.94 0.47 0.44 30.16 29.56 SK579 

5K 574 3016 CK9 B2 111 a 0.39 0.30 0.26 0.18 30.16 29.98 
51{ 575 3017 CL8 B2 1 1 .. 0.18 0.18 0.10 0.09 30.11 29.95 
5K 576 3018 CL8 B2 11 a 0.20 0.18 0.13 0.09 30.10 29.97 
5K 577 3025 α飽 E 可証 aω60) (0.64) (0.50) (0.36) 30.09 29.65 5K571 

51{ 578 3026 C]9 E 羽 aω.36) (0.17) (0.19) (0.06) 30.18 29.94 
5K 579 3027 CK9 AIII a 1 (0. 22) 0.24 (0.15) 0.10 30.11 29.99 SK573 

5K 580 3028 CK9 A 羽 aω.28) (0.16) (0.18) (0. 11) 30.10 29.98 
SI{ 581 3030 姐B 82 111 .. ω.31) (0.24) 0.12 0.10 30.08 29.79 5P297 
5K 582 3031 CK9 81 111 a 0.26 (0.21) 0.09 0.09 30.15 29.67 5P300 
5K 583 3033 α飽 82 111 a 0.34 0.28 0.21 0.15 30.08 29.98 

SI{ 584 3034 側8 83 1 1 .. 0.26 0.25 0.16 0.14 30.05 29.94 
5K 585 3035 CK9 82 VI a 1 (0. 65) (0.10) (0.49) (0.05) 30.26 29.84 
5K 586 3036 。飽 82 羽 aω.31) (0.13) (0.21) (0.06) 30.26 29.74 S1{571 

5P 001 l BC3 CIII .. 1 0.64 0.49 0.49 0.32 31.18 30.42 SK370・399

5P 002 7 BEl 81 111 a 1. 36 0.83 0.24 0.20 31. 05 30.37 SK022・026・027 SK004 

SP∞s 10 BE1 83 111 a 0.73 0.61 0.40 0.31 31. 04 30.63 SK022・024・067・078・110

SP∞4 22 BEl C 羽 .. 1 (0. 76) (0.54) (0.76) (0.54) 30.80 30.34 SP039 SK014・020

SP 005 24 BD'BE1 82 11 b 1. 02 (0.82) 0.46 0.30 31. 06 30.75 SK021・025，SP021・038
SP 006 25 AE20 82 11 b 0.93 (0.85) (0.71) 0.32 31. 09 30.64 SK043・044，SP034 

SP 007 26 AF20 81 111 b 1. 41 1. 23 1.12 0.84 31. 06 30.71 
SK116'125・127・173・177・
24B・439，SP210・229・234

SP 008 27 BEl 82 ml b 1. 20 (1. 02) 1.06 (0.94) 31. 05 30.64 
SK020・022・026・045・049・
108'253・259

SP 009 28 BEl 82 11 b 1. 31 (1. 20) (0.90) 0.88 31.19 30.70 
SK011・034・045・062・079・
306， SP227 

SP 010 29 BFl 82 11 b 1.04 0.94 0.74 0.62 31.18 30.64 
SK035・036・051・116・167・
174・364・423，SP217 

SP 011 30 AF20， BFl 81 11 b 0.92 0.87 0.72 0.57 31.16 30.78 
SK040'116・366・448，SP049・
186・232

SP 012 33 BD2 82 1 1 .. 0.42 0.36 0.24 0.24 31.17 30.73 SK012・030

SP 013 36 AF20 A 1 1 b 0.63 0.62 0.47 0.44 31.12 30.82 
SK066・116・116・117・430，
SP047 

SP 014 37 BD.BE1 C 1 1 c2 0.46 (0.41) 0.33 (0.27) 30.78 
石30.50 SK006・018

掘30.45

SP 015 40 BF'BE1 B1 111 b 1. 05 (0.58) 0.38 (0.38) 31.15 30.66 SK011・046・260，SP221 

SP 016 56 AE20， Bl!l CIII a 1 (1. 06) 1. 00 (0.72) 0.70 30.94 30.4B 
SK025・044・071・111，SP019・SI{014 
020 

SP 017 74 AF20 CIII a 1 0.59 0.61 0.38 0.36 30.40 29.81 SK362・363 SK032 

SP 018 291 AJ18 C 1 1 .. 1 0.46 0.46 0.26 0.22 30.84 30.41 SK312・331・351，SP068・148
SP 019 83 AE20・Bl!lB1 11 a 0.53 0.51 0.22 0.19 30.90 30.43 SK044 SK026. SPO 16 

SP 020 84 BEl CIII .. 1 0.96 0.67 0.60 0.31 30.66 29.92 SK071・111 SI{014・020，SP016 
SP 021 88 BDl CIII a 1 0.62 0.15 0.23 0.18 30.67 30.24 SK021， SP005 

SP 022 89 BD1 B1 1 1 c2 0.52 (0.36) 0.34 (0.26) 30.49 
右30.39 SK023・048・066

掘30.32

SP 023 90 AG'A1I19 B1 VI b 0.97 (0.59) 0.24 0.20 31. 08 30.67 SK085・089・096，SP044 

SP 024 91 A1I19 B1 可証 b 1.08 (0.44) 0.56 (0. 19) 31.11 30.57 
SK095・099・102・335・336，
SP064 

SP 026 92 A1I.AI18 B1 羽 b ω.59) 0.6自 0.20 0.20 31. 06 30.63 SK103・160・188，SP074 
SP 026 93 AIl8 B1 111 b 0.82 0.72 0.36 0.25 31. 06 30.58 SK279・329，SP075 

SP 027 94 組 19・20 B1 11 b 0.92 0.92 0.36 0.20 31. 02 30.69 
SK082・136.147・165・166・
326， SP125・158

SP 028 95 A1I19 B1 11 b 0.86 0.81 0.26 0.22 31. 02 30.62 SD2， SK132， SP045・133・134
SP 029 96 AI19 B2 111 b 0.89 0.72 0.30 0.24 30.99 30.67 SD2， SK093・186

SP 030 97 AIl9 B3 11 b 0.74 0.74 0.26 0.22 30.97 30.71 
SK158・201・214.418・440，
SP131 

SP 031 98 A1I20 B3 1在 b 0.79 (0.5ω 0.34 (0. 18) 31. 09 30.67 SE3， SK091 • 348 
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表20 遺構観察表 (13)

遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(血) 下端規模(m) 標高(m) 重複関係

番号 仮番号
グリ ッド名

土
面 .8IJ >(切る) <(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SP 032 99 AH20 B2 VI b 0.72 (0.60) 0.27 (0.18) 31. 06 30.74 SK356 

SP 033 100 AIl9 A 1 1 b (0.67) 0.66 0.26 (0.22) 30.98 30.67 SK094・161
SP 034 105 AE20 CII1 a 1 0.68 0.67 (0.38) 0.34 30.54 30.09 SK044 SP006 

SP 035 106 BD1 CII1 a 0.58 0.41 0.29 0.21 30.63 30.27 SK021 
SP 036 109 BE1 B3 111 a 0.62 0.52 0.30 0.27 30.53 30.19 SK045， SP039 
SP 037 112 BE1 B2 11 a 0.53 0.49 0.29 0.26 30.46 30.07 SK045・259
SP 038 113 BE1 CII1 a 0.58 0.35 (0.28) 0.14 30.71 30.37 SK071 SK021. SP005 

SP 039 114 BEl CII1 a (0.50) 0.42 0.25 0.21 30.61 30.15 SK073 SK020， SP004・036
AE'AF20， 

(1. 12) 
SK053・062・113・180・256 SK0l7・060

SP 040 115 BE.BFl 
C 羽 b 1.43 0.67 0.46 30.85 29.85 

SP 041 148 
AHI9'20， 

DII1 B， c3 (1. 41) 1. 22 (0.66) 0.49 31. 10 
石30.50SK094・164・200・202・268・ SK058 

AIl9・20 掘30.39278・356，SP213 
SP 042 150 AH19 C 羽 a 1 0.86 (0.68) 0.60 0.43 30.7日 30.27 SKI07・135・221，SP175 SK056 

CII1 
石30.10SD2，SK143・229・356 SK058 

SP 043 157 AH19 c2 1. 21 0.98 0.51 0.46 30.82 
掘39.05

SP 044 160 AG.AH19 B3 111 a 0.98 0.66 0.73 0.46 30.70 30.15 SK085 SK089， SP023 

SP 045 161 AH19 CII1 a 1 0.91 0.8日 0.37 0.30 30.79 30.21 
SD2・SK132・281・327，SP133・SP028 
172 

SP 046 176 BE1 CII1 a 1 0.84 0.53 0.48 0.31 30.69 30.14 SK020・049

SP 047 181 AF20 B2 111 c2 0.66 0.47 0.50 0.25 30.83 
石30.37SK115・116・126・430 SK066， SP013 
掘30.25

SP 048 184 BEl Bl 11 a 0.58 0.53 0.31 0.26 30.84 30.20 SK072・250 SK011 

SP 049 189 BF1 C 1 1 a 1 0.43 0.38 0.18 0.15 30.68 30.10 SK364・448 SK116， SPOll 
SP 050 201 AH18'19 CII1 a 1 0.80 0.45 0.27 0.26 30.80 30.30 SK162・188

SP 051 204 AI'AJI8 B2 111 b 1. 14 0.94 0.78 0.58 30.94 30.55 
SD2，SKI96・198・216・322・
337.SP072・073・160

SP 052 213 AH19 CII1 c2 1. 09 0.64 0.45 0.41 30.51 29.95 SK138 SK095 

SP 053 221 AH19 B3 111 a (0.92) 0.72 (0.48) 0.29 30.82 30.03 SP060 SK095 

SP 054 237 AH19 CII1 a 1 1.04 (0.68) 0.60 (0.27) 30.63 30.20 
SK335・336，SP126・129 SK056・095・ω9・102・138，

SP024 

SP 055 241 AG19 CII1 。2 0.77 0.50 0.46 0.36 30.48 
石30.24SP069 SK042・089・ω6・153
据30.19

SP 056 243 AH19 CII1 a 1 0.72 0.54 0.41 0.22 30.72 30.47 SD2，SK280・327 SK134・144・163
SP 057 244 AH19 C 1 1 a 1 0.42 0.40 0.24 0.21 30.62 30.10 SP058・ω7 SK139・144
SP 05自 245 AH19 B3 111 a 0.56 0.42 0.32 0.23 30.71 30.28 SK163 SK139・144，SP057

SP 059 247 AH19 CII1 c2 0.94 0.60 0.42 0.29 30.53 
石30.12SD2.SP080 SK058・092
据30.03

SP 060 248 AH18'19 C 羽 a 1 0.94 0.59 0.42 0.29 30.57 30.09 SK095， SP053 
SP 061 253 AG20 C 1 1 a 1 0.31 0.28 0.16 0.14 30.68 30.31 SK361・425 SKI00 
SP 062 258 BEl CII1 a 1 0.60 0.53 0.24 0.14 30.42 30.02 SK004・020・070・071・166
SP 063 259 A1!'AF20 C I 1 a 1 0.50 0.50 0.26 0.23 30.57 30.13 SK178・180・437 SK053 

SP 064 270 BD1'2 AII1 a 1(0.46) 0.46 (0.35) 0.28 30.78 30.60 SP081.220 SK181， SXl 
SP 065 276 AI19 CII1 a 1 0.67 0.50 0.34 0.28 30.65 29.96 SK3∞・424，SP212

SK263・264・292・311・339・ SK194 
SP 066 283 AJ'AKI8 Bl 111 b 1. 08 (0.98) 0.26 0.16 30.84 30.43 349・354，SP119・139・156・

164・173
SP 067 284 AK18 CII1 a 1 0.48 0.40 0.10 0.10 30.83 30.53 SK262・263・349・350・352

SP 068 292 AJ18 B2 11 b 1. 06 1. 01 0.63 0.59 30.83 30.47 
SK272・287・288・312・319・ SP018 
331・345・351・353，SPI48

SP 069 296 AG19 B2 111 c2 (0.64) 0.55 (0.45) 0.33 30.51 
石30.26 SK042・087・098・104・153，
掘30.14 SP055 

SP 070 302 AI19 CII1 a 1 0.64 0.52 0.26 0.23 30.80 30.33 SD2，SK265・318・440 SK141・186
SP 071 311 AI19 CII1 a 1 0.40 0.31 0.20 0.14 30.66 30.26 SK203・301・315・424 SK151 

SP 072 314 AI'AJI8 C I 1 a 1 0.72 (0.65) 0.43 0.39 30.82 30.48 
SK216・219・231・271・322・ SP051 
337， SP162， SP160 

SP 073 316 AI'AJI8 CII1 a 1 0.70 0.48 0.32 0.28 30.65 30.28 SD2，SK274・291 SK196・198，SP051 

SP 074 
320 

AH・AIl8 CII1 c2 0.79 (0.76) 0.25 0.22 30.65 
石30.18SK428， SP075 SKI03・160，SP025 

688 掘30.12

SP 075 
321 

AIl8 C 羽 c2 (1. 56) (0.90) (0.84) (0.64) 30.76 
石30.50SK190・358・428 SKI03・320，SP026・074・082

678 掘30.27

SP 076 324 AI18'19 C 1 1 a 1 0.92 0.85 0.24 0.22 30.78 29.91 SD2，SK218・279・316，SP096 SK214 
SP 077 331 AJ19 CII1 a 1 0.52 0.38 0.30 0.24 30.60 29.85 
SP 07自 344 AJ18 CII1 a 1(0.46) 0.37 0.14 0.13 30.40 29.91 SK297 SK227 

SP 079 345 AJ18 C I 1 a 1(0.47) 0.47 0.22 (0.13) 30.52 30.12 SK212 

SP 080 348 AH19 CII1 a 1 0.46 (0.42) 0.30 (0.28) 30.79 30.44 SD2，SPI70 SK092， SPOli9 
SP 081 369 BD2 CII1 a 1 0.61 0.60 0.41 0.36 30.67 30.21 SK455， SP220 SK181， SP064， SXl 
SP 082 211 AI18'19 B2 11 c2 1. 02 0.93 0.65 0.58 30.70 30.43 SK136・189・190・358，SP075 SKI03 
SP 083 383 AI19 CII1 a 1 0.42 0.38 0.14 0.14 30.68 30.24 SK268 SK094・164・278
SP 084 387 AJ18 CII1 a I 0.61 0.56 0.26 0.26 30.66 29.90 SK332， SP093 SK212・228，SP084 
SP 085 388 AH19 C I 1 a 1 0.29 0.27 0.15 0.14 30.56 30.19 SK2自3 SK132 

SP 086 392 AJ18'19 CII1 a 1(0.67) 0.58 0.24 0.17 30.80 29.72 SK302・313 SK224 

SP 087 393 AJ18・19 cln c2 0.79 0.58 0.20 0.18 30.37 | 石掘32 0 1 6 SK224 
9.92 
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遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(m) 下端規模(血) 標高(血} 重複関係

番号 仮番号
グリッド名

土
面

別 )(切る) く(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SP 088 394 AJ18 CIIT .. I 0.41 0.33 0.21 0.20 30.50 29.93 5K297 

5P 089 397 AJ18 B3 ITI c2 0.64 0.39 0.47 0.26 30.42 
石30.37SP130 
掴30.26

5Pωo 398 AJ18 CIIT a I 0.35 0.32 0.18 0.14 30.30 30.09 
SPω1 399 AJ18 CIIT a I 0.30 0.26 0.14 0.13 30.32 29.95 
SPωz 4∞ AJ18 CIIT .. I 0.27 0.23 0.15 0.11 30.35 30.12 

SPωs 401 AJ18 B1 1 I c2 ω.47) 0.47 0.29 0.25 30.39 
石30.12 SK212. 228， SP084 
掴30.05

SPω4 405 AJ18 CIIT c2 0.82 0.68 0.34 0.30 30.64 
石30.02SK331・347・355 SK137・226

掘29.98

SPω5 412 AJ18 C I 1 c3 0.58 0.53 0.43 0.26 30.53 30.10 SK286・331，SP118 SK212 

SPω6 413 AIl8 CIIT .. I 0.73 0.63 0.45 0.37 30.66 30.41 
SK279・316・328・344，SP103' SK218， SP076 
117・142・136

SPω7 415 AH19 CIIT a I 0.51 0.36 0.18 0.15 30.75 30.07 SD2 SK139・144，SP057 
SP卯8 419 AH19 C I 1 .. I 0.25 0.24 0.14 0.14 30.62 30.46 5K221 SK106・135

SPω9 336 AH'AI19 C I 1 b 0.79 (0.74) 0.40 0.35 30.70 
石30.55SK222 SK139・156・157

掴30.37

5P 100 424 AF20 C I 1 a I 0.52 0.50 0.28 0.26 30.46 30.25 SK439， SP229 SK113・127・172・178

SP 101 435 AI18 CIIT a I 0.91 0.48 0.37 0.34 30.63 29.83 SK329， SP1l7 SK218・279

SP 102 436 AIl8 CIIT a I 0.89 0.64 0.25 0.20 30.74 29.97 5K321・329 SK279 

SP 103 437 AIl8 CIIT a I 0.44 0.34 0.19 0.17 30.63 29.98 SK316・328，SP136・142 SK218， SP096 
SP 104 440 AH19 C I 1 a I 0.31 0.28 0.18 0.16 30.50 30.23 SK159 
5P 105 441 AJ18 CIIT a I 0.56 0.49 0.24 0.22 30.55 29.77 SP1l4 SD2， SK274 
5P 106 444 AI19 C I 1 a I 0.51 0.50 (0.18) 0.18 30.52 30.22 SP155 SK215・261・277

SP 107 451 AJ18 C I 1 a I 0.43 0.39 0.29 0.24 30.38 29.80 SK297 

SP 108 452 AIl8 CIIT a I 0.11 0.54 0.36 0.34 30.51 30.04 SP120・121・122 SK219・293

AG19・20， SK082・147・294
SP 109 454 

AH19' 20 
C I 1 a I 0.42 0.42 0.29 0.25 30.51 30.19 

SP 110 458 BEl・2 CIIT a I 1. 21 0.87 0.43 0.42 31. 02 30.10 
SKOO9・013・250・253・257・
308・324

SP 111 459 AJ19 C 司直 a I 0.11 (0.48) 0.61 (0.26) 30.80 30.36 SK270 
SP 112 461 AI19 CIIT a I 0.49 0.30 (0.16) 0.12 30.61 30.34 SK418・424・440 SK150・158・201

SP 113 463 Blll CIIT a I 0.46 0.31 0.26 0.24 30.51 30.09 
SP 114 466 AJ18 CIIT a I 0.37 0.30 0.23 0.21 30.37 29.96 SD2， SPI05 

SP 115 470 AI19 CIIT a I 0.67 0.64 0.32 0.24 30.62 30.22 
SK418 SK150・158・207・215・277・

289 

SP 116 473 AI18・19 C I 1 a I 0.60 0.55 0.40 0.36 30.57 29.93 SK330・333 SK133・214・289

SP 117 478 AIl8 B2 ITI c2 0.57 0.39 0.41 0.23 30.50 
石30.20SK329・344 SK218.279. SP096・101
掘30.09

SP 118 571 AJ18 CIIT a I 0.56 0.44 0.26 0.23 30.34 30.06 SP178 SK286・331，SP095 
SP 119 482 AK18 C I 1 a I 0.64 0.55 0.48 0.43 30.49 29.83 SK263・311，SP066 
SP 120 484 AI'AJ18 CIIT aω76) 0.49 (0.17) 0.16 30.70 30.09 SK332， SP151 SK219・228・293，SPI08 
SP 121 487 AIl8 C I 1 a 1(0.15) 0.30 0.09 0.17 30.46 30.05 SP122 SK293， SPI08 
SP 122 488 AIl8 CIIT a 1(0.31) 0.42 (0.29) 0.29 30.42 30.08 SK219・293，SPI08 .121 

SP 123 489 AJ18 CIIT c2 0.75 0.52 0.38 0.37 30.36 
石29.83SK354， SP156・163 SK217・264・296・298・311

掘29.76
SP 124 490 AJ18 C I 1 a I 0.41 0.40 0.17 0.16 30.61 29.93 SK297 

SP 125 492 AH19・20 CIIT a I 1. 39 1. 16 0.36 0.30 30.86 29.94 SD2， SK326・338・359，SP158 SE3， SK057・135・317，SP027
SP 126 494 AH19 clm a I 0.42 0.38 0.28 0.27 30.43 30.10 SK066・099・138，SP064 

SP 127 497 AJ18 B2 1 I c2 0.53 0.52 0.25 0.22 30.79 
石30.29SK339・354，SP132 SK194・264・298・299

掘30.14
SP 128 499 AI'AJ19 CIIT a I 0.29 0.24 0.20 0.16 30.40 30.06 SK300 

SP 129 500 AH19 C I 1 a I 0.36 0.36 0.25 0.23 30.30 30.06 SK099・284，SP054 

SP 130 601 AJ19 EIIT c2 0.46 0.36 0.27 0.20 30.46 
石30.32 SP089 

掘30.22

SP 131 502 AI18・19 C I 1 a I 0.49 0.41 0.30 0.28 30.66 29.93 SD2 SK214， SP030 
SP 132 607 AJ18 CIIT a I 0.49 0.36 0.30 0.24 30.30 30.04 SK339・354 SK264・296・298，SP127 
SP 133 508 AH19 C I 1 c3 0.66 0.62 0.39 0.39 30.77 30.02 SD2 SK132. 229， SP028・045

SP 134 Eω AH19 C I 1 c2 0.51 0.46 0.29 0.26 30.76 
右30.60SD2 SK132. 229， SP028 
掘30.53

SP 135 513 AI18 CIIT a I 0.53 0.45 0.21 0.21 30.74 30.11 SK321 SK216・218・328

SP 136 614 AI18 CIIT a I 0.58 0.47 0.20 0.20 30.66 29.98 SK328， SP142 SK214・218・316，SP096・103
SP 137 515 AIl9 CIIT a I 0.62 0.52 0.18 0.18 30.66 30.18 SK418・424，SP155 SK150・215

SP 138 516 AI19 CIIT a I 0.36 0.30 0.20 0.17 30.42 29.98 SK418 SK207・214・330

SP 139 617 AJ18 CIIT a I 0.66 0.46 0.17 0.14 30.84 29.94 SK339・349・354，SP164 SK193・194，SP066 
SP 140 519 AI'AJ19 C I 1 a I 0.40 0.36 0.23 0.22 30.57 30.00 SK191・314

SP 141 521 AJ17 C 司直 aω31) 0.51 (0.20) 0.27 30.37 29.87 SK290 

SP 142 522 AIl8 CIIT c2 (0.84) 0.67 0.41 0.36 30.58 
石30.29SK344 SK214・218・309・328.SPω6・
姻30.16 103.136 

SP 143 626 AJ18 C I 1 a I 0.37 0.33 0.26 0.24 30.35 30.11 SK286 
SP 144 527 AJ18 C I 1 a I 0.47 0.44 (0.29) 0.27 30.31 29.99 SK288・312

SP 146 530 AJ.AK18 CIIT aω32) 0.29 (0.16) 0.15 30.30 30.07 SK319 
SP 146 531 AK18 C I 1 .. I 0.32 0.30 0.18 0.18 30.41 30.13 SP157 SK263・311
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表22 遺構観察表(15)

遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(血) 下端規模(m) 標高(m) 重複関係

番号 仮番号
グリ ッド名

土
面 .8IJ >(切る) <(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SP 147 533 AJ18 CIII a 0.38 0.32 0.18 0.17 30.51 30.13 SK286 

SP 148 534 AJ18 62 1 I a 0.39 0.39 0.17 0.16 30.37 29.89 SK351・353 SK287・331，SP018・68
SP 149 536 AJ18 CIII a 0.35 0.26 0.22 0.18 30.38 30.16 SK227 

SP 150 537 AJ18 C I 1 a 0.24 0.24 0.10 0.09 30.41 29.94 SP159 SK285 

SP 151 540 AI'AJI8 C I 1 a 0.29 0.28 0.13 0.13 30.38 30.03 SK219・293・332，SP120

SP 152 541 AI'AJI8 CIII c3 (1.25) 0.89 0.54 0.31 30.66 
SPI60 SK212・219・228・231・271・

29.97 
273・322・337，SP072 

SP 153 543 AJ18 A I 1 a 0.28 0.28 0.17 0.16 30.40 30.33 SK208・213・286・28目

SP 154 544 AJ'AK18 C I 1 a 0.38 0.38 0.26 0.25 30.33 29.88 SK342 SK262・319

SP 155 545 AIl9 CIII 02 (0.69) 0.43 0.31 0.24 30.50 
石30.21 SK215・261・300，SP106・137
掘30.11

SK217・224・264・276・292・

SP 156 546 AJ18'19 C 羽 a (1.45) (0.84) (0.38) (0.14) 30.58 29.90 296・311・339・354，SP066・
173・123・163

SP 157 547 AK18 C I 1 a (0.21) 0.28 (0.12) 0.15 30.44 30.07 SK263， SP146 
SP 158 548 AH20 CIII a 0.78 (0.44) 0.49 (0.32) 30.62 30.26 S02 SK326， SP027・125
SP 159 550 AJ18 CIII a 0.41 0.36 0.25 0.20 30.45 29.89 SK285・299，SP150 

SP 160 551 AI'AJI8 B3 11 I c2 0.99 0.68 0.66 0.44 30.54 
石30.34 S02， SK216・271・322・337，
揖30.21 SP051・072・152

SP 161 554 AIl8 CIII 0.70 0.52 0.25 0.23 30.57 29.96 
SK205・216.219・231・273・

a 
321 

SP 162 559 AIl8 C I 1 a 0.24 0.21 0.11 0.09 30.44 30.26 SK216・231

SP 163 561 AJ18 CIII a (0.34) 0.25 0.22 0.15 30.37 29.70 SP156 SK264・296・298・354，SP123 
SP 164 562 AJ18 CIII a (0.31) 0.31 (0.16) 0.16 30.41 29.95 SK194・354，SP066' 139 

SP 165 563 AIl9 C 1m 。2 0.82 0.74 0.64 0.51 30.67 
石30.53SK440， SP177 S02， SK158.186 
据30.42

SP 166 564 AIl9 C I 1 a 0.54 0.50 0.28 0.24 30.68 30.01 S02， SK136 

SP 167 
565 

AIl9 CIII 1. 01 0.66 0.64 0.34 30.60 30.08 
SK092・093・164・210・422，

682 
a 

SP168 

SP 168 566 AIl9 CIII a (0.49) 0.50 0.36 0.26 30.62 30.34 SK422， SP167 S02， SK092・093・210
SP 169 567 AIl9 CIII a 0.69 0.46 0.28 0.22 30.44 30.04 S02， SK093・157・199
SP 170 568 AH19 CIII a 0.36 0.28 0.23 (0.15) 30.54 30.06 S02， SK092， SP080 
SP 171 569 AH19 CIII a 0.31 0.23 0.14 0.11 30.53 30.21 SK134・327，SP056
SP 172 570 AH19 C I 1 a 0.28 0.26 0.17 0.16 30.41 30.21 SK132・134・327，SP045
SP 173 481 AJ18 A I 1 a 0.30 0.26 0.08 0.08 30.43 30.12 SP156 SK311・292，SP066 
SP 174 573 AH19 CIII a 0.66 0.44 0.40 0.24 30.47 30.12 S02， SKI06・132・317
SP 175 574 AH19 CIII a 0.64 0.44 0.16 0.16 30.70 30.13 SK135・221，SP042 
SP 176 575 AG19・20 CIII a (0.51) 0.46 (0.41) 0.28 30.61 30.38 SK082・149・242

SP 177 576 AIl9 CIII a 0.63 0.52 0.40 0.37 30.56 29.98 SK440 SK158 '186， SP165 
SP 178 577 AJ18 C I 1 a 0.38 0.38 0.26 0.21 30.37 29.88 SK213・286・312・331，SP118 
SP 179 581 BFl C I 1 a 0.32 0.30 0.22 0.20 30.45 30.09 SK011・034・046

SP 180 582 BD'BEl B3 111 a (0.58) 0.56 (0.36) 0.34 30.60 30.30 SK021・061・069・075・166

SP 181 583 BDl CIII c2 (0.86) 0.60 (0.44) 0.40 31. 01 
石30.66SP223・224 SK023・170・238，SXl
掘30.32

SP 182 584 BD1 C IVI a (0.61) 0.52 (0.21) 0.29 30.87 30.46 SK445 

SP 183 585 BD2 回 1 I a (0.41) 0.46 (0.35) 0.31 30.76 30.43 SK012・030・063・064

SP 184 586 回・斑2 C 羽 a (0.46) 0.57 (0.20) 0.37 31. 12 30.77 SK179 

SP 186 594 BF1 CIII a (0.61) (0.54) 0.39 0.32 30.69 30.66 SP217・233 SK051・052・116・119・175

SP 186 596 BFl CIII a (0.42) 0.34 (0.28) 0.19 30.65 30.4晶 SK448 SK116， SP011 
SP 187 600 AF20 CIII a 0.53 0.40 0.26 0.25 30.58 29.98 SK041 

SP 188 606 BC3 C I 1 a 0.60 0.59 0.35 (0.28) 30.98 30.36 SP193 SK373 

SP 189 607 BC2・3 CIII 1. 14 0.77 0.39 0.27 30.91 30.15 
SK379・386・398・405・406・

a 41O，SP196 

SP 190 609 BD2 CIII a (0.62) (0.64) (0.28) (0.33) 30.88 30.33 SK378， SP191・202
SP 191 610 BC.B02 C IVI a (0.99) (0.70) 0.38 0.31 30.90 30.50 SK378・386・387，SP197・202 SP190 

SP 192 612 BC3 CIII a 0.61 0.38 0.33 0.20 30.97 30.66 SK369・371・406・407・413

SP 193 614 BC3 CIII 0.94 0.78 0.53 0.42 30.99 30.58 
SK393・398・403・413・ SK373， SP188 

a 
415，SP205 

SP 194 622 BC2 C IV a 1. 08 0.85 0.30 0.30 30.92 30.13 SK384・389・400・401 SK375 

SP 195 625 BD2 C I 1 a 0.24 0.22 0.14 0.13 30.65 30.31 SK374・378・382

SP 196 626 BC3 CIII a 0.64 0.33 0.31 0.21 30.68 30.30 SK379， SP189 
SP 197 643 BC2 CIII a 0.80 0.53 (0.54) 0.38 30.90 30.47 SK383・386・387，SP191
SP 198 644 BC2 C IlV a (0.70) 0.49 (0.57) 0.52 30.83 30.26 SP208 SK386 

SP 199 648 BC3 CIII a 0.38 (0.28) 0.23 (0.21) 30.67 30.42 SK371・381・395

SP 200 652 BC3 C 羽 a 0.92 (0.52) (0.58) (0.18) 30.90 30.39 SK416 SK380・381・390・395・407

SP 201 655 BC2 CIII a 0.62 0.65 0.38 0.27 30.75 30.36 SK414 SK383・400

SP 202 666 BD2 C IVI a (0.61) (0.44) (0.27) (0.22) 30.76 30.21 SP190・191

SP 203 657 BB'配3 CIII a 0.46 0.36 0.26 0.20 30.77 30.43 SK003・399

SP 204 660 回2 CIII a 0.36 0.28 0.13 0.12 30.78 30.28 SK412 SKOOl・016・397

SP 206 665 BC3 CIII a 0.34 0.27 0.24 0.16 30.68 30.4品 SK389・398，SP193 
SP 206 666 BC3 CIII a (0.40) 0.38 (0.20) 0.18 30.75 30.4晶 SK406・410・413

SP 207 667 BC3 C 羽 03 (0.34) (0.54) (0.14) 0.22 30.93 30.58 SK415 SK002・372・373・407・413

SP 20自 668 BC2 CIII a 0.97 0.66 0.65 0.35 30.74 30.32 SK383・386・414，SP198
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遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(m) 下端規模(血) 標高(血} 重複関係

番号 仮番号
グリッド名

土
面

別 )(切る) く(切られる)
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SP 209 671 BC3 CIIT a 1 0.22 0.18 0.13 0.10 30.74 30.43 SK002・380・407

SP 210 673 AF20 CIIT a 1 0.90 0.66 0.45 0.36 30.76 30.35 
SK430・442 SK116・125・126・127・177・

248， SP007 
SP 211 675 AG20 C 1 1 a 1 0.27 0.25 0.13 0.12 30.67 30.26 SK028・032・361
SP 212 679 AI19 C 司直 a 1 1. 14 (0.71) (0.29) 0.56 30.84 30.42 SK424 SK187・300・314・315，SP065
SP 213 680 AI19 B3 ITI .. ω.70) (0.49) (0.32) (0.34) 30.80 30.22 SK094・142・278，SP041 
SP 214 691 AF20 C 1 1 c3 0.59 0.58 0.32 0.32 30.72 30.41 SK451 SK115・117・122・123・365

SP 215 692 AG20 CIIT .. 1 1. 42 1. 10 0.41 0.36 30.56 30.16 
SK02自・041・047・080・083・
240・360・420・421

SP 216 696 AE20 C 1 1 a 1 0.60 0.53 0.53 0.26 30.76 30.24 SK437・439 SK010'039・113・127・180
SP 217 697 BF1 CIIT .. 1 0.80 0.54 0.67 0.40 30.68 30.62 SK051・052・423，SP010.185 
SP 218 700 BD2 CIII .. 1 0.54 0.47 0.30 0.27 30.69 30.21 
SP 219 702 BD2 CIIT a 1 0.46 0.38 0.20 0.19 30.76 30.41 
SP 220 706 BDl・2 CIIT .. 1 1. 18 1. 02 0.27 0.24 30.81 29.98 SK454・455 SK181' 235， SP064・081，SXl 
SP 221 713 BE.町1 CIII .. 1 0.52 0.48 0.36 0.28 30.56 30.16 SK0l1'034・046・260，SP015
SP 222 714 BD1 CIIT a 1(1.52) 0.96 (0.51) (0.52) 30.66 30.24 SP228 SK021・023・068・074
SP 223 715 BD1 CIII ..11.00 (0.73) 0.79 (0.56) 30.67 30.36 SK447 SK005， SP181・224
SP 224 716 BDl CIII .. 1 0.45 0.16 0.18 0.16 30.66 30.29 SP223 SP181，SX1 
SP 225 718 BD1・2 CIIT aω.61) (0.56) (0.42) 0.35 30.64 30.38 SK171 

SP 226 721 BFl C 1 1 .. 1 0.55 (0.47) 0.22 0.20 30.79 30.06 SK448・456・SP231 SK116・119・176，SP233 
SP 227 722 BE.町1 B3 111 .. ω.93) 0.67 (0.76) 0.52 30.63 30.29 SK034・062・306，SP009 
SP 228 729 BD1 CIIT a 1 0.80 (0.46) 0.21 0.19 30.73 30.14 SK023， SP222 

SP 229 732 AF20 CIII .. 1 0.64 0.51 0.29 0.26 30.50 29.98 
SK113・127・173・177・439，
SP007・100

SP 230 733 AF20 C 1 1 .. 1 0.40 0.36 0.20 0.18 30.30 30.14 SK037・444
SP 231 734 BF1 C"在 .. 1(1. 13) (0.4ω (0.23) (0. 12) 30.72 30.13 SK456 SK076・116・431，SP226 
SP 232 736 AF20 CIIT a 1 0.75 0.63 0.53 0.40 30.36 30.08 SK367・448 SK065・366，SP011 
SP 233 737 BF1 B1 111 .. 0.69 0.60 0.45 0.40 30.70 29.98 SK448， SP226 SK076・116・119・175，SP185
SP 234 738 AF20 B2 VI .. ω.18) 0.80 0.34 0.30 30.53 29.13 SK128・177・246，SP007 
SP 235 1005 AP15 CIIT a 1 0.32 0.26 0.24 0.21 30.13 29.96 SK462 

SP 236 1010 A015 CIIT c2 0.80 0.53 0.58 0.34 30.14 
石29.87SK41l・482，SP250 
掘29.82

SP 237 1015 AP15 CIII .. 1 0.28 0.24 O. 11 (0.09) 29.89 29.56 

SP 238 1023 AP15 AIII .. 1 0.28 (0.22) 0.18 0.15 30.05 29.80 SK472 

SP 239 1026 A015 C 1 1 aω.25) 0.24 0.26 0.11 30.10 30.01 SK493 SK470 

SP 240 1028 A015 C 1 1 .. 1 0.52 0.47 0.27 0.22 30.11 29.83 SK482・493，SP244 
SP 241 1029 A015 B3 111 .. 0.10 0.55 0.51 0.37 30.13 29.84 SP243 
SP 242 1032 A015 C 1 1 a 1 0.25 0.24 0.08 0.08 29.79 29.58 SK468'475 
SP 243 1033 A0l5 CIII .. 1 0.58 0.44 0.16 0.14 30.16 29.82 SK481， SP241 
SP 244 1034 A015 CIII a 1(0.37) 0.40 0.14 0.13 30.10 29.80 SK482・488・493 SK475， SP240 

A015・16，
a 1(0.26) (0.60) (0.26) (0.28) 

SK475 
SP 245 1039 

AP15・16 C 羽 30.50 29.71 

SP 246 1040 A015・16 B3 1 1 .. 0.95 0.84 0.48 0.40 30.13 29.11 SK493 SK480 

SP 247 1045 AP15 B3 111 a 0.60 0.41 0.42 0.30 29.96 29.60 SK464 

SP 248 1049 A016 C 1 1 aω.40) (0.38) 0.19 0.18 29.94 29.72 SK476・481・486
SP 249 1053 A0l6 AIII .. 1 0.48 0.34 0.37 0.22 30.09 29.87 
SP 250 1055 A015 C 司直 aω51) (0.33) (0.18) 0.25 30.28 29.90 SK476， SP236 
SP 261 1069 AN16 01 1 a 1 0.41 (0.36) 0.13 0.11 30.13 29.86 SP495 SK494 

SP 252 2003 AS14 C 1 1 .. 1 0.56 0.51 0.37 0.33 30.16 29.87 SK533・553 SK500.518 

SP 253 2004 AR14 CIII aω.53) 0.44 (0.43) 0.29 30.20 29.84 SK624.537・646.648， SP279 SK498， SP264 
SP 264 2006 AR14 C 1 1 a 1 0.49 0.48 0.37 0.36 30.17 29.64 SK537・540・548，SP279・288 SK498 
SP 255 2012 AS13 C 可証 aω.52) (0.52) (0.40) (0.38) 30.62 29.78 SK542・565，SP258 SK516 

SP 266 2013 AT13 C 1 1 .. 1 0.46 0.43 0.30 0.26 30.13 29.64 
SK634・643・649，SP271・277・
283 

SP 257 2014 AT13 CIII aω.22) 0.31 (0.12) 0.21 30.37 29.70 SK636 • 647， SP260・284
SP 268 2017 AS'AT13 CIIT .. 1 0.66 0.64 0.47 0.38 30.14 29.82 SK542， SP275 SP255 

SP 259 2021 AT13 CIIT a 1 0.51 0.43 (0.32) 0.30 30.10 29.82 
SK504・536・550・534・562，
SP274 

SP 260 2022 AT13 C 羽 .. 1(0.62) (0.19) (0.48) (0. 13) 30.27 29.61 SK547， SP278・284・285 SK503， SP251 
SP 261 2023 AT13 C 1 1 a 1 0.33 (0.26) 0.18 0.18 29.90 29.57 SK504， SP274 
SP 262 2025 AS14 B2 1在 aω.68) (0.48) (0.35) (0.29) 30.46 29.88 SK518・533 SK505・508
SP 263 2028 CB12 CIII .. 1 0.47 0.44 0.23 0.17 30.12 29.79 SK522 
SP 264 2030 AR14 C IVI aω35) (0.10) (0.23) (0.05) 30.31 30.06 SK524・548，SP253 
SP 265 2032 CA12 CIII .. 1 0.47 0.36 0.35 0.24 30.13 29.91 

SP 266 2033 CA13 CIII .. 1 0.39 0.30 0.18 0.12 30.16 29.92 
SP 267 2034 AS13 C 1 1 a 1 0.50 0.41 0.37 0.36 30.13 29.76 SP26自・272 SK502 

SP 268 2035 AS13 B2 111 .. ω.58) 0.54 0.29 0.25 30.15 29.47 
SK528・529・533・542・565， SK502， SP261 
SP282 

SP 269 2042 CB12 B3 111 .. ω.32) 0.36 (0.21) 0.20 30.10 29.67 SK511 

SP 270 2043 CB12 CIII a 1 0.37 0.30 0.18 0.14 30.11 29.85 
SP 271 2048 AT13 C 1 1 a 1 0.53 (0.24) (0.33) (0. 10) 30.60 29.80 SP277 SK5l1， SP256 

SP 272 2051 AS13 CIII .. 1(0.46) 0.43 (0.12) 0.14 30.15 29.70 SK533・544，SP282 SK502， SP261 
SP 273 2054 AT13 o IVI a 1(1. 28) (0.50) (1. 14) (0.33) 29.86 29.58 SK509 



表24 遺構観察表 (17)

遺構 遺構 埋
平

種 上端規模(血) 下端規模(m) 標高(m)

番号 仮番号
グリ ッド名

土
面 .8IJ 
形 長軸短軸 長軸短軸 上端 下端

SP 274 2055 ATl3 C 1 1 a 0.28 0.26 0.16 0.16 29.92 29.79 

SP 275 2056 AS'ATl3 C 1 1 a 0.31 0.28 0.25 0.22 30.12 29.76 
SP 276 2059 AS14 CIII a 0.56 0.38 0.29 0.18 30.03 29.73 
SP 277 2060 ATl3 C 羽 a 0.87 (0.55) 0.42 (0.10) 30.25 29.56 
SP 278 2064 ATl3 C IIV a (0.77) (0.46) (0.63) (0.35) 29.94 29.71 
SP 279 2065 AR14 B3 111 a 0.60 0.55 (0.39) 0.30 30.14 29.82 
SP 280 2066 AR'AS14 CIII a 0.36 0.26 0.16 0.10 30.12 29.90 

SP 281 2070 ATl3 C IIV a 0.80 (0.60) 0.53 0.30 30.10 29.72 

SP 282 2072 AS13 DIII a 1. 21 0.97 0.80 0.50 30.10 29.49 
SP 283 2078 ATl3 C IVI a 0.62 0.40 0.48 0.20 30.16 29.59 

SP 284 2081 ATl3 C 1 1 a (0.47) 0.43 0.34 0.30 30.12 29.72 

SP 285 2083 ATl3 CIII a (0.50) 0.44 0.28 0.22 29.96 29.52 
SP 286 2087 AR14 CIII a (0.71) (0.68) (0.36) 0.37 30.13 29.79 
SP 287 2090 AR14 CIII a (0.28) 0.26 0.15 0.13 29.79 29.61 
SP 288 2094 AR14 CIII a 0.30 0.20 0.10 (0.09) 29.77 29.61 
SP 289 2097 AS13・14 CIII a 0.53 0.44 0.26 0.22 29.69 29.50 

SP 290 2098 AS13・14 CIII a 0.60 0.43 0.36 0.26 29.74 29.55 
SP 291 2099 AR14 C 羽 a (0.50) (0.32) (0.40) (0.29) 30.12 29.82 
SP 292 2104 AS13 CIII a 0.48 0.40 0.21 0.20 29.71 29.23 

SP 293 3001 α8 A 1 1 c2 0.28 0.28 0.22 0.20 30.05 
石30.02
揖29.97

SP 294 3002 側B CIII a 0.37 0.30 0.19 0.13 30.04 29.85 
SP 295 3005 CM・印8 A 1 1 a 0.27 0.26 0.14 (0.11) 30.05 29.77 
SP 296 3008 CM8 B2 111 a 0.30 0.24 0.18 0.18 30.09 29.87 

SP 297 3009 α8 CIII c3 (0.36) 0.29 (0.27) 0.19 30.09 
石30.00
掘29.91

SP 298 3011 CL8 C 1 1 a 0.24 0.23 (0.16) 0.17 30.09 29.80 
SP 299 3012 CL8・9 C 1 1 a 0.20 0.20 0.11 0.10 30.13 29.90 
SP 300 3015 αg C 1 1 a 0.47 0.43 0.20 0.18 30.16 29.79 
SP 301 3019 α7 C IV c3 0.39 (0.30) 0.28 (0.16) 30.06 29.95 
SP 302 3021 α9 CIII a (0.60) 0.49 0.36 0.36 30.15 29.84 
SP 303 3022 α9 C IVI a 0.40 (0. 17) (0.23) (0.05) 30.29 29.90 

SP 304 3023 α8 CIII a (0.27) (0.32) (0.15) (0.16) 30.16 29.87 

SP 305 3024 α9 CIII a (0.46) 0.33 0.22 0.11 30.13 29.66 
SP 306 3029 CK8・9 CIII a (0.26) 0.27 0.16 0.15 30.16 29.84 
SP 307 3032 α8 B2 111 a 0.43 0.35 0.29 0.22 30.08 29.93 
SP 308 3037 CL.αs C IVI a (0.45) (0.14) (0.37) (0.10) 30.28 29.72 
SP 309 3038 α9 B3 VI a (0.29) (0. 11) (0.13) (0.04) 30.09 29.72 

SX 1 178 BDl・2 A 羽 b 2.70 (2.35) 2.26 (2.35) 30.88 30.69 

凡例

埋土 A単層、 Bl水平堆積、B2中央が凹む堆積、 B3片側に堆積が偏る、 c柱痕跡がある

平面形 I円形、 E楕円形、 E方形、 W長方形、 V不定形、羽不明
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重複関係

>(切る) <(切られる)

SK562， SP261 SK504， SP259 
SK542・543 SP258 
SK544 SK510・518

SK534・549，SP283 SK517， SP256・271
SK547， SP285 SK503， SP260 
SK537・545・548 SK498・515，SP253・254
SK548 SK498 
SK542・543・549・560・561， SK516・517
SP283 

SK533・544・565 SK502・529・542，SP268・272
SK543・549 SK516・517，SP256・277・281
SK547・552，SP285 SP257・260
SK547 SP260・278・284

SP287・291 SK496・537・545
SK496・506・539・545，SP286 
SK548， SP254 
SK533・538

SK563 SK533 
SK496・545，SP286 

SK565 SK533・542

SK581 

SK582， SP302 

SP300 

SP306 
SK672 

SP304 

SK120・170・171・181・232・ SK007・008・023
233・234・235・238・434・
464，SP064・081'181・220・
224 

種jjfJ "構造物を持たないもの、 b多数の礎を含むもの、 c意図的に磁を並べるもの (c1穫を壁際に置く、 c2磁を底面に置く、 c3離を埋土上部に置く)

複数の種別が当てはまる場合は、併記した。

下端標高 「石」は底面に置かれた磯上面、 『掘」は掘方を示す.

重複関係調査所見の切り合い関係を示し、出土遺物の年代による変更は敢えて行っていない。
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表25 遺物観察表(1 ) 

挿 図
掲載

産地・材質 器種 時期、分類名
出土地点 口径 底径・ 標高

備考
図 版

番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番
号 号

1土師器 皿 M3類(B2c類) SD2 (11. 2) 6.7 2.8 外面底部板目E痕、外面体部1段tr'、内 77 13 
面底部一方向すデ後体部横行.

2土師器 不明 S回 胎土・焼成が土師器皿と類似 77 12 

3東濃型山茶碗類 山茶碗 明和1号業式頃 SD2 台(5.3) 外面底部墨書、外面底部板巨圧痕、内面 77 
底部静止摘すr'

4東潰型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式 SD2 (12.6) 台(4.6) 4.3 穴の聞いた底部に円盤(内外面回転糸 77 
切痕)を貼付、内面底部静止指tr'，内面

摩滅

5東漫型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式 SD2 (13.7) 台(3.5) 3.6 内面日綾部から体部にかけて自然勅 77 

新段階

6東灘型山茶碗類 山茶碗 大畑大痢4号無式 SD2 (12.7) 台(4.6) 4.0 内面底部静止指ナテ・ 77 
新段階

7東潰型山茶碗類 山茶碗 大綱東l号様式 SD2 (12.2) 台(3.9) 4.2 穴の開いた底部に円盤を貼付、内商摩滅 77 

自東謙型山茶碗類 山茶碗 大綱東1号様式 SD2 (12.5) 台(4.2) 3.5 穴の聞いた底部に円盤を貼付、内外面口 77 
縁部から体部にかけて多数の敵打痕

9東灘型山茶碗類 山茶碗 太洞東1号窯式 SD2 (12.8) 台(4.2) 3.8 穴の聞いた底部に円盤を貼付 77 

10東議型山茶碗類 山茶碗 脇之島3号窯式 S回 4.6 外商体部ロタ盲目顕著、内商摩滅 77 

11東漫型山茶碗類 小皿 明和1号紫式 SD2 7.4 4.4 1.3 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 77 
底部静止摘すヂ、内面摩滅

12東灘型山茶碗類 小皿 太畑大痢4号無式 SD2 (9.6) 3.0 0.9 外面底部昼書、外面底部板冒圧痕、内面 77 16 
新段階 底部静止指すヂ、内面摩滅

13東議型山茶碗類 小皿 大綱東l号無式 SD2 (7.9) 5.3 0.9 目録端部煤付着 77 

14東漫型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号窯式 SD2 7.7 6.1 1.0 外面底部墨痕、外面底部板目圧痕、内面 77 
底部静止指tr'、内面摩滅

15東灘型山茶碗類 小皿 脇之島3号窯式 SD2 (8.5) 6.3 1.1 内面底部静止7ずなし、内面摩滅 77 

16尾張型山茶碗類 片口鉢 第Eか9型式 SD2~K106 台(8.9) 外商体部下半1;1'，、内面蔽打痕 77 

(瀬戸産)

17常滑産陶器 費 第68型式 SD2+SK418 77 16 

18瀬戸美浪産陶器 宜縁大皿 古瀬戸後 I期 SD2~1t358 体部上方から内面にかけて灰舶ハケ塗り 77 17 

19瀬戸美浪盛陶器 梅瓶 古瀬戸中 I期かE S回 外商体部に印花文、灰軸 77 18 
期

20石器 繍羽口 SD2 砂岩製、長さ (7.2)個、幅9.1咽、厚さ 77 23 
9.6園、羽口厚1.8~4. 9個、羽口径2.9咽

21銭貨 至道元寅 北宋、初鋳995年 SD宮 77 24 

22量皇賞 皇宗通費 北朱、初鋳1038年 S回 *書 77 24 

23銭貸 照寧元寅 北宋、初僻1068年 SD2 真書 77 24 

24銭貨 大観週寅 北衆、初鋳1107年 SD宮 77 24 

25東潰型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号窯式 SK072 8.0 5.1 1.4 外商底部墨書、外商底部板目庄痕、内函 78 
底部静止指tT'、内面摩滅

26金属製品 和釘 SK072 長さ{自.5)個、幅1.2咽、厚さ1.2個、上半 78 24 
欠損

27東濃型山茶碗類 小皿 明和Hま窯式 SK259 (8.2) 4.6 1.3 外面底部屋書、外面底部板目圧痕、内面 78 
底部静止指すテ¥内面摩滅

28金属製品 和釘 SK259 長さ(5.9)園、幅0.7圏、厚さ0.7園、両端 78 24 
欠損

29金属製品 和釘 SK259 長さ(8.5)個、幅0.7咽、厚さ0.9個、両端 78 24 
欠損

30土師韓基 皿 Bl類 SK278 8.2 4.6 2.3 外面体部横tT'、内面底部方向tT'後体 78 13 
都機t';'

31銭貨 明道元賓 北宋、初鋳1032年 SK278 *書 78 24 

32銭貨 皇宗通貨 北宋、初鋳1038年 SK278 真書 78 24 

33銭貨 治平週寅 ~~宋、初飾1064年 SK278 *'書 78 24 

M 量量貨 元祐通貨 北朱、初鋳1086年 SK278 行書 78 24 

35銭貸 元祐通費 北宋、初鋳1086年 SK278 行書 78 24 

36士師韓基 皿 M3類(B2c類) Slt495 (11. 7) 6.6 2.9 外面体部1段ナヂ、内面底部 方向ナデ後 78 
体部横行.
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表26遺物観察表 (2) 

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

37東漫型山茶碗類 山茶碗 大畑大潮4号窯式 51(496 台6.1 内面底部静止指tr'、内面摩滅 78 

拘束漫型山茶碗類 小皿 明和l号様式 SK495 8.0 5.0 1.3 外商底部板目圧古量、内面底部静止指ナデ、 78 14 

内面摩滅

39東lJI型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号紫式 51(495 8.8 4.7 1.3 内面底部静止ナデ、内面摩滅 78 14 

40土師器 皿 143類 (B2.. 類) 51(366 (12.0) 6.2 3.2 外面体部1段t'r、内面体部横ナデ 78 

41土師器 皿 間類(B28類) 回l366+SK426 12.3 7.8 3.5 外面体部1段ナヂ、内面体部横ナデ 78 13 

42土師器 皿 143類 (B28類) SI(366 11.3 8.0 3.4 外面体部 段ナヂ、内面摩耗のため調整 78 

不明

43土師器 皿 143類 (B2c類) SI(366 11.8 外面体部1段tr'、内面体部横ナデ 78 

44土師岩手 伊勢型鍋 A4か5類 SK366 目録端部の折り返しはやや型車〈、端商が 78 12 

内.する

45東渡型山茶碗類 山茶碗 明和1号無式 51(366 4.9 内面底部静止指tT' 78 

46IJ1(濃型山茶碗類 山茶碗 明和1号無式 SI(366 (14.1) 台 (6.2) 6.4 内面底部静止指tr'、内面摩滅 78 

47東漫型山茶碗類 小皿 白土原l号織式 SK366 (8.2) 4.1 1.5 外商底部板目庄痕、内面底部静止すテ¥内 78 
面摩滅

48東漫型山茶碗類 小皿 明和1号無式 SI(366 7.8 4.2 1.6 外面底部板固正痕、内面底部静止すT、内 78 

商摩滅

491J1(j量型山茶碗類 小皿 大畑大洞4号窯式 SI(366 8.1 6.0 1.4 外面底部板目庄痕、内面底部静止すT、内 78 
面摩滅

50土師器 皿 辺類か悶類 SK367 11.7 6.0 3.3 外面体部1段ty.、内面体部横ナデ、器壁厚 78 
(B2c類) し、

51土師器 皿 回創造E噸 SI(367 11.8 7.9 2.7 外面体部1段tT'、内面底部一方向ナヂ後 78 

(B28t1唱2c類} 体部検ty.

52士師勝 皿 143類 (A2b類) SI(367 7.9 5.3 1.8 外面体部1段tT'、内面底部方向行.後 78 13 
体部横行.

53土師器 伊勢型鍋 A5量袖民願 SK367 口縁部端商が上を向く、器壁薄い 78 12 

54東漫型山茶碗薮 山茶碗 浅間黛下1号紫式市当 SI(367 内面摩滅 78 

丸石3号無式

55東11型山茶碗類 山茶碗 明和1号無式 SI(367 台5.4 外面底部板目圧痕、内面底部静止指すず 78 

56東海型山茶碗類 山茶碗 明和l号無式 SK367 (14.1) 5.2 5.5 内面底部静止すす.、内商摩滅 78 14 

57東議型山茶碗薮 山茶碗 大畑大綱4号縁式 SI(367 台4.8 外面底部板目正痕、内面底部静止指ナデ、 78 

内面摩滅

関東11型山茶碗類 小皿 明和1号窯式 SI(367 (8.5) 5.3 1.4 内面底部静止す<;. 78 

59常滑車陶器 費 第68型式 SK367 78 16 

6()土師器 皿 C2類 SI(003 7.2 4.1 1.7 外面無調整、口i録端部に煤付着 79 13 

61士師韓 皿 D類4型式 SI(003 内面一方向すず 79 

62土師器 皿 ロダ冒調整皿3類 SK003 (8.0) 3.1 2.3 u?冒調整、外商底部に回転糸切痕 79 

63美S量産陶器 柳茶碗 登録第8-11小期 SK003 内外面灰軸 79 

64美浪産陶器 掴絵皿 登窯第7小期 SI(003 12.5 台5.5 3.3 高台を除き灰紬 79 19 

65美渡麗陶器 小瓶 登窯第10か11小期 SK003 4.8 灰軸地に呉須絵 79 21 

66甑戸産陶器 半1同 登録第10か11小期 SI(003 口縁端部が内外に張り出す、内外面柿紬 79 

67常滑産陶器 火鉢 18世紀 SI(003 8.8 内面体部から口縁部にかけて板すず 79 21 

回常滑車陶器 費 19世紀 SK003 外商偉部上半板状工具によるすテ¥内面 79 21 

体部上半指頭庄痕

69土師器 皿 C2類 S防 09 (8.2) 1.6 外面無調整、内面摩耗 79 

70士師勝 皿 D類4型式 SI(509 (5.5) 3.4 1.0 内外面無調整 79 

71土師器 $~p? D6類 SK509 (38.1) 外商偉部上半部tr'と指押え、体部下半 79 12 
部州.，、口縁部内側横刈、内面体部下半ナ
ず

72美S量産陶器 天目茶碗 登窯第5か6小期 SI(509 9.4 台4.7 5.3 削り出し荷台、荷台周辺を除き鉄紺 79 20 
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表27遺物観察表(3 ) 

挿 図
掲載

産地・材質 器種 時期、分類名
出土地点 口径 底径・ 標高

備考
図 版

番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番
号 号

73瀬戸産陶器 碗 登窯第制、期 8K609 (10.7) 台4.6 6.2 削り出し高台、内面及ぴ高台周辺を除き 79 20 
灰軸

74瀬戸車陶器 碗 登織第10か11小期 81¥509 (12.8) 台4.6 6.3 高台周辺を除き灰軸 79 20 

75頼戸産陶器 碗 登窯第10か11小期 SK509 (13.6) 内外面灰軸 79 

76美潰産陶器 柳茶碗 登窯第9小期 8K609 12.2 台4.3 6.8 高台周辺を除き灰軸 79 20 

77美調量産陶器 電動呑 霊織第10か11小期 81¥509 (9.4) 台3.3 5.8 高台周辺を除き灰軸 80 20 

78瀬戸産陶器 せんじ 登窯第8小期 SK509 (9.6) 台4.0 6.0 高台周辺を除き灰紬 80 20 

79美書量産陶器 輸花皿 登窯第7小期 8K609 12.0 台6.6 2.7 高台端部を除き全面灰粕 80 20 

80美調量産陶器 摺絵皿 登織第5小期 81¥509 台(7.2) 外商高台周辺露胎、内面透明軸 80 

81瀬戸産陶器 梅文皿 登窯第8小期 SK509 台4.1 高台周辺を除き灰紬 80 

82瀬戸産陶器 練鉢 登窯第制、期 8K609 内外面灰粕 80 

83瀬戸産陶器 練鉢 登窮第10か11小期 81¥509 台12.7 付高台、底部外商に団子げ圧痕、高台周 80 20 
辺を除き灰軸

畠4英語量産陶器 .盟 登窯第7小期 SK509 3.2 長さ(8.4)個、幅2.8咽、平面形は長円形、 80 20 

底部外面に板目痕、底部外商を除き灰
紬、摺絵

85瀬戸産陶器 指鉢 登織第6泊中j、期 81¥509 内外商鉄軸 80 

自由美書量産陶器 耳付水注 登窯第6方、7小期 SK509 3.3 台4.8 6.3 高台周辺を除き飴紬 80 20 

87美極量産陶器 錆利徳利 塁窯第8-11小期 8K609 (3.1) 内外面口縁部錆粕 80 

88美潰直陶器 舟徳荊I 塁禦第8-11小期 81¥509 (3.9) 内外商柿軸 80 

89瀬戸産陶器 香炉 登窯第8-11小期 SK509 台7.4 付高台の可能性あり、内面及び高台周辺 80 20 

を除き鉄軸

901S1l前産磁器 碗 近世 8K509 台4.3 外面体部青磁納、内面と高台内透明軸 80 

91肥前産磁器 碗 近世 81¥509 台 (3.9) 外商体部に呉須絵、全面透明利 80 

92常滑産陶器 くど 18世紀後半 SK509+SP273 (30.5) 20.6 26.5 内外面上半板状工具によるナヂ、不整楕円形 80 20 

の窓都(高さ (14.9)圏、幅21.2岨)に板
状工具の7デ、内外面煤が部分的に付着

93半製品 土鈴 81¥509 長さ(3.3)園、幅4.7団、穿孔径0.3咽 80 22 

94土製品 加工円盤 SK509 瓦を転用、長さ5.0岨、幅5.。岨、側面に磨 80 22 

痕

95土製品 士錘 8K509 長さ4.8園、小径0.6園、大径1.0個、孔径 80 22 
0.3m 

96瀬戸美護産陶器 小碗 霊窯第1111、期 8K033 (9.1) 台 (3.4) 4.1 外商体部に蝶、全面透明紬 81 20 

97瀬戸産陶器 揺鉢 墾織第11小期 SK033 内外面鉄軸 81 

98瀬戸産陶器 士瓶 登窯第11小期 SK033+撹乱 外面底部周辺を除き鉄舶、内面灰粕 81 
(AJI8.19) 

99瀬戸産陶器 灯明皿 霊窯第11小期 8K033 (10.2) 3.8 5.7 外商底部周辺を除き灰軸、口縁部被勲 81 

100 瀬戸美調量産陶器 端反碗 登織第l11J、期 SK033 (9.1) 2.9 摘み径3.3個、天井部内面に帯、口緑内面 81 20 
(蓋) に縁摘き、全面透明軸

101 瀬戸美諸量産陶器 筒形湯呑 登窯第10か11小期 SK033 (6.5) 台(2.9) 6.4 陰刻.rミ、全面透明細 81 20 

102 瀬戸美濃産陶器 小杯 近代 8K033+SK080 (6.6) 2.6 3.4 外商体部に銘、外面知A青磁で他は透明 81 

紬

103 常滑産陶器 鉢 19世紀 SK033 内面煤付着 81 

104 常滑産陶器 火鉢か 19世紀 SK033 15.6 81 

106 瓦 8K033 瓦当に押印 81 

106 瓦 SK033 瓦当厚1.5個、周縁厚1.1個、周縁高0.5岨 81 22 

107 瓦 SK033 瓦当厚1.8個、瓦当に押印 81 22 

108 瓦 8K033 瓦当厚1.3園、周縁厚1.2園、周縁高0.6 81 
園、瓦当に押印
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表28遺物観察表 (4) 

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

109 石器 砥石 51(033 誕灰岩豊臣、長さ (9.2)園、幅(6.7)司、厚さ 81 23 
(1. 0)四

110 調置戸産陶器 摺鉢 登窯第10小期 SK093 15.5 外面体部から底部にかけて回転々削り 81 20 
調整、指目ー単位18本、内面体部上方に

「大I押印、全面鉄紺

111 土師器 事7P? J6類 51(093 外面体部上半部t'rと指押え、体部下半 82 12 
部似.，、口縁部内側横川、内面体部下半ナ
ず

112 調E戸美漫産陶器 端反碗 登議第11小期 51(105 手描き(体部外面に楕円区画と蛇行線、 82 
目録内函に縁摘き)

113 首置戸産陶器 刷毛H皿 登窯第11小期 51(106 (13.0) 台 (6.8) 3.6 白化粧土を施した後に時日状工具で県 82 20 
旋状の文様、全面透明勅、口縁部被熱

114 瀬戸産陶器 片口 登窯第11小期 SK093 内外商灰鞘 82 

115 調111"産陶器 錬鉢 登議第11小期 SI(093 内外面灰紺、折返口縁が体部と密着、日 82 
縁部以下に録軸掛け流し

116 瀬戸産陶器 土瓶 整窯第10か11小期 SI(093 (8.3) 口縁部を除き内外面鉄紺、把手欠損後の 82 
使用痕あり

117 瀬戸美濃産陶器 水滴 登集第10か11小期 SK105 長さ (5.5)岨、幅(5.3)岨、底部内外商に 82 20 
布目痕、型押しによるけザ

118 甑戸美書量産陶器 行平(董) 近代 SI(093 (18.9) 内外面灰紺 82 

119 瀬戸産陶器 織部蓋 幕末~明治 S1(033+S1(106 (18.2) 3.6 摘み径6.4園、摘み部及び内面白縁部を 82 20 
除き長石紺

120 瀬戸美調量産陶器 書量呑 近代 SK093 (10.7) 全面透明鞘、手摘き〔内外面体部に竹) 82 

121 甑戸美書量産陶器 湯呑 近代 S1(033+S1(105 (8.8) 台 (3.4) 4.6 手描き(体部外面に竹、体部下端に脹描 82 20 
き)、全面透明軸

122 瀬戸美濃産陶器 筒形湯呑 近代 S1(106+S1(093 (7.4) 台3.4 6.3 陰刻.n、全面透明勅 82 20 

123 瀬戸美語量産陶器 小皿 近代 SK093 11.0 台6.9 2.3 手摘き(見込み葡萄・蝶々)、全面透明鞘、 82 20 
内外面被熱痕

124 瀬戸美濠産陶器 猪口 近代 S1(105+S1(093 (9.6) 手描き(口緑内面に縁描き}、全面透明軸 82 

125 瀬戸美話量産陶器 灯明皿 近代 SI(093 (10.7) 3.5 2.2 内面体部被熱痕 82 

126 瀬戸美語量産陶器 端反碗{蓋} 登窯第11小期 SK093 (9.2) 2.7 摘み径(3.8)圏、天井郁内面に『口明口 82 20 
制」銘、口緑内面に雷文、全面透明細、外

面被熱痕

127 肥前産磁器 丸碗 近代か SI(105 (11.8) 台4.8 5.7 手描き・ダミ、底裏に角由宮、外面体部のみ 82 20 
脅磁勅で他は透明利

128 肥前産磁器 丸硫 近世 SK093 (10.0) 台4.0 7.4 見込みに環状の松竹梅文、口J縁内面に緑 82 20 
描き、体部下端に腹描き、全面透明舶、内

面体部被熱痕

129 肥前産磁器 丸碗 近代 SI(093 (10.2) 台 (3.8) 5.7 手描き(外面体部に竹、見込みに環状の 82 20 
松竹梅文、口縁内面に困方棒文)、全面透
明鞘

130 肥前産磁器 端反碗 近代か SK093 (10.3) 台 (4.0) 5.6 手描き(口緑内面に縁描き、体部下端に 自2
腹摘き)、全面透明利

131 肥前産磁器 筒形湯呑 近世か SI(093 台 (4.7) 体部呉須絵、全面透明利 82 

132 瓦 SK105 瓦当厚1.5団、周縁厚1.1司、周縁高0.6咽 82 22 

133 土師器 皿 lA:l類(不明) SP004 自.4 4.2 1.5 外面体部1段行¥内面休部横ナデ 自3

134 士師韓 皿 lA:l類か'Y4!願(不明) SP004+SK021 6.9 4.3 1.3 外面体部1段t>r、内面底部一方向す:;'後 83 13 
体部横ナデ

135 土師器 皿 lA:l類(A20類) SK331 7.8 4.3 1.8 外商偉部1段tr'、内面体部横ナデ 83 13 

136 土師器 皿 M噸 (A20類) SI(066 8.2 5.6 1.3 外面体部l段すテ¥内面休部横ナデ 83 13 

137 士師繕 皿 lA:l類(，1，20類) SK373 7.8 5.9 1.2 外面体部1段t>r、内面底部無網整、体部 83 
機すず

138 土師器 皿 lA:l類(A20類) 認255 (7.η 4.2 1.6 外商偉部1段tr'，内面底部方向すテ.後 83 
体部横行.

139 土師器 皿 lA:l類(A2d類) SI(063 (8.0) 4.3 1.8 外面倖部l段行¥内面底部方向すヂ後 83 
体部横ナデ

140 士師韓基 皿 Y3類 (A2d類) B地点 I屑 (8.5) 4.9 1.6 外面体部1段t>r、内面底部一方向すヂ後 83 
体部横ナデ

141 土師器 皿 lA:l類(A2d類) A015m層 8.0 2.1 外商偉部1段tr'，内面底部方向すテ.後 83 
横t>r

142 土師器 皿 lA:l類(A2d類) B地点東壁 8.2 4.5 1.7 外面体部l段すヂ、内面休部横ナデ 83 
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表29遺物観察表 (5) 

挿 図
掲載

産地・材質 器種 時期、分類名
出土地点 口径 底径・ 標高

備考
図 版

番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番
号 号

143 土師器 皿 M3類(A2d類) A015m層 (8.2) 4.7 1.7 外面体部1段ナヂ、内面底部 方向ナテ.後 83 
体部横ナデ

144 土師器 皿 M3類仏2.類) 5P016 (7.7) 5.3 1.0 外面体部l段ナヂ、内面底部 方向ナヂ後 83 
体部横t'j'

145 土師器 皿 M3類(B2a類) 51¥047 (11.5) 6.0 2.6 外面体部1段ナヂ、内面体部横行. 83 

146 土師器 皿 M3頬(B2c類) B地点東壁 (12.4) 3.8 2.9 外面底部似'9、外面体部1段t'j'、内面底 83 
部一方向ナテ.後横ナデ

147 土師器 皿 M3類(B2c類) 51¥023 12.2 7.6 3.2 外商体部l段ナヂ、内函体部横t1' 83 

148 土師器 皿 M3類(B2c類) 51¥'似8 (11.7) 4.6 2.9 外面体部1段ナテ¥内面体部横tT"、器壁厚 83 
b、

149 土師器 皿 M3類(B2c類) 51¥255 (12.4) 6.0 2.7 外面体部1段ナヂ、内面底部一方向ナテ.後 83 
横fヂ

150 土師器 皿 M3類(B2c類) 5P016 11. 5 6.0 3.2 外商体部l段ナヂ 83 

151 土師器 皿 M3領(B2c類) 51¥178 (11.9) 7.0 2.9 外面体部1段ナヂ、内面体部横行. 83 

162 土師韓基 皿 M3類(B2c類) 51¥180 11.5 7.2 3.7 外面体部1段ナヂ、内面体部横t'T 83 13 

153 土師器 皿 M3領(B2c類) 51¥361 11. 7 外商体部 段ナヂ、内面摩耗のため調盤 83 
不明

154 土師器 皿 M3額(B2c額) 51¥379 12.0 6.8 3.7 外面体部1段ナテ¥内面底部 方向ナテ.後 83 
体部検ナl'

166 土師韓基 皿 M3類かM~顕(B2c類) 51¥099 (12.7) 3.2 3.6 外面体部1段ナヂ、内面体部横行場 83 

156 土師器 皿 M3類かM4類(B2c類) !t乱(AJl9) (11. 8) 2.8 外商体部l段ナヂ、内函体部横tr' 83 

157 土師器 皿 A2類 5P074+5P075+ 内外面口縁部横ナデ、内面体部品色有機 83 13 
51¥103 物付着

158 土師掛 皿 A3類 5P070 台(8.0) 体部直線的、内外面体部t'j' 83 13 

159 土師器 皿 Bl類 51¥212 (11. 7) 6.2 2.4 外商指頭庄痕、内面体部横行. 83 

160 土師器 皿 Bl額 51¥235 (10.2) 4.0 2.1 外面体部指頭圧痕、内面底部方向すT' 83 
後体部横行.

161 土師器 皿 Bl類 5P155 (17.1) 11.2 3.2 外面底部指頭圧痕・板目圧痕、体部横ナ 83 
ヂ、内面底部一方向ナデ後に体部横行.

162 土師器 皿 B2a類 AIl8m層 外商口縁部横行¥内面底部から口縁部 83 13 
にかけて横tT"

163 土師器 皿 B2b類 SI¥094 (11.5) 6.1 2.0 外面体部指頭圧痕、内面体部横行. 83 13 

164 土師掛 皿 B類かC類 5K509 (8.8) 5.0 2.2 摩滅により陶整不明 83 

165 土師器 皿 Cl類 51¥331 8.5 4.8 1.8 外商体部指頭庄痕、内面底部に三方向ナ 84 13 
ヂ後に体部から口縁部にかけて横丹.、

口縁端部に煤付着

166 土問掛 皿 Cl類 5K006 8.0 4.4 2.3 外面底部指頭圧痕、内面底体部 方向ナ 84 
T' 

167 土師器 皿 Cl類 51¥071 8.7 5.5 1.9 外商体部指頭庄痕、内面底部無調整 84 

168 土師器 皿 Cl類 SI¥139 8.3 5.2 2.2 外面体部指頭圧痕残る、内面調整不明 84 

169 土師韓基 皿 Cl類 SP133 (7.0) 1.5 1.8 外面底部内Y状1;::凹む、ロ縁錨部に煤付 84 
着

170 土師器 皿 Cl類 51¥077 7.0 4.1 1.2 外商指頭庄痕残 84 

171 土師器 皿 Cl類 SI¥121 8.8 4.5 1.7 外面体部指頭圧痕、口i縁端部に媒付着 84 13 

172 土師韓基 皿 Cl類 SK029 7.2 2.9 1.6 外面体部指頭圧痕、口i縁錨部に煤付着 84 

173 土師器 皿 Cl類 51¥136 10.1 4.8 2.4 外商体部指頭庄痕、内面底部方向t'T 84 13 

174 土師器 皿 Cl類 SP023 (9.6) 5.1 1.4 外面体部指頭圧痕、内面底部一方向すT' 84 

175 士師韓基 皿 C2類 SK495 (7.8) 3.4 1.1 外面無網整、内面底体部 方向t7" 84 

176 土師器 皿 C2類 51¥020 (6.8) 2.9 1.2 内外商無調整、口j縁端部に煤付着 84 

177 土師器 皿 C2類 撹乱(AJl9) (6.5) 4.0 1.3 内外面無調整 84 

178 士師韓基 皿 C2類 SK356 6.4 2.0 1.6 内外面無調整 84 13 
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表30遺物観察表 (6) 

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

179 土師器 皿 C2類 5P053 6.7 4.1 1.6 外面無調整、内面底体部不定方向tr' 84 13 

180 土師器 皿 C2類 5P133 6.8 3.8 1.5 外商無調整、底部板目圧痕、内面底部三 84 13 
方向7デ後体部横行.

181 土師器 皿 C2類 51047 6.7 3.7 1.7 外面無調整、内面体部一方向tr' 84 

182 土師器 皿 C2類 1Il乱(BE1) 5.0 3.0 2.0 外面無調整、内面底部ー方向tr. 84 

183 土師器 皿 C2類 5P044 5.8 2.5 1.5 外商無調整、内面底部から体部にかけて 84 
不定方向w、口縁端部に煤付着

184 土師器 皿 E類4型式 AH19m層 0.9 内外面無調整 84 13 

186 土師韓基 皿 D類4型式 51028 (3.3) 5.5 0.4 内面一方向w 84 

186 土師器 皿 .1'調整皿l頚 51073 2.3 .9冒調整、外商底部回転糸切痕 84 13 

187 土師器 皿 げ官調整皿2類 .乱(BD2) (8.4) 4.3 1.7 .?調差、底部外面回転糸切痕 84 

188 土師事基 皿 け冒調整皿2類 後乱(BD1・2、 7.5 4.3 1.6 .1冒調整、外面底部回転糸切痕 84 13 
BE1・2)

189 土師器 皿 .1'調整皿3頚 51179 4.6 3.2 1.3 ロ打調整、高台内に回転糸切痕 84 

190 土師器 皿 R打調整皿3重臣 BF1m層 4.3 2.5 1.3 ロタ冒調整、外面底部に回転糸切痕 84 

191 土師楼 皿 け官側整皿3類 後乱(CA12・ 7.4 3.4 1.9 .1冒聞整、外面底部に回転糸切痕 84 13 
13、CB12.13)

192 土師器 皿 ロダ冒調整皿3類 擾乱(CA12. (8.6) 3.7 2.1 .9冒調整、外商底部に回転糸切痕、口縁端 84 
13、CB12.13) 部に煤付着

193 土師器 皿 ロタ冒調整皿3重臣 .乱(CA12・ 8.5 3.5 2.2 ロタ冒調整、外面底部回転糸切痕 84 
13、CB12・13)

194 士師事基 皿 けw開整皿3類 後乱(CA12・ 8.2 3.9 2.3 Pタ冒闘整、外面底部に回転糸切痕 84 
13、CB12・13)

195 土師器 ト9へ. 話242 内外商及び断面に黒色物付着、分析1h6 84 23 

196 土師器 羽釜 A3類 A地点清掃 外面体部沖、内面ナテ¥鍔以下に煤付着 84 12 

197 士師事基 羽釜 A3類 SI444 (19.0) 体部外面時、内面ナヂ、鍔以下に煤付着 84 12 

198 土師器 羽釜 A得置 51133 内外面体部功 84 12 

199 土師器 ホウロP E類 擾乱(AG19・ 外面体部似.，、外面煤付着 84 
20) 

200 須恵韓基 主F蓋 7世粗末 S1317 焼成不良、天井部の掛壁薄い 85 12 
(美漫須衛産百

201 須恵器 杯蓋 7世紀末 SP044 勉径(3.2)司、天井部回転々削り 85 12 

202 須恵器 部身 B世紀中葉~後葉 .乱(AG19) (11.7) 台8.7 3.2 外面底部回転ナデ 85 12 
(美濃須衛劃

203 須恵繕 広口短顕壷 B世記 SI162 体部下半団軒。削り 85 12 
か鉢

204 灰軸陶器 段皿 10世紀後半 51043+擾乱 台 (6.7) 内面灰刷、高台摩滅 85 12 
(BB2.3、BC2・
3) 

205 灰紺陶器 不明 SP157 内面底部灰紬ゆ塗り 85 12 

206 灰軸陶器 窯道具 10世紀後半 51023 4.0 外面全体に自然鞘 85 12 
(董)

207 東漫型山茶碗司直 山茶碗 織桐l号様式 SI017 台 (6.5) 外面底部板固反痕、内面底部静止すテ. 85 

208 東濃型山茶碗類 山茶碗 白土原1号無式 後乱(AJ18. (15.8) 台 (6.0) 5.4 外面底部板目i王痕、内面底部静止すヂ 85 
19) 

209 東漫型山茶碗類 山茶碗 明和l号無式 擾乱(AJ18) (14.6) 台4.9 6.2 外商底部板目j主痕、内面底部静止措ナデ、 86 
内面摩滅

210 東漫型山茶碗類 山茶碗 明和l号様式 SI448 (14.3) 台 (4.5) 5.7 外面底部板固反痕、内面底部静止指すデ 85 

211 東.型山茶碗類 山茶碗 明和1母窯式 撹乱(BE1) (13.6) 5.2 外面底部赤色顔料付着、外面底部板目i王 85 
痕、内面底部静止指行¥内面摩滅

212 東.型山茶碗類 山茶碗 明和l号窯式 B地点東壁 (11. 2) 台6.1 4.9 外商底部板目J宝展、内面底部静止措ナデ、 86 
内面摩滅

213 東漫型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号織式 S1312 (14.1) 台 (5.0) 5.1 外面底部板固反痕、内面底部静止指すデ 85 

214 東濃型山茶碗類 山茶碗 大畑大洞4~ま窯式 A地点滑掃 13.5 台4.8 5.5 内面底部静止すす.、内面摩滅 85 14 
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表31 遺物観察表(7)

挿 図
掲載

産地・材質 器種 時期、分類名
出土地点 口径 底径・ 標高

備考
図 版

番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番
号 号

216 東灘型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式 81¥162 (13.2) 台(4.7) 6.2 外面底部板目E痕、内面底部静止指tr' 86 

216 東議型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号無式 81¥.侶8 台5.0 外商底部板目l王痕、内面底部静止摘すl' 85 

217 東濃型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式 SI¥014 (14.2) 台(5.1) 5.0 85 
新段階

218 東潰型山茶碗類 山茶碗 大潮東1号窯式 81¥116 12.6 台4.2 4.0 外面底部板目庄痕、内面底部静止指w、 86 14 
内面摩滅

219 東議型山茶碗類 山茶碗 大綱東l号様式 81¥094 3.6 内外商に黒色有機物付着 85 

220 東漫型山茶碗類 山茶碗 大綱東1号様式 SI¥529+SI¥544 (11.7) 台(4.5) 3.4 穴の聞いた底部に円盤を貼付 85 

221 東灘型山茶碗類 山茶碗 脇之島3号窯式 81¥037 (14.7) 台(6.0) 4.0 高台剥雄、内面摩滅 86 

222 東潰型山茶碗類 山茶碗 生困2号紫式 81¥167 2.4 内商摩滅 85 

223 東謙型山茶碗類 山茶碗 生田2号業式 SP035 (11.3) 4.1 2.5 85 14 

224 東灘型山茶碗類 山茶碗 生岡2号窯式 81¥231 (10.1) 4.0 2.4 内面摩滅 86 

225 東議型山茶碗類 山茶碗 生困2号窯式 81¥224 (10.2) 3.5 2.8 85 

226 東.型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式か SD4 85 
同式新段階

227 美横須衛型 山茶碗 81¥178 台(8.0) 高台に籾殻痕あり、内面摩滅 86 
山茶碗類

228 尾張型山茶碗類 山茶碗 第4型式 TP7 8.8 高台に靭般痕、内面摩滅 85 

229 尾張型山茶碗類 山茶碗 第S型式 SI¥427 台(9.0) 内面摩滅 85 14 

230 尾張型山茶碗類 山茶碗 第6型式 81¥158 台(5.6) 内面底部静止ty' 85 

231 東軍旨型山茶碗類 山茶碗 明和1号窯式 81¥064 (13.4) 台4.8 5.6 外商底部墨書 86 15 

232 東漫型山茶碗類 山茶碗 明和1号紫式 SI¥.“4 13.2 台(5.0) 5.8 外面底部墨書、外面底部板巨圧痕、内面 86 15 
底部静止指tr'

233 東灘型山茶碗類 山茶碗 明和1号窯式 8K370+SK064 台(5.2) 外面底部板目圧痕、内面底部静止ナヂ、底 86 
部外面に墨書、内面摩滅

234 東潰型山茶碗類 山茶碗 明和1号窯式 81¥029 台(5.0) 外商底部墨書、外商底部板目庄痕、内函 86 15 
底部静止指t1'、内面摩滅

235 東漫型山茶碗類 山茶碗 明和1号様式 SI¥321 台(5.0) 外面底部墨書、外面底部板巨圧痕、内面 86 
底部静止指tr'

236 東灘型山茶碗類 山茶碗 明和H手窯式 8P046 台(5.6) 外面底部屋書、外面底部板H圧痕、内面 86 
底部静止指すヂ

237 東潰型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号無式 81¥373 台(4.2) 外商底部墨書、外商底部板巨庄痕、内函 86 
底部静止指t1'、内面摩滅

238 東漫型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号舗陣式 擾乱(BD2) 台(5.0) 外面底部墨書、外面底部板巨圧痕、内面 86 15 
底部静止指tr'、内面周E誠

239 東灘型山茶碗類 山茶碗 大畑大痢4~手窯式 8K019 台4.7 外面底部屋書、外面底部板巨圧痕、内面 86 15 
底部静止指すl'

240 東潰型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式 8P1l9 台5.0 外商底部墨書、外商底部til3庄痕、内函 86 15 
底部静止指t1'、外面煤付着

241 東漫型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号織式 SI¥099 台(4.2) 外面底部墨書、外面底部板巨圧痕、内面 86 15 
底部静止摘すl'

242 東灘型山茶碗類 山茶碗 大畑大痢4~手窯式 SK441 5.0 外面底部屋書、外面底部緩巨圧痕、内面 86 
底部静止指すヂ

243 東潰型山茶碗類 山茶碗 大畑大綱4号窯式か 81¥013 台3.6 外商底部墨書、外商底部板巨庄痕、内函 86 
閉式新段階 底部静止指t1'

Z准4東温型山茶碗類 山茶碗 大綱東l号様式 BD1m層 2.5 穴の聞いた底部に円盤を貼付、外面体部 86 15 
に墨書

245 東灘型山茶碗類 山茶碗 脇之島3母窯式 SK081 (12.7) 5.0 4.4 外面底部量書、外面底部板巨圧痕 86 15 

246 東漬型山茶碗類 小皿 窯潮1号窯式 81¥329 (8.2) 4.6 1.7 外商底部板目庄痕、内面底部静止すす.、内 87 
面摩滅

247 |東温型山茶碗類 小皿 白土原l号様式 SI¥547 (8.2) 5.0 1.8 内面底部静止すす¥内面摩滅 87 14 

248 東灘型山茶碗類 小皿 明和Hま窯式 AP15m屑 8.0 5.3 1.6 外面底部極目圧痕、内面底部静止すず、内 87 
面摩滅

249 東漬型山茶碗類 小皿 明和1号窯式 BF1m層 7.9 4.4 1.6 外商底部板目庄痕、内面底部静止ナl' 87 

250 東潰型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号織式 A015m届 8.4 5.4 1.5 外面底部板目圧痕、内面底部静止ナテ・ 87 

251 東灘型山茶碗類 小皿 大畑大痢4~ま窯式 SK.“4 8.2 4.9 1.7 外面底部極目圧痕、内面底部静止指t1' 87 
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表32遺物観察表 (8) 

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

262 東漫型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号窯式 5K320 8.0 4.7 1.1 外面底部板目庄痕、内面全面に自然利、 87 
底部静止指rr

253 東漫型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号線式 SK543 7.7 4.2 1.2 外商底部事E目圧痕、内面底部静止指ナデ、 87 
内面摩滅

254 東lJI型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号紫式 51487 8.5 4.6 1.5 外面底部板目圧痕、内面底部静止指ナデ、 87 
内面摩滅

266 東漫型山茶碗類 小皿 大畑大洞4号窯式 51643 7.7 6.8 1.1 内面底部静止1デ 87 
新段階

256 東潰型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号無式 SP165 8.7 4.3 1.3 外商底部板目庄痕、内面底部静止すテ¥内 87 
新段階 面摩滅

257 東lJI型山茶碗類 小皿 大畑大綱4~手紫式 SK204 8.6 4.5 0.9 内面摩滅 87 
新段階

268 .Il型山茶碗類 小皿 大畑大洞4号窯式 SP166 8.3 台4.1 1.7 内面底部静止fデ 87 14 
新段階

259 東漫型山茶碗類 小皿 脇之島3号織式 部252 (8.2) 6.0 1.2 87 

260 尾張型山茶碗戴 小碗 第4型式 51064 台 (4.0) 内面摩滅 87 

261 尾張型山茶碗類 小皿 第E型式 SI006 8.2 3.6 2.2 内面摩滅 87 14 

262 東議型山茶碗類 小皿 明和l号無式 SK188 (8.9) 5.0 1.4 外商底部墨書、外商底部板目圧痕、内面 87 15 
底部静止指7デ、内面摩滅

263 東漫型山茶碗類 小皿 明和1号無式 SK399 (7.5) 4.0 1.5 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 87 15 
底部静止指ナデ、内面摩滅

264 .j量型山茶碗類 小皿 明和1号無式 SK373 7.8 4.4 1.4 外面底部墨書、外面全体に昼痕、外面底 87 16 
部板固L玉痕、内面底部静止指すデ

265 東議型山茶碗類 小皿 明和l号無式 部275 (7.2) 3.9 1.3 外商底部墨書、内函全体に墨痕、外商底 87 15 
部板目圧痕、内面底部静止指ナデ

266 東波型山茶碗戴 小皿 大畑大綱4号紫式 TP3埋め戻し (8.η 5.6 1.3 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 87 

土 底部静止指ナデ

267 東Il型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号窯式 SK224 (7.8) 4.8 1.2 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 87 15 
底部静止指17'，内面摩滅

268 東議型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号無式 SK539 7.8 4.4 1.3 外商底部墨書、外商底部板目圧痕、内面 87 15 
底部静止指すず、内面摩滅

269 東漫型山茶碗薮 小皿 大畑大綱4号紫式市当 .乱(BD2) 6.6 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 自7 16 
同式新段階 底部静止指ナデ、内面摩滅

270 東Il型山茶碗類 小皿 大畑大綱4号窯式か TP7 4.6 外面底部昼書、内面摩滅 87 15 
同式新段階

271 東海型山茶碗類 小皿 大畑大潮4号無式か SP133 5.0 外商底部墨書、外商底部板目庄痕、内面 87 
閉式新段階 底部静止指すず、内面摩滅

272 東進型山茶碗費目 小皿 大畑大洞4号紫式 SI070 8.2 6.7 1.3 外面底部墨書、外面底部板目圧痕、内面 自7 15 
新段階 底部静止指ナデ

273 .Il型山茶碗類 小皿 大畑大綱4~手窯式 SIU22 5.0 外面底部昼替、外面底部板目圧痕、内面 87 
新段階 底部静止指17'，内面摩滅

274 東海型山茶碗類 小皿 大綱東l号無式 話271 8.4 1.4 5.0 外商底部墨書、内商摩滅 87 14 

275 東漫型山茶碗事責 小皿 大綱東1号黛式 SI043 8.0 4.4 1.0 外面底部墨書、内面摩滅 自7

276 .Il型山茶碗類 窯道具 明和1号無式頃 SI092 (13.6) 6.0 3.3 内外面P打目顕著、外面全体に自然舶、内 87 14 
(蓋) 面摩滅

277 東漫型山茶碗類 陶丸 擾乱(AP15) 径2.0-2.2園、10.2g 87 14 
色、

278 東議型山茶碗事責 陶丸 BElm層 径2.1-2.3岨、11.6g 自7 14 
色、

279 尾張型山茶碗類 片口1鉢 第6型式 SI064 外面体部下半似.~ 88 
(猿創造ら知多量D

280 尾張型山茶碗類 片口鉢 第7型式 AG20m届 外面休部下半~;O、内面摩滅 88 
(猿設から知多面

281 尾張型山茶碗類 片口鉢 第8型式 5P076 (28.0) 9.8 10.6 体部下半似.，、内面摩滅 88 16 
(瀬戸船

282 尾張型山茶碗類 片口1鉢 第10型式 SI426 体部下半は縦方向の似.日、内面庫滅 88 
(瀬戸配

283 尾強型山茶碗類 片口鉢 第10型式 SI070 体部下半似.， 88 
(瀬戸酪

284 尾張型山茶碗類 片ロ鉢 第7型式 51289+51092+ 外面俸部下半似.~、内面敵打痕 88 16 
(常滑硲 SI164 

285 尾張型山茶碗類 片口鉢 第11型式 SI032 外面休部下半似.，、内面目匝滅 88 
(瀬戸声。

286 東副島型山茶碗類 片口鉢 第6-8型式 SK272+SK286+ 88 
(中世11魁 SP150 

287 .Il型山茶碗類 片口鉢 5P134 外面俸部下半似.， 88 16 
(中世11島

288 美浪須衛型山茶 片口鉢 第5か6型式 SK210 外面体部下半似.，、内面摩滅 88 16 

碗類
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表33遺物観察表 (9) 

挿 図
掲載

産地・材質 器種 時期、分類名
出土地点 口径 底径・ 標高

備考
図 版

番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番
号 号

289 美担E須衛産陶器 水注 TP3 内面と注目部に有機物付着 88 

290 常滑産陶器 I! 第3型式 SI¥116 88 16 

291 常滑産陶器 聾 第4型式 SI¥377 88 16 

292 常滑産陶器 雪量 第6型式 SP095+SXl 88 16 

293 常滑産陶器 喪 第7型式 E地点東壁 88 16 

294 常滑産陶器 費 第B型式 SPI00 88 16 

295 中国青磁 碗 組泉窯系碗 I類 SI¥116 内面体部に飛:&文 88 19 

296 中国青磁 碗 飽泉窯系碗81類 SI¥159 鋪のない連弁文 88 19 

297 中国脊磁 碗 寵泉告器系碗81類 SP094 高台部畳付とその内部露胎、見込みに 88 19 
「金玉満堂』のスタンプ、加玉円盤の可

能性あり

298 中国育機 碗 組泉窯系碗81類 SI¥545 台(4.4) 外商体部に鋪蓮弁、見込みに才E文様を片 88 19 
彫り

299 中国脅磁 碗 寵泉昔器系碗82類 SP133 (14.0) 線描きの粗略な連弁文 88 19 

300 中国青磁 碗 飽泉窯系碗83類 !Jt乱(AG20) 片切彫による蓮弁文 88 19 

301 中国育機 碗 飽泉窯系碗C2類 SP048 外商口i綾部に雷文帯 88 19 

302 中国脊磁 碗 同安議系碗 I類 SE3 見込みと体部との境に有段、外面に櫛固 88 19 

303 中国青磁 皿 間安窯系 SKIω3 88 19 

304 中国育機 皿 同安窯系 SI¥032 4.6 外商底部信胎、見込みに櫛状施文具によ 88 19 
る文様

305 中国脅磁 鉢 SI¥020 内面体部に丸のみ状施文具により速弁 88 19 
を表現

306 中国青磁 盤 SI[045 88 19 

307 中国白磁 碗 W類 SI¥528 外商体部下半にカンナ痕、高台周辺は露 88 19 
胎

308 中国白磁 碗 B群 SK116 「枢府磁J 88 19 

309 中国白磁 多角探 SK532 8単位、高台周辺は露胎 88 19 

310 中国白磁 皿 A群 TP16埋め戻し 内面白縁部口禿 88 19 

士
311 中国白磁 四耳登 SI¥188 88 19 

312 中国陶器 褐紬壷 !t乱仏J18) 外面掲紬 88 19 

313 瀬戸美漫産陶器 茶壷 古瀬戸後期 f陛乱但郎、 外商量先制 88 19 
BC2・3)

314 瀬戸美漉産陶器 平碗 古瀬戸後E期 撹乱(AE20・ 内外面灰柏、内面被熱痕 89 17 
BE1) 

315 瀬戸美浪産陶器 天目茶碗 古瀬戸後E期 SK128 荷台周辺を除き鉄紬 89 

316 瀬戸美浪産陶器 天目茶碗 古瀬戸後W期古 81¥239 高台周辺を除き鉄軸 89 17 

317 瀬戸美調量産陶器 灰紬天日 古瀬戸後E期 SI¥104 高台周辺を除き灰紬 89 17 

318 瀬戸美浪産陶器 底卸目皿 古瀬戸中E期 SI[085 内外面灰紬 89 

319 瀬戸美捜産陶器 底卸目皿 古瀬戸中E期 81¥432 台(9.5) 外商底部に格子状の卸巨、内面底部中央 89 17 
lこ1単位4本の櫛描沈線、荷台周辺を除き
灰袖

320 瀬戸美濃産陶器 折縁小皿 古瀬戸後E期 SP034 9.1 5.0 2.3 外面底部周辺を除き灰紬 89 17 

321 瀬戸美捜産陶器 折縁小皿 古瀬戸後E期 8P039+SK073+ (8.6) 4.3 2.3 外商底部周辺を除き灰軸 89 17 
TP3 

322 瀬戸美濃産陶器 縁紬小皿 古瀬戸後 I期 発掘区内E層 (12.6) 部体ゆ部上塗方り内外面に灰紬漬け掛け、内面底 89 

323 瀬戸美浪産陶器 縁紬小皿 古瀬戸後W期古 SK053+SK091 (10.0) 4.8 2.5 内面底部震胎 89 17 

324 瀬戸美寝耳匡陶器 縁軸小皿 古瀬戸後W期古 81¥279+宮P101 (10.1) 4.8 2.5 ロ縁部から内面体部上方にかけて鉄軸 89 
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表34遺物観察表 (10)

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

325 調置戸美割量産陶器 縁勅小皿 古瀬戸後W期古 SI122 10.0 4.5 1.8 体部上方から内面体部にかけて鉄軸 89 17 

326 瀬戸美濃産陶器 入子 古瀬戸前E期~中 撹乱(A015. (5.9) 3.3 2.3 89 17 
E期 16) 

327 瀬戸美書量産陶器 折縁中皿 古瀬戸後E期 SP041 +81017 (12.8) 6.3 3.8 口縁部波状、外面体部下半から口縁部に 89 17 
かけて灰軸

328 調置戸美割量産陶器 卸皿 古瀬戸前W期 資乱(AE20・ 口縁部が角張り端部に浅い溝、口縁部か 89 
BE1) ら内面体部灰軸ハケ塗り

329 瀬戸美濃産陶器 卸皿 古瀬戸中E期 SI085 口縁部が角張り端部に浅い溝、体郁上方 89 17 
から内面体部灰軸坊塗り

330 瀬戸美書量産陶器 卸皿 古瀬戸後E期 81252 (12.8) 6.1 3.3 口縁部内外面に灰紬 89 17 

331 調置戸美調量産陶器 事t 古瀬戸前 1b期 BC31層 口縁端部は角張り片口がつく、内外面灰 自9 17 
軸ハ0塗り

332 瀬戸美濠産陶器 折縁深皿 古瀬戸中E期 SI120 内外面灰軸功塗り 89 

333 瀬戸美書量産陶器 折縁深皿 古瀬戸中W期 .乱(AJ18) 灰軸事事〈剥腫 89 

334 減戸美調量産陶器 折縁深皿 古瀬戸後E期 AI18m層 口縁部は指押さえにより波状、内外面灰 89 17 
軸

335 瀬戸美首量産陶器 折縁深凪 古瀬戸後W期古 SI115 内外面灰紺 89 

336 瀬戸美書量産陶器 直縁大皿 古瀬戸後E期 81017 体部上方から内面にかけて灰軸川豊島り 89 

337 調E戸美調量産陶器 直縁大皿 古瀬戸後W期古 擾乱(AJ18) 底部周辺を除き灰刺 自由

338 瀬戸美濃産陶器 小鉢 古瀬戸後E期 SI133 内外面灰紺 89 

339 瀬戸美濠藍陶器 盤類 古瀬戸後E期 81119+81176 外面底部周辺軍胎、内面底部周辺功塗り 89 17 

340 瀬戸美漫産陶器 卸目付大皿 古瀬戸後E期 SI437 内外面灰軸 89 17 

341 瀬戸美書量産陶器 卸目付大皿 古瀬戸後W期古 SD3 外面体郁から内面体郁よ方にかけて灰 89 
柏戸ケ塗り

342 瀬戸美書量産陶器 柄付片口 古瀬戸後 I期かE SK326 把手の最大径3.3団、口縁部は内傾、外面 89 17 
期 体部から内面体部上方にかけて灰軸

343 瀬戸美濃産陶総 指鉢 古瀬戸後W期古 SII.439 捕目単位6本、錆勅 89 17 

344 瀬戸美濃産陶器 播鉢 古瀬戸後W期新 S1375 靖国単位4本、錆勅 89 

346 瀬戸美調量産陶器 播鉢 古瀬戸後W期新 81053 内外面鯖軸 89 

346 調置戸美割量産陶器 四耳壷 古瀬戸後E期かW 提乱(AJ1S) 内外面灰軸 90 18 
期

347 瀬戸美由量産陶器 四耳壷 古瀬戸後E期かW SI053 櫛描沈.6本、外面体部灰勅 90 18 

期

348 瀬戸美書量産陶器 耳付合子 古瀬戸後E期かW 81057 内外面灰軸 90 18 
期古

349 瀬戸美調量産陶器 梅瓶 古瀬戸前W期 SK212 外商に薄い灰糊 90 18 

350 瀬戸美濠産陶器 梅瓶 古瀬戸前E期かW SI127 外面体部に櫛描沈線4本、外面体部灰紺 90 18 

期

351 瀬戸美漫産陶器 梅瓶 古瀬戸前E期かW SP045+SK032 7.9 外面底部周辺に灰軸 90 18 
期

352 瀬戸美濃産陶総 梅瓶 古瀬戸中 I期かE SII.444 7.7 外商底部から体部にかけて灰軸 90 18 
期

353 瀬戸美濃産陶器 梅瓶 古瀬戸中 I期かE SI094 外面画右文、外面体部灰軸 90 18 

期

354 瀬戸美海産陶器 瓶子 古瀬戸後E期かW SK240 外面偉部に櫛描沈線4本、内外面灰馳 90 18 
期

355 瀬戸美漫産陶器 片口小瓶 古瀬戸後期 S1319 内外面灰鞘 90 18 

356 板戸美濠産陶器 仏花瓶 古瀬戸後 I期かE SI075 5.4 焼成不良、外面体部に薄い灰勅 90 17 

期

357 瀬戸美遺産陶器 水注 古瀬戸中 I期かE SP050 外面から内面目縁部にかけて灰利、把手 90 18 
期 欠損

358 調置戸美割量産陶器 土瓶 古瀬戸後期 81124 外商煤付着 90 18 

359 瀕戸美濃産陶器 水滴 古瀬戸中 I期かE SI028 外面体部に印布文を押印、外面灰紺 90 18 

期

360 瀬戸美濠産陶器 袴腰形香炉 古瀬戸後E期 SP212 (11.1) 6.0 4.8 外面底部糸切痕未調整、外面体部上方か 90 17 
ら口綾部内面にかけて鉄勅

361 瀬戸美祖量産陶器 内耳鍋 古瀬戸後E期 擾乱(A015・ 内外商鉄輔、外面体部に媒少量付着 90 18 
16+AO・AP16)
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表35 遺物観察表 (11)

挿 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器商
備考

図 版
番号 (+は接合関係) {四} 台径(cm) (cm) 番 番

号 号

362 瀬戸美調量産陶様 釜 古瀬戸後E期かW SlU89 内外面鉄軸 90 18 
期

363 瀬戸美量産産陶器 仏供 古瀬戸後W期古 SK153+SI[058 (10.0) 3.2 高台周辺・内面底部を除き鉄軸 90 17 

364 瀬戸美浪産陶器 筒形容器 古瀬戸後 I期 SK287+SP068 内面体部付官目顕著、外面体郡中央に平 90 18 
行沈線、外面から内面体部上半灰軸

365 瀬戸美調量産陶様 天目茶碗 大織第3段階 AG19m届 内外面錆軸 90 17 

366 瀬戸美S量産陶器 丸皿 大祭第3段階 SP020 外面底部にピン付着、外面底部を除き灰 90 17 
粕

367 瀬戸美濃産陶器 録制はさみ 大窯第l段階 SK080 6.0 内外面底部周辺を除き灰軸 90 17 
皿

368 瀬戸美漉産陶器 指鉢 大鋸第2段階 SK047 内外面鋪軸 90 

369 美潰産陶器 錆軸碗 登窯第7小期 !lt乱但B2・3、 (10.2) 外面白j縁部から体部にかけて平行沈線、 91 
BC2・3) 内外面錆軸

370 瀬戸産陶器 せんじ 望星窯第8小期 CA13m層 (9.8) 台3.9 6.6 削り出し高台、高台周辺を除き灰軸、口 91 21 
+AT13m層 縁部に鉄細流し掛け

371 美潰産陶器 湯呑 登織第10か11小期 携乱(CA12. (9.7) 台 (3.7) 4.8 削り出し高台、底部周辺を除き灰軸、口 冒l 21 
13、CB12・13) 縁部に鉄絵

372 美潰産陶器 箱形湯呑 登窯第10小期 A1120m層 体部外面に呉須による文様(半菊と斜 91 
格子)

373 美祖量産陶器 小杯 豊窯第8か9/1、期 !l乱(CA12・ (6.3) 台3.0 3.6 底部周辺を除き灰軸 91 
13、CB12・13)

374 瀬戸美濠産陶器 小杯 時期不明 SP003 6.0 2.8 1.6 焼成不良 91 

375 瀬戸美諸量産陶器 志野皿 登窯第1か2小期 SI[533 付高台、高台周辺を除き長石紬 91 19 

376 美祖量産陶器 菊皿 登窯第4小期 SK020 (12.9) 台 (6.9) 3.3 口縁端部をゆでわトし外面E岡部にゆ刻 91 21 
線、高台周辺を除き灰紬、口縁部内外面

に緑淵漬け掛け

377 美濃産陶器 折縁鉄絵皿 登窯第3小期 SP044 (11. 6) 7.0 2.7 削り出し高台、内面に蘭竹文、外面ロ縁 91 19 
部から内面にかけて灰紬

378 美祖量産陶器 摺絵皿 登窯第7小刻 SP041 (12.6) 台 (6.9) 2.7 削り出し高台、口縁部輸花、内面底部に 91 19 
鉄絵、高台内側を除き灰勅

379 美司量産陶器 片口 登織第11小期 AF20m層 (15.7) 台 (6.7) 6.6 高台周辺を除き灰糊 日l

380 瀬戸産陶器 摘鉢 登窯第3小期 SI[020 内外面鏑軸 91 19 

381 瀬戸藍陶器 捕鉢 登窯第6小期 AI19m層 内外面鉄軸 91 19 

382 瀬戸産陶器 指鉢 登織第7小潮 C地点東壁 指目 単位7本、内外面鉄糊 日l 19 

383 瀬戸産陶器 摘鉢 登祭第5-7/1、期 SI[535 14.0 摺巨ー単位13本、内外面鉄軸、内面摩滅 91 21 
顕著

384 瀬戸車陶器 楢鉢 登窯第11小期 !lt乱(AJl.20・ 内外面鉄軸 91 19 
BE1) 

385 美潰産陶器 火鉢 登編第8-11小期 !lt乱(CA12・ 口縁部内領、体部外面から内面上部にか 91 
13、CB12・13) けて鉄勅

386 瀬戸産陶器 聾 登窯第10か11小期 TP6 肩部に並行沈線、内外面柿軸・肩部に灰 91 
粕流し掛け

387 美祖量産陶器 灯明皿 登窯第10か11小期 撹乱(BD1・2、 6.3 2.6 1.4 91 
BE1・2)

388 瀬戸産陶器 刷毛目徳利 登織第1111、期 SP003 6.6 外面体部に功目状玉具による楓旋状の 91 21 
文様、外面底部に墨書

389 瀬戸盛陶器 仏倒具 登窯第10か11小期 SK179 (6.7) 台 (4.2) 5.2 量宇部に呉須絵、脚部周辺を除き灰軸 91 

390 常滑産陶器 雪量 18世紀前半 SK022+SK026+ (60.6) 内面積l碓顕著、外面体部板状工具による 92 21 
SPO(】2 すず

391 常滑産陶器 雪量 18世紀前半 SK022+SP002 21. 8 3901::同個体 日2 21 

392 唐樟産陶器 鉢か皿 SK024 内面に印花文、時闘による波状文・縦録、 92 
白化粧土を功重り

393 S1l前産陶器 碗 SK084 (8.6) 台3.1 4.9 高台部畳付を除き灰粕 92 

394 肥前置磁器 香炉か 近世か A1119m層 外商育磁刷、目録端部に敵打痕あり 宮2

395 肥前産磁器 紅皿 幕末 SK023 台(1.8) 高台周辺を除き白磁勅 92 

396 産地不明 火鉢 SK179 (17.2) 22.3 16.3 外面口縁部横位のミj'~，体部は縦位のナ 92 21 
デ

397 産地不明 十能 SK179 長さ (17.1)団、幅19.。団、瓦質 92 21 
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表36遺物観察嚢(12)

掃 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 器高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) (唖) 台径(団} (団) 番 番

号 号

398 産地不明 鉢 AG19m届 5.0 92 

399 土製品 飾り面 BD2m層、BE2 長さ(12.4)園、幅(11.3)園、型押しによ 93 22 
東壁 る成形、内面に布目娘、右耳に焼成前穿

孔、外面に顔料付着

400 土製品 飾り面 表採 長生 (6.3)岨、幅(3.9)岨、型押しによる 93 22 
成形、内面に布目痕、右耳に焼成前穿孔、
外面に顔料付着

401 土製品 土鈴か AG19m層 長さ (3.2)団、幅8.7哩、穿孔径0.4哩、内 93 22 
面に言問l離痕

402 土製品 土鈴 CA13m届 長さ3.4岨、幅2.自岨、穿孔径0.5岨 93 22 

403 土製品 土鈴 .乱(A!18) 長さ (4.4)園、幅4.3個、穿孔径0.6園、経 93 22 
状の金属を水平に貼付してその上半を
赤彩

404 土製品 土鍵 S1286 長さ4.9岨，Jj、径2.9岨、大径3.5岨、孔径 93 22 
1.8咽

405 土製品 土錘 SIt375 長さ5.3園、Jj、径1.8園、大径2.0圏、孔径 93 22 
0.4岨

406 土製品 土錘 SK286 長さ4.4個、小径1.1圏、太径1.6団、孔径 93 22 
0.5四

407 土製品 陶鍾 AI18m層 長さ4.5岨、小径0.8咽、大径1.2岨、孔径 93 22 
0.4咽

408 士製品 陶錘 AF20西壁 長さ6.1園、Jj、径0.7園、大径1.4園、孔径 93 22 
0.5岨

409 土製品 灯心おさえ SP005 土師器転用、長軸長2.。団、短軸長(1.9) 93 22 
園、穿孔径0.4皿、質量1.811" 

410 石器 7.?レイ，，"ー SK041 チャート製、長さ2.3岨、幅3.2咽、厚さ 93 23 
0.9咽

411 石器 火打石 TP9 チャート製、長さ2.6園、幅2.2園、厚さ 93 23 
3.5岨

412 石器 砥石 SK328 凝灰岩製、長さ (8.3)団、幅3.4司、厚さ 93 23 
1.1四

413 石器 砥石 SP106 凝灰岩製、長さ (3.4)岨、幅4.9岨、厚さ 93 23 
1.9咽

414 石器 硯 SE3+SK057 泥岩製、長さ (10.9)園、幅(3.2)園、高さ 93 23 
1.3岨、硯縁に削娘、硯面に使用痕、昼量生
が深く扶れて破損

415 石器 右臼 SP099 才E陶岩製、幅27.4岨、厚さ9.4岨、芯棒孔 93 23 
(下回) 径2.0~5. 4個、主構8分割・側面事J隙

416 石器 繍羽目 SK436 砂岩製、長さ (3.4)園、幅(2.8)園、厚さ 93 23 
(3.1)岨、羽口厚2.4岨、分析No.5

417 金属製品 和釘 SK188 長さ (7.8)団、幅0.6園、厚さ0.9園、末端 94 24 
欠損

418 金属製品 和釘 SK030 長さ (6.2)岨、幅0.7岨、厚さ0.8岨、末端 94 24 
欠損

419 金属製品 和釘 SK080 長さ (5.4)園、幅1.0園、厚さ0.9園、末端 94 24 
欠損

420 金属製品 和釘 AI18m層 長さ5.2園、幅1.6団、厚さ0.7但 94 24 

421 金属製品 和釘 SP065 長さ (4.5)岨、幅0.9岨、厚さ0.8岨、末端 94 24 
欠損

422 金属製品 和釘 SP047 長さ6.7園、幅0.9園、厚さ1.1国 94 24 

423 金属製品 和釘 AI19m層 長さ(10.6)園、幅1.。園、厚さ0.7司、頭・ 94 24 
脚部欠損

424 金属製品 和釘 A1120m届 長さ ω7)岨、幅0.7岨、厚さ0.8岨、頭・脚 94 24 
部欠損

425 金属製品 和釘 SP075 長さ (6.1)園、幅0.7園、厚さ0.8園、頭・脚 94 24 
部欠損

426 金属製品 和釘 S1298 長さ (6.0)園、幅0.8園、厚さ0.7園、頭・基 94 24 
部欠損

427 金属製品 洋釘 SX1 長さ (6.3)岨、幅0.4岨、厚さ0.4岨、末端 94 24 
欠損

428 金属製品 洋釘か SK012 長さ (5.1)園、幅0.5園、厚さ0.5園、末端 94 24 
欠損

429 金属製品 小刀 SP046 長さ (8.5)園、幅1.5園、厚さ0.3団 94 24 

430 金属製品 雁首 第5段階 .乱(即1・2) 長さ5.0岨、火皿径1.。岨A、口径1.2岨 94 24 

431 金属製品 雁首 第E段階 .乱(姐20・ 長さ4.9園、火皿径1.2個、Jj、口径1.。圃 94 24 
斑 1)

432 金属製品 吸口 AF20m屠 長さ5.3岨，/)、口径1.1園、口付径0.6四 94 24 
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表37遺物観察表 (13)
挿 図

掲載
産地・材質 器種 時期、分類名

出土地点 口径 底径・ 標高
備考

図 版
番号 (+は接合関係) {四} 台径(団) (m) 番 番

号 号

433 金属製品 吸口 81U06 長さ5.4岨、小口径1.0岨、肩に平行線、ロ 94 24 
付径0.7園、肩に平行線、

434 金属製品 吸口 AG20m層 長さ7.1圏、11、口径0.9園、口付径0.9四 94 24 

435 金属製品 吸口 BDlm層 長さ8.1圃.，1、口径0.8圏、日付径0.7圃 94 24 

436 銭貸 天稽通寅 北宋、初餅1017年 8K043 94 24 

437 銭貨 天聖元寅 北宋、初鋳1023年 8K228 真書 94 24 

438 銭貨 皇宗通費 北宋、初鋳1038年 8K017 *寄 94 24 

439 銭貸 皇宗通寅 北宋、初飾1038年 8K056 筆書 94 24 

440 銭貨 皇宗通寅 北宋、初鋳1038年 8K219 *書 94 24 

441 銭貨 際寧元賓 北宋、初鋳1068年 8K313 .寄 94 24 

442 銭貸 照寧7G寅 北宋、初飾1068年 8K056 筆書 94 24 

443 銭貨 照隼元寅 北宋、初鋳1068年 81[510 *書 94 24 

444 書量貨 元豊通賓 北宋、初鋳1078年 8P007 行書 95 24 

445 銭貨 7G祐通寅 北朱、初飾1086年 8K043 行書 95 24 

446 銭貨 元秘適寅 北来、初鋳1086年 8P072 行書 95 24 

447 ー邑貨 元祐通賓 北宋、初鋳1086年 8K092 *寄 95 24 

448 銭貨 7G祐通賓 北宋、初鋳1086年 8K548 筆書 95 24 

449 銭貨 紹型克寅 北来、初鋳1094年 8P072 行書 95 24 

450 ー邑貨 崇寧重責 北宋、初鋳1103年 8K217 当十 95 24 

451 銭貨 宜和通賓 北宋、初飾1119年 8P司82 筆書 冒5 24 

452 銭貨 寛永逝寅 81[187 古寛永 95 24 

453 銭貨 寛永通賓 BFlm層 古寛永 96 24 

454 銭貨 寛永通賓 BFlm届 宮寛永 冒5 24 

455 銭貨 寛永週寅 AH20m層 四分銭 95 24 

456 銭貨 文久永賓 AG19m層 96 24 

457 鉄津 81¥484 長さ12.5岨、幅9.7岨、厚さ6.1岨、 23 
919.旬、分析No.3

458 鉄F事 8K059 長さ12.2園、幅7.9園、厚さ4.3個、 23 

721. 3g、分析No.l

459 鉄棒 8K399 長さ9.8哩、幅6.8個、厚さ4.0圏、296.句、 23 
分析&.2

注)口径・底径・台径・穂高・備考欄における括現内の数値は現存値
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表38 出土遺物一覧表(1)
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SO 1 1 1 

SO 2 93 8 168 14 4 9 2 1 3 4 296 

SO 3 4 5 1 1 1 12 

SO 4 z z 
SE 1 2 3 1 6 8 l 21 

SE 2 2 5 26 1 4 1 l 13 17 26 2 1 l 100 

SE 3 23 1 23 2 5 2 1 10 l 1 69 

SK 001 1 2 1 2 1 7 

SK 002 2 2 

SK 003 s 3 1 2 2 39 l l 57 

SK 004 6 6 1 3 l 17 

SK 005 1 1 

SK 006 11 16 1 2 1 1 1 33 

SK 007 3 3 

SK 00自 。
SK 009 10 9 3 2 7 6 37 

SK 010 3 1 7 1 3 l l 17 

SK 011 7 1 17 2 l l 3 32 

SK 012 3 1 5 1 1 l 1 13 

SK 013 15 24 3 1 1 6 1 l 62 

SK 014 12 l 9 1 l l l 26 

SK 015 1 1 

SK 016 。
SK 017 26 40 1 自 1 1 2 1 1 81 

SK 018 1 1 

SK 019 11 2 20 1 1 1 4 40 

SK 020 37 34 z z 4 14 l l l 96 

SK 021 24 25 5 10 l 65 

SK 022 7 6 38 l 52 

SK 023 1 69 42 6 2 13 l l 135 

SK 024 5 1 2 2 1 11 

SK 026 12 19 2 1 3 l 3自

SK 026 z l 1 4 日

SK 027 4 11 1 9 25 

SK 02日 20 28 3 1 21 l 2 l 77 

SK 029 1 41 33 1 3 2 2 7 1 91 

SK 030 15 1 31 3 1 1 2 自 2 5 4 1 74 

SK 031 7 16 1 24 

SK 032 39 1 41 z 日 z 1 16 l 111 

SK 033 9 1 13 1 1 2 l 35 9 1132 l l 2 l 3 212 

SK 034 2 13 1 16 

SK 035 11 2 2 15 

SK 036 z 1 3 

SK 037 9 5 24 1 1 l 41 

SK 038 9 2 B 19 

SK 039 6 7 2 l 16 

SK 040 2 2 

SK 041 6 18 2 2 1 1 1 31 

SK 042 1 3 4 

SK 043 1 67 44 4 1 1 1 2 121 

SK 044 28 38 1 l 5 Z l l 77 

SK 045 40 2 98 5 l 1 1 l l 150 

SK 046 7 2 7 1 l 18 

SK 047 1 47 64 2 6 4 6 l 2 133 

SK 048 6 11 17 

SK 049 4 12 1 17 

SK 050 1 l 2 

SK 051 。
SK 052 4 4 

SK 053 21 26 9 1 3 1 1 62 

SK 054 1 1 

SK 055 1 1 

SK 056 15 18 1 1 2 z 1 3 z 45 

SK 057 1 21 25 1 4 3 1 l l 4 l l l l 66 

SK 058 1 14 21 2 1 4 4 47 

SK 059 12 23 1 2 2 l 1 42 

SK 060 s 6 1 1 16 
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表39 出土遺物一覧表 (2) 
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 061 6 1 7 

SK 062 10 1 21 1 2 1 36 

SK 063 3 3 6 

SK 064 15 z 29 l 1 z z z 54 

SK 065 12 l 27 z 1 4 l 48 

SK 066 19 39 1 l 60 

SK 067 3 9 1 l 14 

SK 068 8 11 1 2 22 

SK 069 19 11 3 1 1 35 

SK 070 16 1 12 l 1 l l 1 34 

SK 071 13 3 16 

SK 072 11 18 2 1 32 

SK 073 4 1 1 7 13 

SK 074 2 3 1 1 7 

SK 075 3 5 1 1 10 

SK 076 l z 3 

SK 077 2 2 4 

SK 078 2 l l 4 

SK 079 l l 

SK 080 12 21 3 1 1 5 3 1 1 1 49 

SK 081 l 3 13 2 1 1 l 22 

SK 082 l 8 26 l 3 z l 42 

SK 083 1 10 19 2 1 3 1 1 38 

SK 084 3 10 1 s 17 

SK 085 15 23 1 2 2 1 44 

SK 086 28 16 2 5 60 

SK 087 5 10 1 16 

SK 088 6 9 l l l 18 

SK 089 l 17 21 4 l 44 

SK 090 l l 

SK 091 26 1 21 7 2 l 5 l 64 

SK 092 11 22 2 2 1 1 1 1 41 

SK 093 l 7 l 17 23 22 44 l 116 

SK 094 6 15 l 4 1 z 65 94 

SK 095 1 5 16 2 1 2 27 

SK 096 19 38 2 1 1 61 

SK 097 2 2 

SK 098 9 23 1 6 2 1 2 44 

SK 099 10 40 3 1 z z 58 

SK 100 4 10 l 15 

SK 101 。
SK 102 2 4 1 7 

SK 103 5 6 3 1 2 17 

SK 104 5 20 1 2 1 29 

SK 105 2 l l 1 6 6 13 30 

SK 106 10 29 2 l l 1 4 l 2 6 1 58 

SK 107 1 6 1 8 

SK 108 3 3 

SK 109 1 1 

SK 110 4 1 E 

SK 111 l 6 l 1 9 

SK 112 l l 

SK 113 13 11 2 2 2 30 

SK 114 。
SK 115 2 5 1 1 9 

SK 116 48 1 112 3 20 10 2 2 1 2 1 202 

SK 117 2 2 

SK 118 l l z 
SK 119 2 9 3 1 15 

SK 120 1 22 24 2 5 1 3 1 6 65 

SK 121 1 1 1 3 

SK 122 1 3 5 9 

SK 123 。
SK 124 l l 

SK 125 l 4 5 

SK 126 l 1 l 3 1 7 

SK 127 23 31 10 1 2 1 68 
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表40 出土遺物一覧表 (3) 
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 128 4 4 1 9 

SK 129 1 2 1 4 

SK 130 3 1 4 

SK 131 3 3 

SK 132 5 6 1 2 14 

SK 133 5 1105 13 3 17 l l 145 

SK 134 z 7 1 10 

SK 136 16 16 1 1 1 1 l l 37 

SK 136 4 14 1 19 

SK 137 5 2 l 日

SK 138 6 2 1 g 

SK 139 5 1 自

SK 140 1 1 2 

SK 141 1 1 

SK 142 1 1 1 3 

SK 143 1 l 1 3 

SK 144 6 6 

SK 145 。
SK 146 1 4 2 2 9 

SK 147 2 9 11 

SK 148 3 4 1 l 9 

SK 149 1 7 12 1 3 1 2 27 

SK 150 1 5 14 2 2 24 

SK 151 1 7 1 11 4 1 1 1 27 

SK 152 1 9 10 

SK 153 5 6 1 1 13 

SK 164 。
SK 155 2 3 1 6 

SK 156 4 l 5 

SK 157 3 8 11 

SK 158 9 1 10 1 1 22 

SK 159 2 19 2 1 24 

SK 160 7 2 9 

SK 161 2 5 1 3 11 

SK 162 1 3 12 1 1 18 

SK 163 1 3 1 5 

SK 164 22 7 1 1 1 1 33 

SK 165 17 26 1 9 1 2 56 

SK 166 l 1 

SK 167 7 7 
SK 16日 。
SK 169 2 3 1 1 7 

SK 170 3 7 1 2 13 

SK 171 2 1 1 4 

SK 172 3 1 4 

SK 173 l 2 3 

SK 174 3 4 7 

SK 175 1 1 1 3 

SK 176 1 2 2 5 

SK 177 8 16 2 1 27 

SK 178 10 13 1 l l 26 

SK 179 4 l 3 4 12 

SK 180 12 5 1 l 19 

SK 181 4 2 1 7 

SK 182 6 5 1 1 1 4 18 

SK 183 3 3 2 自

SK 184 2 4 E 

SK 185 1 4 1 l 7 

SK 186 1 2 1 1 5 

SK 187 1 3 1 1 6 

SK 188 22 9 2 1 1 36 

SK 189 2 2 

SK 190 。
SK 191 。
SK 192 1 l 2 

SK 193 。
SK 194 。
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表41 出土遺物一覧表 (4) 
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 195 2 5 1 8 

SK 196 4 2 1 1 8 

SK 197 1 3 1 1 6 

SK 198 6 6 1 4 17 
SK 199 l l l l 4 

SK 200 。
SK 201 1 2 4 l 1 9 

SK 202 l l 

SK 203 1 l 1 3 

SK 204 l l 

SK 205 2 l l 4 

SK 207 6 1 1 8 

SK 208 5 2 4 11 

SK 209 1 2 3 

SK 210 12 11 1 5 3 1 33 

SK 211 l l z 
SK 212 10 18 l 2 l 32 

SK 213 2 l l 4 

SK 214 6 5 14 2 14 41 

SK 216 6 16 1 1 24 

SK 216 3 8 5 1 17 

SK 217 9 1 8 l 1 1 21 

SK 218 5 11 32 2 3 1 54 

SK 219 6 14 1 1 22 

SK 220 2 2 4 

SK 221 1 4 1 6 

SK 222 l l Z 

SK 223 l 17 l 19 

SK 224 l 7 20 3 31 

SK 225 l l 

SK 226 。
SK 227 l l 

SK 228 l 6 l 8 

SK 229 5 3 8 

SK 230 。
SK 231 8 10 1 2 1 22 

SK 232 1 4 5 

SK 233 1 1 2 

SK 234 z 12 l 5 1 1 22 

SK 235 3 5 l 1 10 

SK 236 l l 2 

SK 237 。
SK 238 3 3 

SK 239 4 1 1 1 7 

SK 240 12 9 3 24 

SK 241 2 l 2 5 

SK 242 3 1 6 1 3 2 16 

SK 243 1 1 2 4 

SK 244 。
SK 245 。
SK 246 5 z l 8 

SK 247 。
SK 248 14 l 15 4 l 35 

SK 249 1 l 2 

SK 250 22 12 2 2 l 1 40 
SK 251 1 1 

SK 252 20 l l 22 

SK 253 5 1 6 

SK 254 。
SK 255 2 2 4 

SK 266 2 1 3 

SK 257 3 3 

SK 258 l l 

SK 259 10 13 2 25 

SK 260 2 2 

SK 261 2 2 4 

SK 262 1 6 1 4 2 1 16 
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表42 出土遺物一覧表 (5)
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶

陶 瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 磁 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 263 5 4 1 10 

SK 264 8 1 11 6 1 27 

SK 265 2 1 3 

SK 266 l l 1 3 

SK 267 l 1 

SK 268 3 3 

SK 269 。
SK 270 1 l 2 

SK 271 1 12 1 14 

SK 272 1 l 1 3 

SK 273 5 7 12 

SK 274 2 38 7 1 48 

SK 275 1 1 

SK 276 6 1 7 

SK 277 2 1 2 1 自

SK 278 2 5 7 

SK 279 11 4 16 3 34 

SK 280 。
SK 281 1 4 5 

SK 282 2 2 4 

SK 283 2 3 l 6 

SK 284 4 4 1 g 

SK 285 4 10 1 2 l 18 

SK 286 10 19 9 2 1 2 1 44 

SK 287 2 2 2 1 1 日

SK 288 1 16 1 13 3 1 34 

SK 289 3 10 27 3 z l z 48 

SK 290 1 10 9 z 2 24 

SK 291 5 5 10 

SK 292 。
SK 293 3 14 1 1 19 

SK 294 2 5 1 1 l 10 

SK 295 1 l 7 z l 12 

SK 296 1 3 4 

SK 297 1 4 5 1 2 l l 15 

SK 298 10 2 7 2 1 1 1 24 

SK 299 5 5 1 1 1 13 

SK 300 1 6 1 自

SK 301 Z l 3 

SK 302 。
SK 303 。
SK 304 2 l 3 

SK 305 1 1 2 

SK 306 6 自

SK 307 3 1 l 5 

SK 308 l 11 1 13 

SK 309 1 3 5 1 1 l 12 

SK 310 1 1 

SK 311 6 6 12 

SK 312 10 18 1 5 34 

SK 313 1 1 5 l 1 9 

SK 314 3 3 l 1 1 l 10 

SK 315 l 1 l 3 

SK 316 1 1 

SK 317 2 22 9 1 1 1 2 38 

SK 318 4 3 7 

SK 319 12 13 1 l 1 28 

SK 320 2 9 2 13 

SK 321 5 1 26 4 3 39 

SK 322 。
SK 323 1 1 

SK 324 2 2 

SK 325 。
SK 326 18 12 1 3 4 38 

SK 327 l l 2 

SK 328 3 1 11 1 1 2 19 

SK 329 2 12 14 
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表43 出土遺物一覧表 (6) 
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 330 1 1 4 6 

SK 331 13 19 1 4 37 

SK 332 2 3 E 

SK 333 3 3 

SK 334 。
SK 335 。
SK 336 。
SK 337 1 l 

SK 33B 4 2 1 1 8 

SK 339 3 3 6 

SK 340 l l l 3 

SK 341 。
SK 342 。
SK 343 1 1 

SK 344 1 2 3 

SK 345 2 z 
SK 346 。
SK 347 1 l 

SK 34B 。
SK 349 6 1 1 8 

SK 350 2 1 l 1 5 

SK 351 l l 

SK 352 4 4 

SK 353 2 2 1 5 

SK 354 1 1 

SK 366 1 1 

SK 356 9 12 z 3 3 l 1 31 

SK 357 。
SK 358 l 5 l 7 

SK 359 2 l 3 

SK 360 l 1 2 

SK 361 11 4 15 

SK 362 l l 

SK 363 l 2 3 

SK 364 1 1 

SK 365 。
SK 366 7B 5 73 5 1 3 165 

SK 367 19 2 20 1 3 45 

SK 368 。
SK 369 l l l 1 4 

SK 370 l l 2 

SK 371 9 5 14 

SK 372 。
SK 373 5 5 1 1 1 13 

SK 374 l 1 2 

SK 375 4 11 5 z l 1 24 

SK 376 1 1 2 

SK 377 1 1 2 1 1 1 7 

SK 37B 1 2 1 4 

SK 379 27 4 1 1 33 

SK 380 。
SK 381 4 4 

SK 382 7 l 2 1 11 
SK 383 3 5 2 10 

SK 384 10 1 26 l 2 40 
SK 385 3 3 

SK 386 1 3 4 

SK 387 l l 

SK 3BB 2 1 3 

SK 3B9 4 3 7 

SK 390 2 2 

SK 391 1 2 1 4 

SK 392 l l 

SK 393 。
SK 394 3 l 1 5 

SK 395 3 1 4 

SK 396 。
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表44 出土遺物一覧表(7)
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 397 3 1 1 1 6 

SK 398 1 1 1 1 4 

SK 399 1 5 3 2 11 

SK 400 。
SK 401 l 1 

SK 402 l 1 1 3 

SK 403 1 2 3 

SK 404 1 1 

SK 405 1 1 1 2 E 

SK 406 l 1 2 

SK 407 1 2 3 

SK 408 。
SK 409 。
SK 410 1 1 1 3 

SK 411 1 1 

SK 412 l l 2 

SK 413 。
SK 414 。
SK 415 1 1 2 

SK 416 。
SK 417 1 l 2 

SK 418 5 l 8 2 l 17 

SK 419 1 1 

SK 420 。
SK 421 1 5 1 1 1 自

SK 422 1 1 

SK 423 z z l 5 

SK 424 10 9 l 20 

SK 425 4 6 1 1 4 16 

SK 426 4 3 1 1 9 

SK 427 1 6 2 9 

SK 428 。
SK 429 1 1 

SK 430 2 4 1 2 l 10 

SK 431 1 1 

SK 432 5 3 1 日

SK 433 2 5 1 日

SK 434 1 3 4 

SK 435 l l z 
SK 436 4 1 3 8 

SK 437 5 2 2 9 
SK 43日 l l 2 

SK 439 20 30 3 53 

SK 440 13 11 l 1 26 

SK 441 1 l 3 z 1 日

SK 442 2 2 

SK 443 3 3 

SK 444 11 9 23 1 1 45 

SK 445 。
SK 446 。
SK 447 1 l z 
SK 448 20 1 20 1 42 

SK 449 。
SK 450 。
SK 451 。
SK 452 。
SK 453 1 1 

SK 454 3 l 4 

SK 455 1 1 2 

SK 456 1 3 4 

SK 457 1 1 

SK 45自 。
SK 459 l 1 

SK 460 。
SK 461 。
SK 462 1 5 4 10 

SK 463 。
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表45 出土遺物一覧表 (8) 
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 464 。
SK 466 。
SK 466 。
SK 467 。
SK 468 11 9 1 1 22 

SK 469 。
SK 470 3 3 6 

SK 471 l l 

SK 472 2 2 

SK 473 4 l 5 

SK 474 2 z 
SK 475 2 1 1 4 

SK 476 12 20 1 33 

SK 477 。
SK 47自 。
SK 479 。
SK 480 。
SK 481 3 6 1 10 

SK 482 l l 

SK 483 。
SK 484 2 l l z 6 

SK 485 。
SK 486 l 1 2 

SK 487 9 3 1 13 

SK 488 3 3 

SK 489 。
SK 490 。
SK 491 。
SK 492 。
SK 493 3 2 5 

SK 494 。
SK 495 15 6 1 1 23 

SK 496 l l 

SK 497 3 3 

SK 498 1 1 

SK 499 2 2 

SK 500 。
SK 501 1 1 2 

SK 502 l l 

SK 503 l 1 z 
SK 504 3 3 6 2 2 16 

SK 505 1 l l 3 

SK 506 l l 

SK 507 l 1 7 1 10 

SK 508 2 3 l 1 1 8 

SK 509 13 1 7 2 46 113 3 11 5 1 l 203 

SK 510 1 1 1 1 1 5 

SK 511 2 2 

SK 512 。
SK 513 1 1 

SK 514 3 3 6 

SK 515 4 l 5 

SK 516 。
SK 517 。
SK 518 4 4 3 1 1 13 

SK 519 3 3 

SK 520 l 1 2 

SK 521 l l z 
SK 522 。
SK 523 。
SK 624 2 1 1 4 

SK 525 1 l 

SK 526 。
SK 527 3 2 5 

SK 528 7 10 l l 1 20 

SK 529 5 5 10 

SK 630 1 2 3 
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表46 出土遺物一覧表 (9) 
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SK 531 1 1 2 

SK 532 2 1 1 1 E 
SK 533 6 27 1 1 1 2 3自

SK 534 4 6 z 12 

SK 535 2 2 

SK 536 2 6 1 1 10 

SK 537 3 3 6 

SK 638 1 4 E 
SK 539 2 9 2 1 14 

SK 540 4 5 g 

SK 541 。
SK 542 2 7 g 

SK 543 5 12 1 18 

SK 644 2 9 1 1 13 

SK 545 2 E 1 1 9 

SK 546 3 z 5 

SK 547 2 6 8 

SK 548 2 9 1 1 13 

SK 549 1 1 1 3 

SK 650 3 1 1 E 
SK 551 。
SK 552 。
SK 553 1 1 

SK 554 1 1 

SK 555 。
SK 656 。
SK 557 。
SK 558 。
SK 559 。
SK 560 。
SK 561 1 1 

SK 562 3 3 

SK 563 1 1 

SK 564 1 1 

SK 565 。
SK 566 。
SK 567 。
SK 568 。
SK 569 。
SK 570 。
SK 571 。
SK 572 。
SK 573 1 1 1 3 

SK 574 1 1 

SK 575 。
SK 576 。
SK 577 。
SK 578 。
SK 579 。
SK 580 。
SK 581 。
SK 582 。
SK 583 l 1 

SK 584 。
SK 585 1 1 

SK 586 。
SP 001 2 8 1 1 6 18 

SP 002 s 10 2 l 9 30 

SP 003 1 1 2 4 

SP 004 9 5 1 3 1 19 

SP 006 3 9 2 14 

SP 006 11 12 1 1 2 1 2自

SP 007 9 12 2 1 24 

SP 008 6 9 l 5 3 l 25 

SP 009 6 10 l 5 2 l 25 

SP 010 1 5 1 1 8 

SP 011 3 3 1 7 
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表47 出土遺物一覧表 (10)
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SP 012 1 2 3 
SP 013 1 1 2 
SP 014 2 3 E 

SP 015 z 1 3 
SP 016 12 12 1 l 26 
SP 017 2 4 l 7 
SP 018 2 l 3 
SP 019 。
SP 020 12 4 3 1 1 1 22 
SP 021 4 3 7 
SP 022 。
SP 023 10 3 1 14 
SP 024 6 7 1 14 
SP 026 5 7 2 14 
SP 026 自 1 6 1 1 15 

SP 027 3 12 4 19 
SP 028 2 3 5 
SP 029 1 6 7 
SP 030 l l 

SP 031 2 3 1 6 
SP 032 。
SP 033 1 l 2 
SP 034 11 9 3 23 
SP 035 4 4 
SP 036 2 1 3 
SP 037 1 1 

SP 038 。
SP 039 4 l l 6 
SP 040 B 26 6 l l 42 
SP 041 17 20 5 4 l 2 l 1 51 
SP 042 l 4 8 1 1 15 
SP 043 4 5 2 1 12 
SP 044 l 3 2 l 1 8 
SP 045 14 21 l 1 l 5 43 
SP 046 8 17 25 
SP 047 2 8 s 2 1 17 
SP 048 5 3 1 9 
SP 049 1 1 2 4 

SP 050 21 6 l 5 l 34 
SP 051 4 7 10 1 3 z 2 29 
SP 052 3 2 2 7 
SP 053 11 6 l 3 21 
SP 054 2 1 10 2 l 1 17 
SP 055 l 1 2 
SP 056 l 5 6 
SP 057 l 2 l 4 
SP 058 1 1 
SP 059 6 16 1 1 24 
SP 060 1 1 
SP 061 。
SP 062 l l 

SP 063 l l 

SP 064 l l 2 
SP 065 6 10 l 2 2 l 22 
SP 066 7 1 19 l 1 1 l l l 2 35 
SP 067 。
SP 068 l 2 7 s 18 
SP 069 l l z 
SP 070 13 4 1 1 19 
SP 071 1 1 2 
SP 072 4 9 1 2 16 
SP 073 1 9 4 1 1 16 

SP 074 8 3 1 12 
SP 075 7 15 z 2 l 27 
SP 076 4 l 8 3 l 17 
SP 077 2 5 l 8 
SP 078 1 l 1 3 
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表48 出土遺物一覧表 (11) 
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SP 079 1 6 7 
SP 080 2 2 
SP 081 3 3 

SP 082 7 10 z 3 10 1 33 
SP 083 l 1 2 
SP 084 l 3 2 1 7 
SP 085 。
SP 086 2 6 1 9 
SP 087 2 5 1 自

SP 088 l l 2 
SP 089 1 l 2 
SP 090 1 1 
SP 091 1 1 
SP 092 3 2 E 

SP 093 1 1 1 3 

SP 094 3 5 1 9 
SP 095 7 1 4 1 3 16 
SP 096 7 l 8 
SP 097 2 1 3 
SP 098 1 1 
SP 099 4 5 l 10 
SP 100 5 2 3 10 
SP 101 4 2 10 2 18 
SP 102 1 6 1 1 g 

SP 103 1 1 2 4 
SP 104 1 1 

SP 105 l 1 10 l 13 
SP 106 l z l 4 
SP 107 l 1 l 3 
SP 108 l 6 7 
SP 109 。
SP 110 4 1 5 

SP 111 6 5 1 l 1 14 
SP 112 4 3 7 
SP 113 。
SP 114 1 1 1 1 4 
SP 115 7 12 1 1 21 
SP 116 3 2 1 自

SP 117 3 12 1 4 l 21 
SP 118 3 l 4 
SP 119 6 1 6 l l 15 
SP 120 2 4 1 1 8 
SP 121 。
SP 122 。
SP 123 l 4 1 日

SP 124 l 4 1 l 1 8 
SP 125 10 7 3 1 1 22 
SP 126 3 3 
SP 127 2 1 1 2 1 7 
SP 12自 。
SP 129 z l 3 
SP 130 。
SP 131 l l 1 3 
SP 132 z 2 
SP 133 4 15 1 5 3 l 29 
SP 134 1 2 1 4 
SP 135 1 z 3 E 

SP 136 3 3 
SP 137 3 3 
SP 138 2 2 
SP 139 2 7 1 2 1 13 
SP 140 1 1 2 

SP 141 。
SP 142 l 7 l l 10 
SP 143 。
SP 144 。
SP 145 。
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表49 出土遺物一覧表 (12)
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SP 146 。
SP 147 1 1 
SP 148 2 5 2 9 

SP 149 l l 

SP 150 l l 1 3 
SP 151 。
SP 152 3 6 1 10 
SP 163 。
SP 154 l 1 2 
SP 155 l 2 3 
SP 156 l l l 3 
SP 157 1 1 2 
SP 158 1 1 2 1 5 
SP 169 1 1 
SP 160 3 4 1 8 

SP 161 l l z 
SP 162 。
SP 163 。
SP 164 。
SP 166 3 4 1 8 
SP 166 2 3 1 1 7 
SP 167 1 6 7 
SP 168 1 2 1 4 
SP 169 1 1 
SP 170 1 1 
SP 171 1 1 2 

SP 172 。
SP 173 。
SP 174 l l 

SP 175 l l 

SP 176 。
SP 177 1 l 

SP 178 1 l 

SP 179 3 3 
SP 180 1 1 
SP 181 1 1 2 
SP 182 1 1 
SP 183 1 2 3 

SP 184 z 1 3 
SP 185 l l 

SP 186 。
SP 187 6 6 
SP 188 l 2 3 
SP 189 6 1 6 3 1 1 18 
SP 190 2 l l l 5 
SP 191 2 l l 2 6 
SP 192 。
SP 193 3 3 1 7 
SP 194 1 2 12 15 
SP 195 。
SP 196 l l 

SP 197 2 z 
SP 198 l l 1 3 
SP 199 。
SP 200 。
SP 201 3 1 1 E 

SP 202 l l 

SP 203 。
SP 204 1 3 4 
SP 205 1 1 
SP 206 。
SP 207 。
SP 208 。
SP 209 l l 

SP 210 4 12 l 17 
SP 211 l l 

SP 212 3 1 4 
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表団出土遺物一覧表 (13)
古代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 山 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁同

瓦 土 宥 金 銭 鉄 不
恵 事由 師 師 茶 口 理E 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 手事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SP 213 3 1 4 
SP 214 4 1 3 自

SP 215 1 1 

SP 216 l 8 z z 13 
SP 217 2 2 
SP 218 l 1 
SP 219 。
SP 220 2 4 2 自

SP 221 2 2 
SP 222 3 2 2 7 
SP 223 3 3 
SP 224 1 1 
SP 225 1 1 
SP 226 3 4 1 自

SP 227 1 1 2 

SP 228 l 1 
SP 229 2 2 
SP 230 。
SP 231 1 1 
SP 232 。
SP 233 。
SP 234 。
SP 235 。
SP 236 7 2 g 

SP 237 2 2 
SP 238 。
SP 239 。
SP 240 2 l 3 
SP 241 l 1 
SP 242 l 1 
SP 243 1 1 
SP 244 1 1 
SP 245 l 1 
SP 246 l 1 
SP 247 4 2 l 7 
SP 248 。
SP 249 。
SP 250 2 1 2 E 

SP 251 。
SP 252 3 1 4 
SP 253 。
SP 254 l 1 2 
SP 255 1 1 
SP 256 1 3 1 E 

SP 257 l 1 
SP 258 l 6 7 
SP 259 。
SP 260 1 1 
SP 261 1 1 
SP 262 。
SP 263 。
SP 264 。
SP 265 。
SP 266 。
SP 267 2 3 E 

SP 268 1 1 
SP 269 。
SP 270 。
SP 271 。
SP 272 1 1 
SP 273 2 2 
SP 274 1 1 

SP 275 5 5 
SP 276 1 1 
SP 277 。
SP 278 1 1 
SP 279 1 1 
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表引出土遺物一覧表 (14)
古 代 中世 近世 近代 その他

須 灰 土 土 Ili 片 古 常 中 そ 土 土
磁陶 磁陶

瓦 土 右 金 銭 鉄 不
恵 紬 師 師 茶 口 瀬 滑 国 の 師 師 製 器 属 貨 F事 明

遺 器 陶 器 器 碗 鉢 戸 産 産 他 器 器 器 器 品 製 総
構 器 皿 ( 類 陶 陶 皿 ( 品
番 皿 大 器 磁 皿 焼

数
号 以 窯 器 以 成

外 外 粘
) ) 土

塊

SP 280 。
SP 281 1 2 1 4 

SP 282 1 7 1 9 

SP 283 。
SP 284 1 l 

SP 285 l l 

SP 286 1 6 1 8 

SP 287 。
SP 288 1 1 

SP 289 l l 2 

SP 290 。
SP 291 。
SP 292 2 2 

SP 293 。
SP 294 。
SP 295 。
SP 296 。
SP 297 。
SP 298 。
SP 299 。
SP 300 。
SP 301 。
SP 302 l 1 

SP 303 。
SP 304 。
SP 306 1 1 

SP 306 。
SP 307 。
SP 308 。
SP 309 。
SX 1 2 1 2 l 1 7 

小計 27 8 13，040 334 4，576 127 519 275 56 6 135 77 728 78 338 92 25 71 26 100 23 10，561 

A 
I層 6 2 297 17 594 8 84 26 18 13 11 281 37 11 46 2 20 6 1 36 1，516 

地 mJ面 10 3 529 27 947 12 134 31 10 18 43 634 47 15 37 s 28 15 6 34 2，588 
点

居住京劇 l 13 l 35 l 6 l 1 43 3 3 6 114 

B I層 25 2 35 1 7 2 1 2 1 1 1 78 

地 mLV層 26 25 4 z 1 z 60 
点

属1<'再開 35 2 31 l 4 

c I層 5 l 11 1 21 z 41 

地 E層 12 1 14 3 17 1 1 1 50 
点

周佐木明 l 3 1 6 1 z 2 2 18 6 42 

D 
I層 l z 2 5 

地 mLV.層 l 3 z 1 3 10 
点

届&'<'明 2 1 3 

指掴区内積掴 l 18 2 42 l 6 4 l 2 1 28 l 3 1 l 1 2 115 

総数 45 15 4，006 387 6，311 150 767 347 86 9 181 136 1，777 169 365 189 36 120 49 110 101 15，256 
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第4章 自然科学分析

第 1節鍛冶・鋳造関連遺物の分析

1 はじめに

当遺跡では、多数の鍛冶関連遺物と鋳造関連遺物が出土した。そこで原材料や鍛冶工程を特定し、

遺跡の性格を明らかにするため、鍛冶関連遺物の一部と鋳造関連遺物を分析した。これらのうち鉄棒

は、黒色磁着微細物が出土した SK399出土の鉄津 1点、大型の椀形津2点 (A・B地点各1点)、輔

羽口に付着する溶融物を選択した。また黒色磁着微細物は、現地で検出した①黒色物(約20也)と②

周囲の土壌(約49kg)を乾燥後に選別した磁着物(①1，977g②2，577 g)のうち、①を対象とした。

分析は、竹原弘展(株式会社パレオ・ラポ)が担当し、走査型電子顕微鏡及び付属するエネルギー分散

型X線分析装置による鉄津の観察と分析、蛍光X線分析装置によるトリベの元素マッピング分析を行っ

た。なお、第1・4項は編集者、第2・3項は竹原が執筆した。

2 試料と方法

分析対象は、各遺構より出土した鉄津4点(分析No.1.......3、5)、磁着のある黒色微細物(分析No.

4)、 トリベ(分析No.6)である。表52に一覧を示す。

鉄棒は、断面プレパラートを作製し、観察、分析を行った。試料の作製には、包埋樹脂に注型用高

透明エポキシ樹脂を使用し、鉄津の一部を岩石カッターで切り取った後包埋した。包埋試料は、ディ

スコプランで研磨した後、コランダムの枠3000、ダイヤモンド粒子の 1μ皿の順で研磨し、観察、分析

面とした。採取した断面の位置を写真 1"'3の写真中に白線で示す。試料は、カーボン蒸着を施し、

走査型電子顕微鏡(日本電子株式会社製JSM-5900LV、以後SEM)による反射電子像の観察及び付属す

るエネルギー分散型X線分析装置(同JED-2200、以後EDS)による鉱物組織の定性分析を行った。

黒色磁着微細物は、土砂が多く混ざっており、分析に先立つて、超音波洗浄器と磁石を用いて磁着

物の洗持、抽出を行った。磁着物は、実体顕微鏡下で観察し、観察、分析用試料をピックアップした。

トリベは、非破壊で分析を行った。試料を、エネルギー分散型蛍光X線分析装置である(株)堀場

製作所製分析顕微鏡XGT-5000TypeIIの試料ステージに固定し、ステージを走査させながら測定する元

素マッピング分析を実施した。

3 分析結果

鉄津のSEM反射電子像を写真 1.......3にそれぞれ示す。 SEM反射電子像に記された各ポイントのEDSに

表52 分析対象一覧
分析No. 種別 遺構名 掲載番号 取上番号 備考 実施項目

1 鉄棒 SK059 458 3875 S凹観察、 EDS分析

2 鉄津 SK399 459 11448 S回観察、回S分析

3 鉄浮 SK484 457 20170 S聞観察、 EDS分析

4 黒色磁着微細物 SK399 12351 塊状に出士 超音波洗浄、 SEM観察、 EDS分析

5 鉄津 SK436 416 12223 輸羽口に付着 SEM観察、回S分析

6 トリベ SK242 195 9548 フE素マッピング分析、ポイント分析
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よる検出元素を表53に示す。分析No.4は、洗浄の結果、写真2一④のような粒状及び薄片状の磁着す

る物質が得られた。それぞれ粒状津と鍛造剥片と見られる。洗浄物よりピックアップした粒状津を分

析No.4- 1、鍛造剥片を分析No.4-2として、他の鉄津と同様に断面の観察、分析を行った。また、

トリベの元素マッピング図、及び主要元素のマッピング図で輝度の高い箇所をポイント分析した結果

得られたスベクトノレを図96・97に、半定量値を表54に示す。

[分析No.1 (写真 1一①~③)J

椀形を呈し、磁着がある。 SEM反射電子像では、写真 1一②、③のような結晶組織が観察された。 E

DS分析結果と併せると、明色の樹枝状ないし粒状組織(写真1一③のa)では鉄(Fe)と酸素(0)のみが

検出されウスタイト (FeO)と見られる。中間色木ずれ状組織(同図b)では鉄とケイ素(si)と酸素が

検出されファイヤライト (2FeO・Si02)と見られる。これらが、基質となる暗色ガラス質(同図c)上に

品出している。

[分析No.2 (写真 1一④~⑥)J

磁着はやや弱い。 SEM反射電子像では、写真 1一⑤、⑥のような結晶組織が観察された。 EDS分析結

果と併せると、中間色木ずれ状組織(写真 1一⑥のa)では鉄とケイ棄と酸素が検出されプアイヤラ

イトと見られる。これが、基質となる時色ガラス質(同図b)上に晶出している。

[分析No.3 (写真2一①~③)J

椀形を呈し、磁着は弱い。 SEM反射電子像では、写真2 ②、③のような結晶組織が観察された。 E

DS分析結果と併せると、明色の樹枝状ないし粒状組織(写真2-③のa)は鉄と酸素のみが検出され

ワスタイトと見られる。また、中間色木ずれ状組織(同図b)は鉄とケイ棄と酸素が検出され、主な

検出元素よりファイヤライトと見られる。これらが、基質となる暗色ガラス質(同図c)上に晶出し

ている。

[分析No.4-1 (写真2一⑤~⑦)J

磁着のある粒状津である。 SEM反射電子像では、写真2一⑥、⑦のような結晶組織が観察された。

極めて微小な明色樹枝状組織が昆られ、 EDS分析では組織単独での分析はできなかったものの、鉄・

ケイ素・アルミニワム・酸素が検出された。ガラス質上にウスタイトが晶出しているものと考えられ

る。

[分析No.4-2 (写真3一①~②)J

磁着のある鍛造剥片である。厚さは約160μ皿で、 SEM反射電子像では写真3一②のように表面の約1

2μm (写真3一②のa) と残りの部分(同図b)の計2層に分かれている様子が観察された。 EDS分析

では、 2層とも鉄と酸素が検出された。反射電子像では、像のコントラストは物質の原子番号に依存

するため、暗く映し出さている表層の方が、原子番号の小さい酸素の割合が高いと考えられる。した

がって、表層がマグネタイト (Fe304)、内層がワスタイトと推定される。

[分析No.5 (写真3一③~⑤)J

輔羽口に付着しており、磁着がある。 SEM反射電子像では、写真3一④、⑤のような結晶組織が観

察された。明色の多角形組織(写真3一⑤のa)は、形状よりウルボスピネル(2FeO・Ti02)とも考えら

れたが、 EDS分析結呆では鉄と酸素のみが検出されチタンが検出されないことから、チタンを固溶し

ていないマグネタイトと見られる。基質となる暗色ガラス質(同図b)上に晶出している。
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[分析No.6 (図96・97)J

トリベ破片で、内面全体に付着物が見られる。内面の元素マッピング分析の結果、銅(Cu)と鉛(Pb)

が主に検出された。付着物のうち、緑がかっている箇所は鋼の輝度が高く、黒い箇所は鉛の輝度が高

い傾向が見られた。また、スズ(Sn)も含まれており、局所的に濃度の高い箇所も検出されている(図

97下)。他に付着物に伴う微量元素として、ニッケノレ(Ni)・ヒ素(As)・アンチモン(Sb)・ビスマス(Bi)

が検出された。

一般に砂鉄製錬の場合、原料中にチタンが多く含まれており、さらにその製錬津にはチタンが濃縮

され、チタンを含む結晶鉱物が晶出するが、今回の鉄棒の定性分析結果では、いずれの試料からもチ

タンは検出されなかった。したがって、これらの鉄棒は製錬に伴う製錬津ではなく、精錬鍛冶や鍛錬

鍛冶に伴う鍛冶津である可能性が高いと考えられる。また、鍛錬鍛冶に伴って発生する粒状津及び鍛

造剥片が検出されており、少なくとも鍛錬鍛冶が行われていたことが明らかとなった。

トリベ付着物は、 Cu-Pb-Snの銅合金であることが判明した。青銅(銅とスズの合金)の一種ともい

えるが、破片付着物の表面的な組成を見る限りではスズの割合はかなり少ない模様である。

4 考察

分析の結果、輔羽口・鉄津・黒色磁着微細物は、鍛錬鍛冶が行われていたことを示す遺物である可

能性が高くなった。これらと同一遺構内から共伴した最新型式の遺物の暦年代は、 15世紀中葉(分析

No. 3) と16世紀中葉~後葉(分析No.4)である。ただし、これらを含む鍛冶関連遺物の出土位置は、

限られた範囲ではない(第5章第2節参照)ことから、現段階では発掘区周辺で鍛冶工房が存在した

と指摘するに留めたい。一方、トリベは鋳造又は鋳掛けの作業に伴う、専用容器である可能性が高く

なった。同一遺構内から共伴した遺物の暦年代は14世紀後半"'15世紀中葉であり、当該期に発掘区周

辺で鋳造工房も存在したと考えられる。

表53 鉄津EDS分析結果
分析No. ポイント 検出克素 所見

a O.Fe ワスタイト

1 b O.Si.Fe プァイヤフイト 椀形鍛冶津

c O.Al.Si.K.Ca.Fe ガラス質

a O.Si.Fe ファイヤライト
鍛冶津2 

b o. Al. Si. K. Ca. Fe ガフス質

a O.Fe ウスタイト

3 b O.Si.Fe ファイヤライト 椀形鍛冶浮

c O.Na.Al.Si.K.Ca.Fe ガフス質

4-1 a O.Al.Si.Fe ウスタイト+ガラス質? 粒状津

4 a O.Fe マグネタイト?
鍛造剥片4-2 

b O.Fe ウスタイト?

a O.Fe マグネタイト
鍛冶津5 

b O.Al.Si.K.Ca.Fe ガラス質
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①分紛写真NO.3
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① 

』厨=

⑤ 

@分続写真NO.4抽出物、@分続NO.4-1 @.⑦分続鵬.4-1S凶反射電子像{⑥×純⑦x1∞O}
写真2 鉄需の自鍛科学分続 (2)
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①分続写真NO.4-2

③分析写真NO.5
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① 

②分新NO.4田 2SEM反射電子像{待。)

③ 

@・@分析附.5SEM反射電子像 (@)x25，⑦x2∞〉

写真3 鉄津の自然視学分析 (3)
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Loĝ'J-J(， 

腕時間;1000s 川処理時間石つ
XGT径 : 100μmX線管電圧 :50kV 
電流 :0.10mA 
定盆補正法.スヲンゲード LB14.PST

1"".1質量濃度1 2 (1 1 強度元素|ラインI*"-~nI~CK.1 ~:， I 
l 1 [叫 I[剣 1[cps/mA] 

281Ni 1 K 1 O. 07 1 O. 03 1 5.83 
291Cul K 1 82.27 1 0.62 1 4908.08 
331AsIKI 0.7510.251 17.98 
5olSnl K 1 0.82 1 0.37 1 3.58 
821pbl L 1 16.08 1 0.52 1 128.93 

40.96 keV 

回96分析NO.6の元素マッピング園及びポイント分析スペクトル(1)
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Cu 

Pb Pb 

Cu 

O.日日 keV 子力 1H 力-'}ル日.000keV 0.000 cps 

Cu 

Sn 

Sn 11 Cu 

0.00 keV マー力 1 H 力-'}ル 0.000 keV 0.000 cps 

logスザ-1(，

測定時間:1000s I、'!vA処理時間:P4
XGT径 : 100μmX線管電圧 :50kV 
包流 :0.22mA 
定量補正法.スタンゲート.LB14.PST 

元素|ライン|質量濃度I~~ I 強度
[泊 I[剣 I[cps/mA) 

281Nil K 
291Cul K 
50lSnl K 
51lSbl K 
821Pbl L 
831Bil L 

XGr笹

0. 26 I O. 03 I 13.92 
26.20 I 0.25 I 1254.71 
3.83 I 0.46 I 10.79 
0.51 I 0.20 I 2.38 

68.97 I 0.42 I 689.32 
0.23 I 0.05 I 7.18 

40.96 keY 

40.96 keY 

図書7 分析鵬.6のポイント分析スペクトル (2)
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第 2節 土製品付着顔料等の分析

1 はじめに

当遺跡では、近世と考えられる土製品 2点(図93-399・400) が出土した。土製品の出土地点に

隣接してSB05・06を検出しており、宗教的な施設である可能性もある。このことから遺跡の性格を

明らかにするため、遺存状況の良好な土製品 1点 (399) を対象に、付着する顔料の種類や漆質物を

分析した。分析は、竹原弘展・藤根久(株式会社ノfレオ・ラボ)が担当した。なお第1・4項は編集

者、第2・3項は竹原・藤根が執筆した。

2 話料と方法

分析対象は、 BD2グリッドのE層より出土した素焼きの土製品破片で、ふくよかな頬と福耳の

形状をしており、耳孔にあたる部分は穿孔されている。このことから、右頬から右耳にかけてのお面

の一部と考えられる。焼き物の素地が露出している箇所が多いが、白色、黒色、赤褐色の着色が肉眼

観察で確認される。これら顔料の分布と種類を検討するべく、元素マッピング分析を行った。さらに、

黒色部分については赤外分光分析を行った。分析は、蛍光X線分析を竹原が、赤外分光分析を藤根が

行い、報告は竹原がまとめた。

(1)元素マッピング分析

分析装置はエネルギー分散型蛍光X線分析装置である(株)堀場製作所製分析顕微鏡XGT-5000Type

Eを使用した。装置の仕様は、 X線管が最大50kV・1mAのロジウムターゲット、 X腺ビーム径が100μ血又

は10μm、検出器は高純度Si検出器 (Xerophy)である。この装置は、試料ステージを走査させながら

測定することにより元素の二次元的な分布画像を得る、元素マッピング分析が可能である。なお、検

出可能元素はナトリウム~ウランである。

本分析での測定条件は、印刷、1.OOmA、ピーム径100μm、測定時間5000sを8囲走査、パルス処理

時間P3に設定した。

(2)赤外分光分析

分析試料は、黒色部分について手術用メスを用いて薄く削り取った後、押しつぶして厚さ1mm程度

に裁断した臭化カリウム (KBr)結晶板に挟み、油圧プレス器を用いて約7トンで加圧整形した。採取

箇所を図的一②に示す。測定は、フ-!]エ変換型顕微赤外分光光度計(日本分光鯛製FT/IR-410、IRT

-30-16)を用いて透過法により赤外吸収スベクトルを測定した。

3 分析結果

( 1 )元素マッピング分析

元素マッピング分析により得られた元素マッピング図を図的一①に示す。元素マッピング分析に

より、白色部、黒色部では主にチタン(Ti)、赤褐色部では鉄(Fe)の分布が確認された。他に、カリウ

ム(K)・カルシウム(Ca)• !IE鉛(Zn)・鉛(Pb)の輝度がやや高い箇所がみられた。

(2)赤外分光分析

赤外分光分析を行った結果、複数の吸収ピークが得られた(図98)。この黒色部は、光沢があり漆

質と予想されたが、生漆の吸収ピーク(吸収No.6"-'8、表55) はみられなかった。波数1070"-'1050(cm 
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つ付近に劣化に伴う大きな吸収がみられるため、黒色部は劣化している可能性が高い。

[白色部]

白色部からは、チタンが主に検出されたことから、使用顔料はチタン白と考えられる。チタン白

は、酸化チタン (N)(TiO，、二酸化チタンとも)からなり、 1917年頃に工業用として開発され、 192

7年頃に本格的な量産体制に入ったとされる(丸尾・宇佐美2010、鈴木2010)。よって、少なくとも塗

装自体は昭和以降のものである可能性が高い。

なお、頬下部の織の白色部分においてはカノレシワムと鉛がやや高い輝度を示す箇所があり、同じ

白色顔料である炭酸カルシウム(胡粉)や鉛白などが少量存在している可能性がある。しかし、いず

れの箇所もチタンが伴い、鉛やカノレシウム以上に高い輝度を示しているため、基本的には白色部はチ

タン自によるものと考えられる。

着色部位的には、頬の織や耳との境目などが特に多く検出されている。しかし、頬や耳(耳柔)

全体にもうっすらとではあるが分布している様子が肉眼及びチタンのマッピング図においてみられ、

また、後述する赤褐色部の下地にもみられることから、肌を表現する色として土製品全体の基調とな

る色であったと考えられる。

[黒色部]

黒色部からは、元素マッピング分析では、白色部と同様にチタンが検出された。なお、白色部と

黒色部の分布上の区別は、元素マッヒ。ング図からはできなかった。また、赤外分光分析の結呆より、

塗膜形成は、漆ではない他の有機物である可能性が高いことが確認された。

チタンを主成分とする黒色顔料としては、チタンブラックがある。チタンブラックは、 Tin02n-lであ

らわされる低次酸化チタンからなり、 n=2.5のときが最も黒い(鈴木2010)。ただし、黒色顔料は他に

炭素系(カーボンブラック)、鉄系(黒色酸化鉄)などがあり、鉄については元素マッピング分析結

呆で分布が一致していないため否定されるものの、最も一般的な黒色顔料である炭素系については、

蛍光X線分析では炭素を検出できないため、チタン白の上に炭素系の黒色顔料が塗られている可能性

も完全には否定できない。なお、黒色部を観察すると、白い下地の存在があるように見える箇所と、

存在が明確には確認できない箇所と両方見受けられる。鈴木2010によると、「当時の二酸化チタンは

耐光性に弱く、アルコールや水に分散させて太陽光線に当てると、半Hから 113で太陽光線にあたっ

表55 生漆の赤外吸収位置とその強度

吸収N.
生漆

位置 強度

l 2925.48 28.5337 

2 2854.13 36.2174 

3 1710.55 42.0346 

4 1633.41 48.8327 

5 1454.06 47.1946 

6 1351. 86 50.8030 

7 1270.86 46.3336 

8 1218. 79 47.5362 

9 1087.66 53.8428 

10 727.03 75.3890 

ウルシ成分

~Nì川-，レ

~Nì刈』レ

ウルシオ~þ

ている方が灰色から青味の灰色に変色した。」

とあることから、試料の黒色部の一部ではチ

タン白が劣化により変色した可能性も十分に

考えられる。

表現という観点から考えると、耳という部

位を考慮すれば、頬と同様、元は肌の色を表

現した白色であったと捉えるのが自然ともい

える。しかしながら、黒色部位は、耳の上部

から耳染中ほどにかけて斜めに分布してお

り、耳に髪がかかっている表現があった可能

性も否定できない。
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[赤褐色部]

赤褐色部からは、鉄が検出されたことから、使用顔料は鉄系、いわゆるベンガラに分類されるも

のと考えられる。なお、赤褐色の塗装面の下地には、チタン自による白色層が明瞭に観察される(図

土製品付着顔料等の分析第2節

99ー②)0

部位的には、耳の上部の破面に沿うように分布しており、欠損している頭部に頭巾などの存在が

推測される。

[その他]

元素マッピング分析では、他にカリウムとE鉛について特徴的な分布が見られた.なお、ケイ素(5

i)についても耳桑や頬に輝度の高いエリアがあるが、これは土製品の凹凸に由来するものであり、ケ

イ棄の含有量によるものではない。カリウムは、焼き物素地のやや色の濃い箇所に分布しており、焼

成時に付着した灰由来などの可能性が考えられるo !ll!鉛については、白色顔料の亜鉛華などが考えら

れたが、カルシウムや鉛と違って分布域が白色部ではなく、比較的焼き物素地が露出しているように

見える箇所であり、由来は不明であった。

分析の結果、白色部はチタン白、赤褐色部はベンガラであった。黒色部については、チタン自の

劣化による可能性が考えられるが、チタンブラック又は炭素系黒色顔料の可能性も否定できない.

考察4 

出土した士製品は型押しによる成形であることから、当初は近世の所産と考えていたが、少なくと

も顔料の塗装は昭和時代であり、土製品本体の製作時期も大きく遡らないと考えられる.よって、出

土位置から、本遺物に伴う建物は、近代民家と考えられるSBOlの可能性が高まった.

引用文献

丸尾正岡IJ・宇佐美輝男2010r酸化チタン (IV)、チタンホワイト、チタェアJr.顔料の事典(普及版H、

朝倉書居pp186-198

鈴木福二2010rチタンプラックJr顔料の事典(普及版)~、朝倉書庖pp198-200
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①元農マッピング園

(2) .外分光分析院科縁取位置

園ω 土製品に盆られた阻料の自然斜字分析
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第 5章総括

第 1節遺構

本節では、 A地点の主要遺構の変遷を中心に述べる(図100、表56)。

1 1 a期

SD2・3により区画された屋敷地 (14世紀中葉........15世紀中葉)が、発掘区外の東側に広がると推

測される。 SD2は後世の遺構等により一部滅失しているため、屋敷地の規模は不明である。ただし、

SD2最上層の埋士の様子や鍛冶関連遺物の出土から当該屋敷地内に鍛冶工房が存在したと仮定する

と、工房の廃絶時にSD2が埋め戻されたと解釈できる。屋敷地の外側には遺物集積土坑 (SK367) 

がある。士坑も多数確認されているものの、礁を伴う同種の士坑はE期でも確認されており、 E期の

遺物を含んでいないものの時期が下る可能性はある。なお、 D地点のSD4以南ではA........C地点に比

べて遺構・遺物共に激減することから、 SD4は町屋を区画する溝と考えられる。 SD2の埋没時期

と近く、遺跡全体の変遷を考える上で重要である。

2 I b期

A地点のSB06・09"'11、C地点の SAl・2が該当し、建物に伴う溝は確認されていない。 SB

09"'11は短期間の建て替えが想定されるが、 SB06周辺はE期以降の遺構等により建て替えの有無に

¥ 

SI¥022 

SBO 

:78 

S回9・no・11

SK28日

I期 E期 E期
。 2伽1

(S=1/6∞) 

園100 A地点の主要遺構変遷困
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ついては不明と言わざるを得ない。ただし、 SB06南側から SD3にかけてはII""'m期の遺構が多数

存在するものの、少なくとも柱穴は確認されておらず、建物が存在した可能性は極めて低い。なお、

礁を伴う土坑 (SK037・072・259・384)、土坑墓 (SK075・278)、遺物集積土坑 (SK366・399)

がある。発掘区南端のSK312ではE期の遺物を出土していないが、周辺の遺構の状況からE期に下

る可能性はありうる。

3 II期

S B07・08(17世紀前葉~中葉)と SB04・05(18世紀後半~明治時代初頭)の建て替えが、ほぽ

同じ位置で認められる。 SB04には生活排水の処理施設SK003が伴う可能性があるが、 SE3に伴

う建物は確認されなかった。 C地点でも SK509から19世紀前葉の遺物が多数出土しており、少なく

ともA・C地点周辺に近世村落が展開する。なお、礁を伴う土坑 (SK19・29・45・234・286・288)

が点在する。

4 m期

A地点のSB01にはSEl、SB02にはSE2と生活排水の処理施設 (SK033)が伴う。 E期と

E期の遺構配置を比較すると、建物の北側に井戸を含む付属施設が配置されていることに気付く。 S

B02の柱穴に切られる SK093が、濃尾地震後の廃棄土坑と解釈すると、これらの建物は地震後に造

営されたと考えられる。調査前丈量図では、発掘区内に宅地4筆と畑地 1筆(以下、北から順に「宅

地AJ・「宅地BJ、「宅地CJ、「畑地DJ、「宅地EJと呼称する。)があり、宅地C・畑地Dを除いて

各々地権者は異なる。そこで、筆界と遺構の位置を比較する。宅地A・B間ではSDlがほぼ筆界と

一致することから、 E期に宅地A・宅地Bに分筆され、宅地BではSB01が造営されたと考えられる。

宅地B・宅地C聞では筆界に相当する遺構は検出されなかったが、宅地CではSB07・08とSB02が

ほぼ同じ位置に重なる。なお、宅地C・宅地E、畑地Dの分筆時期を遺構から検証することは困難で

ある。 1a期の SD2・3の北端が宅地B・宅地C聞の筆界に近く、建物の主軸方位(表56)が1b 

期からE期に至るまでほぼ同一であることを考え合わせると、 1b期とE期に再編されてはいるもの

の、現代の筆界は中世前期からの士地利用の痕跡を強く遣している可能性が高い。

表56 柵・建物一覧表

遺構名
規模(括弧内の数値は現存長)

主軸方位
重複関係 時期

南北長(m) 東西長(凶 (古→新)

SAl (1.02) (1. 56) N-19.5. -E 
SA2→SAl 15世紀中葉以降

SA2 (1.64) (1. 15) N-23.0. -E 

S BOl 7. 71 (6.54) 民家D型 (3間以上X2間) N-29.0回一E 幕末・明治初頭以降
SB02 8.51 (6.26) 民家D型 (3間以上X2間) N-30.0. -E 明治時代中期以降

S B03 (4.89) (3.81) 形式不明 (2間以上X2間以上) N-29.0. -E SBOl・02と同時期か

SB04 7.31 (5.33) 
総柱建物 (3間X3間)

N-26.5回一E 19世紀前半
SB05→SB04 

S B05 1.61 (5.14) N-33.0. -E 18世紀後半

SB06 4. 76 (5.72) 側柱建物 (3間以上X2間) N-32.0. -E 15世紀中葉以降

S B07 7.03 (3.51) 
総住建物 (2間以上X2間)

N-30.0回一E
11世紀前半SB08→SB07 

SB08 7.15 (3.93) N-28.0. -E 

SB09 3.68 (4.62) 側柱建物 (3間以上X2間) N-29.0. -E SB09→SBI0 

S B 10 5.13 (4.98) 側柱建物 (5?間X3問) N-36.5回一E 15世紀中葉以降
SBll→SBI0 

SBll 5.69 (5.05) 側柱建物 (3間以上X3間) N-32.5. -E 

S B 12 1. 37 (1. 01) 側柱建物 (2間以上Xl間) N-17.5. -E 不明

S B 13 2.66 (0.81) 側柱建物 (2間以上X3間) N-24.0回一E 不明
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第2節遺物

1 中世遺物の様相(表57......61) 

中世遺物のうち主体となる土師器皿、山茶碗類、片口鉢、古瀬戸・大窯、常滑産陶器、中国産陶磁

器について、地点毎に接合後破片数を集計した(発掘区内の総数には、試掘・確認調査出土分を含む)。

種別毎の時期的推移については、第3章第4節と重複するので参照いただきたい。 A.C地点を比較

すると発掘面積の比率では約3.5:1であるが、土器類の接合前破片数の比率では、 A地点 :C地点

=66: 1 (常滑産陶器)、 40.6:1 (古瀬戸・大窯)、 37:1 (土師器煮炊具)28.8 : 1 (土師器皿)、

23.6: 1 (山茶碗類)20.5: 1 (中国産陶磁器)と、総じてA地点の出土遺物の密度は高い。これら

のうち、 A地点出土の山茶碗類の100rrl当たりの接合前破片数は約1， 472点(接合後破片数では約1，43

3点)であり、静岡県の集成では最も多いグループ「数量3"'4桁の遺跡J(溝口2005)に相当する。

ただし、出土した山茶碗類は使用痕が目立ちへ葬送や祭把に関わる特徴的な出土は確認されなかっ

たことから、日常的に供膳具又は調理具として使用された個体が相当数に及び、山茶碗類を含む向磁

器類の大量消費地であったといえる。ただし、博多などの中世都市を中心に出土(永井1996)する大

型銭(図95-450)の存在から、物流拠点でもあったと考えられる。一方で地点聞で器種構成の偏り

がみられ、町屋内の居住者の階層差や業種差などが器種構成に影響を及ぼしていると考えられるが、

現時点で具体的に検証するととは困難である。

表57 山J廃碗掴(底部) ・片口鉢(口縁部)の接合後破片敏
尾まt型 東!ll型

不
残
存

大
大 明 美

産 皐
地 器

4 5 6 7 8 9 10 11 
浅

丸 窯
自

明 畑
畑 大 脇

生
( 潰
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底 明 骨十 衛
明 2 

下 1 
4 

4 1 3 ナ 型
以

新 デ 上

418 4 1 1 17 1 1 7 55 320 301 203 169 130 11 1，197 11 13 。1 l 32 6 40 
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55 l 

C 
。 l l 
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山茶碗 。 2 l l 4 4 。
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1 1 37 14 
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2，210 15 3 12，286 133 

17 29 
l 
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2 古潮戸・大窯(表62・63)

出土した古瀬戸・大窯(接合後破片数715点、試掘・確認調査出土分を含む)は、古瀬戸前 1b期

から大窯第4段階後半にかけて認められる。古瀬戸後期が全体の約75%を占め、中でも後lV期古段階

が最も多い。古瀬戸後期を除いた各段階では多くても全体の約4%で、細別時期が確定した資料(以

下、「確定資料」という。)が若干量認められる。また、大窯第 2.......4段階では細別時期を特定できな

いため、破片数を想定される時期の合計数で按分した資料(以下、「按分資料」という。)が主体で、

いずれの段階も全体の 1%程度に留まる。

用途別の接合後破片数について、段階毎に述べる(各段階を跨ぐ按分資料を除く。用途は財団法人

瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター2011を参考にした)。古瀬戸前期では供膳具1点、調理具5

点、貯蔵具8点、貯蔵具か神仏具2点、古瀬戸中期では供膳具23点、調理具16点、貯蔵具25点、貯蔵

具か神仏具28点、神仏具2点、住用具1点、器種不明 3点、前期から中期にかけての化粧具1点が認

められる。古瀬戸前期から中 1 • II期においては、鎌倉又は鎌倉との関係が示唆される遺跡に限って、

古瀬戸が一定量出土することが指摘(藤津2007) されている。美濃地区では、古瀬戸前期から中E期

にかけての壷・瓶類以外の器種が報告された事例は、戸入村平遺跡(揖斐川町)、加納城跡・岐阜千

畳敷遺跡・城之内遺跡(岐阜市)、野笹遺跡(美濃加茂市)、喜田町東遺跡・野中遺跡・平田遺跡(多

治見市)、大井城跡(恵那市)が挙げられる(財団法人瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター2011)

がいずれの遺跡も数点程度であり、一定の期間にまとまって出土した遺跡は知られていない。よって、

当遺跡において査・瓶類以外の器種が、古瀬戸前期から後期までほぼ連続して出士した点に注意する

必要がある。

古瀬戸後期では、喫茶具37点、供膳具212点、調理具107点、供膳具か調理具79点、貯蔵具36点、神

仏具9点、貯蔵具か神仏具26点、器種不明16点が認められ、器種及び数量も豊富である。

表59 土師器皿(口縁部)の掻合後破片拍

地点名
M類 A類 B類 C類

不明 総数
2 I 3 4 21 3 l 2 1 2 
91 861 

220 
A 42 31 2 82 561 295 293 207 2，074 

4 

B I 80 E 2 4 E 1 101 
4 

C L 20 5 
1 8 12 19 

6 75 
2 1 

D l 2 3 

発掘区
1 4 5 外Iit掴

91 961 
230 

85 651 312 321 
総数 49 31 2 

1 
216 2，258 

I 4 

表60 常滑産置の接合後破片散
口縁部

口縁部
地点名 3 1 4 1 5 1 6型式 71819 不総 以外の

型型 型 型 型 型
式式 式 a1 b 式 式 式 明数 破片敬

A 
11 3 

11 1 2 2 11 2 11 1 15 294 

B 1 1 9 

C 。 5 

D 。 l 

易担区

外紙掘 。 l 

総数
l 3 

11 1 2 2 21 2 11 1 16 310 
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垣t.ti1 百組戸 'A慕の坦鳳nlJ磁省軍傾貯軍医

地点 用途
百瀬戸前期 百瀬戸中期 吉司置戸後期 穴熊

不明 総数
I E E W I E E w I E E IV古 I可童量 1 1 2 13前 13後 4前 4後

7 3 7 3 1 

喫茶具 1 1 2 41 

15 

l l 5 2 4 7 27 1 35 60 3 11 1 1 1 

z 8 7 12 l 3 

1 1 3 

供膳具 13 250 
24 

1 
1 

15 

33 7 

供勝具か 24 

調理具
75 

4 

7 

2 2 2 2 3 3 1 5 22 15 1 l 5 

1 8 5 21 l 

1 
A 

調理具 26 165 
680 

5 

14 

9 

1 5 1 

5 18 2 l 
貯蔵具 66 

z 4 14 

13 

貯蔵具か 2 6 l 2 3 

神仏具
66 

21 20 

1 1 2 2 

神仏具 1 3 11 
l 

住用具 l 1 

灯火具 2 2 

1 6 
不明 24 

3 14 

供勝具
l 1 

3 
l 

供謄具か
l 1 

調理具

B 1 l 11 
調理具 1 4 

l 

化粧具 1 l 

不明 l 1 2 

供勝具
1 l 2 

5 
1 

供膳具か
3 3 

C 
調理具

18 
調理具

1 1 2 1 
7 

2 

貯蔵具
1 1 

3 
l 

供膳具 1 1 
D 貯蔵具か

l 1 
2 

神仏具

~楓区
喫茶具 l l 

外書式掴 供膳具 1 l 4 

調理具 l 1 2 

総数 715 
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表62古瀬戸・大蕪の器種別儀合後破片敵(1 ) 
目u 白膏劃 事甲期 由 明 戸 冒 期 太属

不
器種

I E E W I E E W I E E W古 1耳雪E 1 2 I 3前 ~量 4前 4後 明
総数

1 2 I 5 11 17 2 
s 11 

碗 I 平椀
7 

79 
l 

碗
4 

120 
14 

16 13 17 1 3 1 2 

碗E
天目茶碗 l 1 40 

15 1 
灰勅天目 l l 

底卸目皿 1 2 3 

l 1 7 5 
折縁小皿 l 16 

l 

縁勅1/1、皿
3 L 6 B 21 

〈灰紬)
1 1 4o 

5 

縁勅小皿
5 L 12 

(鉄糊)
6 26 

2 l 

縁細川、皿
2 

12 15 
小血 (紬薬不明)

1 

凪
入子 1 1 

類
174 

縁組はさみ皿 11 11 

丸皿
1 4 

8 
3 

丸皿か端反皿
1 

2 
1 

内禿皿 1 1 

志野丸皿 1 1 

中血 折縁中皿 1 1 

卸皿[灰軸)
2 2 2 2 3 2 z 4 4 

40 
1 9 7 

卸皿
1 l 

卸皿(鉄紬)
2 

4 

盤 |託 1 1 
3 2 3 9 E 1 

折縁深皿 1 7 1 1 34 
大鉢 1 

直縁大皿
s 7 

15 
1 

中・小鉢 小鉢 1 1 

1 3 3 
卸目付大皿 1 9 

調理鉢 1 

鉢
柄付片口 5 

5 1232 
盤 13 13 4 

21 1 1 1 
1 

掴鉢 7 自7
播鉢 14 

自

2 

掴鉢型小鉢 1 1 

33 7 28 
盤領 4 79 

7 
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表63盲菰戸・大窯の器種別接合後破片敷(2)
f瀬 戸官官耳 百瀬 j1中期 古瀬戸智:期 太

不
器種

I E E W I E E W I E E W古 W新 1 2 13前 3後 4前 4後 明
総数

四耳壷(有x)
1 1 

E 
3 

四耳壷(無文3 1 
E 

4 

四耳壷
1 1 1 3 6 

重 I (文様有無?)

壷(灰勅無文) z 2 

重信矧袖無刃 1 

小壷 4 4 

耳付合子 1 

壷か瓶 2 l 2 
11 

〈灰糊・有文) 3 z 
壷か瓶 4 4 

43 

壷 Iか瓶
(灰糊・無文} 18 16 

壷か瓶
(鉄紬・無文}

z 2 

小査か小瓶
1 

3 
1 

E 

壷E 茶壷 1 

梅瓶
9 

1 4 l 16 
(灰勅・有文)

1 

梅瓶
2 3 1 6 

(灰糊・無文〉
瓶

梅瓶 1 
(灰勅・文様有無?) 2 1 

4 
壷 140 

梅瓶
1 1 

費 (鉄満・文様有無?)

瓶子E頚 1 1 
〈灰勅・無文)

瓶子〈灰糊・有文) 4 l 1 6 

瓶
瓶子(灰糊・無文) 1 1 

瓶子(鉄糊・無文) l 1 

4引E 1 1 

片口小瓶 l 1 

イム花瓶 1 1 2 

花瓶 1 l 2 

瓶額(灰糊・有虫3 l 1 

瓶類(灰軸・無文) 1 

水注 1 1 

水注 土瓶 7 7 

水精 1 1 

水注か
土瓶か釜 1 1 

その他

火舎・香炉 袴'111形香炉 1 z 1 4 

内耳鍋
1 1 1 

11 
B 

鍋・釜

そ
釜 1 1 

の 灯明具 灯明皿 z 2 23 
他

蓋 土頭蓋 2 2 

仏供 1 
その他

1 
筒形容器

1 
2 

場種不明徴紬か鋤紬)
1 1 

5 z 1 

品情不明(灰紺}
3 12 ~ 18 26 

1 

噸糧不明(細業不明 1 2 3 
確 定 1.0 0.0 2.0 3.0 3.0 7.0 5.0 4.0 11.0139.0154.0194.0123.0 15.0 2.0 0.0 0.0 。。1.0 9.0 273 

3TEEE分E 0.6 0.6 4.8 4.8 24.1 24.1 16.3 16.3 61.7 162.0 姐 3186.1 17自 1 9.1 7.8 7.6 7.6 2.0 2.0 0.0 442 715 

1.6 0.6 6.8 7.8 27.1 31.1 20.3 19.3 邑2.7191. 0 11田 31180. [ I [01.1 24.1 9.8 7.5 7.5 2.0 3.0 9.0 715 
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大窯では、喫茶具4点、供膳具24点、調理具4点、灯火具2点が認められた。古瀬戸後N期古段階

に次いで同新段階の製品は多いため、大窯第 1段階から第2段階にかけては著しく減少しており、遺

跡の消長を考える上で重要である。

岐阜県内で古瀬戸後W期新段階から大窯第 1段階にかけての時期に廃絶する遺跡は数多く、「集落

の廃絶が短期間で斉一的に起こった可能性J(小野木2004)が指摘されている。岐阜市城之内遺跡で

は、大窯第2段階までの製品が出土しているものの、大半は古瀬戸後町期新段階と大窯第1段階で占

められ、天文4年 (1535年)に発生した洪水によって廃絶した可能性が指摘されている。当遺跡の大

窯の出土傾向も城之内遺跡と類似しているものの、今回の調査では当該期の明確な洪水痕跡は確認さ

れていない。ただし、遺構検出面が削平されている可能性があるため、集落の廃絶がどのような事情

によるものか、直ちに判断することはできない。

3 中世遺物の出土状況(園101・102、表64)

A地点出土中世遺物のうち、士師器、墨書土器、古瀬戸・大窯、中国産陶磁器、鍛冶・鋳造関連遺

物の分布状況について述べる。

(1)土師器(園101ー①)

皿は発掘区全域にわたって密に分布し、かつ、 M類とA ・B ・C類との分布上の差異は認められな

かったため、図示していない。煮炊具(伊勢型鍋・羽釜)は建物近辺で多いが、鍋と羽釜の分布に差

異は認められない。

，'¥ 

①土師器煮炊具

惨伊鋳型鍋
【32点表示:/33点)

・羽輩
【263点表示/292点)

②墨書土器

>c 白土原1号寵式
(5A表示/6a)

・明和1号旗式、
明和か夫畑夫澗
4号震式
(45点表示/53点〕

砂穴畑夫澗
4号寵式か
同式覇段階
(お点表示/41点〕

与穴澗東寵式
圃之島3号震式
(15点表示/19点〕

園101 中世遺物の分布状混(1)

〈鉱員事〉・100g以上
(31点表示:/34点〉。100g来週匝
(48点表示/弱点〉

ゅ L トリベ

ii-
q湖冶・鋳造関連遺物

。

(1点表示/1慮}

~ .直羽目
。点表示/54)

2伽1

(S=1/600) 



杢斗三
①古瀬戸前期・中期

④古瀬戸後期 (3)

供腫具
・前期・申期

α2点表示/26点)

間理具
・前期申期

(17点表示/21点)

貯施具.貯'.-神仏具
々前期申期

(54点表示/68点)

神仏具

4区申期
(2点表示:/2点}

神仏具
4匹後 I-m鋼

(11点寝示/13点)
挙 後W期

(2点寝示:/4点}

貯蔵具、貯蔵・神仏具
M 後期

(36点表示/61点)

後W期
(77点表示/1074)

②古瀬戸後期(1)

1>唱E藩具
(3点表示/4点)

。供贈具
(15点表示:/21点)

ゃ1。調理具

位点表示/3点)

d 灯火具
(1点表示/2点)

⑤大窯

園102 中世遺物の分布状混 (2)
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③古瀬戸後期 (2)

園理鳳

・後期・後 I-m期
(32点表示/46点)

0・w期‘
後期同文鷹
(62点表示/自1点)

- 青磁
(40点襲来/51点)

ゃL白磁
(5点表示/8点}

惨禍糊陶.
(12点表示/23点)位三

⑥中国産陶磁器

。 2伽

(5=1/600) 
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(2)墨書土器(園101ー②)

里書のない山茶碗類は発掘区全域にわたって密に分布し、聖書の有無で分布の差異は認められなか

った。墨書土器の分布をみる限り、時期別分布の差異を見い出すことは困難である。

(3)古瀬戸・大窯(園102-①~⑤)

出土した製品の多数が後期に帰属するため、前期・中期、後期、大窯に区分し、主な用途を対象に

表示(個別遺物の分類が複数段階に跨る場合は、より古い段階に帰属)した。なお、古瀬戸後W期に

SD2・3が埋め戻され、 SB06・SB09""11が造営されると考えられるため、後N期の確定資料の

み白抜きで表示した。

喫茶具後 I""ill期では、発掘区のほぼ全域に散在し、後N期ではSB06周辺が多い(④)。

供膳具前・中期(①)では、 SD2・3周辺と発掘区北端に分布が分かれる。後 I"'N期(②)で

は、発掘区のほぼ全域に広がる。

調理具 前・中期(①)ではSD2・3周辺が多いが、後 I""N期(③)では少なく発掘区中央が多

い。ただし、後 I""ill期と後N期で分布の差異は認められない。 SB06南側から SD3にかけて後 I

~皿期・後N期共に集中し、かっ、建物の主軸と同一方向に集中することから、古瀬戸後期において

SD3付近に何らかの遮蔽施設が存在したことが推測される。

貯蔵具、貯蔵・神仏具 前・中期(①)ではSD2・3周辺が多いが、後期(④)では発掘区全域に

広がる。

大窯(⑤)は、発掘区南半ではほとんど出土しておらず、発掘区北半が多い。

(4)中国産陶磁器(園102ー⑥)

青磁は発掘区のほぼ全域に広がる。白磁・褐軸陶器は表示数が少なく、直ちに傾向を把握できない。

(5)鍛治・鋳造関連遺物(図101ー③)

鉄津、輔羽口、 トリベの平面分布を示した。鉄津については、質量が100g未満 (50点)と100g以

上 (34点)に分けて表示した。全般に発掘区北半に偏る傾向があるものの、発掘区南半でも100g以

上の鉄棒が散在する。粒状津・鍛造剥片 (16世紀中葉~後葉)が出土したSK399は発掘区の北端に

位置し、大型の輔羽口(15世紀中葉)は発掘区の南半で出土したこと、また大窯の分布状況(図102

一⑤)も勘案すると、鍛冶関連遺物は南北聞の分布に時期差が存在する可能性がある。

以上を整理すると、土師器煮炊具は使用された建物近辺、古瀬戸喫茶具・調理具は建物周辺に分布

する傾向が強いが、士師器皿・山茶碗類・常滑産陶器・中国産青磁・鍛冶・鋳造関連遺物は、建物(又

は屋敷地)より外側に分布すると解釈できる(表64)。

表64 中世遺物の出土分布傾向

ン/主体となる場所
士師器 山茶碗類、

古瀬戸
中国産 鍛冶・鋳造

皿 煮炊具 常滑産陶器 青磁 関連遺物

SD2・3周辺 調理具・貯蔵具(前・中期) 。
1 a期 SD2・3の外側 不明 調理具(後 I~m期)

広域 。 。 貯蔵具・供勝具(前~後E期)、神仏具(後 I-m期) 。
1 b期

建物の周辺 。 喫茶具・調理具(後W期)
不明

広域 。 。 供膳具(後IV期) 。
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第3節遺跡の検討

近代における遺跡周辺の土地利用の様子を知る史料として、①明治43年に大日本帝国陸地測量部が

発行した 2万分の 1 地形図と、②岐阜市役所が所蔵する『各務郡芥見村~ (製作年代不詳)とがある。

図103は②の一部をトレースし、現在の何道・旧河道(図4を参考)・遺跡範囲・過去の発掘調査等(表

65)の位置を重ねて作成した。

これを見ると、山田川沿いの谷底平野・氾濫平野には水田、自然堤防上には畑・宅地等が立地する。

宅地は郡上街道沿い(字町)と川沿い(字町屋)の 2箇所に集中し、寺院・墓地は大船山南麓(圏外)

と、旧1可道左本流が合流する左岸(墓地のみ)の 2箇所が確認できる。また①の史料では、字蔵前と

字畑回の宅地内に神社の記号が表示されている。また、清水山東裾から真北を指向する痕跡(以下、

「巌跡aJという。)と、郡上街道を東西に横断する道が「く」の字に折れず、東に直線的に延び、

芥見長山遺跡が立地する下位面とを繋ぐ痕跡(以下、「痕跡bJ という。)とが認められ、当遺跡周辺

では、痕跡a・痩跡bで代表される 2種類の地割が認められるので、便宜上順に地割A ・地割Bと呼

称し、過去の発掘調査等成果を踏まえ概要を述べる。

表65 過去の発jE調査等の成果

地嘗lNo. 種別 遺構 遺物等 指摘事項

なし
土師器4点、製塩房土1点器2、点l山点、茶土、須碗鍾恵器5点、灰粕陶

須恵器が多く灰紬陶器が減少し、山茶碗

踏査 器土3師点器、皿土4師点器、皿連 63点点、、古青瀬磁戸2点5点、銅、 (南部系く北部系)で再び増加傾向を

銭l点
示す。 13c 後~14c 前に急激に減少する

竪穴住居跡5軒 弥生土器(欠山式併行)、管玉半製品、砥石、
1 発掘 土錘、山茶碗(古墳・奈良時代の遺物なし)

試掘
古代の溝か土坑?土師器701.保、須恵器203点(7c前半-9c初 遺物は8世紀前半中心、河川流通の集積

2 頭)、灰勅陶器14点、山茶碗20点(尾張6型式1、場のような場所

発掘 明和?1、脇之島1)、土錘1点、土師器皿2点(C2類)

3 試掘 なし なし 現地表-0.1-1.Omで洪水堆積層

中世遺構のー郁?須恵器2点(日c代1)、土師器1点(古代)、灰軸陶 中世の遺物が多いが、奈良~平安時代の

7 
試掘 器2点(大原~虎渓山)、山茶碗12(尾張3-4、 遺物も一定量含まれる(試掘)

立会 白土原~大畑大洞新)、土師器皿2点(凹類1)、

A 土錘3、多量の焼土・炭化物

9 試掘
土師器l点(7c代)、製塩土器1点(8c代)、須
恵器3点(7c後半2)、陶鍾l点、近世磁器l点

10 立会 なし なし

12 踏査
なし 土師器皿23(1d2-3類主体、C1類 1) 中世前期の土師器皿がまとまって出土、

何らかの遺構か?

なし 須恵器3点 (7c後半1)、山茶碗15点(尾張4-

13 踏査 6、窯1同~大畑大洞新)、古瀬戸l点(後1v新)、
大窯l点 (2-3段階)、瀬戸美渡L~正(連房3-4)

16 立会 なし なし 自然堤防上の微高地と窪地の境界

4 試掘 なし 士師器皿(戦国期)

5 試掘 なし 山茶碗l点、士師器皿l点

6 試掘 なし 灰利陶器1点(虎渓山)、士師器皿1点(B2b類)

8 試掘 なし なし
B 

なし なし11 立会

14 立会 なし なし

15 立会 なし なし

17 立会 なし 山茶碗l点

※本表は、岐阜市・岐阜市教育委員会が発行した報告書を参考に作成した。表65のNo.は、図103のNo.と符合する。
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地害~A

概ね真北を指向する地割で、後述する地割B以外に広がり、芥見長山遺跡の南東側に広がる条里地

割と類似する。過去の調査では、No.1 2)で弥生時代の遺構が検出され、 No.7・12では古代 (8世紀前

半)と中世前期が主体となる遺物が出土し、中世後期と近世の遺物は少量に留まる。郡上街道と渡船

場へ向かう道の交差点には、「右せきかふっち 左舟わたし山かたJi文化六己巳仲秋」と記され

た文化6年銘の道標があったとされ(岐車県教育委員会1982)、道標の南側(字一本松と字仲洞の西

側)を中心に、異方向の地割が部分的に認められる。これは郡上街道の主軸方位と一致することから、

街道が整備された17世紀以降に部分的に改変されたと考えられる。

地割B

旧河道の周辺から西側一帯に広がる地割で、字高瀬・町屋・砂畑で認められる。宇野隆夫氏による

と旧河道より西側の一帯は旧中小卜|と考えられ、過去の調査 (No.16)では旧河道と考えられる痕跡が検

出されている。また、他の調査地点では古代と中世の遺物が少量出土した。今回の試掘・確認調査の

結果 (TP 1 ......14)では、少なくとも事業予定地内の字砂畑では厚く盛土され、遺構が確認されてい

ないことから、長良川の氾濫原と考えられる。図103では、宇砂畑から町屋にかけて北東一南西方向

に直線的な地割があり、これを「痕跡 cJ (N-25.0o -E)と仮称する。痕跡cは、調査坑のTPl

4付近 (No.llの北東)と字高瀬で屈折するが、屈折した外側は後世に敷設されたと解釈しておきたい。

また、痩跡cはSD4や郡上街道から渡船場へ向かう道(痕跡bを含む。)に置交することから、地

割Bの基準線であり、痕跡cと平行する SD2の開削時期から、少なくとも14世紀中葉~後葉に遡る

と考えられる。

以上から想定される、遺跡の形成過程を仮説として提示しておきたい。

地割Aでは、弥生時代以前から土地利用が開始されている。旧何道と本流の合流地点 (No.2から12)

に、古代から中世前期を中心とする集落や港湾施設が想定され、中世後期から近世において遺物量が

激減することから、集落は郡上街道を積極的に利用できる字町に移転したと推測される。

地割Bでは、複数地点で古代の遺物が少量ながら出土しており、古代には旧河道の埋没・乾燥化が

進んで中州が居住に適合する環境として整い、何らかの土地利用がなされていたと考えられる。今回

の発掘調査により、中世前期には本格的に中州が開発されたことが判明し、発掘区北に位置する黄柴

宗多聞山永福寺3)の前身が発掘区周辺に存在したと仮定すると、当遺跡は門前町として発展し、発掘

区では大窯段階に断絶したものの、長良川|の渡船場(芥見の渡し)と中世前期以来の町並みは現代ま

で引き継がれたといえる。

1)掲載した遺物では、山茶碗54点のうち27点、小碗1点、小皿42点のうち30点に、使用痕(煤付着、摩滅痕等)が認められる.

2)岐阜市1979の記載内握手から、岐阜市教育委員会2011第69図に示された調査地点が該当すると判断した。

3)史料①②では確認できないが、葬見郷土誌編纂委員会1961によると室町時代中期創建の寺とされている。延宝4 (1676)年

に中興し、美渓庵と称し清水寺の末寺であったが、昭和時代に現在の号に改めたという。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芥見町屋遺跡 集落 弥生時代 柵 2、建物13、構 土師器、須恵器、灰軸 発掘区は長良川の

奈良時代 4、井戸3、士坑 陶器、山茶碗類、片口 渡船場(芥見の渡

平安時代 585、柱穴309、整 鉢、古瀬戸、大窯、常 し)に隣接。

鎌倉時代 地遺構1 滑産陶器、中国産陶磁

室町時代 器、近世陶磁器、近代

江戸時代 陶磁器、瓦、土製品、

石器、金属製品、銭貨

、鉄棒

芥見町屋遺跡は、弥生時代から江戸時代までの複合遺跡である。今回の発掘区は、

奈良時代の遺物が多数出土した地点から約360m北に位置し、長良川|の旧中州上に

立地する。発掘調査により検出された、室町時代から明治時代にかけての建物跡

は、一定の地割に基づいて許画的に配置されており、中世の地割の痕跡が現代ま

で遺存する可能性が高いことが判明した。また、遺構・遺物共に密集して検出さ

要約 れたこと、鎌倉以外で出士数の少ない古瀬戸前期~中期製品、中世都市で出士す

る大型銭、発掘区外に想定される鍛冶・鋳造工房の存在は特筆される。現在のと

ころ、発掘区周辺で港湾施設に関連する遺構は確認されてはいないが、これらの

成呆から、当遺跡は鎌倉時代から室町時代を中心とする、物流・旅客輸送の拠点

であったと考えられる。
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